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序

東京大環状道路の一翼を担う北関東自動車道の建設の槌音はさらに中毛から東毛地区へ

と移り、埋蔵文化財の発掘調査も東毛地区でピークを迎えております。そうした北関東自

動車道のうち高崎一伊勢崎間が供用開始となって早くも三年目を迎えました。供用区間で

ある高崎・伊勢崎間を走るたびに、私は当初の予想を上回る交通量を実感し、北関東3県

をつなぐ大動脈としての力強さを感じております。

さて、ここに平成9• 10年度に発掘調査を実施した中内村前遺跡の埋蔵文化財発掘調査

報告書第2分冊を発刊することとなりました。第2分冊は遺跡の中程を南北に横切る県道

藤岡大胡線から東側三百メートル附近までの遺構、遺物についての調査報告であります。

掲載した埋蔵文化財は古墳時代から江戸時代にかけてのもので、集落、水田、屋敷跡など

多岐にわたりますが、特に弥生時代から古墳時代へ移行する時期の集落が注目されていま

す。報告された遺構の中にはこの時代の研究者の間で論議となっている周溝をもつ建物も

あり、県内では例の少ないこの時代の井戸跡の報告もあります。恐らくは弥生時代から古

墳時代への移行期の好資料として、今後の調査、研究に資することになるものと思いま

す。

最後になりますが、日本道路公団東京建設局、同高崎工事事務所、群馬県教育委員会文

化課、前橋市教育委員会文化財保護課、そして関係者各位に厚く御礼申し上げる次第です。

また発掘調査担当者、作業員及び整理業務に携わった職員、整理補助員各位の労をねぎら

い序と致します。

平成15年6月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長小野宇三郎





例戸
なかうちむら まえ

1.本書は北関東自動車道建設に伴い事前調査された中内村前遺跡（遺跡略号KT-120)の発掘調査報告書第

2分冊である。本書は中内村前遺跡5~7区に発見された遺構、及び出土遺物を対象に報告する。

2. 中内村前遺跡 l~4区を対象とした第 1分冊（「中内村前遺跡（ 1）』)は、日本道路公団及び財団法人群

馬県埋蔵文化財調査事業団より平成14年3月29日付にて発行されている。また、主に中内村前遺跡8 • 9 

区を対象とした第3分冊（『中内村前遺跡（2)』）は平成16年3月刊行の予定である。

3. 中内村前遺跡は群馬県前橋市中内町及び同市西善町に所在し、遺跡地の多くを占める大字「中内」と字の

うち「村前」を合わせたもので遺跡名としている。

4.発掘調査は日本道路公団の委託を受けた群馬県教育委員会が、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団に

委託して実施したものであり、整理事業は日本道路公団の委託を受けた財団法人群馬県埋蔵文化財調査事

業団が実施したものである。

5.発掘調査の期間・体制、及び発掘調査報告書第 1分冊に係る整理期間・体制は第 1分冊に記している。

6.発掘調査報告書第2分冊に係る整理期間及び体制は次の通りである。

事務担当 小野宇三郎、吉田 豊、住谷永市、神保侑史、巾 隆之、右島和夫、萩原利通、植原恒夫、

西田健彦、相京建史、小山建夫、高橋房雄、竹内 宏、須田朋子、吉田有光、森下弘美、

阿久澤玄洋、田中賢一、今井もと子、内山佳子、若田 誠、佐藤美佐子、本間久美子、

北原かおり、狩野真子、松下次男、吉田 茂

整理担当石守晃

7.本書作成の担当は次の通りである。

編集・執筆 石守晃

遺構写真撮影

遺物写真撮影

金属器処理

木器管理等

整理作業

機械実測

航空写真撮影は技研測量株式会社が行い、これ以外は各発掘調査担当が行った。

佐藤元彦

関 邦一、土橋まり子、小材浩一、高橋初美

横倉知子、藤井文江

高橋真樹子、今井サチ子、金子加代、高田栄子、小林町子、根井美智子

田中精子、千代谷和子、酒井史恵

8.①石材鑑定については飯島静男先生の御協力によって同定された。

②テフラ分析、プラント・オパール分析、花粉分析 及び放射性炭素年代測定は株式会社古環境研究所

に依頼した。

9.出土遺物、遺構図面写真の保管については、出土文化財については群馬県の所有に帰し、遺構実測図．

遺構写真等については財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団の管理に於いて、共に群馬県埋蔵文化財調査

センター内に収納されている。

10.本書の作成に於いては以下の方々にご協カ・ご指導戴いた。記して感謝の意を表します。

（敬称略）前橋市教育委員会、飯島義男、井上唯雄、井野修二、井野誠一、金井仁史、児島良昌、

杉田茂俊、前原 豊、松島久二治



凡例

1.挿図中に使用した方位は、座標北を表している。座標系は日本測地系平面直角座標系（所謂国家座標、

旧座標）の第1X系を使用している。

2.遺構断面実測図、等高線に記した数値は標高を表し、単位は “m"を用いた。

3.遺構名称、遺構番号は区の番号、調査面の番号、遺構種別毎の遺構番号、遺構種別の名称の順に、前3

者は間に「ー」記号を入れて標記している。尚、遺構番号は調査段階のものをそのまま踏襲したが、調査段

階で二重に付してしまった番号については番号の後ろにアルファベットを付して区別した。

4.本書に於けるテフラ （火山噴出物）の略号は以下の通り

As-A:浅間山噴出A軽石（天明3年／1783) As-B :浅間山噴出B軽石・火山灰（天仁元年／ll08)

As-C:浅間山噴出C軽石 (3世紀末葉） As-YP:浅間山噴出板鼻黄色軽石(1.3~1.4万年前）

Hr-FA：榛名山二つ岳噴出火山灰 (6世紀初頭） Hr-FP：榛名山二つ岳噴出軽石 (6世紀前半）

5.遺構実測図の縮尺は下記を基準としているが、例外としたものは各回に記載している。

竪穴住居・掘立柱建物1/60 寵・炉1/30 溝1/80

土坑・ピット•井戸・土坑1/60

6.遺物実測図の縮尺は下記を基準としている。

土器・陶磁器等：甕・壺・内耳鍋・播鉢．鉢・火鉢・瓦等1/4 碗・杯•高坪．皿等1/3

土錘等1/2

石器・石製品等：台石・礎石・板碑 ・ 多孔石•こもあみ石等1/4

敲石・磨石・打製石斧．砥石（小型） ・スクレーパー等1/3

紡錘車・石製品模造品等1/2 石鏃4/5

木器・木製品：椀・曲物等1/3 杭・建築材等1/4

古銭 ・金属製品：銅銭等4/5 きせる・釘等1/2 刀子・鎌・包丁等1/3

ガラス製品等：ビン（大型） 1/2 ビン（小型） ・小型ガラス製品4/5

7. 土層注記中の土色には農林省農林水産技術会議事務局監修•財団法人日本色彩研究所色票監修「新版標

準土色帖』を参考に記載している。

8.図中のスクリーントーン （網掛け）は下記のことを示す。

土器 黒漆

灰
糸Illカゞし、／ヽ灰 :9]:・::]・ :]::・ 言::：:］:］:・:］・］:・］:・:］・:］・:］・:言9・]:・:]・:冒：・:［・言:言・ 

＇ 
住居跡 I 

焼土 11111111111111111111111111111111111 

風倒木

畦
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遺構番 号別目次

〔竪穴住居・竪穴建物）

6区

(2面）

6 -1 -1号住居

6-1-2号住居

6-1-3号住居

6-1-4号住居

6-1-5号住居

6-1-6号住居

6-1-7号住居

6-1-8号住居

6-1-9号住居

6-1-10号住居

6-1-11号住居

6-1-12号住居

6-1-13号住居

6-1-16号住居

6-1-17号住居

6-1-18号住居

6-1-19号住居

6-1-20号住居

6-1-21号住居

6-1-22号住居

6-1-23号住居

6-1-24号住居

6-1-25号住居

6-1-26号住居

6-1-27号住居

6-1-28号住居

6-1-29号住居

6-1-30号住居

6-1-31号住居

6-1-32号住居

6-1-33号住居

6-1-34号住居

6-1-35号住居

6-1-36号住居

6-1-37号住居

6-1-38号住居

6-1-39号住居

6-1-40号住居

6-1-41号住居

6-1-42号住居

6-1-43号住居

6-1-44号住居

6-1-45号住居

6-1-46号住居

6-1-47号住居

6-1-48号住居

6-1-49号住居

6-1-50号住居

6-1 -51号住居

6-1-52号住居

6-1-53号住居

6-1-54号住居

6-1-55号住居

6-1-56号住居

6-1-57号住居

6-1-59号住居

103 

104 

106 

108 

llO 

lll 

ll2 

ll3 

ll4 

ll5 

ll6 

ll6 

ll8 

ll9 

120 

121 

122 

124 

124 

124 

126 

126 

127 
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128 

128 

130 

130 

132 
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135 

136 

136 
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138 

139 

139 

140 

141 

141 

142 

142 

143 

144 

144 

145 

146 

147 

148 

148 

149 

149 

150 

151 

152 

6-1-60号住居

6-1-61号住居

6-1-62号住居

6-1-63号住居

6-1-64号住居

6-1-65号住居

6-1-66号住居

7区

(2面）

7-2-1号住居

7-2-2号住居

7-2-5号住居

7-2-12号住居

7-2-13号住居

(3面）

7-3-3号住居

7-3-4号住居

7-3-6号住居

7-3-7号住居

7-3-8号住居

7-3-9号住居

7-3-10号住居

7-3-11号住居

6区

(2面）

6-2-1号掘立柱建物

7区

(3面）

7-3-1号掘立柱建物

7-3-2号掘立柱建物

7-3-3号掘立柱建物

7-3-4号掘立柱建物

7-3-5号掘立柱建物

7-3-6号掘立柱建物

7-3-7号掘立柱建物

7-3-8号掘立柱建物
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156 

〔溝〕
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溝
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号
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〔掘立柱建物〕
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206 

206 

206 

206 
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206 
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206 

6区

(1面）

6-1-1号溝

6-1-2号溝

6-1-3号溝

6-1-4号溝

6-1-5号溝

6-1-6号溝

6-1-7号溝

6-1-8号溝

6-1-9号溝

6-1 -10号溝

6-1-11号溝

6 -1 -12号溝

6-1-15号溝

6→1 -16号溝

6-1-18号溝

6-1-19号溝

6-1-22号溝

6-1-23号溝

6-1-24号溝

6-1-25号溝

6-1-26号溝

6-1-27号溝

6 -1 -28号溝

6-1-29号溝

6-1-30号溝

6-1-31号溝

6-1 -32号溝

6-1-34号溝

6-1-36号溝

6-l -38b号溝

6-1-37号溝

6-1-38号溝

6-1-39号溝

6-1-41号溝

6-1-42号溝

6-1-43号溝
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3
9
3
8
3
8
3
8
4
1
3
9
4
2
4
3
3
9
4
2
4
4
4
4
3
5
3
4
3
9
4
5
4
5
4
5
4
8
4
5
4
9
 

(2面）

6-2-45号溝

6-2-46号溝

6-2-47号溝

6-2-48号溝

6-2-49号溝

6-2-50号溝

6-2-51号溝

6-2-52号溝

6-2-53号溝

6-2-54号溝

6-2-55号溝

6-2-56号溝

6-2-58号溝

6-2-59号溝

6-2-60号溝

6-2-61号溝

6-2-62号溝

6-2-63号溝

6-2-64号溝

6-2-65号溝

6-2-66号溝

6-2-67号溝

6-2-68号溝

6-2-69号溝

6-2-70号溝

6-2-71号溝

6-2-72号溝

7区

(1面）

7-1-1号溝

7-1-2号溝

7-1-3号溝

7-1-4号溝

7-1-5号溝

7-1-6号溝

7-1-7号溝

7-1-8号溝

7-1-9号溝

7 -1-10号溝

7-1-11号溝

7-1-12号溝

7 -1-13号溝

7 -1 -14号溝

7-1-15号溝

7-1-16号溝

7-1-17号溝

7 -1 -18号溝

7-1-19号溝

7-1-20号溝

7-1-21号溝

7 -1 -22号溝

7-1-23号溝

7-1-24号溝

7-1-25号溝

(2面）

7-2-26号溝

209 

211 

211 

214 

211 

214 

214 

214 

218 

211 

211 

214 

219 

219 

219 

221 

221 

221 

223 

225 

225 

223 

220 

214 

218 

243 

.l
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7-2-27号溝

7-2-28号溝

7-2 -28b号溝

7-2-29号溝

7-2-30号溝

7-2 -31号溝

7-2-32号溝

7-2-33号溝

7-2-34号溝

(3面）

7-2-35号溝

7-2-36号溝

243 

243 

243 

243 

243 

243 

246 

246 

246 

287 

288 

〔土坑〕

5区

(1面）

5-1 -1号土坑

5-1-2号土坑

5-1-3号土坑

5-1-4号土坑

5-1 -5号土坑

5-1-6号土坑

5-1 -7号土坑

5-1 -8号土坑

5-1 -9号土坑

5-1-10号土坑

5-1 -11号土坑

5-1 -12号土坑

5-1 -13号土坑

5-1 -14号土坑

5-1 -15号土坑

5-1-16号土坑

5-1-17号土坑

6区

(1面）

6 -1-1号土坑

6-1-2号土坑

6-1-3号土坑

6-1-4号土坑

6-1-5号土坑

6-1-6号土坑

6-1 -7号土坑

6-1-8号土坑

6-1-9号土坑

6-1-10号土坑

6-1 -11号土坑

6-1-12号土坑

6-1-13号土坑

6-1 -14号土坑

6-1-15号土坑

6-1 -16号土坑

6-1 -17号土坑

6-1-18号土坑

6-1-19号土坑

6-1-20号土坑

6 -1-21号土坑

6 -1-22号土坑

6 -1-23号土坑

6-1-24号土坑

6 -1~25号土坑

14 

14 

14 

14 

14 

14 

14 

14 

14 

14 

14 

14 

14 

14 

14 

14 

14 

9
6
4
9
4
9
4
9
9
6
9
6
4
9
9
6
9
6
9
6
9
6
9
6
9
6
9
6
9
6
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
 

6-1-26号土坑

6-1-27号土坑

6-1 -28号土坑

6-1-29号土坑

6-1-30号土坑

6-1-31号土坑

6-1 -32号土坑

6-1 -33号土坑

6-l -34a号土坑

6-l -34b号土坑

6-1-35号土坑

6-1-36号土坑

6-1-37号土坑

6-1-38号土坑

6-1-39号士坑

6-1-40号土坑

6-1-41号土坑

6-1-42号土坑

6-1-43号土坑

6-1-44号土坑

6-1-45号土坑

6-1-46号土坑

6-1-47号土坑

6-1-48号土坑

6-1-49号土坑

6-1-50号土坑

6-1 -51号土坑

6-1-52号士坑

6-1-53号土坑

6-1-54号土坑

6-1-55号土坑

6-1-56号土坑

6-1-57号土坑

6-1-58号土坑

6-1-59号土坑

6-1-60号土坑

6-1 -61号土坑

6-1-62号土坑

6-1-63号土坑

6-1-64号土坑

6-1-65号土坑

6-1-66号士坑

6-1-67号土坑

6-1-68号土坑

6-1-69号土坑

6-1-70号士坑

6-1-71号土坑

6-1-72号土坑

6-1-73号土坑

6-1-74号土坑

6-1-75号土坑

6-l-76a号土坑

6-l-76b号土坑

6-1-77号土坑

6-1-78号土坑

6-1-79号土坑

6-1-80号土坑

6-1-81号土坑

6-1-82号士坑

6-1-83号土坑

6-1-84号土坑

6-1-85号土坑

6-1-86号土坑

6-1-87号土坑

6-1-88号土坑

6-1-89号土坑

6-1-90号土坑

6-1-91号土坑

6-1-92号土坑

6-1-93号土坑

6-1-94号土坑

6-1-95号土坑

6-1-96号土坑

6-1 -97号土坑

6-1-98号士坑

6-1-99号土坑

6-1-100号土坑

6 -1 -101号土坑

6-1-102号土坑

6-1-103号土坑

6-1-105号土坑

6-1-109号土坑

6-1-112号土坑

6 -1 -113号土坑

6-1-114号土坑

6-1-115号土坑

6-1-116号土坑

6-1-117号土坑

6-1-118号土坑

6-1-119号土坑

6-1 -120号土坑

6 -1 -121号土坑

6-1-122号土坑

6-1-123号土坑

6-1-124号土坑

6 -1-125号土坑

6 -1 -126号士坑

6 -1 -127号土坑

6 -1-128号土坑

6 -1-129号土坑

6 -1 -130号士坑

6-1-131号土坑

6 -1 -132号土坑

6 -1 -133号土坑

6-1 -134号土坑

6-1-135号士坑

6 -1 -136号土坑

6 -1 -137号土坑

6-1-138号土坑

6 -1 -139号士坑

6-1-140号土坑

6 -1 -141号土坑

6-l-142a号土坑

6-l-142b号土坑

6-1-143号土坑

6-1-144号土坑

6-1-145号土坑

6-1-146号土坑

6-1-147号土坑

6 -1 -148号土坑

6 -1 -149号土坑

6-1-150号土坑

6 -1 -151号土坑

6-1-152号土坑

6-1-153号士坑

6-1-154号土坑

6 -1-155号土坑

6-1-156号土坑

6-1-157号土坑

6-1-158号土坑

6 -1 -159号土坑

6-1-160号土坑

6 -1 -161号土坑

6-1-162号土坑

6-l-163a号土坑

6-l-163b号士坑

6-1-164号土坑

6-1-165号土坑

6-1-166号土坑

6-1-167号土坑

6-1-168号土坑

6-1-169号土坑

6-1-175号土坑

6-l-178a号士坑

6-l-178b号土坑

6-1-179号土坑

6 -1 -180号土坑

(2面）

6-2-170号土坑

6-2-171号土坑

6-2-172号土坑

6-2-173号土坑

6-2-174号土坑

6-2-176号土坑

6-2-177号土坑

6 -2 -181号土坑

6-2-182号土坑

6-2-183号土坑

6-2-184号土坑

6-2-185号土坑

6-2-186号土坑

6-2-187号土坑

6-2-188号土坑

6-2-189号土坑

6-2-190号土坑

6-2-191号土坑

6-2-192号土坑

6-2-193号土坑

6-2-194号土坑

6-2-195号土坑

6-2-196号土坑

6-2-197号土坑

6-2 -198号土坑

6-2-200号土坑

6-2-201号土坑

6-2-202号土坑

6-2 -203号土坑

6-2 -204号土坑

6-2-205号土坑

6-2 -206号土坑

6-2 -207号土坑

6-2 -208号土坑

6-2 -209号土坑

6-2-210号土坑

6-2-212号土坑

6-2-213号土坑

6-2-214号土坑

6-2 -216号土坑
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6-2-217号土坑

6-2-218号土坑

6-2-219号土坑

6-2-220号土坑

6-2-221号土坑

7区

(1面）

7 -1 -1号土坑

7-1-2号土坑

7-1-3号土坑

7-1-4号土坑

7-1-5号土坑

7-1-6号土坑

7-1-7号土坑

7-1-8号士坑

7-1-9号土坑

7-1 -10号土坑

7-1-11号土坑

(3面）

7-3-12号土坑

7-3→13号土坑

7-3-14号土坑

183 

183 

183 

182 

182 

228 

228 

228 

228 

228 

228 

228 

228 

228 

228 

228 

289 

290 

292 

7-3-15号土坑

7-3-16号土坑

7-3-18号土坑

7-3-19号土坑

7-3-21号土坑

7 -3-22号土坑

7-3-23号土坑

7-3-24号土坑

7-3 -25a号土坑

7-3 -25b号土坑

7-3-27号土坑

〔井戸〕

5区

(2面）

5-2-1号井戸

6区

(1面）

6 -1 -1号井戸

7区

(3面）

7-3-1号井戸

第 1図

第2図

第 3図

第 4図

第 5図

第6図

第7図

第8図

第9図

第10図

第11図

第12図

第13図

第14図

第15図

第16図

第17図

第18図

第19図

第20図

第21図

第22図

第23図

第24図

第25図

第26図

第27図

第28図

中内村前遺跡位置図と調査区設定位置図

1~4区遺構分布図

5区l~3面概念図

5 -1-1号溝

5-1-2・3・4号溝

5-1-5 • 6号溝
5-1-7号溝

5 -1 -8 • 9 • 10 • 11 • 12号溝
5区1面の土坑

5区1面のピット

5区1面As-B下水田と畦部分図

4 • 5区As-B下水田位置図
5区1面の遺構に伴わない出土遺物

伊勢崎空襲時の爆裂坑

5-2-1号溝

5区2面の土坑群 （その 1)

5区2面の土坑群 （その 2)

5区2面の土坑群 （その 3)

5-2-1号井戸及び出土遺物

5区2面Hr-FA下水田全体図

5区2面Hr-FA下水田面

5区2面遺構に伴わない遺物

5区試掘グリッド配置図

6区1~3面概念図

6区1面西端部の溝群

6-1-3 • 4号溝
6 -1 -22 • 23 • 24号溝
6区1面中部の溝群 （その 1)

6区1面中部の溝群 （その 2)

及び6-1 -31 • 32号溝
6 -1 -37 • 40 • 42号溝
6-1-38 • 39号溝
6 -1 -41 • 43号溝

290 

290 

292 

292 

290 

289 

290 

292 

292 

290 

289 

25 

69 

292 

7-3-2号井戸

7-3-3号井戸

〔ビッ ト〕

6区

(1面）

6 -1 -1号ピッ ト

6-1-2号ピッ ト

6-1-3号ビッ ト

6-1-4号ピッ ト

6-1-5号ビット

6-1-6号ビッ ト

6-1-7号ピット

6-1-8号ビッ ト

6-1-9号ビッ ト

6 ←1 -10号ピット

6-1 -11号ビソト

6-1 -12号ピット

6-1 -13号ピッ ト

6-1-14号ピット

6-1-15号ピット

6-1 -16号ピット

6-1 -17号ピ ット

6-1 -18号ピッ ト

挿図目次

1 
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3 

4 

6 • 7 
8 • 9 
10 • 11 
12 • 13 
14 • 15 
16 

18 • 19 

20 

21 

22 
23 

24 

25 

25 

26 • 27 
28 

29 

30 • 31 
32~35 

36 • 37 
38 • 39 
40 • 41 

42 • 43 
44 • 45 
46 • 47 
48 • 49 

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図
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第
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第

第

第
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第

第
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第

第

第

第

第

292 

293 

9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
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6-1-19号ピッ ト

6-1-20号ビッ ト

6-1-21号ピッ ト

6-1-22号ビット

6-1-23号ピッ ト

6-1-24号ビット

6-1-25号ピット

6-1-26号ピッ ト

6-1-27号ピッ ト

6-1-28号ピッ ト

6-1-29号ピッ ト

6-1-30号ピッ ト

6 -1-31号ピッ ト

6-1-34号ピッ ト

6-1-35号ビッ ト

6-1-36号ビ ソト

6-1-37号ビッ ト

6-1-38号ビッ ト

6-1-39号ピ ット

6-1-40号ピ ット

6-1 -41号ピット

6-1-42号ピット

6-1-43号ピッ ト

6区1面西部の土坑群 （その 1)

6区1面西部の土坑群 （その 2)

6区l面中部の土坑群 （その1)

6区1面中部の土坑群 （その2)

6区1面中部の土坑群 （その3)

6区1面中部の土坑群 （その4)

6区 1面中部の土坑群 （その5)

6区1面中部の土坑群 （その 6)

6区1面中部の士坑群 （その 7)

6区1面のピット群 （その 1)

6区1面のビッ ト群 （その2)

6-1-1号井戸

6区1面As-B下水田 （その1)

6区l面As-B下水田 （その2)と出土遺物

6区l面南西部の流水痕

6区1面南西部出土の石塔類

6区l面遺構外の出土遺物 （その 1)

6区l面遺構外の出土遺物 （その2)

6区1面遺構外の出土遺物 （その3)

6区1面遺構外の出土遺物 （その4)

6-1 -1号屋敷全体図

6 -1 -20 • 21 • 33 • 35号溝 （その 1)
6 -1 -20 • 21 • 33 • 35号溝 （その2)
6-1-20号溝出土遺物 （その1)

6-1-20号溝出土遺物 （その2)

6-1-21号溝出土遺物

6-1 -1号屋敷内の土坑群 （その 1)

6-l -1号屋敷内の士坑群 （その 2)

6-1 -1号屋敷内の土坑群 （その3)

6-1 -1号屋敷内のビソト群 （その 1)

6-1 -1号屋敷内のピ ット群 （その 2)

6-1-焼土遺構

6-1-2号屋敷全体図
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6
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6
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6
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58 • 59 
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66 

67 

68 

69 

70 • 71 
72 • 73 
74 

75 

76 

77 

78 

79 

79 

80 • 81 
82 • 83 
84 • 85 
86 

87 

89 

90 • 91 
92 

93 

94 

95 
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第62図 6-1-2号屋敷内の溝群 （その2) 97~99 第129図 6-2-62号住居と出土遺物 154 
第63図 6-1-2号屋敷内の土坑群 （その 1) 100 • 101 第130図 6-2-63号住居と出土遺物 154 
第64図 6-1-2号屋敷内の土坑群 （その2) 102 第131図 6-2-64号住居と出土遺物 155 
第65図 6-2-1号住居と出土遺物（その 1) 103 第132図 6-2-65号住居と出土遺物 156 
第66図 6-2-1号住居と出土遺物 （その2) 104 第133図 6-2-65号住居 157 • 158 
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第77図 6-2-8号住居と出土遺物 （その 1) 113 第144図 6-2-56 • 58号溝と出土遺物 178 • 179 
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写真図版目次

口絵 7-3-3号住居全景

PLl 5区］面全景 5区］面西部全景

PL2 5-1-5号溝土層 5-1-5号溝全景 5-I -5号溝全景 PLll 

5-I -7号溝土層 5-1-7号溝全景 5-1-9 • 10号溝全景
PL3 5-1-9・10号溝全景 5-1-11号溝土層 5-1-11号溝全景

5-1-12号溝全景 5-1-11号土坑全景 PL12 

PL4 5-1-12号土坑全景 5-1-14号土坑全景 5-1-15号土坑全景

5-I -16号土坑全景 5-1-17号土坑全景 5-1-1号爆裂坑全景

PL 5 5区2面東部全景 5区2面東部全景 PL13 

PL6 5-2-1・2号溝全景 5-2-Hr-FA下水田 5-2 —北部全景

5-2-Hr-FA;水田北部 5-2-Hr-FA下水田東部

5-2-Hr-FA下水田南部 5-2-Hr-FA下水田南部 PL14 

5-2-1号井戸

PL 7 5区出土遺物

PL8 6区1面西半部全景 6区1面西半部土坑群

PL9 6-1-1号屋敷全景 6-1-1号屋敷全景 PL15 

PLlO 6区l面西南部全景 6-1-2号屋敷内東部溝・土坑群

6-1-2号屋敷内西部溝・土坑群 6区1面東部溝群

6区l面西半部中部士坑群

6-1-1号屋敷と 6-1-32号溝 （手前）

6-1-1号屋敷内土坑群 6区1面中部土坑群

6区1面西端部溝群 6区1面As-B下水田面 6-1-3号溝全景

6 -1 -4 • 13 • 19号溝全景 6-1-4 ・22・23号溝全景
6 -1 -4 • 13 • 19号溝 6-1-5号土坑全景
6-1-14~16 • 38号溝全景 6 -1 -13号溝全景
6-1-20 • 32号溝全景 6 -1 -20 • 21 • 32号溝全景
6-1 -20 • 21号溝全景 6 -1 -13 • 31 • 44号溝全景
6 -1 -31 • 32 • 38号溝全景 6-1 -39 • 42号溝全景
6 -1-31 • 37~39 • 42号溝全景 6-1-38・41号溝全景
6-1-40号溝全景 6 -1 -39 • 42号溝全景 6-1-43号溝全景
6-1-41号溝全景 6-1-37~40 • 42号溝全景
6 -1 -31 • 37 • 39 • 42号溝全景 6区1面西半北部土坑群
6区l面西半北部土坑群 6-1-16号土坑全景

6-1-147号士坑全景

6 -1-164号土坑全景 6 -1-165号土坑全景

6 -1-180号土坑全景 6-1-147号土坑全景

6 -1 -164号土坑全景 6-1-165号土坑全景

6-1-166号土坑全景 6-1-167号土坑全景
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PL17 
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PL20 

PL21 

PL22 

PL23 

PL24 

PL25 

PL26 

PL27 

PL28 

PL29 

PL30 

PL31 

PL32 

PL33 
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6-1 -168号土坑全景 6-1-169号土坑全景

6-1-179号土坑全景 6 -2-182号土坑全景

6-1-1号井戸全景 6-1-8号ピッ ト全景

6区1面五輪塔等出土状況 6区1面錆銭等出土状況 PL34 

6区l面東部As-B下水田面 6区1面東部As-B下水田面全景

6区1面西端部As-B下水田面 6区1面西端部As-B下水田面

6区1面西端部As-B下水田面

6区2面竪穴住居分布状況 6-2-1号住居全景 PL35 

6-2-1号住居掘り方全景 6-2-2号住居蔽全景

6-2-2号住居全景 PL36 

6-2-2号住居掘り方全景 6-2-3号住居全景

6-2-4号住居全景 6-2-3号住居寵全景

6-2-4号住居掘り方全景 6-2-4号住居籠全景

6-2-5号住居全景 6-2-5号住居掘り方全景

6-2-5号住居寵掘り方 6-2-6号住居全景 PL37 

6-2-6号住居冠全景 6-2-6号住居掘り方全景

6-2-8号住居全景 6-2-7 • 8号住居全景
6-2-8号住居寵 6-2-9号住居掘り方全景

6-2-9号住居寵 6-2-10号住居全景

6-2-10号住居掘り方全景 6-2-10号住居籠 PL38 

6 -2-12 • 21号住居全景 6-2-12号住居寵
6-2-13号住居全景 6-2-13号住居掘り方全景

6-2-16 • 18号住居全横 6-2-16号住居寵全最（遺物出土状況）
6-2-16号住居遺物出土状況 （鼈前）

6-2-16号住居寵掘り方全景 6-2-1 • 17 • 22号住居全景 PL39 

6-2-18号住居全景 6-2-19号住居全景（遺物出土状況）

6-2-19号住居掘り方全景

6-2-19号住居寵全景 6-2 -19 • 20号住居 （掘り方）全景
6-2-22号住居全景 6-2-20号住居冠全景 PL40 

6-2-17・22号住居掘り方全景 6-2-23号住居冦全景

6-2-24号住居寵掘り方全景 6-2-23号住居冠全景

6-2-25号住居全景 6-2-25号住居冠全景

6-2-26号住居全景 6-2-26号住居鼈全景 PL41 

6-2-27号住居全景 6-2-27号住居饉全景

6-2-28号住居掘り方全景 6-2-28号住居冠全景

6-2-29号住居全景 6-2-29号住居鼈

6-2 -30 • 31号住居全景 6 -2 -30 • 31号住居掘り方全景 PL42 

6-2-30号住居冠覆土断面 6-2-30号住居籠掘り方覆土断面

6-2-32号住居全景 6-2-32号住居鼈全景

6-2-33号住居全景 6-2-33号住居掘り方全景

6-2-33号住居寵全景 6-2-33号住居寵掘り方全景

6-2-34号住居寵全景 6-2-34号住居冠掘り方全景 PL43 

6-2-35号住居全景 6-2-35号住居掘り方全景

6-2-36号住居寵セクション PL44 

6 -2 -32 • 34 • 36 • 37 • 38号住居 6-2-37号住居寵掘り方全景
6-2-39号住居全景

6-2-39号住居全景 6 -2 -30 • 39 • 40号住居全景
6-2-40号住居全景 6-2-39 • 40号住居掘り方全景 PL45 

6-2-40号住居冠全景 6-2-40号住居寵掘り方全景

6-2-41号住居全景 6-2-41号住居竃全景

6-2-42号住居掘り方全景 6-2-42号住居冦全漿 PL46 

6-2-43号住居全景 6-2-44号住居全景 PL47 

6-2-44号住居冠全景 6-2-44号住居寵掘り方全景

6-2-45号住居掘り方覆土 6-2-46号住居掘り方覆土

6-2-46号住居蘊全景 6-2-47号住居寵全景 PL48 

6-2-47号住居掘り方全景 6-2-48号住居全景 PL49 

6-2-48号住居寵覆土断面 6-2-48号住居全景 PL50 

6-2-49号住居全景 6-2-49号住居掘り方全景 PL51 

6-2-50号住居全景 6-2-50号住居冠全景 PL52 

6-2~51号住居全景 6-2-51号住居冠全景 PL53 

6-2-51号住居貯蔵穴 6-2-52号住居全景 PL54 

6-2-52号住居寵掘り方全景 6-2-52号住居全景 PL55 

6-2-53号住居全景 6-2-53号住居寵全景 PL56 

6-2-54号住居冠全景 6-2-48 • 55号住居掘り方全景 PL57 

6-2-48 • 56号住居全景 6-2-55号住居覆土断面 PL58 

6-2-56号住居寵全景 6-2-56号住居寵掘り方全景 PL59 

6-2-57号住居全景 6-2-57号住居寇全景 PL60 

6-2-59号住居掘り方全景 6-2-60号住居全景

6-2-62号住居全景 6・2・61号住居全景

6-2-62号住居冠全景 6-2-61号住居掘り方全景

6-2-65号住居全景 6-2-65号住居周溝

6-2-65号住居周溝遺物出土状況 6-2-65号住居遺物出土状況

6-2-65号住居遺物出土状況 6-2-65号住居周溝遺物出土状況
6-2-66号住居遺物出土状況 6-2-66号住居全景

6-2-66号住居周溝遺物出土状況 6-2-66号住居覆土断面

6-2-1号掘立柱建物全景 6-2-1号道全景 6区2面航空写真

6区2面全景 6-2-45 • 54号溝切り合い断面
6-2-46 • 47号溝切り合い断面 6-2-45 • 49号溝切り合い断面
6 -2 -48 • 49 • 53号溝切り合い断面
6-2-4号道・ 51号溝切り合い断面

6-2-51号溝・ 176号土坑切 り合い断面

6-2-62号溝・ 210号土坑切り合い断面

6-2-62 • 63号溝切り合い断面
6-2-71号溝覆土断面 6-2-170号土坑全景

6-2-171号土坑全景 6-2-172号土坑覆土断面

6-2-173号土坑全景 6-2-174号土坑覆土断面

6-2-49 • 54号溝切り合い断面
6-2-54号溝・ 178号土坑切り合い断面

6-2-171号土坑覆土断面 6-1-175号土坑全景

6-2-176号土坑全景 6-2-177号土坑全景

6-1-179号土坑全景 6 -1 -180号土坑覆土断面

6-2 -181号土坑全景 6 -2-182号土坑全景

6-2-183号土坑全景 6-2-184号土坑全景

6-2-185号土坑全景 6 -2-186号土坑全景

6-2-187号土坑全景 6 -2 -189号土坑全景

6-2-200号土坑全景 6-2-202号土坑全景

6-2-205号土坑全景 6-2-205号土坑出土遺物

6-2-208号土坑全景 6-2-208号土坑出土遺物

6-2-213号土坑全景 6 -2 -214号土坑全景

6-2-191号土坑全景 6-2-192号土坑全景

6-2-193号土坑全景 6 -2-191~196号土坑全景

6-2-196号土坑全景 6-2-198号土坑全景

6 -2 -190 • 197号土坑
6区2面Hr-FA・ FP泥流下水田全景

6-2-1号Hr-FA・ FP泥流下水田全景

6-2-46号溝と1号Hr-FA・ FP泥流下水田

6-2-2号Hr-FA・ FP泥流下水田全景

6-2-1号Hr-FA・ FP泥流下水田航空写真

6-2-2号Hr-FA・ FP泥流下水田航空写真

6区2面Hr-FA下水田航空写真

6-2-1号Hr-FA下水田全景 6-2-1号Hr-FA下水田面足跡

6-2-1号Hr-FA下水田面足跡

6-2-1号Hr-FA下水田面足跡 （接写）

6-2-1号Hr-FA下水田面足跡

6-2-2号Hr-FA下水田全景 6-2-2号Hr-FA下水田面

6-2-2号Hr-FA下水田面 6-2-2号Hr-FA下水田面

6-2-2号Hr-FA下水田面

6-2-3号Hr-FA下水田面 6区2面全景

6区2面遺構外出土遺物出土状況 6区2面確認状況

6区3面試掘状況 6区3面風制木確認状況

6区3面下位層確認調査状況

6-1 —溝 ・ 土坑出土遺物

6区1面出土遺物(1)

6区1面出土遺物 (2)

6区1面出土遺物 （3)

6区l面出土遺物 （4)

6区1面出土遺物 （5)

6ーし溝出土遺物 (1)

6-1構出土遺物 (2)

6-1構出土遺物 （3)

6-1-溝出土遺物 (4)

6-2 —溝・土坑・ 1 号住居出土遺物

6-2-2 • 3号住居出土遺物
6-2-3・4・5号住居出土遺物



PL61 

PL62 

PL63 

PL64 

PL65 

PL66 

PL67 

PL68 

PL69 

PL70 

PL71 

PL72 

PL73 

PL74 

PL75 

PL76 

PL77 

PL78 

PL79 

PL80 

PLSl 

PL82 

PL83 

PLS4 

PL 1 

PL2 

PL3 

PL4 

PL5 

PL6 

PL8 

PL9 

PLlO 

PLll 

PL12 

PL13 

6-2-5・6・8号住居出土遺物

6-2-8~10 • 13号住居出土遺物
6 -2 -13 • 16 • 17 • 19号住居出土遺物
6-2-19~22 • 28号住居出土遺物
6-2-30~34号住居出土遺物 PL85 

6-2-34~42・44・46・48号住居出土遺物

6 -2 -48 • 51 • 52 • 56 • 57 • 59 • 62~65号住居出土遺物
6-2-65号住居出士遺物

6-2-66号住居・溝出土遺物 PL86 

6-2 —溝・土坑出土遺物

6区グリット出土遺物 （1)

6区グリット出土遺物 (2)

6区グリット出土遺物 (3) PL87 

7区1面道群 7 -1-1号溝全景 7-1-2~4号溝全景 PL88 

7 -1 -2号溝全景 7-1-4号溝全景 7-1-5号溝全景 PL89 

7 -1-8号溝全景 7-1-9号溝全景 PL90 

7 -1 -13 • 14 • 25号溝全景 7 -1 -16 • 17 • 18号溝全景 PL91 

7 -1 -1号土坑全景 7-1-2号土坑全景 7-1-3号土坑全景 PL92 

7-1-4号土坑全景 7-1-5号土坑全景 7-1-6号土坑全景 PL93 

7-1-7号土坑全景 7-1-8 • 9号土坑全景 PL94 

7-1-10号土坑全景 7区1面中世耕作痕 7区1面中世耕作痕 PL95 

7区1面中世耕作痕 7区1面中世水田面 PL96 

7区1面中世水田面 PL97 

7区1面中世水田 7区1面中世水田 7区1面As-B下水田 PL98 

7区2面全景 7区2面全景 （東より ） PL99 

7-2-1号住居全景 7-2-1号住居罷全景 PLlOO 

7-2-2号住居全景 7-2-2号住居寵全景 PL!Ol 

7-2-5号住居全景 7-2-5号住居寵全景 PL102 

7-2-12号住居寵掘り方全景 7-2-5号住居壺掘り方全景 PL103 

7 -2-13号住居 7 -2-14号住居焼士（寵？ ）検出状況 PL104 

7-2-26~30号溝全景 7-2-32号溝全景 PL105 

7区2面Hr-FA・ FP下水田全景 PL106 

7区2面Hr-FA・ FP泥流下水田及びHr-FA下水田 PL107 

7区2面Hr-FA・ FP泥流下水田及びBr-FA下水田（西より） PL108 

7区2面Hr-FA下水田 PL109 

7-3号住居全景 7-3-3号住居周溝遺物出土状況 PLllO 

7-3-3号住居周溝遺物出土状況 7-3-3号住居周溝土層断面 PLlll 

7-3-4号住居全景 7-3-6号住居全景 科学分析

7-3-6号住居遺物出土状況 PL112 

7-3-6 • 11号住居附近遺物出土状況 PL113 

7-3-7号住居全景 7-3-7号住居周溝遺物出土状況 PL114 

7-3-7号住居周溝遺物出土状況

7-3-7号住居周溝遺物出士状況 7-3-8号住居全景

7-3-9号住居全景 7-3-10号住居全景

7-3-11号住居全景

7-3-1号掘立柱建物全景 7-3-2号掘立柱建物全景

7-3-5号掘立柱建物全景 7-3-6号掘立柱建物全景

7-3-7号掘立柱建物全景 7-3-35号溝全景

7-3-3号掘立柱建物全景 7-3-1号竪穴住居全景

7-3-14号土坑全景 7-3-12号土坑全景 7-3-23号土坑全景

7-3-24号土坑全景 7 -3-25b号土坑全景

7-3-2号井戸覆土断面全景

7-3-1号井戸全景 7-3-3号井戸全景

7 →し溝•土坑出土遺物

7-1 —表土出土遺物

7-1 —表土・ 7-2-2 号住居出土遺物

7-2-5号住居出土遺物

7-2 —住居・溝他出土遺物

7-3-3号住居出土遺物 (1)

7-3-3号住居出土遺物 (2)

7-3-3号住居出土遺物（3)

7-3-3号住居出土遺物（4)

7-3-3号住居出土遺物 （5)

7-3-3号住居出土遺物 (6)

7-3-3号住居出土遺物（7)

7-3-3・4・6号住居出土遺物

7-3-7号住居出土遺物

7-3-7 • 8号住居出土遺物
7-3 —住居・掘立・溝・土坑出土遺物

7-3-2 • 3号井戸出土遺物
7区グリット出土遺物 （1)

7区グリット出土遺物（ 2)

7区グリ；；ト出土遺物（3)

7区グリット出土遺物 (4)

7区グリット出土遺物 (5)

7区グリット出土遺物 (6)

7区グリット出土遺物（ 7)

7区グリット出土遺物 (8)

出土木材組織顕微鏡写真 （1)

出土木材組織顕微鏡写真 （2)

出土木材組織顆微鏡写真 (3)

遺構写真使用フィルム資料番号一覧

04-000272-12 04-000272-11 04-000157-5 04-000150-8 04-000154-7 

01-000138-6 01-000138-28 01-000138-7 01-000138-36 PL14 04-000153-4 04-000150-4 04-000137-10 01-000199-28 

01-000138-25 01-000137-34 04-000149-7 04-000137-5 01-000201-11 

01-000138-2 01-000137-26 01-000138-14 01-000137-30 PL15 01-000199-3 01-000261-23 01-000199-25 01-000201-8 

01-000136-26 01-000198-31 01-000201-14 01-000198-27 01-000207-16 

01-000136-31 01-000137-18 01-000137-14 01-000137-10 PL16 01-000207-22 01-000258-15 04-000144-5 04-000130-6 

01-000137-6 01-000137-2 01-000207-26 01-000258-35 01-000207-13 04-000130-4 

04-000276-6 04-000276-4 PL17 04-000281-4 04-000280-10 04-000135-10 04-000135-8 

04-000134-5 04-000133-4 04-000132-6 04-000132-4 04-000135-6 

04-000276-10 04-000132-9 04-000134-9 04-000131-5 PL18 04-000151-4 04-000153-1 01-000250-10 04-000152-2 

04-000278-11 04-000279-7 PL19 04-000213-1 04-000151-9 04-000216-5 04-000219-9 

04-000279-11 04-000135-2 04-000210-1 04-000210-5 04-000216-8 04-000217-6 

04-000142-5 04-000143-2 04-000143-8 04-000139-10 PL20 01-000264-31 04-000229-1 04-000226-5 04-000221-8 

04-000143-5 04-000150-5 04-000139-2 04-000139-5 04-000224-2 04-000230-1 04-000152-10 04-000228-5 

04-000142-8 04-000142-10 04-000141-2 04-000142-2 PL21 04-000225-4 04-000229-9 04-000215-10 04-000212-8 

04-000141-8 04-000141-5 04-000225-8 04-000218-7 01-000250-23 04-000215-2 

04-000143-4 04-000150-7 04-000136-2 04-000136-5 PL22 04-000219-6 04-000221-3 04-000220-6 04-000214-8 

04-000137-1 04-000154-6 04-000221-1 04-000224-9 04-000219-3 04-000217-7 

04-000154-1 04-000154-10 04-000153-7 01-000207-5 PL23 01-000255-33 04-000220-1 01-000265-22 01-000258-18 

ix 



04-000227-9 04-000225-2 04-000213-3 01-000254-15 PL41 01-000262-11 01-000262-3 01-000260-35 01-000263-29 

PL24 04-000218-4 04-000227-7 04-000226-1 04-000222-4 01-000262-7 01-000262-21 01-000262-33 

01-000264-11 04-000226-8 04-000225-9 04-000222-1 PIA2 04-000214-1 04-000211-8 04←000211-10 04-000212-4 

PL25 04-000228-1 04-000227-5 04-000267-34 04-000235-1 04-000214-6 

04-000224-4 04-000230-10 01-000270-27 04-000230-8 PL43 04-000223-2 04-000282-5 

PL26 04-000230-5 04-000229-5 04-000231-2 04-000231-6 PIA4 04-000283-11 01-000290-14 01-000290-8 01-000293-24 

01-000273-32 04-000231-5 04-000232-1 04-000271-25 01-000273-16 

PL27 01-000271-16 04-000233-1 04-000231-10 04-000233-4 PL45 04-000282-1 01-000255-16 01-000254-36 01-000255-9 

PL28 04-000234←6 04-000234-9 04-000233-9 01-000235-10 01-000254-21 

04-000236-1 01-000275-10 04-000235-3 01-000273-12 Pし46 04-()()()213-6 04-000309-6 

PL29 04-000239-10 04-000232-9 01-000232-4 04-000235-8 PL47 04-000248-6 01-000208-10 04-000288-7 01-000209-22 

04-000234-3 01-000239-2 04-000237-7 04-000241-7 01-000302-3 

PL30 04-000236-7 04-000240-3 01-000288-15 04-000239-3 PL74 04-000305-6 04-000308-9 04-000317-1 04-000321-9 

04-000236-4 04-000238-6 04-000242-1 04-000242-7 04-000307-9 04-000306-6 04-000321-8 04-000322-2 

PL31 04-000240-6 04-000241-1 01-000276-7 01-000276-31 PL75 04-000301-10 04-000301-5 

04-00238-2 04-000236-9 04-000237-4 04-000241-4 PL76 01-000296-10 04-000290-1 04-000290-4 04-000298-1 

PL32 04-000239-9 04-000239-7 04-000244-6 01-000290-23 04-000289-4 04-000302-7 04-000302-3 04-000298-2 

04-000238-9 01-000288-28 01-000292-23 01-000292-3 PL77 04-000302-10 04-000291-8 04-000289-1 04-000295-1 

PL33 04-000242-6 04-000240-8 04-000243-7 04-000243-10 04-000299-2 04-000291-9 04-000289-7 04-000295-3 
04-000241-9 04-000243-1 04-000244-3 01-000246-5 PL78 04-000295-6 04-000296-4 04-000299-7 04-000297-6 

PL34 04-000249-1 04-000249-5 04-000245-2 04-000245-6 04-000295-10 04-000296-6 04-000299-10 04-000297-9 

04-000248-1 04-000249-8 04-000246-9 04-000288-3 PL79 04-000301-11 

PL35 01-000298-22 04-000247-3 01-000299-21 01-000252-7 PL80 04-000314-4 04-000315-11 

04-()()()310-9 PL81 04-000303-7 04-000303-8 04-000318-10 04-000327-4 

PL36 04-000309-6 01-000263-24 01-000256-10 01-000263-3 04-000303-3 04-000304-3 04-000317-4 04-000317-7 

01-000258-6 01-000258-10 01-000256-4 PL82 04-000328-2 04-000304-6 04-000316-10 04-000314-8 

PL37 01-000287-34 01-000292-7 01-000252-3 01-000251-29 04-000314-11 

01-000287-30 01-000251-33 01-000253-21 01-000250-17 PL83 04-000315-9 

PL38 01-000291-25 01-000251-22 01-000256-20 01-000260-7 PL84 04-000321-1 04-000323-10 04-000326-1 04-000325-7 

01-000258-12 01-000256-17 01-000256-13 01-000258-8 04-000322-6 04-000323-1 04-000326-1 04-000326-4 

PL39 01-000261-19 01-000260-15 01-000261-27 01-000260-3 PL85 04-000319-10 04-000326-7 04-000327-1 04--000320-3 
01-()()()260-19 01-()()()260-11 01-()()()261-31 01-()()()261-35 04-000320--9 04-000326-10 04-000305-1 04-000320-1 

PL40 01-()()()263-33 01-000272-16 01-()()()291-29 01-()()()291-20 PL部 04-000316-6 01-000323-13 04-000325-10 04-000318-2 

01-000268-15 01-000271-35 04-000237-8 01-000290-4 01-000317-22 01-000323-18 01-000319-35 04-000325-2 

X 



第1章 中内村前遺跡の概要

第 1章 中内村前遺跡の概要

第 1節 中内村前遺跡の概要

本遺跡は群馬県中南部の前橋市南部、中世までの

利根川の流路右岸部に位置する。周囲は 2万5千年

程前の浅間山噴火に起因する前橋泥流層を基盤とし、

微高地と後背湿地（谷地形）が複雑に配置する。

本遺跡の埋蔵文化財調査は北関東自動車道の建設

に伴うもので、群馬県教育委員会文化財保護課によ

る試掘調査を受けて、平成9年4月から平成10年12

月に財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が本調査

を実施している。この調査で縄文時代から近代、主

には古墳時代前・中期と平安時代から江戸時

代にかけての集落、水田等が発見されている。

本遺跡は東西に伸びる弧状の道路建設用地

を調査対象とし、凡そ100m毎に南北に横断す

る道路に区切られた区域を一つの調査区とし

て西側から 1~ 9区を設定した。このうち西

寄りの 1~4区は既刊の第 1分冊（「中内村前

遺跡 （l)」）でその成果を報告している。

第1図 中内村前遺跡位置図 (S=l/20万、国土地理院 「宇都宮」使用）と調査区設定位置図 (S=1/2500) 

ー



第2節 1~4区（第1分冊） の概要

本書では 5~7区の成果を報告するが、本項では

その参考として既刊の 1~4区の概略を述べておく 。

l ~4区では2区東半部と 3区東部から 4区にか

けての低地部に平安時代末葉の

広がり、

(As-B下）水田が

2区東寄りでは古墳時代前・中期の木製品

や土器を出土する旧河道上に 6世紀初頭の

面

(Hr-FA 

下）水田址を確認、調査した。

一方微高地部では、

を、

1区西寄りに平安時代の集落

2区中部には古墳時代中期の竪穴住居1軒を調
査した。また 3区中・西部には鎌倉時代を中心に室

町時代まで続く武士層の屋敷跡、東側の低地部には

同時期と推定される中世の水田を確認した。

2
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第2図 1~4区遺構分布図
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第 1節 5区の遺構と遺物

第 2章発見された遺構と遺物

第 1節 5区の遺構と遺物

5-1 5区の調査概要

5区は西側の4区から続く低地部である。5区に於いては 2面の調査を実施した。

1面ではAs-B（天仁元年 (1108))降下前

後以降の遺構群を確認調査した。

As-B降下前後の遺構には水田址と溝 1条を

確認、調査した。As-B下水田は14面以上の区

画からなるもので、北側にこれに給水する東

西に走る溝 1条を確認している。As-B降下後

のAs-A降下（天明 3年（1783))以前の遺構

には中世段階の3条を含む溝11条、土坑10基、

ピット 6基があった。

この他、時期不特定の土坑9基、昭和20年8月15日未明の焼夷弾の爆裂坑3基を調査した。

．．
 

•O 

゜

2面ではHr-FA(6世紀初頭）降下以降の

遺構群を調査した。しかし調査面の遺存状況

から調査範囲は 5区東部に限定されている。

確認された遺構のうちHr-FA(6世紀初頭）

降下時の遺構では62面以上の区画からなるの

を確認、調査した。また水田より新しい可能

性を有するが、この水田の大畦に沿って掘削

された溝2条を調査した。

水田埋没後、平安期までの遺構としては、

9世紀以降の井戸 1基と、何れも時期は特定

できなかったが土坑19基を確認調査した。

3面では基盤となる洪積層までの試掘調査

を行った。試掘調査は10m四方のグリッド 6

箇所に対し、 As-C混土層下の黒色土面及び洪

積層面で遺構確認を試みた。

試掘調査の結果、調査区中部北寄りの黒色

土面で落ち込みが見られたものの遺構を確認

することはできず、古墳時代中期以前の遺構

は遺存しないことを確認した。

ロ□CJ 
ロロ 01/1000 
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第2章 発見された遺構と遺物
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(1号溝覆土）

1 ：灰褐色砂質土：やや粘性あり 。黄褐色砂質土プロ ック混入

2 ：灰褐色土 ・黄褐色土 ・3層土の混土層：間にAs-B挟む

3 :黄褐色砂質土：中世洪水層か

（地山）

4 :褐色粘質土

L-74.70rn 

三ミ戸言三—上

ロー下三—
3 

b
 

第3図 5-l-1号溝
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5-2 5区1面の遺構と遺物

(1) 5 -1 -1号溝 （第3図）

概要 本溝は 5区西部に在る。

本溝に出土遺物は認められなかったが、 As-B水田

を切り、中世と推定される洪水層で埋没している。

尚、掘削意図は特定できなかった。

規模 長さ ：22.8m以上幅： 380cm 深さ ：15cm

構造 本溝のプランは緩い逆＜字状を呈する。北か

ら入って南南西に抜けるが、その走行は北半は後述

のAs-B下水田の畦ラインに近いが南半は西に傾く 。

溝の幅は一定せず、両側縁のラインはやや蛇行し

ている。また掘削底面は平底気味で、壁面はやや開

いている。

(2) 5 -1 -2号溝 （第4図）

概要 本溝は 5区中部に位置する。後述の 5-1-3

号溝と切り合うが本溝の方が古い。

本溝に出土遺物は認められなかったが、 As-B層

を切るため概ね中世以降の所産として把握される。

本溝も掘削意図は特定できなかった。

規模 長さ： 47.7m以上幅： 24cm 深さ： 6cm

構造 本溝のプランは、南半は直線的に近いが北半

は大きな弧を描いて東にやや傾く 。

底面は平底気味で、壁面の立ち上がりは強い。

(3) 5-1-3号溝 （第4図）

概要 本溝は 5区中部に位置し、 As-B下水田の畦に

並行に在る。また前述の 5-1-2号溝を切っている。

本溝からの出土遺物は見られなかったが、 As-B

層を切るため、概ね中世以降の所産と判断される。

本溝の底面には鋤先痕が残るが、横2回の掘削で

溝幅を決めているようであるが、掘削方向は特定で

きなかった。

尚、本溝の掘削目的は特定されなかった。

規模 長さ ：47.6m以上幅 ：32cm 深さ ：10cm

構造 本溝は南北に走行し、プランは直線的である。

底面は平底気味で、壁面の立ち上がりは強い。

第1節 5区の遺構と遺物

(4) 5-1-4号溝 （第4図）

概要 本溝は 5区中部、前述の 5-1-3号溝と北側

で7.5m、南側で9.5m隔たった東に位置している。

本溝の出土遺物はなかったが、 As-B層を切るた

め、概ね中世以降の所産と判断される。

本溝の底面には鋤先の痕跡が残るが、左右2回の

掘削で溝幅を決め、北を向いて南に下がりながら掘

削していった様子が窺える。

尚、本溝の掘削意図は把握できなかった。

規模 長さ： 48.2m以上幅： 35cm 深さ： 12cm

構造 本溝は南北に走行し、プランは直線的である。

底面は平底気味で、壁面の立ち上がりは強い。

(5) 5 -1 -5号溝 （第5図、図版2)

概要 本溝は 5区北東部に位置する。後述の 5-1 -

6 • 7号溝と切り合うが、本溝の方が古い。

本溝からの出土遺物はなかったが、覆土にAs-B

層があるためAs-B降下前後の所産と判断されるが、

後述するAs-B下水田の軸と走行が異なるため、 As-

B降下後速い段階の所産の可能性が推定される。

また覆土に流水の痕跡が見られるので、水路とし

て使用された可能性を有する。

規模 長さ ：40.8m以上幅 ：112cm 深さ： 9cm

構造 本溝は北西ー南東走行の直線プランを呈する。

底面は平底気味で、壁面は開く 。

(6) 5-1-6号溝 （第5図）

概要 本溝は 5区東部に 5-1-4号溝の東に14.5m

離れて並走する。また、 5-1-5号溝を切っている。

本溝からの出土遺物はなかったが、覆土にAs-B

を含むため概ね中世以降の所産として把握される。

尚、本溝の掘削意図は特定できなかった。

規模 長さ： 47.5m以上幅： 50cm 深さ： 9cm

構造 本溝は南北に走行を取り、直線的なプランを

呈する。

底面は平底気味で、壁面はやや開いている。
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第2章 発見された遺構と遺物

2溝

o" - 0-"-

(4号溝埋没後の堆積層）

1 ：黒褐色砂質土：現耕作土

2 :明黄褐色砂質土：中世洪水層か。より砂質
3 :暗灰黄色砂質土： As-B混入

(4号溝覆土）

4 :黒褐色砂質土： As-B多く含む

5 :黒褐色砂： As-B純層に近い

（地山）

6 : As-B純層：黒褐色

7 :黒褐色粘質土 ：プロ ック

L-75.00m 
c l C' 
―•一91 -

3~-----2 

第4図の 1 5-l-2. 3. 4号溝
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第1節 5区の遺構と遺物

--J| 

L=74.75m 
A A' 
—•一ー~-

2 I 

1
,
'
 

•V 

吋

(2号溝覆土）

1 :暗褐色砂質土 ：粘性強

(3号溝覆土）

2 :黄褐色砂質土：粘性強

（地山）

3 : As-B純層

-g 
2溝

叫 3溝

B B' 

3アベヤ―
I 2 

(3号溝覆土）

l ：暗褐色土

(2号溝覆土）

2 ：黄褐色土

（地山）

3 ：黒褐色粘質土

(4号溝埋没後の堆積層）

l ：黒褐色砂質土：現耕作土

2 :明黄褐色砂質土：中世洪水層か。より砂質

3 :暗灰黄色砂質土： As-B混入

(4号溝覆土）

4 :オリーブ褐色粘質土： As-B含む

（地山）

5 : As-B純層：黒褐色

-1L..立
_ -

I 
—+ ~ 

3 /2言 ーナクー 2

4 

--J I -

吋

.I
 

d
 

第4図の2 5-1-2・3・4号溝
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第2章 発見された遺構と遺物

(5号溝埋没後の堆積層）

1 :明黄褐色砂質土：中世洪水層か。より砂質
2 :暗灰黄色砂質土： As-B混入
3 ：灰黄色砂質土：粘性少ないがよく締まる

A/ 

L=75.00m 
I 

A
/
 

— 
5 溝

6 溝

_Q_, D' 

一1 2 (6号溝覆土）

1 :オリープ褐色粘質土

: As-B混入
2 :暗オリープ褐色粘質土
: As-B混入

第5図の 1 5-1-5・6号溝
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第1節 5区の遺構と遺物

(5号溝覆土）

4 : As-B純層：黒褐色

5 ：暗灰黄色砂質士：水性堆積。溝底堆積層

I 

C ~ C' 
ー ー ～ • — -. 

-----

＼
 

2デこ亨¥3
6 

一

(5号溝埋没後の堆積層）

l ：灰黄色粘質土：現耕作土

2 :暗灰黄色土： As-B混入

3 :暗灰色粘質土：砂やや多

し

4 :黒褐色粘質土 ：砂多し

5 :灰黒色砂質土： As-B混

入

(5号溝覆土）

6 :桃色火山灰： As-B

7 : As-B 

叫

B

＿
 

刊

一

第5図の2 5-1-5・6号溝
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第2章 発見された遺構と遺物

第6図の 1 5-1-7号溝

(7) 5 -1 -7号溝 （第6図、図版2)

概要 本溝は 5区南東部に位置し、前述の 5-1 -

5 • 6号溝と重複する。前者に対しては本溝の方が

新しいと判断されるが、後者との新旧を特定するこ

とはできなかった。また本溝は位置的に 6区1面の

6-1-11号溝につながる可能性を有している。

本溝からの出土遺物は認められず時期特定には至

らなかったが、覆土にAs-Bを含むため概ね中世以

降の所産として把握される。

10 

B B' 
• -・  
I ー-----―2 3 4 

(7号溝埋没後の堆積層）

1 :黒褐色砂質土：現耕作土

2 :暗灰黄色砂質土： As-B混入

(7号溝覆土）

3 :オリープ褐色粘質土 ：As-B混入

（地山）

4 : As-B純層 ：黒褐色

本溝の掘削目的を特定することはできなかった。

尚、本溝の底面には鋤先の痕跡が残され、走行に

対し左右 1~2列の掘削の痕跡を見ることができ

る。その痕跡の観察から、溝の掘削者は北東を向い

て南西に、或いは北を向いて南に下がりながら掘削

していったことが確認される。

規模長さ： 43.8m以上幅： 48cm 深さ： 14cm

構造 本溝は調査区南端では南北に走行を取るが、

5m程北に延びて北東に走行を転じている。プラン

は南部では直線的であるが、屈曲部以北の南西ー北

東走行部分では直線的であるものの西寄りでは若干

北に、東部では若干南に膨らんでいる。

掘削形態は、底面は横断面形でやや丸みを持って

いる。壁面はやや開いている。



第1節 5区の遺構と遺物

ー
L=75.00m 1 

A ― 9 / - A' 
了ー・------¥_

4下で声デ＝ 3
6 7 

(7号溝埋没後の堆積層）

1 ：灰黄色粘質土：現耕土 2 ：暗灰黄色土 3 ：暗

褐色粘質土 ：砂やや多い 4 :黒褐色粘質土：砂多い

(7号溝覆土）

5 : 4 • 8層土の混土 6 :暗黄灰色砂質土 7 :黒

褐色粘質土

（地山）

8 :灰黒色砂質土： As-B混土 9 : As-B 

第6図の 2

(8) 5 -1 -8号溝 （第7図）

概要 本溝は 5区北東隅部北壁際に位置する溝のう

ちの1条である。 5-1-9号溝と絡まるように走行

し同溝と重複関係にあるが、覆土の観察所見から本

溝の方が古いことを確認している。

本溝からの出土遺物は認められなかったが、 As-

Bによって覆われていたことから、 As-B降下時点の

遺構のひとつであることを確認している。

また掘削位置の検討から、本溝は後述するAs-B

下水田に伴う水路と解釈している。

規模 長さ： 26.0m以上幅： 112cm 深さ： 9cm

構造 本溝は東西に走行を取り 、直線的なプランを

呈している。

底面は平底気味であるが凹凸があり、壁面のライ

ンもやや揺れが見られる。

(9) 5 -1 -9号溝（第7図、図版2 • 3) 

概要 本溝も 5区北東隅部北壁際に位置している。

5 -1 -7号溝

本溝は5-1-8号溝と切り合い関係にあるが、覆土

の観察から本溝が8号溝を切っていることを確認し

ている。また本溝は調査区東端部で一旦途切れてい

るが、ここに北東ー南西走行の溝が接続する。この

溝との新旧は不明であるが、或いは本溝が走行を変

じたものである可能性も残されている。

本溝からの出土遺物は見られなかったが、覆土に

As-Bを含み、中世と推定される洪水層で埋没して

いるため、中世の所産として把握している。

尚、本溝の掘削目的は詳らかでないが、北側に

1.4m程離れる 5-1-10号溝とは並行な位置関係にあ

るため、道路の側溝である可能性を有する。

規模 長さ： 20.2m以上幅： 48cm 深さ： 11cm

構造 本溝は東西走行の直線的なプランを呈する

が、調査区北端で走行を北東に変じているという可

能性がある。

掘削形態は、底面の横断面形は若干の丸みを持ち、

壁面はやや開き気味である。
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第2章 発見された遺構と遺物

(10) 5 -1 -10号溝 （第7図、図版2 • 3) 

概要 本溝は 5区北東隅部北壁際に位置する溝群の

うちの 1条で、最も北寄りに位置している。

出土遺物は見られなかったが、覆土にAs-Bを含

み、中世と推定される洪水層で埋没

していることから、概ね中世の所産

として把握している。

本溝の掘削目的については、南側

に1.4m程離れて並行な位置関係に 5-

1 -9号溝があるため、道路の側溝で

ある可能性が考えられる。

規模 長さ ：10.3m以上幅 ：56cm

深さ： 10cm

構造 本溝は東西に走行を取り、直

線的なプランを呈している。

底面の横断面形は若干の丸みを見せ

ており、壁面はやや開き気味である。

(11) 5 -1 -11号溝 （第 7図の2、図版3)

概要 本溝は 5区東端部に位置する。後述する 5-

1 -12号溝と重複するが、新旧関係を特定すること

はできなかった。

本溝からの出土遺物はなく、覆土から概ね中世以

降の所産と把握されるに過ぎない。尚、調査区壁面

の土層観察から、前述の 5-1-7号溝より本溝の方

が新しいことを確認している。

本溝は形態的に土地区画の溝と想定され、位置的

に6区1面の 8号溝に続く可能性を有している。同

溝へは位置的に 5-1-7号溝も接続の可能性を有し

ているが、平面形態、プランから推して本溝の方が

その可能性は高いものと思慮される。

12 

(10号溝覆土）

L=74.90m 

△_ 

l ：灰黄色粘質土： 洪水層

(8号溝覆土）

2 : As-B 

A' 

ー<|三

..: I -------

第7図の 1 5-1-8・9・10号溝

規模 長さ： 21.4m以上幅 ：28cm 深さ ：5cm

構造 本溝はL字形プランを呈する。が、 9号溝は

調査区東端部で走行を東に変ずる。

掘削形態はともに底面の横断面形は若干の丸みを

持ち、壁面はやや開き気味である。

(12) 5 -1 -12号溝 （第 7図、図版3)

概要 本溝も 5区東端部に位置する。前述の 5-1 -

11号溝と切り合うが、新旧関係は不明である。

出土遺物はなく、覆土の記録化にも失敗している

ため時期は特定できていない。しかしその走行から

は5-1-7号溝との関連も考慮される。

本溝の掘削意図は特定できなかった。



第1節 5区の遺構と遺物

10溝

|
|
|
J
、
―
|

(11号溝埋没後の堆積層）

1 ：灰黄色粘質土：現耕作土

2 :暗灰黄色土：パミス少量

(11号溝覆土）

3 :暗灰黄色土：やや黄掛る

4 :暗灰黄色土： 2層と同質

（地山）

5 ：暗褐色粘質土：砂やや多

6 ：黒褐色粘質土：砂多い

7 ：灰黒色砂質土： As-B混土

8 :桃色火山灰層 ．•As-B

1 
、9 - 2 

』.—- ---—二呈

5門亨烹56
6 

吋

第7図の2 5 -1 -8 • 9 ・ 10 ・ 11 ・ 12号溝

規模 長さ： 9.2m以上幅 ：40cm

深さ．・4cm

構造 本溝は概ね東北東ー西南西に

走行を取っている。そのプランは全

体としては南に膨らむ大きな弧状を

呈しているが、東端部では走行を北

東、更に東北東に変じている。

掘削底面は平底状で、壁面はやや

開き気味である。
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第2章 発見された遺構と遺物

|

A

A

-

冒
琶
ー疇

a

b

L

.
 

A

A

-

2号土坑 l 3号土坑 i 
-'--@."_ t _L口 ・上

A 
L~74.75m 

(1号土坑覆土）

］ ：灰褐色砂質士：やや粘性あり 。

親指大の黄褐色砂質土プロック

混入

2 :黄褐色砂質士：粘性あ り。 1円

玉大の黒褐色粘質士のプロック

混入。

（地山）

3 ：黒褐色粘質土

A' A L=74.75m 
A
 

ー

A
-5
0
 

A

＿
 
△ 
L=74.75m A' 

一
9号土坑 ］ 

_A_. 0. _!;__ 

¥ ¥ 
4号土坑 ＼ 

： ロロ上

A
 

L~74.75m 

ヘ
6号土坑 ］ 

_A_~~'.£ 

A L=74.75m 

へ
A' 

A' 

7号土坑 1 
〔口上

A L=74.75m 

-¥----/-

A' 

●5 

cここ

6 A・B 7 

ー・

。

8号土坑＼

上 口 .L

土．
L=74.75m 

．△ 

10号土坑； 
上ミニニつ上

A
 

L~74.75m 
A' 

一
L=74.75m 

土＿． ，＇ ．△

文5 4 5 :i 

＼ 

(10号土坑埋没後の堆積層）

1 ：褐色粘質土：現耕作土。鉄分凝縮多い

(10号士坑覆土）

2 :褐色粘質土：鉄分凝縮少ない

3 :褐色粘質土 ：黄褐色土・黒色土プロック混入

4 :暗褐色粘質土：砂質強い。黒色土プロック混入

5 :暗褐色粘質土 ：砂質強い。黄褐色土プロック混入

（地山）

6 : As-B純層

第8図の 1 5区1面の土坑

(13) 5区 1面の土坑群 （第8図、図版3 • 4) たために時期特定には至らなかった。

概要 5区1面では19基の土坑を確認、調査した。 またこれらの土坑の掘削意図について特定するこ

土坑群のうち 5-1 -1~10号土坑は西半部、 5-1-11 ともできなかった。

~17号土坑は東半部に在る。その分布は2~4号土

坑、 6~10号土坑、 14~17号土坑がそれぞれやや集

まるものの、全体としては広範囲に分散している。

これらの土坑に出土遺物は見られなかった。また、

1 • 10 • 13~17号土坑は覆土にAs-Aを含まないた

め江戸時代中期以前の所産、10• 13~17号土坑は覆

土As-Bを含むため中世以降の所産として把握され

る。しかし、他の土坑は覆土の記録がなされなかっ

14 

規模 （1号土坑） a 径： 35以上X43cm 深さ：

不明 b 径： 60以上X55cm 深さ： 36cm以上

(2号土坑）径： 70X70cm 深さ： 38cm

(3号土坑）径： 84X60cm 深さ： 38cm

(4号土坑）径： 160X90cm 深さ： 22cm

(5号土坑）径： 76X68cm 深さ： 17cm

(6号土坑） a 径： 75X50cm 深さ： 9cm

b 径 ：55X35cm 深さ： 20cm



12号土坑 ＼ 
|c |口

□□よ

＼ 
lt:q 

L=74.90m 
A' .!:__. 

＼ 

I°' 11号土坑 ¥o, 

――`、

A （ 

゜＼ I屯 ¥"'-
A L~ 74.90m 

＼ 

A L~ 74.80m 

てここア

第 1節 5区の遺構と遺物

13号土坑

＼
 
土

〔ロ_._¥
L~ 74.80m 

A A' 

こ
A' 
(13号土坑覆土）

1 :黒褐色砂質土： As-B混土。As-C混暗

赤褐色粘質土多く混入

2 :黄褐色砂質土： As-C混粘性黒褐色砂

質土少磁の混入。

(15号土坑覆土）

1 :黒褐色砂質土： As-BとAs-C混暗

赤褐色粘質土の混入

16号土坑

〔口＼
A L~ 74.90m A' 

14号土坑 ／ 

〔口上

A L=74.80m 

A' 

了
(14号土坑覆土）

1 : As-B混黒褐色砂質土とAs-C混

暗赤褐色粘質士の混士

17号土坑

A 
L~74.90m 

」

土

A' 

へ、---／／一

5区1面の土坑

＼ 
第8図の 2

(7号土坑）径： 120X100cm 深さ： 20cm

(8号土坑）径： 86X50cm 深さ： 33cm

(9号土坑）径 ：75X40cm 深さ： 20cm

(10号土坑）径： 190X45cm以上 深さ： 28cm

(11号土坑）径： 180X173cm 深さ： 38cm

(12号土坑）径 ：215Xl68cm 深さ： 48cm

(13号土坑）径 ：85X72cm 深さ： 26cm

(14号土坑）径 ：90X70cm 深さ： 25cm

(15号土坑）径： 80X70cm 深さ： 24cm

(16号土坑）径： 100X65cm 深さ： 12cm

(17号土坑）径： 105Xl02cm 深さ： 22cm

構造 5区l面の土坑群は規模についてみると10~

12号土坑は大型、 4 • 7 • 17号土坑は中型、他の12

基の土坑は小型に分類できる。後者のうち特にla・

6b号土坑はその中でも小型である。

プランは 3 • 9 • 12 • 14 • 16号土坑が楕円形、

4 • 6b • 8 (・ 10)号土坑が隅丸長方形を呈する

以外は円形乃至隅丸方形状の形状を呈する。

底面についてみると1b • 5 • 6a • 9 • 11 • 1 7号

土坑が丸底状、他の土坑は平底状を呈している。壁

面はしつかり立つものが多いが、 5 • 6b • 7 • 

9 • 11号土坑はやや開いている。
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第2章発見された遺構と遺物

(14) 5区 1面のピット群 （第9図）

概要 5区1面では 5-1 -1~ 6号ピットの 6基の

ピットを確認、調査した。これらは何れも 5区南部

西端近くに位置している。この所在区域内には前述

の1a・ 1 b土坑も所在しているが、その規模から

両土坑がピット群の一部を形成する可能性もある。

各ピットからの遺物の出土は見られず、時期特定

にも至らなかった。しかし乍3 • 5 • 6号ピッ

トは覆土にAs-Bを含むため、中世以降の

所産として把握される。 またこの

3基のピットを含め本

ピット群のピットは

As-B下の水田土壌を

掘り込んで掘削されて

おり、覆土はAs-B純

層とは異なっている。

こうしたことから 1.

2 • 4号ピットも中世

以降の所産として把握

されるものである。

尚、各ピッ トは、そ

の径から推して杭の打

設痕である可能性は低

い。また覆土の状態か

ら1号ピットがその可

能性を残すものの、他

のピットは柱穴である

J',_ I]卜A/ 

L=74.65m 
A A' 
, ・ 

一
1
 

(1号ピット覆土）

1 :黄褐色砂質

土：やや粘性有

（地山）

黒褐色粘質土

◎
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馴：：0 2
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上 ◎ 上 (6号ピソト覆土）

l ：黒色粘質土

L-74.65m : As-B混入

A A' 
ー六;:::r-· —-
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上 ＠ 上
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A A' 
一 六乏:-

1 

A
-i
 

卜ッ竺

□）
4
 

A_ 

ヽ
~

土

土9
質

。

砂

入

有

ッ

色

混

性

ピ
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粘
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絡

ゃ
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(4号ピッ ト覆土）

l ：黄褐色砂質

土：やや粘性有

L=74.65m 
A A' 

—-3 ；ピソト ＼ 
上 ◎ ~ I ¥3号ビット覆土）

1 ：黒色砂質土

: As-B混入。

L-74.65m やや粘性有
土 ．．土

マ
2号ビソト ＼ 

上． 〇） 上

L=74.65m 
A A' 

(2号ビット覆土）

1 :黄褐色砂質

土 ：やや粘性有

（地山）

黒褐色粘質土

ーマ
I 

第9図 5区1面のピット

16 



か否かも特定できず、加えて明確に建物や柵列等を

設定することはできなかった。このため建造物に伴

うものである可能性は低く、 一方でこうした状況も

含めて、これらのピ ットの掘削意図を特定すること

もできなかった。

規模 （1号ピット）径： 40X35cm 深さ： 18cm

(2号ピット）径： 45X40cm 深さ： 18cm

(3号ピット）径： 35X35cm 深さ： 17cm

(4号ピット）径 ：40X25cm 深さ： 6cm

(5号ピット）径： 40X35cm 深さ ：8cm

(6号ピット）径： 45X30cm 深さ： 14cm

構造 本ピット群のピ ットのうち 1• 2号ピットは

隅丸方形、 3号ピットは円形、 4~ 6号ピットは楕

円形のプランを呈する。

何れのピットも確認面からの掘削が浅い。底面は

1号ピットが平底であるのを除き丸底気味である。

また壁面は、 1号ピットは直立に近い以外は逆ハ字

状にやや開き気味である。

(15) 5 -1 -As-B下水田 （第10図）

概要 5区1面ではほぼ調査区の全域で、 As-B降

下時に埋没した水田址を確認、調査している。

水田面では土師器・須恵器片が散見されている

が、本水田址はAs-Bによって埋没しているため、

天仁元年 (ll08)以前の所産として把握される。尚、

水田開削の時期については特定できなかった。

水田面は全体的に圧平される傾向にあるので、畦

畔の確認できない箇所もあったため、 全体の状況を

明確にすることはできなかったのであるが、 4区に

比べ傾斜などの地形的制約が少なかったためか、全

体として 4区1面のAs-B下の水田址に比せば整っ

た配置をしている。

本水田址への給水は調査区東部北端近くを東に流

れる前述の 5-1-8号溝からである。その南に南北

走行の畦が設置されているが、この畦はNO~30 

と若干傾く傾向はあるもののほぽ北に軸方向を取っ

ている。このことから本水田址は条里方眼を踏襲し

た土地区画に基づいて造られたものと推定される。

第1節 5区の遺構と遺物

規模 （東西長x南北長で表記）

（調査範囲） 84.0X50.3m 

（水田面） l 17.2X24.0m以上

2 16.SX 12.6m以上

3 16.0Xl3.7m以上

4 21.0X4.0m以上

5 21.0X6.8m以上

6 21.4 X 37.0m以上

7 26.2 X 20.0m前後

8 25.8X26.6m 

， 25.6X3.lm以上
10 19.2Xll.4m以上

11 18.0X8.4m以上

12 18.0X 15.2m以上

13 17.8Xl0.4m以上

14 10.0X3.2m以上

構造 本水田址は黒色粘質土を耕作土とし、同じ土

壌を以って畦畔を形作っている。

調査区に於ける本水田址の範囲は 5-1-8号溝を

北限とし、その南に南北走行の畦が3条設けられて

いる。そして南北走行の畦と畦の間を東西の畔で区

切って個々の水田区画を形成している。尚、上述の

ように畦畔は黒色粘質土で形作られているが、芯材

の敷設や側板の設置といった畦畔の補強を行った痕

跡は認められなかった。

水田面は畦畔の現況から 1~14と番号を付した14

面を認識している。これらの水田面の平面形態は一

部菱形を呈するものもあるものの、概ね長方形のプ

ランを呈している。

畦畔の間隔について見ると、南北方向の畦の間隔

は中央と西寄りの畦で22m、中央と東寄りの畦で26

m程を測ることができた。一方、東西方向の畔の間

隔は6.8m以上、平均13.9cmを測ったのであるが、

大型の水田面7• 8では20.0m以上、平均23.3mを

測り、中 ・小型の 2 • 5 • 10 • 11 • 12 • 13では6.8

~15.2m、10.8平均を測った。

このように個々の水田面の規模にはかなりのばら

つきが想定されるのである。これは全体として南北

17 



第2章発見された遺構と遺物

走行の畦の設置が規格的であるのに対し、東西走行
の畔の設置が土地の傾斜に即して設定されていたこ
とによるものと思慮される。尚、大型の水田面6.
7 ・ 8は、概要で述べたように水田面が圧平されて
いて確認できなかった箇所もあるといった状況に鑑

み、また両側の形状に照らして、更に分割されてい
た可能性もある。

l
 

二
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r
 

三 上

I 
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: {’ 
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岱
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っ
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口

＼:/」

5
A
-

L=75.00m 

第10図の 1 5区1面As-
B下水田 （上）と 4・ 5区As-B下水田位置図（下）
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第 1節 5区の遺構と遺物
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第2章発見された遺構と遺物
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1号爆裂坑

oロ
A
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A' 

2号爆裂坑

A L=74.85m 

し

l
lJ
、
一

A' A
 

3号爆裂坑

：
 

ー

ー

＼

一

△ 

A' A L=74.85m 
A' 

（爆裂坑覆土）

1 ：灰褐色粘質土：砂質帯び黄褐・黒色土混入

2 ：灰褐色土： 1層に比し黒い

3 :暗褐色粘質土：粘性強い

4 ：灰褐色土：黄褐色度を全体に混入

5 ：暗褐色粘質土：灰褐色土混入

6 ：灰褐色土： 4層に比し黒い

7 :暗褐色粘質土： 5層に比し黒い

8 ：黒色砂層：水分多く黒色粘土混入

9 :黒色粘土と粘性ややある黄褐色砂質土混土

第11図 5区1面の遺構に伴わない出土遺物・伊勢崎空襲時の爆裂坑

(16) 5区1面の遺構に伴わない遺物

（第11図、図版7)

概要 5区1面では数量は少なかったが、近・現代

の碗（ 1)、急須の注口（2)、甕底部 (3)を含む陶

磁器片、或いは土師器・須恵器片の出土を見ている。

(1カ爆裂坑（第11図）

概要 5区1面で当初18号土坑、 1• 2号井戸とし

て調査した遺構が何れもMl9型又はM47型の焼夷弾

片を出土したため、昭和20年(1945) 8月15日未明

の伊勢崎空襲（中内村前遺跡 (1)298頁参照）に

伴う焼夷弾の爆裂坑であることを確認した。

尚、本報告書では前・中・後者をそれぞれ5-1 -

1 • 3 • 2号爆裂坑と称することとしたい。

規模 (1号爆裂坑）径115Xll0cm 深さ30cm

(2号爆裂坑）径190Xl60cm 深さ82cm

(3号爆裂坑）径195Xl75cm 深さ86cm

構造 1号爆裂坑はやや小型で、 2• 3号爆裂坑は

大型であるが、共に隅丸方形状のプランを呈する。

形態は何れも播鉢状を呈する。
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第 1節 5区の遺構と遺物

5-3 5区2面の遺構と遺物

(1) 5 -2 -1号溝 （第12図、図版）

概要 本溝は 5区南東部に位置している。

遺存状況はあまり良好ではない。

出土遺物はなく、時期も不特定だが、後述する

Hr-FA下水田の大畦の位置に掘削され

ていため、 Hr-FA降下後比較的早い時 ――-

期の所産であった可能性を有する。

D
 

w
 -----¥-/ょ-

(1号溝覆土）

1 :黒褐色砂質土

：暗褐色砂質土

ブロック含む

B
 

A L=74.50m A' 
．．  

―‘F--_ーー、，—-一

C C' 

--—プ―

l 

甘

第12図 5 -2 -1号溝
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第2章 発見された遺構と遺物

本溝は底面形態から流水の可能性が考慮されるた

め、水路としての掘削が考えられる。尚、上述のよ

うにHr-FA下水田の大畦の位置に在るため、 Hr-FA

降下後の復旧に伴うものである可能性を考えたい。

規模 長さ： 34.Sm以上幅： 144cm 深さ ：12cm

構造 本溝のプランはほぽ直線的であるが、東部は

乱れていて明瞭ではない。

全体としては底面の横断面系はやや丸みを帯びて

いる。壁面は比較的しっかり立つ傾向にある。

(2) 5 -2 -2号溝 （第12図、図版6)

概要 本溝は 5区南東部、 5-2 -1号溝の北に

120cm程隔たってこれに並行して掘削されている。

遺存状況は不良であり、所々で途切れている。

出土遺物は無く 、覆土の記録もないため時期は特

定できなかったが、Hr-FA下水田の大畦の北端付近

に在るため、 Hr-FA水田耕作期か 1号溝同様Hr-FA

降下後早い時期の所産であったものと思慮される。

掘削意図は明瞭でないが、水田耕作に伴うものと

判断したい。

規模 長さ： 35.5m 幅 ：48cm 深さ： 3cm

構造 本溝のプランはクランク状に曲がる箇所もあ

るが、ほぼ直線的になるものと判断される。

底面の横断面系は丸みを帯び、掘削深度が浅いた

め明瞭ではないが、壁面はやや開き気味である。

(3) 5区2面の土坑群 （1)（第13図）

概要 5区東部に在る 2面の調査範囲の南部では4

基の土坑、 5-2-1~4号土坑を確認、調査した。

これらの土坑は比較的小型であり、その配置は分散

していて位置的な規則性は認めらなかった。

これらの土坑からの出土遺物はなく、その時期も

6世紀から11世紀の範疇で捕らえられるに過ぎない。

また掘削意図についても特定できなかった。

尚、これら土坑周辺と後述する調査区北側の土坑

群との間にも、 Hr-FA下を掘り込む土坑状或いは柱

穴状のピットが何個所か確認されている。

規模 (1号土坑）径： 50X50cm 深さ ：19cm

(2号土坑）径 ：70X65cm 深さ ：15cm

(3号土坑）径 ：84X60cm 深さ ：8cm

(4号土坑）径 ：50X49cm 深さ： 14cm

構造 土坑のプランは 1• 4号土坑は円形、 2号土

坑は隅丸方形、 3号土坑は隅丸三角形を呈している。

掘削形態は、 1• 2 • 4号土坑は播鉢形、 3号土

坑は箱型で平底である。

(4) 5区2面の土坑群（2)（第14• 15図）

概要 5区2面の調査区の北壁近くには 5-2-5~

19号土坑の17基の土坑が在る。

これらの土坑からの出土遺物はなく、その時期は

本土坑群の各土坑がHr-FA水田を切ることから 6世

I

A

l

 □] 

ー

A

一

L=74.50m A -..  A' 

＿ ＼  

2号土坑 i 
□□上
L=74.50m 

:-シ-上
3 

(1~4号土坑覆土）

1 :にぶい黄褐色粘質土：白色軽石細粒少最含む。黒褐色土プロ・ノ

ク含む

2 :暗褐色砂質土

3 :黄褐色砂質土
4 :にぶい黄褐色粘質土：白色軽石細粒少量含む。ベースは 1層に

同じ

第13図 5区2面の土坑群（その 1)

3号土坑 ＼ 

〔口上

L=74.50m 

_!:_-~=よ上

I

A
-

訊

c

号

．

4

A

-

L=74.50m 
A A' 

ージ＿＿ 
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第 1節 5区の遺構と遺物

(5~10号土坑覆士）

l ：褐灰色土：軽石と黄褐色

土小プロック混入。 6号

土坑は黒褐色土プロ ック

も混入

2 ：黒褐色土：黄色土混入

3 ：明黄褐色土

1 
〔 口 上

7号土坑

A L-74.SOm A' 
．．  

一
L=74.50m A - --- A' 

＼二」—
A L-74.SOm 

A 

＼、ロ

A
 

6号土坑

a 

／／了へ＼t
土

.L 

こ＼
△ 

＼ 

A L=74.80m A' 

戸一

A
 

A' 
A
-ロA＿ 

A L=74.80m A' 
．．  

三

8号土坑
l．た

A' 

L=74.80m 
A A' ．．  

--——-
2 

第14図 5区2面の土坑群（その2)

紀以降で、調査面の関係から11世紀までの所産とし

て把握されるに過ぎなかったのであるが、後述の状

況から律令期の所産である可能性を考慮したい。

本土坑群の掘削意図は明瞭ではないが、 5~11号

土坑は凡そ東西に直線的に連なり、 12~16土坑もや

や不規則ではあるが東西に並ぶため、条里方眼に依

拠した耕作等の掘削痕である可能性が想定される。

また戦場の配置は見せないが17~19号土坑について

も同様の掘削意図を考えたい。

規模 (5号土坑）径 ：65X48cm 深さ： 23cm

(6号土坑）径 ：245Xl05cm 深さ： 25cm

(7号土坑）径： 105X90cm 深さ： 23cm

(8号土坑）径 ：242Xl06cm 深さ： 18cm

(9号土坑）径 ：190X93cm 深さ ：23cm

(10号土坑） a径： 205X80cm 深さ： 11cm

b径： 150X90cm 深さ： 21cm

(11号土坑）a径： 130Xll0cm 深さ： 30cm

b径： llOX105cm 深さ： 10cm

(12号土坑）径： 73cm以上X70cm 深さ： 26cm

(13号土坑）径： 100X95cm 深さ ：33cm

(14号土坑）径 ：42X4lcm 深さ ：16cm

(15号土坑）径： 130X95cm 深さ： 23cm

(16号土坑）径 ：68X72cm 深さ： 25cm

(17号土坑）径 ：136X85cm 深さ： 17cm

(18号土坑）径： 85X75cm 深さ ：24cm

(19号土坑）径： 90X75cm 深さ ：25cm
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14号土坑

(11 • 12号土坑埋没後の堆積層）
l ：褐灰色砂質土：現耕作士

2 ：褐灰色砂質士：明黄褐色粒多量に含む。中世洪水層か

3 ：灰色土： As-B多饂に混入。暗褐色砂質土混入

4 : As-B純層

5 :黒褐色土：粒子細かく粘性強

6 ：褐色土：粘性強く 、黄褐色土混入

(11 • 12号土坑覆土）
7 :褐色土：軽石と黄褐色土小プロック混入

8 ：黒褐色土：黄色土混入

9 : 7層に比しやや砂の混入多い。粘性少ない

____!:____ L=74.80m A' 

＼ 

18号土坑 ／ 

］口上

A L~74.80m A' 

¥ -

：口：
芦

第15図 5区2面の土坑群（その 3)

構造 本土坑群のうち14号土坑が小型、 6 • 8 • 

9 • 11号土坑が大型で、他は中規模なものである。

尚、 6号土坑は 3基の土坑から成る可能性を有して

いる。

またプランは 7• 13 • 16 • 18 • 19号土坑が隅丸方

形、 14号土坑が円形、 6号土坑が不整形を呈する他

は、概ね楕円形若しくは長円形のプランを呈する。

尚6号土坑の中心部は楕円形プランを呈している。

24 

掘削形態が17• 18 • 19は播鉢状を呈している他は

箱型に近い形状を呈しているが底面は、 6• 7 • 11 

a • 14 • 17 • 18 • 19号土坑が丸底状である他は、概

ね平底状である。

壁面はllb・17号土坑はやや開き気味であるが、

他の土坑は比較的はっきりと立ち上がり、特に 5.

12 • 16号土坑は直立かそれに近いものである。



第1節 5区の遺構と遺物

A 
L=74.50m 

ー
A' 

A' 

I__, 
ヽ-/1/3 

1 

(1号井戸地山層士）

/ ¥1/4 

1 :黒色粘質土：上半はAs-C含む。粘性非常に強い

2 :灰黄色粘質士：鉄分沈着。粘性非常に強い

3 :灰色粘質土：鉄分沈着。粘性非常に強い

4 :灰色砂質土：やや難く締る砂質強いシルト。湧水層

第16図 5-2-1号井戸及び出土遺物

(5) 5-2-1号井戸 （第16図、図版6• 7) 

概要 5-2-1号井戸は 2面の調査範囲中、南壁際

の中央に位置している。

本井戸からは 9世紀後半期の杯（ 1)、甕（2)

など土師器を中心に、僅かな須恵器を含む土器片が

出土している。覆土の記録は残せなかったが、出土

遺物から本井戸は 9世紀後半以降の所産として把握

され、 一方で大きく下る時期のものではないものと

判断している。

本井戸は浅く、その形態から南東・南西の中段テ

ラスを足場とした可能性が考えられる。また湧水層

は最下層の灰色砂質土 (4層）であるが、アグリが

形成されていないため、比較的短い期間での使用で

あったものと判断される。

尚、少なくも調査範囲に於いて周辺に住居遺構は

確認されていないので、農耕用の溜井と判断される。

規模径： 293X285cm 深さ： 84cm

構造 本井戸は一部が調査区外に出るため全体の形

状は把握できなかったが、概ね楕円形様のプランを

呈する。

掘削形態は擢鉢状を呈し、底面は平底であるが、

西側に若干のテラスが見られる。 第17図 5区2面Hr-FA下水田全体図
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第2章 発見された遺構と遺物

(6) 5 -2 -Hr-FA下水田 認できたに過ぎなかった。

第17• 18図 本

概要

、図版6

5区2面の調査範囲である区東部ではHr-FA

しかし水田面は上下に圧平され下水田を表出した。

ていて遺存状況は良好とは言えず、畦畔は調査面の

中でより低い箇所を中心に調査範囲の半分程度で確

水田址はHr-FAに被覆されているため6世紀初

頭まで使用された水田であることは確認されたので

あるが、その初源は特定できなかった。

本水田址は所謂小区画水田である。耕作面は現状

では調査した範囲のうち東西それぞれの中央付近が

ジ

＼

第18図の 1 5区2面Hr-FA下水田面
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やや低くなっているが、当時は北から南に非常に緩

やかに傾斜する地形であったものと推定される。

本水田址は東西31m、南北54mの範囲で確認、調

査されているが、調査区南寄りには東北東ー西南西

走行の大畦が設けられ、確認された殆どの水田区画

第1節 5区の遺構と遺物

は大畦の北側 に位置していた。また前述の 5-2 -

1 • 2号溝がこの位置に掘削されているものの、こ

の大畦に明らかに沿う ような水路を確認する ことは

できず、また調査区北寄りに於いても水田址に伴う

水路を確認することはできなかった。

一ーJ1|

ぐ）

L=74.50m 

A |く 大畦 -----:,,i A' 

―一ー――.----------,..
`”  

B K 大畦 )j 
一六9—― ―ゞ―---―元・

ヽ

百

゜
10m 

第18図の2 5区2面Hr-FA下水田面
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第2章 発見された遺構と遺物

規模 （東西長x南北長、（ ）内の数字は残存長）

〔水田区画径〕 1 : (280) X (168) cm 

2 : 220X (208) cm 3 : 280X (228) cm 

4 : 272 X (264) cm 5 : (380) X (320) cm 

6 : (204) X (124) cm 7 : 400X (188) cm 

8 : 224 X 352cm 

10 : 260 X 460cm 

9 : 180 X 293cm 

11 : 276 x 448cm 

12 : (384) X432cm 13 : (200) X (164) cm 

14: (608) X (216) cm 15 : 248X (220) cm 

16: 380X (288) cm 17: 360X572cm 

18: (100) X (160) cm 19 : 280X (200) cm 

20: (40) X (80) cm 21: 308X432cm 

22 : (220) x (680) cm 23 : (160) X (360) cm 

24 : (164) X (320) cm 25 : 248X372cm 

26 : 272 X (680) cm 27 : (32) X (688) cm 

28: (60) X (712) cm 29: 264X232cm 

30 : 248 X 244cm 31 : 340X268cm 

32 : (90) x (40) cm 33 : (60) X (56) cm 

34: (266) X (244) cm 35: 304X290cm 

36 : 336 X 304cm 37 : (180) X 192cm 

38 : 304 X 180cm 39 : 232 X 540cm 

40 : 288 X 640cm 41 : 268X620cm 

42 : 208 X 612cm 43 : 208 X 572cm 

44: 244X464cm 45 : 280 X (400) cm 

46: 668X (132) cm 47 : (72) x (148) cm 

48: (352) X308cm 49 : 200 x 300cm 

50: 148X312cm 51 : 320 X 256cm 

52 : 303 X 320cm 53 : 620 X 328cm 

54: (284) X480cm 55 : 272 X 488cm 

56 : 292 X 440cm 57 : 340 X 432cm 

58 : 296 X 460cm 59 : 224 X 508cm 

60 : 276 X 868cm 61 : (324) x (664) cm 

62: (104) x (208) cm 63 : 420X (464) cm 

64: 560X (400) cm 65: (600) X (200) cm 

〔大畦〕 長さ ：35.12m 幅： 284cm

〔畦畔〕 下幅： 48cm以下

〔水口幅〕 水田面26-30間：上幅： 44cm

水田面52-57間：上幅： 28cm

28 

構造 本水田址はAs-Cを混入する黒色粘質土を耕

作土とし、同じ土壌を以って畦畔を作っている。

本水田址では調査区南寄りに東北東ー西南西方向

の大畦を造り、大畔の北側で61面、南側で4面の水

田区画を確認している。これらは更に細分される可

能性を持つものも含まれるが、平面形は概ね長方形

若しくは方形を呈している。

大畦北側の区域のうち北半部ではより 真の東西南

北に近い方向で、南半部及び大畦の南側では大畦に

並行若しくは直交する方向で、それぞれ幅60cm以下

の畦畔を設置している。これらの畦畔の間隔は南北

方向のものでは凡そ 3m程を測るが、東西方向のも

のでは 3~5mとばらつきが見られるため、本水田

址では南北方向の畦を作った後、その間を東西方向

の畦で区切って水田区画を造ったものと想定される。

また、水口は何れも南北に並ぶ水田面26と30、52

と57の間に確認できたに過ぎなかった。これらの水

口は共にやや西に偏った位置に設けられている。

(7) 5区2面遺構に伴わない遺物

（第19図、図版7)

概要 5区2面の調査に於いては、土師器を中心に

古墳時代から平安時代に至る時期の土師器、須恵器、

など若干の遺物の出土を見ている。これらの中には

墨の付着する10世紀前半期の灰釉陶碗（ 2)の他、

有茎の石鏃（ 1)や3世紀末～ 4世紀の土師器甕片

(3)など下位面の所産の遺物も含まれている。

、＼ニロ三：3
I□□〈ぐ

1/4 

第19図 5区2面遺構に伴わない遺物



第1節 5区の遺構と遺物

5-4 試掘調査と 5区3面

□ 5] 
試掘グリッド6 試掘グリッド4 試掘グリッド2

ロロロ
試掘グリッド 5 試掘グリッド3 試掘グリッド l

第20図 5区試掘グリッド配置図

概要 記載の順序が前後するが、 5区に於いては

As-B下水田の調査終了後、下位層の遺構確認のた

めの試掘調査を実施している。

試掘調査は10m四方の試掘グリッドを250~259-

080~089グリッド（以下「試掘グリッド 1」とする）、

270~279-080~089グリッド（以下「試掘グリッド

2」とする）、 250~259-100~109グリッド（以下

「試掘グリッド3」とする）、 270~279-100~109グ

リッド （以下「試掘グリッド4」とする）、 250~

259-120~129グリッド（以下「試掘グリッド 5」

とする）、 270~279-120~129グリッド（以下「試

掘グリッド 6」とする）の 6ヶ所を設定して実施し

た。

このうち試掘グリッド 1• 2はAs-B下水田耕作

土下面とHr-FA層下面、 As-Cを混入する黒色土下

の黒色土上面、及びその下位の洪積層上面について

遺構確認を行った。その結果Hr-FA面を第 2面とし

て調査を行ったのであるが、この調査所見について

は前述の 5-3項に述べてきた通りである。

尚、試掘グリッド3~ 6についても同様の確認面

を想定して試掘調査を実施したがHr-FA面は失われ

ていて確認することができなかった。

5区の 3面となる 2面より下位の遺構について

は、上述のようにAs-C混黒色土下面を確認面とし

て遺構確認を試みたが、若干の土師器片の出土が見

られ、また試掘グリッド4の北寄りに落ち込みを確

認したものの、試掘グリッド 1~ 6の全ての試掘グ

リッドで遺構を確認する ことはできなかった。

また、更に下位の面である洪積層上面に対しても

遺構確認のための桝掘りを試みたが、遺構を確認す

ることはできず、 3面に対する調査は試掘調査に留

めて完了することとなった。
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第 2章 発見された遺構と遺物

第 2節 6区の遺構と遺物

6-1 6区の調査概要

6区は地形的に西 ・中 ・東の 3つの区域に区分さ

れる。このうち最も西の区画は 4 • 5区から続く低

地部であるが、本区の範囲が最も低くなっている。

中央の区画は微高地であり 。東の区画は 7区に（)')

1面ではAs-B（天仁元年 (ll08))降下以降の遺

構群を確認調査した。

このうち後述の屋敷

遺構を除く区域には、

溝42条、土坑120基、

ピット19基、井戸 1基、

As-B下水田を確認した

が、このうちAs-B降下

(1108) 以前の遺構は

は水田址とこれに伴う

水路を含む溝 5条であ

った。水田面は西部と

東部に確認したが、畦

畔を伴った遺構は西部

で僅かに確認しただけであった。As-B降下後から

As-A降下 (1783)前の遺構には溝31条、土坑120基、

ピット15基があったが、このうち中世の遺構は溝4

条、土坑46基で、その多くは室町時代以降の所産と

して把握された。また近世後期以降のものにはピ ッ

ト1基があり、時期不特定の遺構に

は溝6条とピット 1基があった。

屋敷遺構は中部の北寄りと南寄り

に各 1ヶ所、それぞれ一部を調査し

たが、北側の屋敷は回字形の屋敷で

内堀 ・外堀を伴うものであった。15

世紀を中心とする14世紀以降の中世

の所産と判断された屋敷内には土坑

32基を確認したが、このうち24基は

屋敷遺構に伴うことを確認し、 1基

は近世後期以降のものであっ（/)
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続く低地部となっている。

6区に於ける遺構の状況は微高地部と低地部とで

異なっているのであるが、全体として調査は 3面の

確認 ・調査面を以って実施した。

（r)た。 また屋敷に伴うと判断されるピット23基

を確認したが、建物は想定できなかった。（,/)

南側の屋敷遺構は浅い一重の溝で囲まれた15世紀

後半以降と解釈されるもので、屋敷との共絆が確認

できた 6基を含む16基の土坑や郭内を東西に区画す

る溝 1状を確認した。尚、南北の屋敷は鉤形の浅い

溝でつながれ、その間も郭状の空間なっている。



2面では古墳時代から平安時代に

かけての遺構群を確認、調査した。

このうちHr-FA降下 (6世紀初頭）

以降の遺構としては竪穴住居61軒、

掘立柱建物 1棟、道遺構4条、溝26

条、土坑47基、 Hr-FA・ FP泥流被覆

された水田面を調査した。竪穴住居

は何れも寵を有するもので6区中南

部の微高地に集中して確認し、 9世

紀前半期のもの16軒、同後半期のも

のが10軒を含む58軒は律令期の所産

として確認した。また、掘立柱建物

は平安期、道遺構は 7世紀～律令期

のもので、条里方眼に依拠した土地

区画の行われる以前の所産。溝は 6

世紀初頭のものが1条で、条里方眼

に依拠する以前のものが12条、集落

を巻くように掘削されたものを含む

それ以降の溝は12条を数えた。また

土坑は36基が古墳～平安時代のもの

で、うち 6基が律令期の所産として

確認した。また東西の低地部では、

Hr-FA・ FP泥流下に小区画の水田面を確認、調査

した。

このHr-FA・ FP泥流下水田の下位からは、西側

の谷地に於いて小区画、東側の谷地では極小区画の

規格を有するHr-FAで覆われた水田址を確認し、西

3面はAs-C降下 (3世紀後葉）

以前の遺構を対象として確認調査

を行った。

調査は弥生時代以前の黒色土を

除去して基盤層となる洪積層上面

を確認面として行ったが、 37基の

風倒木痕を確眩した他は 3面に属

するような明瞭な遺構を確認する

ことはできなかったため、遺構確

認に止めて調査を終了した。

第2節 6区の遺構と遺物

Hr-FA-FP泥流下水田

FA下水田

側低地部ではその下位にAs-C降下後の復旧水田に

伴う小区画水田の畦畔の痕跡を発見した。

また、 3世紀末葉の弥生～古墳時代への移行期の

周溝を伴う大型の竪穴住居2軒と溝 l条と土坑 1基

も確認、調査した。
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第2章発見された遺構と遺物

6-2 6区1面の遺構と遺物

〔6区西部の溝群〕

(1) 6-1-1 • 2 • 5 • 6 • 8 • 9 • 10 • 12号溝

（第21図）

概要 6 -1 -1 • 2 • 5 • 6 • 8 • 9 • 10 • 12号溝

は6区西端近くに在る。本溝群の東には圃場整備前

の用水路が南北に走り、本溝群と絡んでAs-A降下

後の溝群が掘削されている。

6号溝からは土師器片、 9号溝からは土師器 ・内

耳鍋片が出土したが、

覆土から 6• 10号溝

はAs-A降下（1783)

前の所産、 1号溝は

As-B、9号溝はAs-

Bの桃色火山灰の堆

積から天仁元年

(1108)の埋没であ

ることを確認した。

また土層の観察から

5 • 12号溝はほぽ同

時期、 8号溝は 5.

12号溝より新しいも

ので、何れもAs-B降

下後の所産であるこ

とを確認した。

これらの溝の掘削意図は特定できなかったが、そ

の走行や配置から土地区画に伴うものと解釈したい。

また、2号溝は両側に堤状の盛り上がりを伴うため、

As-B下水田に伴う水路の可能性を考慮したい。

また、本溝群に絡む前述のAs-A降下以降の溝群

が本溝群と同様の走行であるため、 6区西端域では

長期に亘り同質の溝の掘削が繰り返されていた可能

性が考慮される。

---JI--

B_ 

A 

第21図の 1 6区1面西端部の溝群
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規模 （1号溝）長さ： 10.8m幅： 64cm深さ： 11cm

(2号溝）長さ： 12.3m 幅： 176cm 深さ： 11cm

(5号溝）長さ： 28.8m 幅： 40cm 深さ： 14cm

(6号溝）長さ： 18.0m 幅： 96cm 深さ： 10cm

(8号溝）長さ： 10.8m 幅： 66cm 深さ： 12cm

(9号溝）長さ： 12.8m 幅： 80cm 深さ ：11cm

(10号溝）長さ： 0.8m 幅： 24cm 深さ ：10cm

(12号溝）長さ： 9.3m 幅： 48cm 深さ ：10cm

構造 本溝群は 5号溝がL字形を呈し、 2号溝が東

第2節 6区の遺構と遺物

部で走行をやや南に変ずる他は、全体として直線的

なプランを呈している。 1号溝がN86° 、2号溝は

Nl03゚ で東部はNl30° 、L字形の 5号溝はN88°

及びN348° 、6号溝はN5 °、 8号溝はN92°、

10号溝はN82°、12号溝はN89゚ の軸方向を取る。

溝の底面は横断面形が何れも船底形か丸底形であ

る。壁面は10号溝はややしっかりと立つが、他の溝

はやや開き気味である。尚、 2号溝は南北両側に幅

60cm前後、高さ 4cmの堤を伴っている。

36溝
E L-75.00m E' 
．．  

34溝 ―し／一 -3 

D
 

L=75.00m 

打

叶

B ビ 75.lOm

C L=75.10m C' 

ヘ
B
 

一(1 • 5 • 12号溝埋没後の堆積層）l ：灰黒色粘質土：現耕作土

2 ：灰色粘質上：圃場整備前の溝覆土

3 :灰黄色粘質土：締まり悪い。後世の溝覆土か

4 ：褐灰色粘質土：砂を少量含む

5 ：黄褐色粘質土：洪水層。径3~5mm白色軽石少量含む

6 ：黄褐色粘質土：洪水層。径5mm白色軽石少量含む

(5 • 12号溝覆土）
7 ：褐色粘質土：洪水層か。やや砂混じる

(5 • 12号溝地山・ 1号溝覆土）
8 : As-B混土

9 ：桃色火山灰層： As-B

10: As-B 

（地山層）

11：黒色粘質土
L~75.40m 
A
 

A' 

A' 

＼

＼

 

＼

＼

 

＼

＼

 

＼

＼

 

＼

＼
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＼

 

＼

＼

溝

＼

＼

ー

ー

＼

＼
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第21図の 2 6区1面西端部の溝群
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第2章 発見された遺構と遺物

(2) 6 -1 -7 • 36号溝 （第21図）

概要 6-1-7 • 36号溝は前述の 6-1-1・2・5・

6 • 8 • 9 • 10 • 12号溝群の東側に位置している。

両溝とも出土遺物は見られず、時期の特定には至

らなかった。尚、覆土の状態からAs-A降下以前の

所産としては調査段階に確認されている。

7 • 36号溝の走行は概ね 1• 5号溝等と近似して

いるため、前述の溝群と同様に土地区画に伴って掘

削されたものと判断される。尚、両溝とも東寄りが

叶

南北走行の圃場整備段階の用水路に切られており、

36号溝は前述の 5 • 6号溝に近いため、東側に何ら

かの制約があったものと想定され、土地の変換点近

くに掘削されていた可能性が考えられる。

規模 (7号溝）長さ：1.2m 幅： 68cm 深さ ：32cm

(36号溝）長さ ：13.Sm 幅： 56cm 深さ ：10.0cm

構造 7 • 36号溝のプランは直線的で、前者はN

3゚ 、後者はN75゚ の走行を示している。

掘削形態は 1• 5号溝等に近似している。

ロ
D
 一36溝

し
1

吋
6溝

9溝

7
 

吋

I L=75.!0m I' 
I' 

上＿ 上

一
J
 

L~75.40m 

L=75.!0m 

(11号溝埋没後の堆積層）

1 ：灰色粘質土：現耕作土

2 ：灰色粘質士：締まりあり 。

圃場整備時の埋土か

3 ：灰黄色粘質土：白色軽石少

量含む

4 :暗灰褐色粘質土：洪水層か。

5層に比しやや灰色強い

(11号溝覆土）

5 ：暗灰褐色粘質土：洪水層か

（地山）

6 : As-B混土

7 : As-B層

(8号溝埋没後の堆積層）

1 ：灰黒色士：現耕作土

2 ：灰色粘質土：圃場整備時の埋土か

3 ：黄色粘質土：洪水層

(8号溝覆土）

4 ：灰褐色粘質土：洪水層。砂と白色軽石

少量含む

（地山層）

5 :暗褐色粘質土：洪水層。砂やや多く、

白色軽石少量含む

6 : As-B混士

7 :桃色火山灰層： As-B

8 : As-B 

J J' 
―•I.一

3一二二三二ニ-¥2
4 =  
6 7 6 

ヽ
ヽ
ヽ、、ヽ、、、ヽ
ヽJ'

H L~75.40m 

_-

戸二言こ；

H
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K L=75.!0m K' 

ー＝＝←

H' 

第21図の 3 6区1面西端部の溝群
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(3) 6 -1 -11 • 34号溝 （第21図）

概要 6-1-11・34号溝は6区西部に所在する。

11 • 34号溝からの出土遺物はなく時期特定には至

らなかったが、覆土から両溝ともAs-A降下以前の

所産で、 11号溝はAs-B降下後の洪水層土での埋没

を確認している。尚、 11号溝は堆積層の比較から前

述の 6-1 -5 • 12号溝とほぼ同時期のと判断される。

両溝の軸方向は 6区西端部の他の溝と異なってい

る。また11号溝はAs-B下水田面に若干のエ具痕ら

しい窪みが10m程の範囲で残る程度で平面的に捕ら

9溝

第2節 6区の遺構と遺物

えられず、 34号溝も近現代の用水路に切られるなど

遺存状況が悪いこともあって、共に掘削意図は特定

できなかった。

規模 （11号溝）長さ： 2.0m幅： 68cm深さ ：32cm

(34号溝）長さ： 2.2m 幅： 56cm 深さ： 90cm

構造 11号溝は北東ー南西方向に走行を取り、その

プランは概ね直線的であったと想定される。 34号溝

は北西ー南東方向に走行を取り、調査できた範囲は

小さいが、そのプランは直線的である。

11号溝の形態は明瞭でないが、断面観察からは箱

堀状であることが確認される。また34号溝は底面の

横断面形が弧状で、壁面

はやや開く形態を

呈している。

三 □M L-7500mM 
10溝

叶 一
。
]

L~74.90m 
_____!c_ 2 6 L' 

一
(9号溝覆土）

1 ：褐灰色粘質土：洪水層 2：褐灰色粘質土：洪

水層 3 :黒色砂質土： As-B混土 4 : As-B 

（地山層）

5 ：暗褐色粘質土：洪水層。白色軽石少量含む。溝

埋土か

6 :暗褐色粘質土： 5層に似る。白色軽石少量含む

7 :褐灰色粘質土：溝埋士で洪水層か。白色軽石や

や多く含む

8 ：黒褐色粘質土：白色軽石・黄色粒少量含む

9 :黄褐色粘質土：黄色はHr-FAに起因するか

10:黒褐色粘質土：粘性かなり強い。9層との間に

As-C層入る可能性あり

0

[

 

__Q_ 
L=75.50m 

O' 

(2号溝埋没後の堆積層）

1 ：灰黒色土：現耕作土

2 ：灰色粘質土：圃場整備埋土

3 ：黄色粘質土：洪水層

4 ：灰褐色粘質土：洪水層。砂少量、白色軽石極少

最含む

5 ：暗褐色粘質土：洪水層。砂やや多く、白色軽石

少量含む

6 : As-B混土

(2号溝覆土）

7 :桃色火山灰： As-Bに伴う

8 : As-B 

z
 

N' 

N 
L=75.40m 

2タ
炉=

1 N' 

亨
" 3 
=='5 

第21図の4 6区1面西端部の溝群
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第2章 発見された遺構と遺物

゜L=75.10m '&  

立． I 2 ・ __!;__ 

一三
(7号土坑覆土） 3 

l ：褐灰色砂質土 ：As-B

と極少量の2層土混入

（地山）

2 : As-B混黒褐色粘質土 3 ：灰

褐色砂質土 4 :にぶい褐色砂質土

(4) 6-1-3号溝 （第22図、図版11)

概要 本溝は 6区西南部に位置する。

出土遺物は見られなかったが、底面にAs-B、覆

土中にもAs-Bの火山灰が堆積しているのでAs-B降下

の天仁元年 (ll08)埋没の遺構として確認される。

本溝の掘削意図は明瞭ではないが、位置的に前述

の6-1-2号溝に接続する可能性を有することから

水路の可能性がある。また地形に沿って掘削され、

条里方眼に依拠していない。

規模長さ： 19.2m 幅： 128cm 深さ ：24cm

構造 本溝は直線的なプランを呈するが、走行は西

北西ー東南東を向く 。

底面は横断面形がやや丸みを持ち、一方、壁面の

開きは弱い。

L=74.90m 

上 I △ <I 
←—こ二

2 3 

(3号溝覆土）

1 :黒褐色砂質土： As-B。層上部に

As-B混黒色土堆積

2 ：灰褐色砂質土： As-B火山灰

にAs-B軽石混入

3 : 1層に同じ、壁際に

地山プロック混入

(5) 6 -1 -4号溝

（第22図、図版11)

概要 本溝は 6区西部に位置する。

南側は前述の 6-1-3号溝の走行方向に近い。

本溝からは杯や甕といった土師器片の出土が見ら

れたものの時期の特定には至らなかった。しかし本

溝も 3号溝同様に底面にAs-Bが堆積し、覆土中に

はAs-Bの火山灰も見られるのでAs-B降下の天仁元

年 (1108)に埋没した遺構として把握できる。

ー
,J
 

c L=75.00m 
c
 u/ 

第22図の 1 6-1-3・4号溝
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第2節 6区の遺構と遺物

本溝の掘削は地形に沿っていて、条里方眼に依拠

していない。また掘削意図も明確にはできなかった

が、南側に堤状の遺構を伴うことから、 6-1-2号

溝同様水路の可能性を考えたい。

規模 長さ ：55.2m 幅 ：120cm 深さ ：24cm

構造 本溝は北側は北西ー南東、南側は西北西ー東

南東方向に走行を取る「く」字状のプランを呈する。

底面は部分によっては船底形を呈するが概ね平底

である。また壁面は開き気味である。また南

側に幅50cm、高さ 7cm程の堤状の盛

¥

¥

 

Bl 

L=75.00m 
上． 2 ．JL

~――----
3 

(4号溝覆土）

l・．褐色砂質土：褐色砂とAs-Bの混土
2 :灰褐色砂質土： As-B火山灰にAs-B軽石混入。層上部に褐色砂乗る

3 :黒褐色砂質土： As-B純層か

＼
 -d 

4溝

：
 

吋
L=75.!0m 
D D' 

第22図の2 6-1-3・4号溝
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第2章 発見された遺構と遺物

(6) 6 -1 -22 • 23号溝 （第23図、図版11)

概要 6 -1 -22 • 23号溝は 6区西部中程に位置す

る。共に 6-1-4号溝と切り合い、 22号溝がこれを

切っているが、 23号溝と4号溝との新旧関係を特定

することはできなかった。

22 • 23号溝からは土師器坪・甕片が出土している

が時期特定には至らなかった。また、覆土から22号

溝はAs-B降下後の所産であることが確認されたが、

23号溝は覆土の記録もなく、 As-A降下以前の所産

として把握できるに過ぎない。尚、 23号溝は22号溝

に概ね並走するように在ることから同時期である可

能性が考えられる。 22• 23号溝にば流水の痕跡はな

く、掘削意図も特定で

きなかった。尚、 22号

溝は後述する 6-1 -13 

号溝 (6区1面の

2号屋敷西側の側

溝）に付き当たっ

て止まるため、 2

号屋敷との関連も考慮される。

規模 （22号溝）長さ： 20.4m 幅： 64cm

深さ： 9cm

(23号溝）長さ ：18.4m 幅： 80cm

深さ： 11cm

構造 22 • 23号溝は何れも直線的なプラン

を呈する。走行は、両溝共に西北西ー東南

東方向を向いている。

掘削底面は何れの溝も平底気味であるが、

溝幅の狭まる部分では何れも船底形を呈し

ている。壁面はやや開き気味である。

(7) 6 -1 -24号溝 （第23図）

概要本溝は 6区西部中程に位置する。

6 -1 -4号溝と切り合うが、新旧関係を

特定することはできなかった。

出土遺物はなく時期特定には至らな

かった。また、覆土の記録も残せなか

ったのでAs-A降下以前の所産である

38 

ことを確認できたに過ぎない。

本溝には流水の痕跡は見られず、掘削意図を特定

することはできなかった。尚、本溝は近現代の用水

路の西側には延びていないことから、前述の 6-1 -

36号溝と同様の何らかの制約を受けていたものと思

慮される。

規模 長さ： 16.4m 幅： 80cm 深さ： 12cm

構造 本溝はほぽ東西方向に走行を取り、概ね直線

的なプランを呈している。

掘削の形状は箱堀状を呈するが、溝幅の狭まる部

分では何れも船底形を呈するものとなっている。尚、

壁面はやや開き気味である。

23溝

4溝

L~75.!0m 

c
 

c
 一
叶

4溝

第23図の 1 6 -1 -22 • 23 • 24号溝



〔6区中部の溝群〕

(B) 6 -1 -15 • 16 • 18 • 19 • 26 • 29 • 38b号溝

（第24• 25図、図版12• 13 • 48) 

概要 6 -1 -15 • 16 • 18 • 19 • 26 • 29 • 38b号溝は

6区中部に所在する溝群である。このうち15号溝は

6 -1 -14号と、 19号溝が6-1 -13 • 23号溝と、 26号

溝が13• 25号溝と切り合い関係にあるが、前者は15

号溝が14号溝を切ることを確認できたものの、他は

新旧を特定することはできなかった。尚、遺構番号

を二重登録してしまったため遺構番号に “b"を付

した38b号溝は後述する区東部の 6-1 -38号溝とは

別のものである。

吋

第2節 6区の遺構と遺物

これらの溝のうち15• 16 • 26 • 29号溝からは土師

器或いは須恵器片や敲石（16溝ー1)、打製石斧

(29溝ー 1)が出土したものの、時期の特定には至

らなかった。尚、覆土から 6区1面中部の各溝は

As-B降下後、 As-A降下以前の所産として把据され

るものである。また15• 16号溝はAs-B混土中に掘

削され洪水層で埋没するものである。

これらの溝の規模は近似しており、 15• 18 • 19 • 

L=75.!0m 

A A' 

一
叶

叶

(22号溝覆土）
1 :黄褐色砂質土と灰褐色洪水層土の混土：層上位に後者多く入る

2 :黒褐色砂質土 ：層上位にAs-B混入
B
 

5
3
 

D
 

Wi
 

一 亨 l |
|
J
、
一

吋

第23図の 2 6 -1 -22 • 23 • 24号溝
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第2章発見された遺構と遺物

26 • 29 • 38溝はその走行が並行又は縦列に配置され、

16号溝はこれらに直行する走行で位置している。本

溝群の掘削目的は明瞭でないが、 1.8~5.5mの間隔で

並走行する状況等から、（後述する 6-1-38号溝を含

め）耕作に伴うもので

はないかと思慮される

ものである。

規模 (15号溝）長

さ ：11.5m 幅： 50cm

深さ ：14cm

(16号溝）長さ： 10.7m

幅： 45cm 深さ ：10cm

(18号溝）長さ ：8.0m

幅 ：48cm 深さ： 7cm

(19号溝）長さ： 23.2m

幅 ：48cm 深さ： 6cm

(26号溝）長さ： 10.2m

幅： 48cm 深さ ：12cm

(29号溝）長さ ：8.5m

幅 ：44cm 深さ： 8cm

(38号溝）長さ ：4.8m

幅 ：32cm 深さ： 16cm

構造 本溝群の溝は直

線的プランをとり、 19

号溝北端部が南北に、

16号溝が北東ー南西に

走行を向ける他は、北

西ー南東方向に走行を

取っている。また上述

のように15・26・29号

溝は延長線上に在り、

15 • 18号溝間は5.5m、

15 • 38b号溝間は0.8m、

18 • 19号溝間は3.5m隔

たっている。

ぐ

B_ 

ー

［ 
B
 

L=75.!0m 

、__,.—―ー

A' 

(13号溝覆土）

l ：褐色砂質士：砂

粒層 ・鉄分沈着

旦． E'

ー、ー」—·

13溝

19溝

D D' 

--ヽ--r―

D D' 

） 
18溝

::._ 

C C' 

一ノー—

掘削形態は38号溝の一部が

薬研堀状を呈する他は、何れ

の溝も箱堀状を呈している 。

しかし乍、壁面はやや開いて

いる。

40 
第24図の 1 6区1面中部の溝群（その 1)



(9) 6 -1 -25号溝 （第24図）

概要 本溝は6区中部に在るが、周辺の溝と形態・

第2節 6区の遺構と遺物

層のうち上位のもので埋没しているが、時期特定に

は至らず、掘削意図も特定できなかった。

走行に相違がある。 6-1 -13号土坑を切るが、 6ー 規模 長さ： 10.8m 幅 ：88cm 深さ ：14cm

1-13 • 26号溝． 73号土坑との新旧は不明である。 構造 本溝は概ね南北に走行を取るが、そのプラン

土師器杯 ・甕片を出土し、中世～近世中期の洪水 は西方に弱く張り出す弧を描いている。

|—土い75.20m 上ー(16号溝覆土） 掘削形態は浅い箱堀

lr==- ~--:黄褐色砂質土：洪水層。 砂質強い
状を呈している。

立

L=75.20rn 

F F' 

亡
(15号溝覆土）

l ：黄褐色砂質土 ：洪

水層。砂質やや強い。

灰黄色粘質土プロック

やや多く含む。

L=75.20m 

一

I
↓
 

I I 

//  ~1/3 

I/ 16溝 l

□‘ 
L=75.20m 
K 

-―‘r-
K' 

k
 

G
 

13溝

(14 • 15号溝埋没後の堆積層）
l ：暗褐色土：現耕作土 2 ：灰色粘質土：やや砂混じり

3 :暗褐色砂質土： As-B混土ブロック多く含む。洪水層か

(14号溝覆土）

4 :明黄灰色砂質士：洪水層。砂質やや強い。

L=75.20m 
J J ， 

H
 

L=75.40m 

H' 

三:-2 
5 

(15号溝覆土）

5 :黄褐色砂質土：洪水層。砂多く、

暗褐色粘質土プロソク少証含む

〔地山〕 6 : As-B混土

---→ダ
l 

(25号溝覆土）

l ：明黄褐色土：洪水

層。僅かにAs-B耕

土含む

第24図の 2 6区1面中部の溝群（その 1)
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第2章 発見された遺構と遺物

;,:I 
--- -

i 31溝
(10) 6 -1 -27 • 30号溝 （第25図）

概要 6 -1-27 • 30号溝は 6区中部に近接して位置

する。共に後述する 2号屋敷遺構北辺の 6-1 -13号

溝に接するが新旧関係等は特定できなかった。

30号溝に出土遺物はなく、 27号溝からは土師器片

が出土したものの時期特定には至らなかった。尚、

.,:I L=75.10m 

△-
A' 

三

両溝共中世～近世の下位の洪水層で埋没している。

また、共に掘削意図も特定できなかった。

規模 （27号溝）長さ： 8.8m 幅： 48cm 深さ

16cm 

(30号溝）長さ ：8.8m 幅： 64cm 深さ： 8cm

構造 27 • 30号溝は北北西ー南南東に走行を取る

が、 30号溝は北端部で走行を北西に転じている。

|「一

27溝

L~75.20m 

59坑

A
 

A' 

。B
 

旦

刊

一
く

-—-
A' 

29溝l
L~75.30m 

A 1 A' 

ー ラ・一

1/3 

L~75.20rn 

A A' 

一

甘
ー
~
◎

／

ょ

／

』

(151号士坑覆土）

l ：灰黄褐色砂質土：洪水層。炭・焼土・骨片混入

(27号溝覆土）

2 ：黄褐色砂質士：やや砂質

第25図の 1 6区1面中部の溝群（その 2)及び6-1 -31 • 32号溝

(30号溝覆土）

l ：灰黄褐色砂質

土とAs-B下耕

30溝 作土の混土

L=75.30m 

A A' 

一
38b溝

L-75.!0m 

A A' . .  -
42 



L=75.SOm 

主．
JB' 

-
--

4三t27 5 

掘削形態
は27

号溝は箱堀
状を呈

し、 30号溝
もゃゃ

壁は開くが
、箱堀

状を呈する
ものと

判断される
。

(11) 6 -1
 -28号溝

(3] •32号溝埋没後の
堆積層）

l．・褐灰色
土．・現耕作

土

2．・黄橙色
土．・鉄分沈

着

(31号溝攪土
）

（洪水層土主
体。Hr-FP含

む）

3 ：灰黄褐色
土・

4 :・褐灰
色砂質王：：

：：と

As-Bの混土

5．・黒褐色土
．・やや砂質

(32号溝覆土
）

6 ：灰黄褐
色土：洪水

層土

7.. ：黄褐色土．•砂と
6 層の混

（地山）

8 ．・黒褐色土．•As-B多
く含む

9 : As-B純層
．・褐灰色

概要 本溝
は 6区中部

西寄りに所
在する。

6 -1 -59号土
坑と重複す

るが新旧関
係は特定

（第25図）

できなかった
。

As-A降下前
の所産だが

時期の特定も
できなかっt

:。出土遺物
はなく、

また、掘削
意図も 1

規模 長さ
4寺定できなかっ

た。

: 6.4m 幅．
’56cm 深さ

・

構造 本溝
は東西に走

行を取り
．6cm 

南東に走行
を転ずる。

、東端部で
東

浅い薬研堀
状を呈して

いる。

i
 

第2節 6区
の遺構と遺物

(31号溝覆土
）

1 :・褐灰色土．
．、

プロノク混
；ルト質。

As-B混黒褐
色砂質土

(39号溝覆土
）

2 :・褐灰色
土．・シルト

質

L=75.OOn] 

1 

上 六
上

2 2 

第25図の2
6 -1 
-31 • 32号溝

43 



第2章 発見された遺構と遺物

吋

L=75.20m 
土△

／ 

(12) 6 -1 -31 • 32号溝（第25図、図版10• 12~14) 

概要 6 -1 -31 • 32号溝は 6区中部東寄りに所在す

る。両溝は重なっているが、 31号溝の方が新しい。

また、 6-1 -38 • 39 • 42 • 43号溝と重複関係にある

が、 38号溝には切られ、 39号溝を切っているが、

42 • 43号溝との新旧を特定することはできなかった。

31号溝からは土師器坪・甕、須恵器甕等の破片が

出土しているが、時期を特定することはできなかっ

た。尚、覆土の状態から31• 32号溝は中世段階の遺

構として把握される。

31 • 32号溝は後述する 1号屋敷遺構との南東隅部

に始まり、鉤型に走行して2号屋敷遺構の北東部に

至っている。 1号屋敷遺構南片の 6-1 -20号溝の軸

に対してはやや南触れるが、 2号屋敷遺構東の 6-

1 -44号溝とは直線的に連なっている。従って両屋

敷遺構間の東及び北東部を画する溝と判断される

が、対応する溝が確認されなかったため本溝が囲む

区域は屋敷遺構としては取り扱わなかった。

44 

規模 （31溝） 長さ： 48.4m

幅： 56cm 深さ21cm

(32溝） 長さ： 29.8m 幅：

40cm 深さ： 12cm

構造 31 • 32号溝は凡そ東

西に走行する部分と南北に走

行する部分があり、これが北

東部をコーナーにつながる鉤

型のプランを呈している。し

かし、両溝共に北西端部は1

号屋敷遺構の周溝南東部の位

置にあわせるように西北西に

走行を変じて接合させている。

第26図の 1 6 -
1 -37 • 40 • 42号溝

また31号溝についてみると、溝幅が北西端部の走行

を変ずる箇所と南北走行部分の南半部は徐々に狭く

なる傾向がある。

両溝は共に溝の規模としてはさして大きくはなか

ったが、掘削形態は箱堀状を呈している。



第2節 6区の遺構と遺物

¥
¥
T
 

31溝

,-------------------------
----------- '--------

第26図の2

42溝

6 -1 -37 • 42号溝

〔6区東部の溝群〕

(13) 6 -1 -37 • 42号溝 （第26図、図版13• 14) 

概要 6 -1 -37 • 42号溝は 6区東部に位置する溝で

あり、両溝は西部で重複する。その新旧関係は特定

できなかったが、 37号溝が42号溝から分岐する よう

な位置関係にあるため、同時期の所産である可能性

も考慮される。また37号溝は 6-1 -38 • 39 • 42号溝

と、 42号溝は 6-1-31・ 38・43号溝とも重複関係に

あるが、何れの溝についてもその新旧関係を特定す

ることはできなかった。

両溝からの出土遺物はなく 、時期を特定するには

至らなかった。加えて覆土の細かい記録も残せなか

ったため時期の判定につなげることのデータはな

く、共にAs-B降下 (1108)後、 As-A降下(1783)

以前の所産として把握できるに過ぎなかった。

また、 37• 42号溝の掘削目的等も特定することは

できなかった。しかし乍、そのプランから推して42

号溝から37号溝が分岐していたとすれば水路の可能

性を考慮することはできる。

規模 （37溝） 長さ ：9.4m 幅： 40cm 深さ 3cm

(42溝） 長さ： 25.7m 幅 ：40cm 深さ ：10cm

構造 37 • 42号溝は凡そ東西に走行し、全体として

は直線的なプランを呈しつつも、緩やかな蛇行を見

せている。尚、 37号溝は西端部で、 42号溝に接合さ

せるようにその走行を北に振っており、その幅員は

先細りとなっている。

両溝共に底面形態は船底形を呈し、壁面は全体と

して大きく開いてはいないが、 42号溝の西部ではや

や開き気味となっている。

(14) 6 -1 -40号溝 （第26図、図版13• 14) 

概要 本溝は 6区東部西寄りに位置する。北端が

6 -1 -37号溝に接しており、また北部で後述の 6-

1 -39号溝とク ロスしているが、新旧関係を特定す

ることはできなかった。

遺物の出土はなく、土層の記録も残せなかったの

で時期を特定することはできなかった。

尚、掘削目的も特定することはできなかった。

規模 長さ ：11.6m 幅： 48cm 深さ： 2cm

構造 本溝は北北西ー南南東に走行を取る。全体と

しては直線的だが、南部で弱い蛇行が認められる。

掘削形態は船底形を呈するが、壁面は開き気味で

ある。

(15) 6 -1 -38 • 39号溝 （第27図、図版12~14)

概要 6 -1-38 • 39溝は 6区東部北半に位置する。

38号溝の南端が39号溝と接しているが、 38号溝の方

が新しい。また38号溝は 6-1 -31 • 32 • 37 • 41 • 42 

号溝と 、39号溝が6-1 -31 • 37 • 38 • 43号溝と重複

関係にあるが、 38号溝が32号溝を切る以外は新旧関

係を特定することができなかった。

38 • 39号溝からの出土遺物はなく、時期の特定に

は至らなかった。しかし両溝は中世～近世中期の洪

水層のうち何れも下位の洪水層土に絡む土壌で埋没

しているため、概ね中世の所産として把握できるの

ではないかと考えている。

38 • 39号溝の掘削意図を明瞭に特定することはで

きなかったのであるが、 38号溝については鉤形のプ

ランを呈していることと比較的長い距離に亘って掘
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31溝

L=75.10m 
A ..K  

＝ 2 (38号溝覆土）

1 :にぶい褐色土：シルト

質。Hr-FP混入

(31号溝覆土）

2 :にぶい褐色土 ：黒褐色

プロック混入。やや

砂質

削されていることから土地

区画に伴う溝である可能性が考えら

れる。一方、39号溝については比較

的長い距離を掘削していることから

土地区画に伴うものであった可能性

も考慮されるのであるが、覆土が砂

質であること 、プランが西端部で弧

を描き乍ら走行を変じていることか

ら寧ろ水路であった可能性が考慮さ

れるのである。

．旦＇

—-

l 2 

規模 (38溝）

------- → 

(38号溝覆土）

1 :灰褐色土 ：シル

卜質

(39号溝覆土）

2 ：灰褐色砂質土：
黒褐色プロック

混入

長さ： 48.6m

幅： 48cm 深さ11cm

(39溝） 長さ ：32.4m 幅 ：72cm 深

さ：16cm

構造 38号溝のプランは、全体的には北西隅部に角

を持つ鉤形を呈するものである。角部以南の部分で

はそのプランは直線的で、北北西ー南南東に走行を

取っている。しかし角部以東の部分では走行は全体

第27図の 1 6 -1 -38. 39号溝
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i
 

としては西南西ー東北東

方向を取るものの、角部

から20m程東に寄ったと

ころで北側に 5m程山形

に張り出すようなプラン

を描いている。これに対

し39号溝のプランは殆ど

が直線的で西南西ー東北

東方向に走行を取ってい

るが、西端部では半径 5

m程の弧を描いて逆時計

回りに1/4周するプラン

を描いている。

掘削形態について見る

と、 38• 39号溝共に底面

の横断面形は丸みを持っ

ており、壁面はやや開き

気味である。

39溝

第27図の 2 6 -1 -38 • 39号溝
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＼ 
41溝

(16) 6 -1 -41号溝（第28図、図版13• 14) 

概要 本溝は 6区北東隅部付近に位置する。 6-1 -

38号溝と切り合うが、新旧関係は確認できなかった。

本溝からの出土遺物はなく、土層の記録も残せな

かったので、本溝は中世～近世中期の所産として把

握できるに過ぎなかった。

また掘削目的も特定することができなかった。

規模 長さ ：24.0m 幅 ：40cm 深さ： 3cm

構造 本溝は北西ー南東方向に走行を取り、

概ね直線的なプランを呈するが、南部には極

めて緩やかな蛇行も認められる。

掘削形態は薬研堀状を呈する。

』

＜

吋

(43号溝覆土）

1 :黒褐色土：シルト質 2 :黒褐色砂： As-B

L-75.00m （地山）

•:— ~- _1 ・-五. 3 :緑灰色砂： As-B純層

2 

＼ 

第28図の 1 6-1 -41.43号溝
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第28図の2 6 -1 -41 • 43号溝

(11) 6 -1 -43号溝（第28図、図版13)

概要 本溝は 6区東部中程に位置している、凡そ南

北走行の溝遺構である。その北寄りで東西走行の

6 -1 -39 • 42号溝と、前者にたいしては直交、後者

に対しては西接する位置関係にあり、切り合い関係

にあるが、何れの溝に対しても新旧関係を確認する

ことはできなかった。

本溝からの出土遺物は認められなかったが、底面

近くに二次堆積のAs-B層が確認されているため、

As-B降下 (A.D.1108)後の比較的早い段階の所産

であったものと判断している。

本溝の掘削目的を特定することはできなかったの

であるが、壁面が湾曲していること、また覆土に二

次堆積のAs-B層が確認されている状況等から、水

路であった可能性を考えている。

規模長さ： 32.8m 幅： 88cm 深さ ：2cm

構造 本溝はへ字形のプランを呈しており、北部で

は西北西ー東南東、中・南部では北北西ー南南東に

走行を取っている。全体として蛇行はしていないが、

壁面ラインはやや波打っていて不整形である。

掘削形態は箱堀状を呈するものであるが、壁面は

若干開き気味である。

〔6区の土坑群〕

(18) 6区1面西部の土坑群

（第29• 30図、図版14• 48 • 49) 

概要 6区l面西部では中南部に 6-1-2・3・4

号土坑、 北東寄りに 7• 16~32 • 150号土坑が分布

している。このうち21~25号土坑は重複しているが、

切り合い関係と土層観察から21←23←24←25←22号

土坑の順に新しいことを確認した。

西部の土坑群のうち 3 • 27 • 3伊士土坑からは僅かな

量の土師器甕片の出土を見ているが、 7号土坑を除

く他の土坑からの遺物の出土は見られず、 3・27・30

号土坑を含め時期の特定には至らなかった。一方7

号土坑からはかわらけ2点(1、 2) と銭が出土し

ている。このうちかわらけは灯明皿として使用した

15世紀末～16世紀のものである。従って7号土坑は概

ね室町時代後半期の所産として把握される。また銭

は本銭と思われる大定通宝 （3)や模鋳銭（17) と

接合するの開元通宝らしき破片 （4)や、何れも模

鋳銭の元祐通宝 (5)、元符通宝 （6)、元（符）通

宝（7)、政和通宝 (8)、洪武通宝（9)、永楽通宝

(10)、朝鮮通宝 (11)、ロロ通宝（12)、銭種不詳の銭

(13~17)など17枚の銭貨の出土を見ている。
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(2号土坑覆土）
1 : As-B混土：褐色・黄褐
色粘質土含む
(3号土坑覆土）
1 ：明褐色砂質土：白色軽
石やや多く含む
2 : As-B混土：暗褐・黄褐
色粘質土多量

,8
 

8
 

ー
ロ
ー

土号3
 

窯

A L=74.90rn A' 

7 号土坑 l (7号土坑覆土）
l ：褐灰色砂質土： 2層土極少量混入
（地山）

2 :黒褐灰色粘質土： As-B少伍混入。As-B
下耕土か

3 ：灰褐色砂質土：やや粘性有。洪水層土
4 :にぶい褐色砂質土：西に向かい褐色粘質
に変化

ロ A L=75.!0m 
△ 

また 7号土坑を除く

土坑はAs-B降下以降

でAs-A降下以前
4号土坑

l |口 ＼ロ

(1108~1783)の所産〔
<]JL.と把握されるものであ

るが、このうち16• 

(18) • 19 • 21 • 28 • 
|屯 ＼ロ
A L=74.90m A' 

29 • 30 • 32号土坑は中 ヽ

~ 32 
4 

完 1/3 で
7 号土坑— l

7 号土坑— 2

近世の洪水層土のうち (4号土坑覆土） 第29図の 1 6区1面西部の土坑群（その 1)
上位のもの、 22~25・ 1 :明褐色砂質土：白色軽石少量含む

31号土坑は同じく下位の洪水層関連している。特に 規模 (2号土坑）径 ：105X9 深さ ：20cm

後者は後述の 6-1 -1号屋敷との関連から、15世紀

後半以降の中世の所産として把握したい。

これらの土坑は長方形プランのものが多く、 3.

21 • 22 • 25号土坑はやや大型であった。掘削意図は

何れも特定できなかったが、 7号土坑はかわらけや

古銭の出土から土壊墓の可能性が考えられる。
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(3号土坑）径： 148X88cm 深さ ：52cm

(4号土坑）径 ：72X62cm 深さ： 10cm

(7号土坑）径： 90X72cm 深さ ：24cm

(16号土坑）径： 108X80cm 深さ ：24cm

(17号土坑）径： 112X98cm 深さ： 27cm

(18号土坑）径 ：152X136cm 深さ： 41cm



第2節 6区の遺構と遺物
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16 “' 第29図の 2 6区1面西部の土坑群（その 1)-7 号土坑出土銭—
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(16号土坑覆土）

1 :にぶい黄橙色砂質土：洪水層主体に

As-B混土と地山層土多量に含む

2 ：灰黄褐色砂質土：黒褐色粘質土含む

3 ：灰黄褐色砂質土

（地山）

4 : 2層に同じ。混入物なし

5 :にぶい褐色砂質土

B
'
 A A' 

下 4
3 

17号土坑

I口 103

l
 
A' 

I屯 L=75.10m ¥屯

□三上
(17号土坑覆土）

1 :にぶい黄橙色砂質土： As-B混土と地山層土多量に含む

洪水層主体。

2 :黒褐色砂質土：地山層土と多蘊のAs-B混入

3 :褐色砂質土：層下位に向かい粒子細かく黄色味掛かる

20号土坑

I"'1 怜

［口 A

/01 L=75.!0m怜
A A' 

|田
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(20号土坑覆土）

1 :黒褐色砂質土： As-B多量に含む。

層上位に部分的、及び西部ににぶ

い黄橙色砂質土 （洪水層）堆積

(19号土坑覆土）
1 :にぶい黄橙色砂質土：洪水層土主

体にAs-B混土多量に含む

2 :黒褐色砂質土： As-B多量に含む。

1層土極少撮混入

第30図の 1

(18号士坑覆士）（洪水層か）

1 :にぶい黄橙色砂質土：軽石少量。鉄分沈着。

（地山）

2 :黒褐色砂質土： As-B多量。As-B下耕作土か

6区1面西部の土坑群（その 2)

(19号土坑）径 ：88X6lcm 深さ： 13cm

(20号土坑）径 ：60X55cm 深さ： 12cm

(21号土坑）径： 250X114cm 深さ： 22cm

(22号土坑）径： 320X (80) cm 深さ： 36cm

(23号土坑）径： 180X52cm 深さ： 36cm

(24号土坑）径： （184) X80cm 深さ： 16cm

52 

(25号土坑）径： 112X (108) cm 深さ： 40cm

(26号土坑）径： 136X86cm 深さ： 37cm

(27号土坑）径： 123X70cm 深さ： 37cm

(28号土坑）径： 100X64cm 深さ： 18cm

(29号土坑）径： 100X53cm 深さ： 25cm

(30号土坑）径： 82X55cm 深さ： 27cm

(31号土坑）径： 90X30cm 深さ： 19cm

(32号土坑）径： 50X49cm 深さ： 24cm

(150号土坑）径： 120X70cm 深さ： 52cm



第2節 6区の遺構と遺物

21 • 22 • 23 • 24 • 25号土坑

I"'|口

ーA A' 

B
 

B' 

D
'
 

E
'
 

I"' 

C.£  

こ q¥ I t'l 
2 

(21号土坑覆土）

1 :にぶい黄褐色砂質土：洪水層土。As-B混土と地山層土多景に含む

2 ：黄褐色砂質土：砂層。層上位に 1層土極少最含む

第30図の 2 6区l面西部の土坑群（その2)

構造 西部の土坑群のプランについてみると、概ね

円形・楕円形プランを呈するもの、正方形・隅丸正

方形プランを呈するもの、長方形 ・隅丸長方形プラ

ンを呈するものの 3形態に分類することができた。

このうち前者には2• 17 • 18号土坑、中者には4.

7 • 20 • 32号土坑、後者には3• 16 • 19 • 21 • 22 • 

23 • 24 • 25 • 26 • 27 • 28 • 29 • 30 • 31 • 150号土坑

があるが、全体としては長方形・隅丸長方形プラン

のものが多いことが分かる。

底面形態については18• 31 • 32号土坑が丸底を呈

する外は、平底若しくは平底気味を呈するものであ

った。それに伴って掘削形態は箱型を呈するものが

多かったのであるが、 2• 4 • 17 • 18 • 30号土坑の

壁面は開き気味であった。

A L-75.!0m A' 

(23号土坑覆土）

l ：灰黄褐色砂質土：洪水層主体

(25号土坑覆土）

2 ：褐灰色砂質土：洪水層主体。As-B滉土 ・明黄褐色土混入

」L. 3 4 B' 

こ
(22号土坑覆土）

1 :灰黄褐色砂質土：洪水層主体。As-B混土と黄褐色土含む

2 :黒褐色粘質土と明黄褐色砂質土の混土

(23号上坑覆土）

3 :ベースは 1層に同じだが、央雑物は含まない

(24号土坑覆土）

4 :ベースは 1層に同じだが、明黄褐色土混入

(25号土坑覆土）

5 :ベースは 1層に同じ。層下位にAs-B混土と地山層土混入

(19) 6区1面中部の土坑群

（第31~36図、図版15• 49) 

概要 本項では 6区1面中部の土坑群のうち、後述

する 6-1-1• 2号屋敷に挟まれた区域、即ち中部

中程に位置する土坑群について述べる。

この区域では32X23mという狭い範囲に 6-1 -

33 • 34a • 34b • 35~44 • 46~75 • 76a • 76b • 77~ 

80 • 82~92 • 95~106 • 109~113 • 151 • 153~162 • 

163a • 164~167 • 175 • 178a • 178b • 179 • 180号の

97基の土坑が集中して分布しているのが確認され

た。これらの土坑は中・北部では後述する 6-1 -1 

号屋敷の外堀の軸方向、南部では同じく 6-1-2号

屋敷の堀の軸方向に準拠しており、土地利用上の規

制があったようである。 1号屋敷に近い区域では中

西部で50• 51、52• 77、55~59、63• 64 • llO • 111 

号土坑等幾つかの直複する土坑群が南北方向に並ぶ

配列が見られ、東部北側では162• 161 • 82 • 83 • 

85 • 84号土坑、中部では159• 156 • 155 • 75号土坑

が南北方向に、北部では46• 109 • 47 • 48 • 49号土

坑が東西方向に配列しているのが確認された。 2号
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26号土坑 27号土坑
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(26 • 27号土坑覆士）
1 :明褐色土： As-B• As-B下耕土 ．As-C下黒色土含む。洪水層起源の
土で人為的埋土
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(28号土坑覆土）

1 :にぶい黄橙色土：洪水層土。As-B

混士含む。人為的埋土

2 ：褐色土：明黄褐色洪水層土． As-B

混土． As-B下耕土混入。人為的埋土
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(30号土坑覆士） l 

1 :にぶい黄橙色土：洪水層。As-B下耕土含む

（地山）

(29号土坑覆土） 2 ：黒褐色砂質土から褐色土への漸移層

1 :にぶい黄橙色土：洪水層土。 150号土坑

As-B下耕土含む

虹土： As-B
c下黒色土

32号土坑

上 。 ［ 一 13溝

A' 

叫

吋

A L = 75.30m A' 

A' 

_A__. L ~ 75.30m A' 

口
六

(31号土坑覆土）

l ：灰黄褐色砂質土 （洪水層土）と

As-B下耕土の混土

下
2
 

(32号土坑覆士）

1 :にぶい黄橙色砂質土 ：洪水層土

2 :黒褐色砂質土： 1層土とAs-B下

耕土との混土

(150号士坑覆土）

l ：灰黄褐色砂質土： As-C混黒色土多量に混入

2 : 1層土にAs-C混黒色土の崩落土混入

(13号溝覆土）

3 ：褐色砂質土：砂粒層、鉄分沈着

屋敷に近い区域では中部で95• 96 • 101 • 103 • 

102 • 104土坑が南北方向、中東部では97• 98 • 

105 • 106号土坑が東西に並ぶのが見られ、南東部で

は2号屋敷遺構の北堀に沿うように153• 112 • 

165 • 164 • 167号土坑が並んで確認されている。
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第30図の3 6区1面西部の土坑群（その 2)

これらの土坑のうち38と39• 40、42と41、46と

109、48と49、51と50、53と52、55と54、59と56、

56と57、76aと60• 76b、77と60、60と62、63と64、
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110と64• 111、66と65、67と68、78と79、84と85、

88と87、163aと88、95と96、97と98、100と99、102

と103、103と101、178aと178b号の各土坑は切り合

い関係にあり、それぞれ前者の方が新しい。この他
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(33号士坑覆土）

1 ：灰黄褐色砂質土：洪水層主体に

As-B下耕作土少最混入
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(34号土坑覆土）

1 : 33号土坑ー 1層に明黄褐色土混入
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37号土坑

I• t 
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一
A' 

A
 

A' 

丈 口
(36 • 37号土坑覆土）
1 :黒褐色砂質土：洪水層主体にAs-B

混土． As-B下耕土入る混土層

(35号土坑覆土）

1 : 33号土坑ー 1層に同じ

2 :明褐色砂質土：鉄分多量に沈着

第31図 6区1面中部の土坑群（その 1)

39と40、47と48、58と59、100と101、97• 98と105、

161と162号の各土坑も重複しており、 59号土坑が58

号土坑、 100号土坑が101号土坑を切っていた可能性

があるものの、これらについてはその新旧関係を特

定するには至らなかった。また151号土坑が6← 1-

27号溝を、 178a号土坑が6-2 -54号溝を切っており、

178b土坑は54号溝の新しい段階のものと同時期で

あることを確認している。

これらの土坑のうち重複する56~59号土坑からは

こも編み石への転用も考えられる磨石 (56他一 l)、

同じく60及び76号土坑からは10世紀前半期に比定さ

れる灰釉陶器高台付碗（60• 76-1)、179号土坑か

らは 9世紀前半の須恵器坪(179-1)が出土した

他、 33• 35 • 37 • 41 • 42 • 43 • 47 • 53~60 • 65~ 

70 • 72 • 76 • 79 • 80 • 84~86 • 89 • 99 • 100 • 103 • 

105 • 113 • 151 • 153 • 156 • 179号土坑からは土師器

片か須恵器片、或いはその双方が出土し、 47号土坑

からは灰釉陶器片も出土しているが、何れの何処に

ついても時期特定には至らなかった。

これらの土坑はAs-B降下以降、 As-A降下以前の

中近世の所産として把握されるものであるが、覆土

の観察と重複関係から、このうち33• 34a • 35 • 

46 • 50 • 56 • 59 • 63 • 64 • 69 • 70 • 73 • 82~90 • 

92 • 95~103 • 105 • 106 • 109 • 112 • 113 • 151 • 
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38・39・40号土坑
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A' 

吋 吋
』L_. L = 75.30m A' 

(38号土坑覆土）

1 :にぶい黄橙色砂質土：洪水層主体。

As-B混土と明黄褐色土含む

(39号土坑覆土）

2 ：褐灰色砂質土：洪水層主体。As-B混

土と地山明黄褐色土含む

(40号土坑覆土）

3 : 1層に同じだがAs-B混土混入少ない

工
(41号土坑覆土）

1 ：褐灰色砂質土：洪水層。明黄褐色土・

As-B下耕土多量に入る

(42号土坑覆土）

2 ：褐灰色砂質土：洪水層。明黄褐色士・

As-B下耕土多最に入る

3 :黒褐色砂質土： As-B下耕土の崩落層

4 : 2層に同じだが、鉄分の沈着多い

46 • 109号土坑

I I，，， /o:, 

／ A' A 46坑

101 
/01 

A' 
L=75.20m 

A 

しニロニ［ミ／二-
(46号土坑覆土）

l ：灰黄褐色砂質土：洪水層主体。黒色土 (As-C混士か）少量混入

(109号土坑覆士）

2 : 1層に同じだが、黒色土多く混入

A 

43号土坑

|口|口i

《□上
|ご |口

A L = 75.30m A' 

一
_,,_446号土坑 I 1..;__ ••I I ) 

吋 吋
A L=75.30m A' 

六

50 • 51号土坑

叫／

A L = 75.30m A" 

口

司

A' 

叫 m|

(50号土坑覆土）

l ：灰黄褐色砂

質土：洪水層土

主体。As-B下耕

士少量混入

(51号土坑覆土）

2 :にぶい黄橙

色砂質土：洪水

層。軽石微最に

含む。

153 • 155 • 164号土坑は中近世洪水層のうち下位の

洪水層土、 37• 40 • 42 • 48 • 49 • 51 • 54 • 55 • 60 • 

62 • 71 • 72 • 74~77 • 79 • 80 • 110 • 178 b号土坑は

上位の洪水層に関連するものとして把握される。前

者は 6-1 -1号屋敷との関連から15世紀後半以降の

中世に属する遺構と判断される。

またこれらの土坑の掘削意図は、 151号土坑が焼

56 

第32図の 1 6区1面中部の土坑群（その2)

土・炭・骨の遺存から火葬土坑であると想定され、

167号土坑が昭和20年 (1945) 8月15日未明の伊勢

崎空襲に伴う焼夷弾の爆裂坑であることが確詔され

たが、 他の土坑は特定することができなかった。



第2節 6区の遺構と遺物

52 • 53号土坑

In 

C
↓
 

(52 • 53号土坑
覆土）

l ：褐灰色砂

質土：洪水層

主体。 As~B下

耕土・明黄褐

色土少羅混入

＼のこI I 
A / I.へ~ ¥¥ A' 

A L = 75.30m A' 
． ．  

A
 

A
'
 

.

.

 
C

[

 

(48号土坑覆土）

1 :にぶい黄褐色砂質

土：洪水層土主体。As-

B下耕土少量混入

(47 • 49号土坑覆土）
2 ：褐灰色砂質土 ：洪水
層土主体。As-B下耕

土 ・明黄褐色土混入

3 : 1層に同じ。As-B

下耕土多量に混入

47 • 48 • 49号土坑

I ► ¥D 

ー
B

/

 

C' ----~ 

⑫
¥
 

L=75.20m 

□□□ 
c
 

c
 .q 

B
 

口

B' 

--―― 

吋

B
 

(55号士坑覆土）

l ：褐灰色砂質土：洪

水層。明黄褐色土

• As-B下耕土多量
に入る

(54号土坑覆土）

2 :にぶい黄褐色砂質

土：洪水層。層上

位にAs-B混土・

As-B下耕士混入

D D
 

A
 

54 • 55号土坑

i
 
A' 

A L=75.30m ,_K_ 

規模 （33号土坑）径： 76X52cm 深さ： 15cm

(34a号土坑）径： （48) X44cm 深さ： 11cm

(34b号土坑）径： 56X48cm 深さ： 16cm

(35号土坑）径： 96X84cm 深さ： 36cm

(36号土坑）径： 124X76cm 深さ： 47cm

(37号土坑）径： 156X80cm 深さ： 27cm

(38号土坑）径： 128X (28) cm 深さ： 29cm

(39号土坑）径： （76) X (28) cm 深さ： 29cm

(40号土坑）径： 48X32cm 深さ： 29cm

(41号土坑）径： 172X64cm 深さ： 48cm

(42号土坑）径： （72) X68cm 深さ： 38cm

一

第32図の 2 6区1面中部の土坑群（その 2)

(43号土坑）径： 72X56cm 深さ： 24cm

(44号土坑）径： 84X48cm 深さ： llcm

(46号土坑）径： （184) X 104cm 深さ： 45cm

(47号土坑）径： （128) x 104cm 深さ： 60cm

(48号土坑）径： 140X96cm 深さ： 67cm

(49号土坑）径： 188Xl02cm 深さ： 77cm

(50号土坑）径： 88X(64) cm 深さ： 66cm

(51号土坑）径： 184X92cm 深さ： 66cm

57 
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56 • 57 • 58 • 59号土坑 60 • 61 • 62 • 76 • 77号土坑

叫

A

[

 

J
I
 

N

[

 

/

、

吋

A L~75.30m 

［／ー／―

A' 

吋

(59号土坑覆土）

1:褐灰色砂質土：洪水層土にAs-B下耕土少饂混入

2 : 1層に同じ。 As-B下耕土混入少ない

(56号土坑覆土）

3 : 1層に同じ。1層に比しAs-B下耕土ブロック径小

さい

A' 

吋

坑土号

ー
！

l

-V 

ーー1

0

/

 

ー64 
3

.
 

6
-
V
 

f
 

日
o
s
・s
l
=
1

．．
 

(llO号土坑覆土）

l ：灰黄褐色砂質士 ：洪水

層主体。明黄褐色土・

As-B下耕土少量混入

(63号土坑覆土）

2 : 1層に同じだがAs-B

下耕上は少ない

3 :にぶい黄褐色砂質士：

洪水層主体。As-B下

耕土少址混入

(64号土坑覆土）

4 :褐灰色砂質土：洪水層

司

m八I 崎 叫

A
_
 

L=75.20m 
A 5 A' 

□三□□□□］
(76a号士坑覆士）

1 :にぶい黄橙t

(76b号土坑覆土）

2 ：褐灰色砂質土 ：洪水層にAs-B下耕土混入

(77号土坑覆土）

ー、 , I nーII I II 3：褐灰色砂質土：洪水層にAs-B下耕士少量
混入

(60号土坑覆土）

4 :褐灰色砂質士 ：現場では 3層と同一層と

して処理。As-B下耕土主体か
ヽ ヽ 1/4

0 56. 57・ 58. 59号土坑1 ~62竺ロニ色砂質土 As-B
下耕土混入

6 ：褐灰色砂質土 ：洪水層土に

As-B下耕土少晨入

-a 

(66号土坑覆土）

1 :黒褐色砂質土：洪水層主体にAs-B下耕土少量混入

(65号土坑覆土）

2 :黒褐色砂質土 ：洪水層主体。As-B下耕土と明黄褐色

65 • 66号土坑 上多饂に混入

□ m| 

A L=75.30m 

＼ 

A' 

叫

(69号土坑覆土）

1 :灰黄褐色砂質土：洪水層。 As-B

下耕土少量混入

A
-

69号土坑

↑g 

A' 吋 吋
A L=75.30m A' 

＼ 

第33図の 1 6区1面中部の土坑群（その 3)
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司

叫 Q| 

叫

吋

70号土坑

面／ i吋

上 m10上〉

L=75.30m □三A 吋

71号士坑

伸 1口I
土

B
'
 

B
'
 
A L = 75.30m A' 

|tJl i 

B
'
 

A
 

67 • 68号土坑

＼ロ

A L~75.30m 

A' 

＼匹 A'

［ニ一三三―
(68号土坑覆土）

1 :褐灰色砂質土：洪水層土にAs-B下耕土多蘊、明黄褐色少量混入

(67号土坑覆土）

2 : 1層に同じだが1層に比しAs-B下耕土の径小さい

第33図の 2 6区1面中部の土坑群（その 3)

(70号土坑覆土）

1 :灰黄褐色砂質土：洪水層。As-B下耕土・明

黄褐色土少最含む

2 :黒褐色砂質土：洪水層。灰雑物 1層に同じ

で微量

72号土坑

仲 ！:I

I口：口／

で l

(71号土坑覆土）

1 :にぶい黄褐色砂質

土・．洪水層。As-B下

耕土少蓋混入

2 ：黒褐色砂質士：洪

水層。As-B下耕土混

入

(72号土坑覆土）

1 :にぶい黄褐色砂質

土：洪水層。層下位に

As-B下耕土少蘊混入

2 ：黒褐色砂質土：

As-B下耕土と 1層土

入る混土

(52号土坑）径： （84) X80cm 深さ： 52cm

(53号土坑）径： 272Xl08cm 深さ： 69cm

(54号土坑）径： （68) X48cm 深さ： llcm

(55号土坑）径： （140) X ll9cm 深さ： 24cm

(56号土坑）径： （100) X (80) cm 深さ： 42cm

(57号土坑）径： （132) X (80) cm 深さ： 44cm

(58号土坑）径： （120) x (84) cm 深さ： 61cm

(59号土坑）径： （184) Xl32cm 深さ： 44cm

(60号土坑）径： 124X (56) cm 深さ： 44cm

(61号土坑）径： 84X44cm 深さ： 52cm

(62号土坑）径： 130X (132) cm 深さ： 52cm

(63号土坑）径： （140) X72cm 深さ： 53cm

(64号土坑）径： （70) X52cm 深さ： 16cm

(65号土坑）径： 190X108cm 深さ： 52cm

(66号土坑）径： 92X48cm 深さ： 52cm

(67号土坑）径： 203X98cm 深さ： 45cm

(68号土坑）径： 172X86cm 深さ： 44cm

(69号土坑）径： 128X76cm 深さ： 32cm

(70号土坑）径： 52X52cm 深さ： 16cm
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第2章 発見された遺構と遺物

(71号土坑）径： 112X64cm 深さ： 44cm

(72号土坑）径： 122X88cm 深さ： 47cm

(73号土坑）径 ：（120) X68cm 深さ： 16cm

(74号土坑）径 ：88X52cm 深さ： 19cm

(75号土坑）径 ：100X68cm 深さ： 28cm

(76a号土坑）径： （136) X68cm 深さ： 48cm

(76b号土坑）径： （96) X76cm 深さ： 40cm

(77号土坑）径： （140) X96cm 深さ： 59cm

(78号土坑）径 ：92X (74) cm 深さ： 27cm

(79号土坑）径 ：190X118cm 深さ： 49cm

(80号土坑）径 ：172X68cm 深さ： 60cm

(82号土坑）径 ：96X78cm 深さ： 38cm

(83号土坑）径： 214X92cm 深さ： 63cm

(84号土坑）径： （92) X90cm 深さ： 68cm

(85号土坑）径 ：200Xll6cm 深さ： 68cm

(86号土坑）径 ：162Xl22cm 深さ： 56cm

(87号土坑）径 ：164X (128) cm 深さ： 29cm

(88号土坑）径： 200X (68) cm 深さ： 18cm

(89号土坑）径： 400X124cm 深さ： 24cm

(90号土坑）径： 114X (60) cm 深さ： 11cm

(91号土坑）径 ：（116) X (60) cm 深さ： 11cm

(92号土坑）径： 92X64cm 深さ： 29cm

(95号土坑）径： 152X (56) cm 深さ： 8cm

(96号土坑）径 ：172X96cm 深さ： 19cm

(97号土坑）径： 416X152cm 深さ： 26cm

(98号土坑）径 ：384X (48) cm 深さ： 28cm

(99号土坑）径： （58) X54cm 深さ： 22cm

(100号土坑）径 ：40X32cm 深さ： 30cm

(101号土坑）径： llOX (74) cm 深さ： 7cm

(102号土坑）径： 112X (56) cm 深さ： 24cm

(103号土坑）径： 130X58cm 深さ： 22cm

(104号土坑）径： 183X102cm 深さ： 14cm

(105号土坑）径 ：190X80cm 深さ： 22cm

(106号土坑）径 ：182Xl08cm 深さ： 25cm

(109号土坑）径： （150) X65cm 深さ ：30cm

(110号土坑）径： 180X70cm 深さ ：53cm

(111号土坑）径： 104X60cm 深さ： 71cm

(112号土坑）径： 96X55cm 深さ： 6cm

60 

73号土坑 叫

［昂 ］ 
(73号土坑覆

A' 
土）

1 ：灰黄褐

色砂質土：

叫
洪水層。As-

B下耕土少量
A L=75.20rn ・土混入

ヘ
第34図の 1 6区1面中部の土坑群（その 4)

(113号土坑）径： 304X72cm 深さ： 45cm

(151号土坑）径： 236X88cm 深さ： 72cm

(153号土坑）径： 236X88cm 深さ： 72cm

(154号土坑）径 ：236X88cm 深さ： 72cm

(155号土坑）径： 144Xl24cm 深さ： 41cm

(156号土坑）径 ：116X76cm 深さ： 44cm

(157号土坑）径： 100X60cm 深さ： 24cm

(158号土坑）径： 132X92cm 深さ： 40cm

(159号土坑）径： 180X164cm 深さ： 76cm

(160号土坑）径 ：184Xl08cm 深さ： 47cm

(161号土坑）径： 198X74cm 深さ： 49cm

(162号土坑）径 ：（104) X64cm 深さ： 43cm

(163a号土坑）径 ：134X88cm 深さ： 61cm

(164号土坑）径 ：90X57cm 深さ： 6cm

(165号土坑）径 ：207X88cm 深さ： 74cm

(167号土坑）径 ：133Xl20cm 深さ： 66cm

(175号土坑）径： 108X68cm 深さ ：20cm

(178a号土坑）径： （95) X (95) cm 深さ： 24cm

(178b号土坑）径： 60X (44) cm 深さ： 24cm

(179号土坑）径 ：148Xl00cm 深さ： 29cm

(180号土坑）径 ：228Xl08cm 深さ ：37cm

構造 1 • 2号屋敷に挟まれた 6区中部所在土坑の

プランは、全体として短軸1に対して長軸1.5~2程

の比率を持つ長方形 ・隅丸長方形或いは長円形プラ

ンのものが多かったが、正方形か隅丸正方形、短い

長方形か隅丸長方形、寸の長い長方形か隅丸長方形、

長円形、円形か楕円形の凡そ 5形態に分類すること

ができた。このうち55• 70 • 99 • 100 • 159号土坑は

正方形か隅丸正方形を呈しており、 33• 44 • 48 • 



ヽ
74号土坑

吋|引

〖口と［
吋 m| 

A L=75.30m A' 

一(74号土坑覆土）1 :・にぶい黄褐色砂質土：洪水層。As-B下耕土

多量に混入

第2節 6区の遺構と遺物

75号土坑

I"'¥_"'I 

B
'
 

B
'
 
A L-75.30m A' 

こ
(75号土坑覆土）

1 :にぶい黄褐色砂質土：洪水層土にAs-B

下耕土少量、東下部に明黄褐色土混入

_a_, 

A L=75.30m 

78 • 79号土坑

u| 叶

／ 
司

〕A' 
吋

ul 
u¥ 

A' 

80号土坑

I口 1口［

ロ上ロニ A

こ`二4 
(78号土坑覆土）

1 ：褐灰色砂質土：洪水層土にAs-B混土・明黄褐色土少最混入

2 :ベースは 1層に同じだか混入物含まない

(79号土坑覆土）

3 : 1層に同じだがAs-B下耕土も混入する

4 :にぶい黄褐色砂質土：洪水層土

B
'
 

B
'
 

A L=75.30m A
 

(82 • 83号土坑覆土）

1 ：灰黄褐色砂質土：洪水層土主体。As-B下耕

土・明黄褐色土多量に混入。(82号土坑では

As-B下耕土は層上位に多く下位に少ない）

83号土坑

叫 司

［ 
(80号土坑覆土）

1 :にぶい黄橙色砂質土：洪水層土主体にAs-B

下耕土小量混入

2 ：黒掲色砂質土：洪水層土とAs-B下耕土の混

土

71 • 72 • 74 • 75 • 79 • 82 • 86 • 

92 • 101 • 102 • 103 • 104 • 

155 • 156 • 157 • 160 • 162 • 

175 • 179号土坑は寸の短い長方

82号土坑

I"" ¥o, I 

ロ-'---0-'---
|は I屯
A L=75.20m A' 

＼ 

第34図の 2

A
 

A L-75.20m 

A
 

叫 吋
△ 

口6区1面中部の土坑群（その4)
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84 • 85号土坑 86号土坑

I社 •V |口 ¥ trJ 

： 
吋叶

(84号土坑覆土）

l ：灰黄褐色砂質土：洪水層土とAs-B下耕土の混士

(85号土坑覆土）

2 :黒褐色砂質士 ：As-B混土と洪水層土に明黄褐色

土少量混入

I 0'1. L~ 75.20m 
A 

i
 A' 

.£ 

口
(86号士坑覆土）

1 ：灰黄褐色砂質土：洪水層土主体。

As-B下耕土・明黄褐色土多鼠に

混入。(82号土坑ではAs-B下耕

土は層上位に多く下位に少ない）

87 • 8 8 • 163号土坑

尋

B
/
 叶 o¥

A L=75.20m A' 

ー ロ

B
-

形ク

----b3 

．

．

 

-

G

o

 

寸

3
 

ー
＼
口
げ
訃
化
ー

(88号士坑覆士）

l ：灰黄褐色砂質土：洪水層。軽石微量混入

2 ：褐灰色砂質士：洪水層土主体。As-B下耕

士微量に混入

(87号土坑覆土）

3 ：褐灰色砂質土：洪水層土

4 : 2層と同一層に分層。色調若千明るい

(163号土坑覆土）

5 :黒褐色砂質土：洪水層とAs-B下耕土の混

土。黄褐色土少量混入

6 : 5層に似るがAs-B下耕土の割合高い

A

/

 

形か隅丸長方形プラン、 37• 41 • 46 • 49 • 50 • 52 • 

53 • 68 • 85 • 87 • 88 • 89 • 91 • 95 • 96 • 97 • 98 • 

105 • 109 • 113 • 153 • 161 • 165 • 180号土坑は寸の

長い長方形か隅丸長方形、 34a• 36 • 38 • 47 • 51 • 

54 • 67 • 73 • 80 • 83号土坑は長円形を、 34b• 35 • 

40 • 43 • 90 • 106 • 112 • 114 • 154 • 158 • 164 • 

167 • 178号土坑は円形か楕円形プランを呈するもの

であった。また遺構同士の重複等があってそのプラ

ンを明瞭には確認できなかったが、 78• 84 • 88 • 

163号土坑は正方形・或いは寸の短い長方形様のプ

ラン、 39号土坑は長円形プラン、 151号土坑は円形

プランを呈するものと想定されるものであった。

シ』

叫 叫

A L=75.20m A' 

(89号土坑覆土）

1 ：灰黄褐色砂質土：洪水層土にAs-B下耕土少量、軽石微量に混入

第35図の 1 6区1面中部の土坑群 （その 5)
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第2節 6区の遺構と遺物

l 90.91号土坑 ジ
_!::.._ ・ /f ¥ 91坑

／ 

B □ 上

A L=75.20m _I 

ー ．―`―ー 9/

3 2 

92号土坑

|ロ
104号土坑

|口 ー
什
q＋ー

A
 

A' 

A' 

叶 吋
A 
L=75.20m 

B-
B
 丁ニゴ―

(90号土坑覆土）

l ：灰黄褐色砂質土 ：洪水層

2 :黒褐色砂質土： As-B下耕土。1層土少量混入

3 :黒褐色砂質土 ：As-B下耕土。

(91号土坑覆土）

4 : 2層土に明褐色土微量に混入。鉄分沈着

上

(92号土坑覆土）

l ：灰黄褐色砂質土：洪水層土にAs-B下

耕土少量混入。

B
'
 

A L=75. 
I °' 

30m 

こ—

A' 

(104号土坑覆土）

1 ：灰黄掲色砂質土 ：洪水層土で軽石微量に混入

1..,, 

A
 

らI ;_, I 

I 
ニ＝＝ニ

-----------97坑

--------： ＼ 言玩―--
—乙

I' 

一

E
 

ー／

l'"'l仔

1 

ジ
皇 103坑

」
に~\:,;D

~1 

|o A L=75.30m A' 

¥_--/― 
B B

 

- 9‘‘‘’ 

C C' ． ．  

G
・
 

＼ 
D
 

E-

E
一

\---~ E' 

I' 

(95 • 96 • 98号土坑覆土）
1 • 2 • 5：灰黄褐色砂質土 ：洪
水層土。

As-B下耕土微最に混入。As-B

下耕土は 1層に比し 2• 5層
土多く、 98号土坑 (5層）は

層下位に地山明黄褐色砂混入

(97号土坑覆土）

3 : 1層に同。As-B下耕土2• 6 
層より多く混入

4 ：灰黄褐色砂質土 （洪水層土）

とAs-B下耕土との混士

(98 • 101号土坑埋土を被覆
する層）

6 : 1層に似る

(100 • 102号土坑覆土）
7 • 9：灰黄褐色砂質土：洪水層主体。
As-B下耕土と明黄褐色土少量混入

(99号土坑覆土）

8 :黒褐色砂質土：層上位に洪水層土、

層下位にAs-B下耕土多く含む

(103号土坑覆土）

10:ベースは 9層に同じだがAs-B下耕

土多く入る

(105号土坑覆土）

11：灰黄褐色砂質土 ：洪水層土主体に

As-B下耕土・明黄褐色土少量混入

第35図の 2 6区1面中部の土坑群（その 5)
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106号土坑 112号土坑

／ 
I"' ［ 

|ロ1355号土坑

吋 i 』 吋 ／ 吋

｝ 
A II ＼＼ A' ／ ＇し • ¥ 

パこ〉 上

吋 吋
A L=75.30m 土 I. L=75.30rn 

|口 A i~ A' 一(112号土坑覆土） (155号土坑覆土） ＼ I r 1 ：灰黄褐色砂質土 （洪水層土）と
1 ：灰黄褐色砂質

As-B下耕土の混土
土 ：洪水層土主

体にAs-C混黒色

吋
151号土坑 ／ 

土少量混入 154号土坑
叶

i L=75.20m 
.A_. .L  

----'-]27'消、＼ 上し
(151号土坑覆土）

り
(106号土坑覆土）

1 ：灰黄褐色砂質土：洪水層土
l ：灰黄褐色砂質士： 洪水層土主体にAs-B下耕

に炭 ・焼土混入。礫の上に
土 ・明黄褐色土少凪混入

A L=75.30m A' 骨片在り

＼ 
(27号溝覆土）

113号土坑 ~ l 2 ：黄褐色砂質土 ：砂で埋没

吋 ＾ ふ

口
I"' 

A

l

 

153：口土坑 ［ 

B
'
 

ふ

[

A L=75.30m △ 

吋
L~ 75.20m 
A
 

△ 

一(113号土坑覆土）1 ：灰黄褐色砂質土 ：洪水層土にAs-B下耕土混入

(153号土坑覆土）

1 ：褐灰色砂質土 ：As-B下耕土 ・黄褐色土少量

2 ：灰黄褐色砂質土 ：下位に明黄褐色砂質土多祉

3 :黒褐色砂質土・As-B下耕土・黄褐色土の混土

第36図の1 6区1面 中部の土坑群 （その 6)

その規模 については長 ・短軸 の合計がlm未満の

もの を小型、 2m未満の もの を中型、それ以上の も

の を大型として分類 すると、小型の ものでは34a• 

34b • 40 • 61 • 70 • 99 • 100号土坑の 7基、中型 の

ものは最 も多 く33• 35 • 36 • 37 • 38 • 41 • 42~44 • 
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47~51 • 55 • 60 • 62~64 • 66~69 • 71~75 • 76b • 

77 • 78 • 80 • 82 • 84 • 87 • 90 • 91 • 92 • 95 • 96 • 

101~106 • 110~114 • 153 • 155~159 • 162~164 • 

167 • 175号土坑の54基 を数え ることができた。 また

大型 で は46• 53 • 59 • 65 • 68 • 76a • 79 • 83 • 85 • 



第2節 6区の遺構と遺物

I"' 156号土坑 仲 157号土坑

． ・ド 1

:mo:(△〔
I口上 匠 Iロ

ロ

司 158号土坑

B
'
 

L~7! 

A
 

(156号土坑覆土）

l ：灰黄褐色砂質士：洪水層土主体。As-B下耕

土． As-C混黒色土・明黄褐色土少足混入

L=75.20m 
A 

＼し—-」

A' 

叫

(157号土坑覆士）

1 ：灰黄褐色砂質土：洪水層土。

白色軽石微量に混入

A
 
叫

＼こ二／

A' 

叫

(158号土坑覆土）

l ：灰黄褐色砂質土：洪水層土微量に混入

159号土坑
Iロ

161 • 162号土坑 ［ロ一
In ,V V 

I"' 

B
'
 

1° / 

y -If 162坑IIす

阜-.|I 11-~ 

160号土坑

／ 吋

A II ＼ 
A' 

ユ．

L=75.30m 

/
 上

A 

B
'
 A' 

口
叫

叫 叫

(159号土坑覆土）

l ：褐灰色砂質土（洪水層）

とAs-B下耕土・黄褐色砂

の混土

2 :褐灰色砂質土にAs-C混黒

色土微温に混入

3 :黒褐色砂質土： As-C混黒

色土・褐灰色砂少最

4 ：褐灰色砂質土： As-C混黒

色土多屋に混入

A L ~ 75.20m A' 

l___f 
(160号士坑覆土）

l ：灰黄褐色砂質土：洪水層土主体にAs-C

混黒色土混入

2 :黒褐色砂質土：洪水層土主体にAs-C混

黒色土多蘊に混入

C
↓
 

L = 75.20m I Cl 
B B' 

口

86 • 88 • 89 • 97 • 104~106 • 113 • 115 • 153 

~155 • 159 • 160 • 161 • 165 • 179 • 180号土

(161 • 162号土坑覆土） 坑の23基を数えたが、このうち特に89• 
1 :黒色砂質土 ： As~B下耕土に褐灰色洪水

層土少量混入 97 • 154 • 180号土坑は長短軸の合計が4m

第36図の2 6区1面中部の土坑群（その6)

近い大きなものであった。 このようにその規

模にはばらつきが見られた。
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第 2章 発見された遺構と遺物

164号土坑 i 
三□》上
L-75.20m 

A
 

△ 

マ ー A 
L-75.20m 

(164号土坑覆土）
l ：灰黄褐色土：黒色土・明黄褐色土多

量に混入

165号土坑 l 
A / / ¥¥ A' 

A' 

口

167号土坑

~.@L 
L=75.10m 

ロニ上

o• 

。

。

。
＝゚
喜。

179号土坑

△ 

(165号土坑覆土）
l ：黒色土 ：明黄褐色土多量に混入

175号土坑

〔 口上

L~75.00m 
二．．△

こ
(175号土坑覆土）
l ：暗褐色土：黄褐色土 ・黒色土多く

混入

A
 

L=75.00m 
A
 

A' 

大

ロ］／

ご

178 a • b号土坑

(167号土坑覆土）
l・．灰オリープ色土： As-B混黒

褐色砂質土・明黄褐色土混

入

2 ：灰オリープ色土：明黄褐色

土多蘊に混入

3 :黒褐色土： As-B混砂質土と

明黄褐色土混入

4 :黒色粘質土

5 ：灰オリ ープ色土：黒褐色砂

•明黄褐色土多量に混入

A
 

180号土坑 i 
A' 

(180号土坑覆土）

1 :暗褐色・黄褐色土の混

土：黒色土多く混入

土
L=75.00m 

文 ！ ニニア
A' 

(179号土坑覆土）
1 :暗褐土・黄褐土・黒色土の

混土：層上位に灰色砂質土

多く含み、下位は黒色味強

vヽ

第37図 6区1面中部の土坑群（その 7)

L=75.00m 
A 5 
ー・

I 

2 亨 6
4 7 

△ 

(178a号土坑覆土）
1 ：暗褐色土：黄褐色土

•黒色土多く混入

(178b号土坑覆土）
2 :にぶい黄橙色砂質土

：黒色土混入

(54号溝覆土）

3 :にぶい黄橙色： As-C

と黒褐・黄褐色土混

入

4 :明黄褐色砂

5 :にぶい黄橙色砂質土
6 :黒褐色砂質土 ：As-C

混入

7 ：明黄褐色砂

これらの土坑の底面形態は33• 34 • 

99 • 100 • 101 • 157号土坑が丸底形、 33

号土坑が船底形を呈し、 109号土坑が不

整形の形状を呈する。これら以外の土

坑の底面形態は平底か平底に近い形状

を呈するものであった。

またこうした底面形態に伴って本土

坑群の土坑形態には箱型のものが多か

ったが、 33• 34 • 37 • 54 • 99 • 102号土

坑の壁面は開き気味であった。
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A-

ー
]

◎

 

号4
 
2

A

＿
 
_A_ A' 

L~75.20m 
--_--

1 

(24号ピット覆土）

l ：灰黄褐色砂質土：洪水層土

25号ピット

上：ロ
土＿ △ 

ー
几
＼
1
z

―
 

卜5

◎
 

号6
 
2

A

＿
 
A
 

A' 

BL=75.20m 

(25 • 26号ピソト覆土）
l ：褐灰色砂質土：洪水層土。地山の明黄褐色砂 ・白色軽石混入

マ L=75.20m

27号ビノト ／ 

上．◎上

A A' ．．  

丁ビ75.20m
(27号ビット覆土）

1 :黒褐色砂質土とAs-B

下耕土の混土：砂多

量に混入

28号ピノト i 
上．◎ ・上

A A' ..  

て丁L~75.20m

(28号ピット覆土）

1 ：灰黄褐色砂質土：洪水層土

29号ピノト i 
A 
上o: 
.. 

℃「~=75.20m

(29号ピット覆土）

1 : 27号ピットに同

じ。層下位にAs-

c混黒色土混入 A

＿
 

／
 ニ：A 

A
 

A' 

(37号ビット覆土）

1 :黒褐色砂 ：As-B混入 三 ＝75.20m

39号ピット

＼ 

__.!:_・c・..£ 

』

第38図 6区1面のピット群（その 1)

(20) 6区1面のピット群

（第38• 39図）

概要 6区1面では小型ピットが散見されたが、本

項ではこのうち後述する 6-1 -1号屋敷に含まれる

もの以外のものについて報告する。

調査されたピットのうち西部ではその東寄りで

6 -1 -24号ピット 1基が確認されたに過ぎなかった。

中部では 6-1 -25~29 • 37 • 39 • 41 • 42号ピット、

東部では30• 31 • 33~36 • 38 • 40 • 43号ピットのそ

れぞれ9基づつのピットが確認、調査されている。

l
l
¥

―
 

パ
◎

ピ号ー4
 

五

~:5.20m 42号ビノト i 
(39号ビット覆土） c 
1 :黒褐色砂： As-

B混入

中部に於けるピットの分布は25~29号ピット、

41 • 42号ピットは比較的近い位置に集まって位置し

ているが、東部のピットは40号ピットを除き調査区

北端近くに位置している。

これらのピットからの出土遺物は無く、時期の特

定には至らなかった。覆土の観察からは34号ピット

は近世の所産と判断されている。しかし41~43号ピ

ットは覆土の記録化も行い得なかったため時期を想

定することもできなかった。またこの4基以外のピ

ットについてはAs-B降下以後、 As-A降下以前の中
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30号ビット

i 
上◎.L
A A' ．．  
一 正 75.!0m
1 

31号ピット

--J I 

上 ．◎ ・上

A
 

A' 

---z--L=75.10m 
1 

33号ピット

／ 
~·@·~ 

A.L  

六＝マ万＝75.!0m
I 

A
-

l”

q十．

ぃ

O

)

号

・
3

5

A

＿
 

3

・

覆

入

3
3
8
ト

色

混

1

．

ッ

褐

蝉

3
3
6
ピ

黒

A

．

号

：

・

・

⑳

3
5
4
0
山

1
砂

34号ビッ ト

一上口上
A..立

~ L= 75.10m 

゜0/
[

□

`
 

A. 五

マ 正 75.!0m

38号ビノトI
上． 〇・上

A A' 

マ 正 75.!0m

I 

(34号ピット覆土）

1 :にぶい褐色土： Hr~FP混黒色土混入

36号ピット

一上c上
△...  A' 

六 ＝75.!0m

40号ピノト i 
]□》上
A A' 

l
l
}
•

一

]

◎

 

号43 

こ い75.!0m
第39図 6区1面のピット群（その 2)

近世の所産として把握できたに過ぎなかった。

これらのピットの掘削意図については特定するこ

とはできなかったが、 35• 36号ピットはその形態か

ら杭の打設痕である可能性を有しており、柱穴であ

るものが多いと思慮される。尚、これらのピットに

ついては建物、或いは柵等を設定することはできな

かった。

規模 （24号ピット）径 ：43X42cm 深さ： 14cm

(25号ピット）径 ：60X48cm 深さ ：29cm

(26号ピット）径 ：32X28cm 深さ： 29cm

(27号ピット）径： 25X20cm 深さ： 26cm

(28号ピット）径： 35X30cm 深さ： 29cm

(29号ピット）径 ：32X28cm 深さ ：31cm

(30号ピット）径： 32X20cm 深さ ：llcm

(31号ピット）径 ：32X28cm 深さ ：10cm

(33号ピット）径 ：40X32cm 深さ： 13cm

(34号ピット）径 ：60X44cm 深さ： 19cm

68 

(35号ピット）径： 44X40cm 深さ： 19cm

(36号ピット）径： 56X44cm 深さ： 34cm

(37号ピット）径： 84X68cm 深さ： 41cm

(38号ピット）径： 40X32cm 深さ： 18cm

(39号ピット）径： 56X40cm 深さ： llcm

(40号ピット）径： 68X52cm 深さ： 3cm

(41号ピット）径 ：40X40cm 深さ： 13cm

(42号ピット）径 ：30X32cm 深さ： 11cm

(43号ピット）径： 36X28cm 深さ： 12cm

構造 これらのピ ットのプランについて見ると、

29 • 35 • 41 • 42 • 43号ピットは隅丸方形を呈し、こ

れ以外のピットは円形若しくは楕円形のプランを呈

するものであった。

底面の形態は33• 39 • 40号ピットが平底、 35• 36 

号ピットは円錐形を呈し、これ以外のピットは丸底

形を呈している。壁面は各ピット共しっかり立ち上

っている。



第2節 6区の遺構と遺物

，
 

A
 。
/
 

0
0
|
 A' 

A 
L=75.30m 

上

口

I I 

＿一—：-_ _三戸ア
I 

□ I 1/4 

(1号井戸覆土）

1 :灰黄褐色砂質土：洪水層、軽石微量に含む
2 : 1層土とAs-B下耕土の混土層：明黄褐色土少最混入

第40図 6-1 -1号井戸

~1) 6 -1 -1号井戸 （第40図、図版16• 49) 

概要 本井戸6区中部の 2つの屋敷遺構に挟まれた

区域に在って、 2号屋敷遺構の直ぐ北側に位置して

いる。本井戸に切り合う遺構は無く、周囲の遺構分

布もやや薄い。

つるべ把手らしい板材（ 1)が出土した他、土師

器杯 ・甕や軟質陶器の鉢の破片が僅かに出土しただ

けで、明確な時期特定には至らなかった。尚、本井

戸は中近世に属する洪水層のうち下位のもので埋没

しているため 6-1 -1号屋敷の所見に照らして15世

紀後半以降の中世段階の遺構と詔識される。

本井戸は掘削深度が浅いため、使用時には水位の

高かったことが窺われる。 また、アグリは認められ

ず、透水層も記録化が行われなかったため特定でき

なかったが、透水層は洪積層中の砂質土ではなかっ

たかと推定される。

封計莫 径： 232X200cm 深さ76cm

構造 本井戸はやや楕円形に近い円形プランを呈し

ている。

掘削形態は朝顔形を呈しており、井筒部分は径

l.2X 1.2m程で、高さは僅かに30cm程と浅いもので

あった。
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第41図の 1 6区l面As-B下水田（その 1)
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(22) 6-1 -As-B下水田

（第41• 42図、図版17• 71) 

概要 6区に於いては、東部及び西部でAs-Bに

被覆された水田址を確認、調査した。

本水田址の水田面や覆土からは 9世紀の土師器

甕（ 1)や須恵器坪（2)等の土師器 ・須恵器片、

或いは石匙（ 3) の出土が見られたのであるが、

その時期については水田面がAs-Bに被覆される

ことから天仁元年（1108) を下限とするもので、

下位層との関連から律令期の所産と認識される。

さて本水田址は上下に圧平されて遺存状況は悪

く、畦畔が不明瞭な箇所も多かったため全容は詳

らかにできなかったのであるが、そのプランにつ

いては西部の中部寄りの区画では地形による制約

を受けているようであるが、これを除くと概ね条

里方眼に依拠して造られたものと想定される。

尚、本水田址への給排水については西部に於い

□0
 

゜
第41図の 2 6区1面As-B下水田（その 1)

ては 6-1-1・2・3・4号

溝を以て行われていることが

確認され、特に東寄りの矢印

で示した水口は 4号溝からの

給水を示すものと思われる。

しかし乍、東部に於ける給排

水の状況は確認されなかった。
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規模 （東西長x南北長、（ ）内は残存長）

〔調査範囲〕 57.6X57.4m 

〔水田区画径〕 1 : (962) x (760) cm 

2 : (988) X 1040cm 3 : (961) X 1189cm 

〔大畦〕 幅： 313cm

〔畦畔〕 下幅： 88cm以下

〔水口幅〕 上幅： 92cm

構造 本水田址は黒色粘質土を耕作土とし、畦畔も

これで作る。

東部に於いては中程に95゚ に傾く大畔が確認さ

れ、西部では90゚ を向く大畔と想定されるものが北

寄りにやはり東西走向に確認されている。

一方、個々の水田区画は殆ど確認できなかったが、

西部西寄りでは同じような規模・規格を呈する東西

に長い長方形プランの区画3面を確認している。し

かし西部東寄りに於いては上述のように地形による

規制があったようで、南東から東南東に屈曲する 3

号溝と東南東に流下する 4号溝の間を区切って不整

形プランの区画が造り出されていたものと想定され

る。尚、東部の状況は不明である。
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第42図の 1 6区1面As-B下水田（その 2) と出土遺物
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(23) 

概要 6区1面の南西部、

点付近で五輪塔の空風輪
の風輪部分 (1)

6 -1 -2 • 10号溝の交差

台座（2)が出土している
。

と板碑の

出土箇所は圃場整備前の
南北走行の用水路西肩に

当たり、 この水路よりは古い段階
の流水の痕跡が確

認されている地点に当た
る。

4m、東西1.3mの範囲に確
認され、

この流水の痕跡は南北

地2カ「

6 -1 —石塔類 （第43 • 44図、図版16・ 49 ・ 50) 

ピット様の窪

斤を伴っており 、東側は
圃場整備前の用水路

に切られている。

この五輪塔及び板碑の台
座が元々 この位置に設置

されていたものか否かは
特定されなかったが、石

材

としての大きさから堰の
材として転用されていた

可

能性も考慮される。
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第43図 6区1面南西部の流水痕
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1/8 

第44図 6区1面南西部出土の石塔類

(24) 6区1面遺構外の出土遺物

（第45~48図、図版49~53)

概要 6区1面からは遺構外の出土遺物があった

が、土器類では土師器 ・須恵器 ・軟質陶器片等の出

土が見られた。これらのうち土師器としては 8世紀

後半期（ 1)や9世紀前 (2~7) ・後半期 (8)

の坪や、漆がやや厚く付着した平安期の所産らしい

坪（ 9) も見られた。この他、 4世紀前半期(14)

や6世紀前半期(15) の高杯、 9世紀後半期の台付

甕片(16)があり、寵の天井材らしい被熱した粘質

土の付着する 9世紀のものかと思われる甕の小片

(17)の出土も見られた。

須恵器としては 8世紀前半期(lo)や9世紀後半

期 (11) の坪、10世紀後半期（12)や11世紀前半期

(13) の碗が見られた他、羽釜片 (18)や、注目さ

れるものとしては8世紀前半期と判断される把手付

きの小型の平瓶（19) も見られた。

中世の遺物としては15世紀後半期の所産と判断さ

れるかわらけ (20)や、 14世紀後半（21)、15世紀

前半期 (22) とそれぞれ判断される使用痕の顆著な

軟質陶器鉢の破片が見られた。

一方、石器 ・石製品の類には小型の無茎石鏃 (23)

や砥石片（24• 25)があったが、 24の砥石は過度の

使用で折れる程薄くなるまで使われている。この他

こもあみ石としての転用されたらしい敲石 (26~

29)。或いは磨石（30)、台石 (31）、こもあみ石

(32~34)の出土も見られたが、台石は破片ではあ

るものの表面に煤や鉄片の付着が見られ、小鍛冶で

の使用が窺われるものであった。

金属製品には銭と鉄製品があり、銭は10枚を数え

た。このうち永楽通宝（35)の破片は本銭であるが、

他は模鋳銭かその可能性が強い。銭種が確認できた

ものでは朝鮮通宝（36)、祥符元宝（37)、皇宗通宝

(38)各1枚があり、この他、洪武通宝と判断される
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第45図 6区l面遺構外の出土遺物（その 1)
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18 

もの 1枚（39)、ロロ通宝 2枚 (40、41)、

銭種の識別ができなかった銭も 3枚 (42~

44)があった。

鉄製品ではやや寸の短い腸扶平根鏃（45)、

刀子片 (46)、角釘（47)の他、用途不明の

鉄製品の破片 2点 (48• 49)があった。後

者のうち48は何らかのエ具の可能性が考えら

れ、 49はフックのようなものであった可能性

が想定される形状であった。
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第48図 6区1面遺構外の出土遺物（その 4)

6-3 6-1-1号屋敷の遺構と遺物

概要 6 -1 -1号屋敷は調査時点から 6区1面北部

に館として認識されていた遺構である。

1号屋敷はその過半が北側調査区外に在り、西端

は近現代の用水堀に切られるためその全容は明らか

でないが、凡そ二重堀を持つ回字形プランを基調と

した屋敷遺構として認識している。その規模は確認

範囲の状況から40m四方前後の規模を持つ小型の屋

敷遺構と推定される。

屋敷の遺構は堀・溝、土坑等で構成されるが、

堀・溝以外の遺構は内堀の内側に限られ、凡そ西半

部に多く分布している。

1号屋敷の外堀南西隅には前述の 6-1 -31 • 32号

溝が接続し、これを介して南の 6-1-2号屋敷に接

続している。しかしその走行は31• 32号溝、 2号屋

敷に対し 8゚ 程西に傾いている。

本屋敷の時期は明瞭ではないが、出土遺物から15

世紀後半以降に埋没したものと判断している。また

初源の時期は特定できなかったため。本屋敷の存続

゜
第49図 6-1-1号屋敷全体図
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時期も明確には特定できなかったのであるが、周堀

である 6-1 -20 • 21号溝の出土遺物から14世紀以降

で15世紀を中心とする時期の遺構として把握できる

ものと思慮される。

(21号溝埋没後の堆積層）

l ：褐灰色土： As-A含む現耕作土

2 :黄橙色土：鉄分沈着、やや砂質。As-B• Hr-FP含む
3 :暗褐色砂質土 ：As-B多く含む。Hr-FP含み鉄分沈着

(21号溝覆土）

4 :黒褐色土 ：やや砂質。As-B• Hr-FP含む
5 :黒褐色土粘質土： As-B含む

/
パ

¥
T

〔6区1号屋敷外堀〕

(1) 6-1-1 ・20号溝（第50~53図、図版12• 53~56) 

概要 本溝は 6区中西部に在って、調査区北端に位

置する。 北東側は調査区外に出、西側は近現代の用

水路に削られるため全容は不明である。

本溝からは古墳時代後期の土師器坪（ 1)など土

師・ 須恵器片や、敲石 (23、24)、磨石 (25)など

も出土している。しかし、龍泉窯系の青磁碗 (2~

3)、15世紀の軟質陶器鉢 (5~10)、焼締陶器甕

(11)、平瓦(12) など中世の陶磁器片や、鉢(13、

14)、石臼(15、16)、五輪塔の風輪(17)、砥石

(18~22) といった石製品の類の出土も見られたた

め本溝の埋没は15世紀後半以降と解釈されるが、 一

方概ね中世の範疇に留まるものとも判断される。

本溝は 6-1 -1号屋敷の外堀として認識される溝

である。尚、南面の東寄りで、それ以東に比べ西側

の幅員の狭くなる箇所があるが、この位置は後述す

る6-1 -21号溝の幅員が狭まる箇所に対応する所で

虎口になるものと思われる。また東側の幅員が増し

ているのは、 2号溝の項で後述するように東面の防

御構造が南・西面のそれと異なるためであると思慮

される。

80 
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33溝

第50図の 1 6 -1 -20 • 21 • 33 • 35号溝（その 1)

規模 長さ 51.6m 幅 320cm 深さ 90cm



B L=75.70m 

第2節 6区の遺構と遺物

6 ：褐色土：地山黒色土と明黄褐色士の
B' 混土層。土塁の崩落土の可能性有

7 :黒褐色土 ：やや粘質。As-Bと少量

の地山明黄褐色土含む

8 ：褐灰色土：やや粘質。As-B含む

9 :黒褐色土：粘性強い地山の明黄褐色

土少量含む

B
 

／
 

B
 

.3 

21溝

口

20溝

叶

C L=75.!0m C' 

第50図の2 6 -1 -20 • 21 • 33 • 35号溝（その1)
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(20号溝埋没後の堆積層）

1 :褐灰色土： As-A混現耕土 2 : 1 • 4層土混土。鉄分沈

着 3 : 2層に同じ。鉄分少 4 :黄橙色土：鉄分沈着、

やや砂質。As-B• Hr-FP含む 5 :暗褐色砂質土： As-B

多く含む。Hr-FP含み鉄分沈着

(20号溝覆土）

6 :・灰褐色土．・ゃや砂質。鉄分沈着

7 :褐灰色土 ：Hr-FPと多くの砂粒混入

8 :灰黄褐色土： Hr-FPと一部にAs-B下耕土含む

9 • 14:黒褐色土．・やや砂質。少量の黄褐色土・ As-C混土、

多量の砂粒含む。 9層はHr-FP含む。11層は崩落土

10:黒褐色土： As-C混黒色土少量混入。砂粒多し

11:にぷい黄橙色土とAs-C混黒色土． As-B下耕土の混土

12 :褐灰色粘質土：粘性強。砂粒多量に混入

13 :黒色土．・軟質。As-Cと多最の砂粒混入

,3
 

D
 

L-75.!0m 
D' 

一
4
 ＼ 

(20号溝覆土）

1 :暗褐色砂質土：洪水層土に明黄褐色土と少量のAs-B等混入

2 ：灰黄褐色砂質土：洪水層土にAs-B• As-B下耕土・明黄褐色

土多最に混入

3 ：灰黄褐色砂質土 ：洪水層下層の砂と明黄褐色土の混土

(21号溝覆土）

4 ：灰褐色砂質土
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第51図の 1 6 -1 -20 • 21 • 33 ・ 35号溝（その2)
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第51図の2 6 -1 -20 • 21 • 33 • 35号溝（その 2)

構造 本溝は南面する箇所を中心にの部分を調査し

たに過ぎなかったが、屋敷の外堀として方形のプラ

ンを呈するものと思慮される。その形状は比較的整

っているが、南側東寄り、東部に比べ、中・西部の

幅員が80cm程狭まっている。

その掘削形態は薬研堀状を呈する。
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第52図の 2 6 -1 -20号溝出土遺物（その 1)

〔6区 1号屋敷内堀〕

(2) 6 -1 -1 • 21号溝 （第50• 51 • 54図、図版12• 56~58) 

概要 本溝は 6-1 -21号溝の内側に位置し、 北側は

調査区外に出ていて詳らかでない。また東部では幅

員の狭い溝となる箇所があるが、ここは主たる南・

西面部分の東端底部に掘り込まれていて走行も若干

異なるので、本体たる溝とは別遺構の可能性を有し
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第53図 6-1-20号溝出土遺物（その 2)

ている。また東部で重なる 6-1 -20 • 35号溝との新

旧は特定できなかったが、後述する防御構造の検討

から20号溝と本溝とは同時期のものであるものと判

断している。

さて、本溝からは土師器高坪 （1)など土師 ・須

恵器の破片や打製石斧（2)、或いは14• 15世紀の

中世の軟質陶器鉢 (3、4)、砥石 (5、6)や台

石（ 7)石臼（8)の出土も見られた。これらの出

土遺物からの時期特定は難しいが、概ね15世紀後半

以降に埋没した遺構として把握できよう 。

本溝は 6-1 -1号屋敷の内堀に当たるが、外堀で

ある20号溝から1.2~1.4m程隔たって掘削されてい

る。本溝の中で本体たるしつかりした掘削の施され

る部分は東南コーナー近くで途絶えており、この部
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分で20号溝も幅員を増していることから東面では堀

1条、南 ・西面では堀2条と、 異なった防御構造が

施されていたことが窺われる。また、南面側東寄り

では3.2m程の範囲で幅員が減少し浅くなる箇所が

あるが、 20号溝でもここに対応する箇所で幅員の変

化があるので、この箇所が平入り構造の虎口であっ

たものと判断される。

規模 長さ 44m 幅 240cm 深さ 72cm

構造 本溝は本体となる部分はL字形プランを呈し

て東西 ・南北に走行を取る。東端部は本体東部に始

まり20号溝に至る、幅員の狭い別遺構とも考えられ

る溝となっていて、その走行は本体に重なる付近で

は本体よりやや北に傾き、本体を出てからは走行を

北北東に変じている。



第2節 6区の遺構と遺物

三

ーー

ロ 6

1/3 

1/4 

ー／ 

南 ・西面を画する本体部分は

薬研堀状を呈しているが、南面

東寄 りに長さ3.2m程の範囲で、

標準的な箇所に比べて幅員が 1

m以下に減少し、深さも 10~

25cm程浅くなる箇所がある。こ

の箇所を境に東側は底面が浅く

なっている。また東面する箇所

は幅50cm、深さ20cm程の溝遺

構で、本体部分の東端を切るよ

うに始まり東に突き出している。

3
 
口ロ

第54図 6-1-21号溝出土遺物
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(2) 6 -1 -1 • 35号溝 （第50• 51図）

概要 6 -1 -1号屋敷東面では 6-1 -21号溝内側に

は幅2~2.6m、高さ20cm弱の段差がこれに沿うよ

うに在るが、本溝はその西寄り、 21号溝から1.6m

程の位置に掘削されている。

南端で21号溝東部の小溝部分に重複するが、新旧

関係を特定することはできなかった。また本溝は21

号溝以南には延びず、寧ろ南端部の形状から21号溝

のライン上を西に向かう可能性あり、この場合21号

溝の幅員減少箇所が本溝に起因する可能性も考えら

れるのである。

本溝からの出土遺物は無く 、覆土の観察から概ね

中近世の所産として把握できるに過ぎなかった。但

し21号溝に重なっていたならば、 21号溝の断面観察

から本溝の方が古いものと判断できるのである。

また本溝の掘削意図も特定できなかったのである

が、走行が21号溝に重なるとするならば、本溝は 1

号屋敷の古い段階の周溝として想定することができ、

15世紀後半以前の可能性も考慮されるのである。

規模 長さ 4.6m 幅 48cm 深さ 13cm

構造 本溝は概ね走行を南北方向に取り、直線的な

プランを呈する。

箱堀状だが、底面の横断面形は丸みを帯びる。

〔6区1号屋敷内所在の溝〕

(3) 6 -1 -1 • 33号溝 （第50• 51図）

概要 本溝は屋敷遺構西部に位置する。外堀と内堀

の間に掘削され、概ね南北に走行を取っているが、

南端が外堀を渡っているので6-1 -1号屋敷に伴わ

ない可能性が高いように思われる。

本溝からは土師器 ・須恵器片が若干出土したが、

時期特定には至らず、覆土から概ね中近世の所産と

把握できるに過ぎなかった。

また掘削意図も特定できなかった。

規模 長さ 6.4m 幅 80cm 深さ 42cm

構造 本溝は北北西一南南東に走行を取り、南部で

は南東に走行を変ずる逆＜字状のプランを呈する。

掘削形態は箱堀状を呈する。
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〔6区1号屋敷内所在遺構〕

(4) 6-1-1号屋敷内所在土坑群

（第55~57図、図版14• 15) 

概要 6 -1 -1号屋敷では内郭部分で 6-1-114~

141 • 142a • 142b • 143~149号土坑の36基の土坑を

調査した。このうち重複関係にある土坑を見てみる

と118• 132 • 135 • 145 • 147号土坑がそれぞれ119• 

131 • 134 • 146 • 148号土坑を切っており、明瞭では

ないが120号土坑も121号土坑を切るものと推定され

る。また122• 123 • 124号土坑、 128• 127 • 126号土

坑ではそれぞれ後者の方が新しく、 126号土坑は更

に125号土坑も切っている。この他5基の土坑が重複

する140• 141 • 142a • 143 • 144号土坑では141号土

坑と140• 142 a • 143号土坑との新旧関係は特定で

きなかったが、 142a号土坑を141• 143土坑が、 143

号土坑を144号土坑が切っているのを写真判定によ

って確認した。

これらの土坑のうち、 114• 115 • 116 • 125 • 

126 • 149号土坑からは少量の土師器或いは須恵器片

が出土したが時期特定には至らなかった。一方覆土

からは148号土坑はAs-A降下後早い段階と推定され

たのであるが、その他5基が黒褐色の洪水層土、 2

基が黒褐色土で被覆されている。その他6区1面に

標識となる中近世の洪水層のうち132号土坑が上位

のもので被覆されている以外の28基、即ち全体の

76％が下位のもので被覆されていたのであるが、こ

うした下位洪水層被覆の土坑は 1号屋敷の所見から

15世紀後半以降の中世の所産であると判断される。

尚、これらの土坑の掘削意図を特定することはで

きなかった。

規模 （114号土坑）径： 110X96cm 深さ ：23cm

(115号土坑）径： 195X150cm 深さ： 34cm

(116号土坑）径 ：88X61cm 深さ ：22cm

(117号土坑）径 ：56X53cm 深さ ：20cm

(118号土坑）径 ：128X70cm 深さ ：17cm

(119号土坑）径 ：108X88cm 深さ： 18cm

(120号土坑）径： 67X62cm 深さ： 13cm

(121号土坑）径： 210Xl03cm 深さ： 11cm



115号土坑

|口 I°' 

B
'
 

A 

A L=75.20m 
B
'
 

、 ニ

i
 A' 

込し

(115号士坑覆土）

1 ：灰黄褐色砂質土：洪水層土に白色軽石と少量のAs-C混黒色土含む

117 • 118 • 119号土坑

可
／ 
司

In /o / --~ 

〔A ゜ /,,,,-,---¥¥ II A' 
旦— ¥¥ 118坑 ＼ヽ—ーノ B' 

IC, ／＂ 

L-75.20m 

吋A ょ o|

てこァ—-----

B B' 

--—ーマニエ言
4 

(117号士坑覆土）

1 :黒褐色砂質土：洪水層士に下層の黄褐色砂多く混入。もろい

(118号上坑覆土）

2 ：褐灰色砂質土 ：洪水層土主体。As-C混黒色土・明褐色砂少量混入。

白色軽石有 り

(119号土坑覆土）

3 ：褐灰色砂質土 ：洪水層土に下層の明褐色砂少量混入。白色軽石有り

4 : 2 • 3層の洪水層土と下層の明褐色砂の混土

第2節 6区の遺構と遺物

116号土坑

吋
／ 
司

〔 ロム ］ 
吋 吋

(116号土坑覆土）

1 ：褐灰色砂質土：洪水層土 A L=75.20m A' 

に下層の黄褐色砂多く混
ーにこ

入。もろく崩れやすい

114号土坑

"'I ~ 吋

〔`
吋 m|

土

(114号土坑覆土）

l ：黒色粘質土と褐色

洪水層士の混土。

混ざり具合弱い

2 :褐灰色砂質土：洪

水層士と黄褐色砂

の混土。砂の割合

が多い

A L ~ 75.20m A' 

＼ 

120 • 121号土坑

叶 ｛吋

1° 『

I I II B' 

〔A （ん、^公＼ ＼I I¥ A' 

|0 

o| o| 
L=75.20m 

△-

、--------
1 

土ヒ 上

―-―ベ
2 

(120号土坑覆土）

1 :黒褐色砂質士

(121号土坑覆土）

2 ：灰褐色砂質土：洪水層土。白色軽石含む

第55図 6 -1 -1号屋敷内の土坑群（その 1)
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122 • 123 • 124号土坑
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(124号士坑覆土）

1 :黒褐色砂質土 ：洪水層土主体。As-C混黒色土混入

(123号土坑覆土）

2 : 1層に同じだか、1層に比しAs-C混黒色土の径が小さく多く混入

(122号土坑覆土）

3 ：灰褐色砂質土 ：洪水層土主体。少最のAs-C混黒色土等混入

|td i
h
u
上
ー

131 • 132号土坑

|c 

A_ 

A' 

¥"' 

A
¥
 

/ 125 • 126 •. 127 • 128号土坑

吋

I"' 

<
ツ吋

|td 

A L~75.20m 

ッ
ul 

・ぐ
(126号土坑覆土）

l ：褐灰色砂質土 ：As-C混黒色土

と少羹の白色軽石混入

層に同じだが3層に比

褐色砂少量。白色軽石有り

(125号土坑覆土）

o| 3 ：褐灰色砂質土：黄褐色砂混入
(127号士坑覆土）

4 ：灰黄褐色砂質土：黄褐色砂入

(128号土坑覆土）

5 : 3層にAs-C混黒色土少最入

A

＿
 
□ロ
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叶
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129号土坑

A' 

B
'
 

|屯
A L=75.10m l A' 

ーロニ戸
(132号土坑覆土）

1 :にぶい黄褐色砂質土 ：洪水層土

(131号土坑覆土）

2 :褐灰色砂質士 ：洪水層土主体。As-C

混黒色土多鑓に混入

3 : 2層に同じ。2層に比し黒色土多し

B ／ 

A
 

133号土坑

Iは

A' 

1口 1ロ
A L=75.20m A' 
ー・ I • 

← ¥ , 9 -

(130号土坑覆土）

l ：褐灰色砂質土：洪水

層土主体。白色軽

石微量に含む

lt,:I A 
B
'
 

L=75.20m A' 

~. L~75.20m A' 

ーここニニフ

- -

(133号土坑覆土）

l ：褐灰色砂質土 ：洪水層土主体

第56図の 1 6 -1 -1号屋敷内の土坑群（その2)
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143 /144 
134 • 135号土坑

］ 140'叫。o,,,("C'.←4＾ Ito I四

／ 
134坑

_!:_ ((．二・―-’こ、 ＼ ＼ A' 

l 
I 

＇ I 
I 

＼ 
Iロ Iご

I'° 136号土坑

• Ito I 
137号土坑

叫

A 
『

~. L=75.10m A' 

文＿ー

(135号土坑覆上）

l ：灰黄褐色砂質土：洪水層土。軽石含む

(134号土坑覆土）

2 ：褐灰色砂質土：洪水層土主体。As-C混

黒色土多量に混入

"'I 吋

A L=75.20m A' 
L~75.20m 

A 
I Ol 

こ

A' 

(136号土坑覆土）

l ：黒褐色砂質土：洪水層士。白色軽石混入

一＼三

(137号土坑覆土）

l ：灰黄褐色砂質土：洪水層土と地山褐色

士の混士軽石有。

2 : 1層に似るが褐色土の割合高い。層下

位に地山As-C混黒色土少最混入

140 • 141 • 142a • 143 • 144号土坑

A
 

A' 

L=75.20m 

立 2a I 

シ＼＼ ＇`

l l [ 

2b 2c 2b 2d 

138 • 139坑号土坑

叫
／
ダ
↑

A
 

叫 叫
A L~ 75.20m 

・
 

-g 

ん

A' 

(138号土坑覆土）

1 ：灰黄褐色砂質土：白色軽石少

量混入。鉄分沈着。 3層に比

し硬い

2 : 1層にAs-C混黒色土少量

(139号土坑覆土）

3 ：褐灰色砂質土：洪水層土主体

に白色軽石と微凪のAs-C混黒

色土混入

(142b号土坑覆土）

l ：褐灰色砂質土：洪水層土にAs-

B下耕士混入

2 :黒褐色砂質土： As-B下耕土。

下位に黄褐色砂少贔混入

(140 • 142a • 143 • 144号土坑覆土）
1 ：灰黄褐色砂質土：洪水層土に白色軽石微

最入

2 : 1層土と地山As-C混黒色土の混土

(2層内は整理時に分層）

2 a: 1層土やや多い 2b:黒色土やや多い

2c : 1層土黒色士半々 2 d : 1層土多い

A
-

ロロA 応

見

-g 

A
 

吋 g
 が

~

第56図の 2 6-1-1号屋敷内の土坑群（その 2)
~ = 75.20m 

(122号土坑）径： 120X100cm 深さ： 32cm

(123号土坑）径： 356X100cm 深さ： 34cm

(124号土坑）径： 88X78cm 深さ： 34cm

(125号土坑）径： （72) X88cm 深さ： 24cm

(126号土坑）径： 196Xl04cm 深さ： 32cm

(127号土坑）径 ：（112) X (16) cm 深さ： 19cm

(128号土坑）径： 140Xl08cm 深さ： 44cm

(129号土坑）径： （152) X 114cm 深さ： 21cm

(130号土坑）径： 74X44cm 深さ： 11cm

(131号土坑）径： 214X106cm 深さ： 51cm

(132号土坑）径： 76X (72) cm 深さ： 12cm

(133号土坑）径： 194X92cm 深さ： 17cm
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147 • 148号土坑
A' 
ー→

A 
ー・

A
-

L=75.70m 
A

l

 

.2 

145 • 146号土坑

可

A
 

叫
A _.  L=75.20m 

I 叫
A' 

叫

A' 

口
(145号土坑覆土）

1 ：灰黄褐色砂質士：洪水層土にAs-C混黒色土・

明褐色砂少量混入

(146号土坑覆土）

2 : 1層土に比し次雑物多し

(147 • 148号土坑埋没後の埋上）
l ：褐灰色土 ：As-A含む現耕作土

2 : 1 • 3層土の混土。鉄分沈着
3 :黄褐色土：やや砂質。鉄分沈着し、 As-B• Hr-FA含む
4 :暗褐色砂質土： As-B多く含む。Hr-FA含み鉄分沈着

(147号土坑覆土）

5 :灰黄褐色土：やや砂質。As-B• Hr-FA含む
6 ：黒褐色土：やや砂質。

(148号土坑覆土）

7 :黒褐色土：砂質、 As-B少量含む

8 :黒褐色土：多量のAs-Bと微量のHr-FP含む

9 :黒褐色士： As-B多量に含む

（地山層土）

10: 11層に同じだがAs-B少量含む

11:黒褐色土 ：やや砂質、 Hr-FP含む

149号士坑

／
 A

 

A' 

A 
L=75.20m A' 

(149号土坑覆土）

1 :黒褐色砂質土：白色軽石少量混入

第57図 6-1-1号屋敷内の土坑群（その 3)

(134号土坑）径： 124Xl08cm 深さ： 21cm

(135号土坑）径： 42X32cm 深さ： 21cm

(136号土坑）径： 136X83cm 深さ： 32cm

(137号土坑）径： 112X90cm 深さ： 24cm

(138号土坑）径： 234X166cm 深さ： 19cm

(139号土坑）径： （64) X (34) cm 深さ： 20cm

(140号土坑）径： （90) X (64) cm 深さ： 8cm

(141号土坑）径： 47X39cm 深さ： cm

(142a号土坑）径： （28) X (32) cm 深さ： 13cm

(142b号土坑）径： 82X48cm 深さ： 14cm

(143号土坑）径： （36) X (60) cm 深さ： 10cm

(144号土坑）径： （71) X (76) cm 深さ： 10cm

(145号土坑）径： 108X75cm 深さ： 55cm

(146号土坑）径： 142X (117) cm 深さ： 56cm

(147号土坑）径： （34) Xl46cm 深さ： 46cm

(148号土坑）径： 126X (102) cm 深さ： 46cm

(149号土坑）径： （380) X268cm 深さ： 19cm
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第2節 6区の遺構と遺物

構造 1号屋敷内所在土坑で円形プランを呈するも

のは120号土坑、楕円形プランのものは116• 132 • 

133 • 142 b土坑の4基、方形と円形プランの中間形

態が114• 124号土坑、方形のものが117、134号土坑

であり、寸の短い長方形プランのものが115• 119 • 

130 • 135 • 136 • 137 • 138 • 141号土坑の 8基、寸の

長い長方形プランのものは118• 121 • 123 • 126 • 

128 • 131 • 145号土坑の 7基であったが、寸の長い

長方形プランのもののうち123号土坑は短冊形を呈

するものであった。また切り合い等でプランは明瞭

ではなかったが、 127• 129 • 139 • 142a号土坑は楕

円形、 122• 125 • 140 • 143 • 144 • 146 • 147~149号

土坑は長方形で、 143• 144号土坑は寸の長いもので

あったものと推定される。 このように全体的に 1号

屋敷内所在土坑は長方形プランのものが多かった。

一方、その規模については長軸と短軸の合計が1

m未満のものを小型、 2m未満のものを中型、それ

以上のものを大型とすると、小型ものには125• 

132 • 135 • 141 • 146 • 148号土坑の6基、中型のもの

では116~120• 124 • 130 • 142b • 145 • 147号土坑

の10基、大型のものでは114• 115 • 121 • 123 • 

126 • 128 • 131 • 133 • 134 • 136~138号土坑の12基

があったが、特に115• 121 • 123 • 126 • 131 • 138号

土坑は長短軸の計が4m近い大きなものであった。

また底面形態は117• 125 • 126 • 132 • 142a • 

142b • 149号土坑が丸底形、 133号土坑が船底形を

呈する以外は平底か平底に近い形態を呈していた。

本土坑群の各土坑の形態には箱型のものが多かっ

たが、 121• 130 • 133号土坑の壁面は開き気味であ

った。
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(1. 2号ピソト覆土）

1 ：黒褐色砂質士：洪水層士主

体に下層の黄褐色土微最に

混入
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(8号ピット覆土）

1 ：黒褐色砂質土：洪水

層土As-C混黒色土と

下層の砂との入る混

土。白色軽石有り。

As-C混黒色土はブロ

ック状に多量に混入

している

(7 ・10・11号ピット覆土）

l ：灰黄褐色砂質土：洪水

層士に下層の黄褐色砂

少最混入

第58図
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2汀 75.20m

12号ピノト［

`)上
A A' 
．．  

U:-75.20m 
6-1-1号屋敷内のピット群（その 1)

A
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ー
パ
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ピ号6
 

A
 

A' 

立 L=75.20m

(4 • 5号ビ；；ト覆土）

1 :褐灰色砂質土：砂に洪水層土入る混土。崩易い

8号ピット 9号ピット

0／上 上口上

A
 

A
 

A' A A' ．．  

一L=75.20m. 1 (6号ビット覆土）

1:6-1-1・2号ビッ

トー1層 （左方）に同

じ

(9号ピノト柱痕埋土）

1 :灰黄褐色砂質土：洪

水層土に下層の黄褐

色砂少量混入

(9号ピット覆上）

2 :黒色砂質土： As-C混

黒色士と洪水層土の

混土

(12号ビット覆土）

1 ：黒褐色砂質土：洪

水層土と地山褐色

土、及び下層の黄

褐色砂の混土
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゜
14 

13号ピノト｛

上 ◎ 上

A L=75.20m A' 
..  

14号ピット

◎ ＼ 

15 • 18号ピソト／

上 ◎ @・_£

A L ~ 75.20m A' 

下
(15号ピット覆土）

l ：褐灰色砂質土：洪水層土。白色軽石有り

(18号ビット覆土）

2 ：灰黄褐色砂質土：洪水層土。白色軽石有り 。

As-C混黒色上微量に含む

20 • 21・ ＼

A rt:::.ヽ~\ A' 

A L = 75.20m A' 

16号ビノトI 
上． ◎ 上

A L = 75.20m A' 
..  

可
(16 • 19号ピット覆土）
1 :黒色粘質土： As-C混黒

色土を主体として洪水

層土を微量に混入する

17号ピノト／

上 〇 ・上

L=75.20m 
A A' 

六
(13号ピット覆土）

1 ：灰黄褐色砂質土：洪水

層土と下層の砂の滉土。砂

多く脆い。鉄分沈着

19号ピット

て
(17号ビット覆土）

l ：褐灰色砂質土：洪水層

土。白色軽石と少量の

As-C混黒色土混入

(20号ピット覆土）

l ：褐灰色砂質士：洪水層土に下層の黄褐色砂多量に混入

(21号ピット覆土）

2 ：褐灰色砂質土：洪水層土、下位に行く程砂多し

(22号ビット覆土）

3 ：黒褐色砂質土 ：洪水層土主体に下層の黄褐色砂微最に混入

i」 。 上

L=75.20m 
A A' 

丁
(23号ピット覆土）

l ：黒褐色砂質土：洪

水層土主体に下層

の黄褐色砂微量に

混入

23号ピット

A
_

A
 

＼
◎
 

A
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A

 

一l 2 3 言 75.20m

第59図 6-1 -1号屋敷内のピット群（その 2)

(5) 6-1-1号屋敷内所在ピット群

（第58~59図、図版16)

概要 6 -1 -1号屋敷では内郭部分で 6-1 -1~23 

号ピットの23基のピットを確認、調査している。こ

れらのピッ トについては20~22号ピットが重複して

20 • 22号ピットが21号ピット切るのを確認した以外

に重複するものは認められなかった。

ピットの分布は東部北寄り、中部北寄り、西部中

央と西部南西部の4ヶ所にやや集中する傾向は見ら

れるものの、その分布にはっきりした規則性等を見

出すことはできなかった。

また、これらのピットからの遺物の出土は認めら

れず時期特定は至らなかった。但しピットの多くは

中近世の洪水層のうち下位の洪水層土で被覆されて

いることから、土坑で判断したのと同様に屋敷に関
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連した15世紀後半以降の中世の所産として概ね把握

されるのではないかと考えている。

ピットの掘削意図については 9号ピットに柱痕が

見られ、 16• 18 • 22号ピットの下位も柱痕として認

識されることから、 9• 16 • 18 • 22号ピットは柱穴

と判断されるのであるが、その規模 ・形態から推し

てから他のピットも柱穴として使用されたものが多

いものと想定される。 また1号屋敷の内堀である21

号溝に沿って配列する22• 1 • 13号ピットなど、

（小土坑を併せた）一部のピットの配置については

柱列として認めうるものもあったのであるが、調査

範囲が限定されていることもあって明確に建物等を

設定することはできなかった。尚、上述の22• 1 • 

13号ピットからなる柱穴列は位置的に柵であった可

能性も考えられる。



規模 (1号ピット）径： 39X30cm 深さ： 13cm

(2号ピット）径 ：48X30cm 深さ： 22cm

(3号ピット）径： 32X30cm 深さ： 24cm

(4号ピット）径： 24X22cm 深さ： 10cm

(5号ピット）径： 32X32cm 深さ： 42cm

(6号ピット）径 ：44X36cm 深さ： 15cm

(7号ピット）径： 40X40cm 深さ： 32cm

(8号ピット）径： 52X34cm 深さ： 26cm

(9号ピット）径： 58X36cm 深さ： 35cm

(10号ピット）径： 42X40cm 深さ： 7cm

(11号ピット）径： 42X40cm 深さ： 19cm

(12号ピット）径： 55X42cm 深さ： 34cm

(13号ピット）径： 26X22cm 深さ： 14cm

(14号ピット）径： 36X28cm 深さ： 18cm

(15号ピット）径： 26X24cm 深さ： 22cm

(16号ピット）径： 44X36cm 深さ： 48cm

(17号ピット）径： 30X28cm 深さ： 12cm

(18号ピット）径： 32X30cm 深さ ：42cm

(19号ピット）径： 32X32cm 深さ： 23cm

(20号ピット）径： 46X44cm 深さ： 15cm

(21号ピ ット）径： （42) X (30) cm 深さ： 12cm

(22号ピット）径 ：44X36cm 深さ： 13cm

(23号ピット）径： 44X40cm 深さ： 20cm

構造 ピットの規模は、径が23~48.5cmを測り平

均36.14cm（標準偏差10.6)、深さは 7~48cmで平

均は22.5cm（標準偏差11.3)と比較的均質なもので

あった。また全体として中世の柱穴として認識され

るものであった。

そのプランは方形、円形、楕円形等様々であった

が、円形・方形プランに大別すると方形プランに属

するものは 1• 2 • 6 • 7 • 8 • 10 • 14 • 16 • 21 • 

23号ピットの10基、他は円形プランに属するものは

13基であった。

掘削底面は 6 • 10 • 12 • 20 • 22号ピットが平底状

を呈する以外は丸底状の形状であった。

尚、柱痕の確認された 8号ピ ット及び柱痕と認識

される掘削形態を残す16• 18 • 22号ピットから柱の

太さは 4~ 5寸であったものと想定される。

第2節 6区の遺構と遺物

(6) 6 -1-焼土遺構 （第60図）

概要 本遺構は 6-1 -1号屋敷の内郭南東隅地各位

に位置する。前述の 6-1-149号土坑と重複するが、

その新旧関係は特定できなかった。

本土坑からの出土遺物は認められず、時期の特定

もできなかったが、本土坑は 1号屋敷の遺構確認面

直上の堆積層土に依拠しており、 1号屋敷に伴うも

のである可能性が高い。

本遺構の形態的は火葬土坑のそれではないが、覆

土中に焼土・炭化物・焼骨が残されることから、火

葬に用いられたものと判断される。尚、焼骨がヒト

のものであるか否かは現時点では特定されていない。

規模径： 98X64cm 深さ： 9cm

構造 本遺構はT字形のプランを呈するが、縦棒の

位置は太くなっている。

掘削底面は平らで、壁の立ち上がりははっきりし

ている。

ltll 

A
 

Iロ ,

l

、‘ーーー'|_

A' 

B
'
 

B
'
 

A L~75.20m A' 
l 

三 2

（焼土遺構覆土）

1 :暗褐色土：焼土、灰、炭化物を多量に含む。骨片を含む

2 :暗褐色士：極僅かに焼土・炭化物を含む

第60図 6-1一焼土遺構
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6-4 6-1-2号屋敷の遺構と遺物

概要 6-1-2号屋敷は 6区l面中部南寄りに位置

する屋敷遺構である。本屋敷は堀に囲われた屋敷で

はないため調査時点では館或いは屋敷としては扱わ

れていなかったものであるが、しっかりした掘削の

溝で囲われており、高知県南国市の田村屋敷群の屋

敷遺構の例に鑑みて整理段階で屋敷遺構として認定

したものである。

本溝は位置的に北側の 6-1 -1号屋敷とは24m程

しか隔たっていない近距離に位置しているのである

が、本屋敷の東堀に当る 6-1 -14号溝が6-1 -31 • 

32号溝を介して 1号屋敷の外堀である 6-1 -20号溝

と有機的に接続して一体の構造となっている。しか

し溝の走行は 1号屋敷に対し本屋敷の方が 8゚ 東に

傾いていることから建築時期の違いのあることが窺

われるのであるが、その時期ははっきりしない。尚、

埋没時期は本屋敷の方が新しい。

2号屋敷はその半ばが南側の調査区外に出ている

ため全容は明らかではない。周堀は上述のように堀

0 。

というよりは溝と呼ぶような規模のものであった。

屋敷の規模は、調査範囲での測定から東西37mを測

ったのであるが、南北もほぼ同様の規模を呈するも

のと想定し、単郭方形プランの小型の屋敷遺構であ

ったものと判断している。

屋敷の遺構は堀・溝、土坑で構成されるが、屋敷

を囲む溝の他、郭中央には郭を東西に分かつ溝が掘

削されている。土坑は中央と西北部にまとまりが見

られた。

本屋敷からの出土遺物は古代のものに限られ、そ

の時期を明瞭にすることはできなかったのである

が、上述のように31• 32号溝と併せて 1号屋敷と一

体となるよう接続されている状況から15世紀後半以

降の所産ではないかと判断している。尚、周堀の覆

土は6区1面に認識される中近世の洪水層のうち上

位のもので埋没していることから、下位のもので埋

没している 1号屋敷よりは後世まで残っていた可能

性が思慮されるのである。

坑b
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0152坑

166坑

o 5坑
伍ニ

14溝lIIl ロニ］ 44溝

11坑

ロ 168坑

◎ 

◎ 
169坑

第61図 6-1-2号屋敷全体図
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---------------

ー
什
り
上
ー

B

一

L=75.!0m 
B B' ． ．  ＿ 

(13号溝埋没後の堆積層）
1 :暗褐色土：現耕土 2 ：灰色粘質土 ：やや砂混じり
3 ：灰黄褐色砂質土 ：洪水層土。白色軽石やや多く含む
(13号溝覆土）

4 :明黄褐色砂質土：洪水層士。As-B混土・黄色土少量含む
（地山層）

5 :黄褐色砂質土：砂質やや強い洪水層土 6 :暗褐色砂
質土：白色軽石少量含む 7 : As-B混土 8 : As-B 

L=75.40m 
A J A' 
ー・＿ ↓ ！ -. _ 

2 、3

5デ〒下工亨下‘5
5 6 

第62図の 1 6-1-2号屋敷内の溝群（その2)

〔6区2号屋敷周溝〕

(1) 6-1-13号溝 （第62図、図版12)

概要 本溝は 6-1-2号屋敷の西・北側を

画する溝遺構である。東端部で6-1 -44号

溝と同溝の北端部から西に延びる細い溝

部分に接続している。本溝とこの44号溝

は埋没土も同じで同時期の所産と判断さ

れるものである。

また本溝は 6-1 -4 • 19 • 22 • 25 • 26 • 

27 • 30号溝と重複するが、新旧関係を特

定することはできなかったが、 6-1-150

号土坑に対しては本溝の方が古いことを

確認している。

本溝からは土師器の甕や坪の破片を中

心に土師器碗や須恵器碗 ．甕片の出土が

見られたものの時期特定には至らなかっ

た。尚、東端部の覆土の状態から最終的

に本溝は、 6区l面に見られる中近世の

洪水層のうち上位のもので埋没したこと

が確認されている。
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叫

---------
’’ ----- -- ----------------

-------、 -------------------------------- 13溝

ul 
C L=75.30m 

c
 ＼ン一一ー
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ー

什

U
↑

丁

(13号溝覆土）

1 :黒褐色砂質土：白色軽石含む

また、本溝の西部南北走行部分全域で

二列の鋤先痕が並んでいるのが確認され

ている。この鋤先痕から掘削は南向きで

行われていること 、従って南から北に掘

り進めていったこと 。底部の幅は鋤 2刺

分の幅を以って決めていたことが分かる。

規模

構造

長さ ：57.6m

深さ： 64cm

幅 ：160cm

本溝は北西に隅部を持つ鉤状のプ

ランを呈する。屈曲部以外は直線的なプ

ランを有している。また東端部は前述の

ように44号溝手前で途絶えている。

溝の形態は箱堀状を呈しているが、底

面の横断面形は丸く、壁面はやや開き気

味である。

訃

（lI
I

L~ 75.20m 
A A' ． ．  

――`‘ー／—·—

A
 

(2) 

概要

6 -1 -44号溝 （第62図、図版12)

本溝は 6-1-2号屋敷の東辺を画す

る溝遺構である。北端部で北から来る 6-

1 -31号溝と縦列に接続し、

に張り出して小溝を作り、上述の 6-1 -13 

号溝の中心軸上でこれと接続している。

尚、 13• 31号溝と本溝とは埋土の比較等

から同時期の遺構として把握している。

本溝からは土師器の杯 ・甕片を中心に

須恵器の甕や碗の破片を含む比較的多く

遺物の出土が見られたが、

また西壁が西

これらの遺物

から本溝の時期特定には至 らなかった。
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第62図の2

しかし覆土の観察から本溝は中

近世の洪水層のうち上位の洪水

層土で埋没しているのを確認し

ている。その上限は明らかでは

ないものの、その走行の違いか

ら6-1 -1号屋敷の建設とは異

なった時期に掘削され、31号

溝とは近い時期の掘削であろう

と判断され、恐らくは本溝を含

む2号屋敷や31• 32号溝に区

切られる 1• 2号屋敷の中間区

域の方が新しいだろうと想定さ

れる。

6-1-2号屋敷内の溝群（その 2)
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13溝

D' 

ー
什
什
＼
十
ー

_Q_ 

規模 長さ ：18.5m 幅 ：104cm 深さ ：18cm

構造 本溝は南北走行の直線的なプランを呈する溝

であるが、上述したように溝北端の手前50cm程の

位置で、西壁上位が27cmの幅で西に向かってA状

に張り出し深さ 8cmの小溝となっている。この小

溝は60cm程延びて13号溝に接しているが、この接

する箇所での幅は12cmと元の部分の幅に比べて減

じている。

本溝の掘削形態は箱堀状を呈するものである。そ

の底面は平底状をていしているが、壁面は逆ハ字状

に開いている。

L=75.!0m 
l D' 

—-下ーシ，
2 

〔6区2号屋敷内の溝〕

(3) 6-1-14号溝 （第62図、図版12)

概要 本溝6-1-2号屋敷中央に位置す

る南北走行の溝である。本溝は南端部

で6-1 -15号溝と重複関係にあるがこれ

に切られている。

本溝からは若干量の土師器杯片や須

恵器甕片の出土が見られたものの時期

の特定には至らなかった。また本溝は

洪水層で埋没しているものの、その時

期についてもそれを想定する情報を得

ることもできなかった。

尚、本溝の掘削意図については、そ

の位置と走行から 2号屋敷の郭を東西

に分けるものではなかったかと判断さ

れる。

規模 長さ： 18.5m 幅： 104cm

L=75.10m 2 

［三：
ヽ

(13 • 44号溝覆土）
1 :にぶい黄褐色砂質土：洪水層

士やや砂質

2 : 1層土に同じだが黒色土と白

色軽石 (Hr-FPか）含む

3 :にぶい黄褐色砂質土：やや砂

質。黒色土少量混入

（地山層）

4 :黒色土： As-B多量に含み純
層に近い

44
溝

構造本溝は走行を南北方向に

取る直線的なプランの溝遺構で

ある。しかし壁面のラインには

若干の揺れが認められている。

本溝の掘削形態は遺存状況が

あまり良好でないこともあって

あまり明瞭ではないが、概ね箱

堀状を呈するものと判断され

る。しかし底面の横断面形はや

や丸みを持ち、壁面はやや開き

深さ： 18cm 第62図の3 6-1-2号屋敷内の溝群（その 2) 気味である。
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5号土坑

伸 I口／

A
 

B
'
 

B
'
 

L=75.20m 
A A' 

六
(5号土坑覆土）

1 :明黄褐色土：洪水層土。僅かにAs-B下耕

土を含む

I"' 
6号土坑 i ltJl 

△ 〔 J 
|は1 101 

A 
L=75.20m 

A' 

□
0
ltp 

号9

A

＿
 

B
 

B
'
 

．

．

 

A L=75.20m 

下
(9号上坑覆土）

l ：褐色土：黒色土少量含む

2 :褐色土 ：l層よ り多い黒色士含む

3 ：褐灰色土： As-B下洪水層の崩落土

(6号上坑覆土）

l ：明黄褐色土：洪水

層土。僅かにAs-B

下耕土を含む

A' 

Iロ

A
 

B
'
 

B
'
 
A L=75.20m 

8号土坑

I"' 

A' 

A' 

こ
(10号土坑覆土）

1 :明黄褐色土：洪水層土。僅かに

As-B下耕土含む

/

0

f
 

A
 

A' 

A' 

〔6区2号屋敷内所在遺構〕

(4) 6-1-2号屋敷内所在土坑群

（第63• 64図、図版10• 58) 

概要 6-1-2号屋敷では 6-1-1-5 • 6 • 8~10 

~15 • 152 • 163 • 166-168 • 169号土坑の16基の土坑

を調査した。その分布は北西隅部と東半部西寄りに

集まる傾向があった。また14• 163号土坑は重複す

るが新旧は特定できなかった。

1 • 11 • 162 • 165号土坑からは 9世紀前半期の土

師器坪片 (1坑ー 1) を含む少量の土師・須恵器片

が出土したが、時期の特定はできなかった。尚、

152号土坑からは15• 16世紀の瀬戸産の焼締陶器卸

皿片（ 1)が出土し、 152号土坑と 1• 5 • 6 • 

10 • 13号土坑は6区l面で確認される中近世の洪水

層のうち下位もので被覆しているので、 15世紀以降

の中世段階の所産として把握される。また、これ以

外の土坑は時期も想定はできなかった。

尚、これらの掘削目的も特定できなかった。

伸 I屯
L~75.20m 

＼二上
(8号土坑覆土）

l ：褐灰色士： As-B下洪水層の崩落土

2 :暗褐色土： As-B上洪水層土少盪含む人為的埋土か

3 :褐色土：黒色土少量含む。人為的埋土か

4 ：褐色土： 3層に比し黒色土多く含む。人為的埋土か

A
 

A
 L~ 75.30m 

13号土坑

ーー、

―
A' 

A' 

(13号土坑覆土）

1 :明黄褐色土：洪水層土。僅かにAs-B下耕土含む

第63図の 1 6-1-2号屋敷内の土坑群（その 1)
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［ 
(14号土坑覆土） 15号士坑

In 
14 • 163b号土坑 l ：褐色士：少量の黒色

|ロ /01 ［ I(") 土を含む人為的埋没

］ 
土 I ／ミ

□ [163b号土坑覆士］

』 A' 黒褐色砂質土 ：洪水層土

とAs-B下耕土の混土。黄 A ＼ ＼ I I A' 
褐色土少量含む

ぃ：、ロIO B' 

＼． 
A L=75.20m A' B B' I屯 I屯
ー ＼ーマ 一 △-• L=75 !Om .L 

1号土坑

司

A
 

'°I 
A L=75.20m 

吋

I"' 

11号土坑

I 
Iロ ヘ i 

と ［ 一 口...!::. /( ) ¥ A' 

吋

|口 怜
A 

A' 

L=75、40m
A' 

(1号土坑覆土）

1 :明黄褐色砂質土：洪水層土。僅かにAs-B下耕土含む

゜

一 ベ--

I 

(15号土坑覆土）

1 :明黄褐色砂質士 ：洪水層土。僅かに

As-B下耕土含む

゜

-̀ ------

＿ ニ
1/3 

11号土坑— l

(11号士坑覆土）

1 ：褐色土：少最の黒色土含む人為的埋土

第63図の 2 6-1-2号屋敷内の土坑群 （その1)

規模 (1号土坑）径 ：266X166cm 深さ： 15cm

(5号土坑）径 ：136X60cm 深さ：13cm

(6号土坑）径 ：197X97cm 深さ ：6cm

(8号土坑）径 ：258Xl20cm 深さ：38cm

(9号土坑）径 ：134X82cm 深さ ：16cm

(10号土坑）径 ：168X86cm 深さ ：19cm

(11号土坑）径 ：284X122cm 深さ：69cm

(12号土坑）径 ：308X94cm 深さ ：15cm
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0。

1!8 

169● 

166号土坑

i 
_A_ I I )l  A' 

A L=75.10m 

ー文こ

A' 

フ
(166号土坑覆土）

1 ：灰黄褐色土・黒色土・明黄褐色土の混上

168号土坑
12号土坑

A
 

B
 

B
'
 

|

_

 

I"' 

(12号土坑覆土）

l ：褐色土：少量の黒

色土含む人為的埋

土

|口

152号土坑

|ロ

ーー、、

一

A' 

□[ 
B
'
 

A L=75.20m A' 

A
 

9
|
l

ヽ
、
一
—ロロ

A' 

B『
B
'
 

A L = 75.20m A' 

---

(152号土坑覆土）

1 ：灰黄褐色砂質土：洪水層土。白色軽石

微量に含む

第64図 6-1-2号屋敷内の土坑群（その2)

(152号士坑）径： 110X84cm 深さ： 12cm

(163b号土坑）径： （98) x 8 cm深さ： 17cm

(166号土坑）径： 170X104cm深さ： 13cm

(168号土坑）径 ：60X60cm 深さ： 22cm

1 (169号土坑）径： 78X68cm 深さ： 20cm

‘て可ー→叶===ジ/1/3構造 2号屋敷内の土坑のプランを見ると
152号土坑—l

169号土坑が円形、 10• 163号土坑が楕円形、

9 • 152号土坑が寸の短い長方形プランで、

他の9基は寸の長い長方形プランであった。

その規模は長短軸の径の合計が1~2m 

のものが5• 152 • 169号土坑の 3基、 2~ 

3mのものが6 • 9 • 10 • 15号土坑の 4

基、他の 6基が3m以上と 6-1 -1号屋敷

に比べても比較的大型のもの多かった。

また掘削形態は箱型を呈するものが多く、 1.(13号土坑）径： 264X98cm 深さ： 16cm

(14号土坑）径： 218X83cm 深さ： 7cm

(15号土坑）径： 188X76cm 深さ： 12cm
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8 • 12 • 13 • 14土坑の底面に凹凸が多く見られたも

のの、全体として平底形を呈していた。
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6-5 6区2面の遺構と遺物

〔竪穴住居〕

概要 6区2面に於ける竪穴住居は 6区中南部東寄

りに集中的に分布している。

遺構の遺存状態も余り良くなく、調査期間の関係

で一部断面観察を省略する等荒い調査となったため、

遺構データとしては充分なものを提示できない。

(1) 6 -2 -1号住居 （第65• 66図、図版18• 58) 

概要 本住居は 6区2面の竪穴住居集中域の中央南

端部に位置し、 6-2 -1 7 • 63 • 70号住居、 6-1 -

45 • 65 • 71号溝と重複するが、本住居は各溝と63号

住居に対し新しく、遺構確認状況から推して恐らく

は17• 70号住居に対しても新しい。

本住居からは 8 • 9世紀段階の土師器坪片

(1~ 3)、須恵器蓋片 (4)、土師器甕片

(5 • 6)等土師器・須恵器片の出土を見た

他、砥石（ 7)と角釘（ 8)も出土している。

このうち土師器杯 1点（ 1) と甕は掘り方の

出土である。このうち1/2の破片が残る土師

器杯 (2)が床面での出土であるので、本住

居は 9世紀前半の所産として把握される。

／
 

--J I 
oo¥ 

。 cs, 8 ＼ ＼ ＼ 

1'. 
—·-

L-75.00m 

A
 

A' 

―-＝デー

2 
ミチ>--

z

/

 

吋

z
 

|
¥
ー

l
什
y

1/3 
` 2 

｀ご／3

三三三、

叫 1/4 

(1号住居覆土）

1 :黒褐色土 ：褐灰色土と焼土粒

含む

2 ：黒褐色士：暗灰黄褐色士含む

II 

¥://  

第65図 6-2-1号住居と出土遺物 （その 1)

103 



第2章 発見された追構と遺物

•V 

し
督
冒
旧
冒
c

ー

．

N

-V
 

(1号住居寵覆土）

1 :暗褐色土：少量の焼

土粒含む

2 :暗褐色土：焼土と灰

色土（寵構築材が）

含む

3 ：灰 ・炭化物層：焼土

含む

4 ：暗褐色土 ：多量の焼

土含む

5 ：暗褐色土と灰褐色土

の混土

6 ：暗褐色土 ：多量の焼

土と炭化物含む

7 ：暗褐色土

汀
73

 

ロロロ
ll

tiO汀

゜吋

掘り方

ヽ
叶 o|

A
 

A' 

R
 B

 

B
 

L=75.00m 

A
 

A' 

B
 

B
 

(1号住居掘り方覆土）

1 :暗褐色土：灰褐色土と少量の焼土粒含む

第66図 6-2-1号住居と出土遺物 （その2)

規模 径 ：340X (330) cm 深さ： 13cm

〔寵〕 幅： 90cm 奥行き ：87cm

〔右袖〕 幅： 36cm 長さ ：45cm

104 

構造 本住

口 居は浅い掘

り方を有し、

これを暗褐

色土等で埋

め戻して床

面を作り出

している。

寵は東壁

に作られて

いるが、そ

8 
の位置は中

゜
央からやや

南寄りと想

叶 0| 

定される。寵は燃焼面が壁面ラ

インを跨ぐ位置に設けられ、袖

は袖材を持たず、天井は灰色土

で造られた可能性を有している。

床面に於いては調査範囲の中

で柱穴 ・貯蔵穴は確認されず、

柱穴は掘り片面に於いても確認

されなかったので柱を持たない

構造の竪穴住居と判断される。

(2) 6 -2 -2号住居（第67• 68図、図版18• 19 • 59) 

概要 本住居は竪穴住居集中域の南寄りに位置する。

6 -2 -6 • 12 • 21号住居と重複関係にあるが、遺構

確認の順位等から本住居の方が新しいと判断される。

本住居からは 7世紀後半以降の時期の多くの土
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吋~ '°I 

7
 ゚

、bノ

＼
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＼
 

一ー

口
ノヽ

ヽ

こ

ー

4
ー

ー

＼

ー

1
,

◇
 

゜

2

℃
 
a
 

゜

ヽ

゜..fl_, A' 

叫 m | 

L=75.00m 

A
 

A' 

(2号住居覆土）

1 ：暗褐色土：焼土粒含む

2 :黄褐色土プロック

3 ：暗褐色土：焼土と茶褐色土含む

司 司 ーニ三

A 

L=75.00rn 

A 
ー・ 1

A
-

ヽ
ヽヽ
ヽ
＼
 

ー

ー

＼
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
I
 /― 

／
 

叫

ぐ》

A' 

(2号住居寇袖構築材）

1 ：灰褐色土 ・黒褐色土と粘土の混土：焼土含む

2 :にぶい褐色粘質土

3 ：灰褐色土：やや砂質

1/3 

叫

4
 
／
 
ー
＼、一↑

 

[
 

／
 

第67図 6-2-2号住居と出土遺物（その 1)

師・ 須恵器片の出土を見たのであるが、このうち須

恵器坪 (1 • 2)は床面から、土師器塊 （3)と甕

〔4〕は寵内から、土師器坪 （5 • 6)と須恵器坪

(7)は掘り方からの出土している。土師器墳は流

れ込みか寵構築材への転用等と思われるが、こうし

た遺物の出土状況及び観察所見から本住居は 9世紀

後半期の所産として把握される。尚、土師器塊（3)

は流れ込み、土師器甕（4)は寵の甕の固定に用い

られたものと思慮される。

規模 径 ：344X333cm 深さ： 10cm

〔寵〕 幅： 94 奥行き： 164cm

〔左袖〕 幅： 20cm 長さ： 20cm

〔右袖〕 幅： 34cm 長さ： 36cm
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叶 司
---..I I 

叫 叫 口三鬱阿／堀り方

疇`二／
| 

立 lにノ ！ベヽ II △ <B I/ u 2Z=— //  r ¥ ¥I B' 

Q| 

叫 吋 (2号住覆土）
L-7500m 

1 :暗褐色土：微量の焼土粒含む
A 2 2 A' 

ー・芯二 'I ～ブ丁 ＼ / ’ • 一 (2号住居掘り方覆土）

3 3 3 2 ：暗褐色士：焼土含む

B B' 
3 ：暗褐色土 ：黒褐色土含む
4 :灰・炭化物層 ：焼土粒含む

5 ：暗褐色土：多量の焼土・灰褐色粘質土・褐色土含む

第68図 6-2-2号住居と出土遺物（その2)

構造 本住居は横長の台形様のプランを呈する。

掘り方を有し、これを褐色土等の土壌で埋め戻し

て床面を造り出している。

寵は東壁中央のやや南寄りに設置されている。壁

面ラインを跨ぐ位置に楕円形の浅い掘り方を掘削し、

これを埋め戻してやや内寄りを燃焼部としている。

袖は粘土や褐灰色土、にぶい褐色粘質土を用いて造

られている。燃焼部には支脚の設置痕も見られる。

床面には柱穴・貯蔵穴は認められず、これらは掘

り方面に於いても確認できなかった。

(3) 6-2-3号住居（第69• 70図、図版19• 59 • 60) 

概要 本住居は竪穴住居集中域の南西部に位置し、

6 -2 -4 • 6 • 10 • 41号住居と重複する。何れの住

居に対してもその新旧は特定できなかったが4.

6 • 10号住居とは概ね同時期の所産と思慮され、 4

号住居よりは若干新しい可能性を有する。

本住居からは多くの土師器片や若千の須恵器片等

の出土が見られたが、床面付近からは須恵器甕（ 1）、

土師器甕（ 2)、砥石（ 3)、こも編み石（ 4)、或

いは粘土塊が、また寵からは須恵器杯（ 5)、掘り

106 

方からは土師器杯 (6)、土師器境（ 7)、土師器甕

(8)等の出土があった。またこれらの遺物から、

本住居は概ね 9世紀後半頃の所産として把握され

る。尚、 4号住居の須恵器商台付碗 (4住ー 4)は

本住居に属する可能性がある。

規模 径： 282X332cm 深さ： 6cm

〔寵〕 幅 ：144 奥行き ：64cm

〔左袖〕 幅： 64cm 長さ： 23cm

〔右袖〕 幅 ：34cm 長さ： 38cm

〔寵掘り方〕 径： 90X99cm 深さ： 10cm

構造 本住居は縦長の長方形プランを呈し、掘り方

を褐色土等で埋め戻して床面を造っている。

寵は東壁中央に設けられる。壁のラインを跨いで

楕円形の掘り方を掘削し、これに焼土を含む褐色土

等で埋め戻して燃焼部を造る。袖の構造は記録でき

なかったため不明であるが床面に粘土塊の出土を見

たので、粘土等を使用した可能性が考えられる。

床面に於いて柱穴や貯蔵穴は確認できなかった。

しかし掘り片面に於いては寵右側の壁際に貯蔵穴ら

しき径82X46cm、深さ 8cm (8床面から24cm)

の土坑を確認したが、柱穴は確認できなかった。
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゜
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(3号住居寵覆土）

1 :暗褐色土：焼士と炭化物粒含む。

2 :焼土・灰・炭化物層

(3号住居寵掘り方覆土）

3 ：黒色灰層：焼土粒多く混入

4 ：灰褐色土：焼土粒多量に混入

5 ：灰褐色士

6 ：褐灰色土：灰焼士含む

(3号住居本体の掘り方覆土）

7 :灰褐色士：やや砂質。Hr-FA・ 黒色土微量に混入

第69図 6-2-3号住居と出土遺物 （その 1)
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01 I 可 (3号住居掘り方覆土）

1 :褐色土：やや砂質。白色軽石含む

2 ：黒色灰層
3 ：褐灰色：やや砂質。黄褐色砂混入

（地山層か）

4 ：黒色土： 3層土混入
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第70図 6-2-3号住居と出土遺物（その2)

(4) 

概要

6-2-4号住居 （第71• 72図、図版19• 60) 

竪穴住居集中域の中西部に在る本住居は 6-

2-5号住居を切るが、 6 -2 -3 • 13 • 41号住居との

新旧は特定できなかった。

本住居からは土師器を中心に出土遺物も多く、床

面では土師器坪(1.2)や須恵器の坪（3)と底

□三二~1/3
(4号住居貯蔵穴覆土）

1 ：暗褐色土：少量の焼土粒

含む

2 ：暗褐色土 ：灰褐色士と黒

色士含む
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第71図 6-2-4号住居と出土遺物（その 1)
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(4号住居寵覆土）

1 :暗褐色土 ．．焼

士粒含む

2 ：暗褐色土：多

量の焼土含む

3 :灰層:焼土・
炭化物含む

4 ：暗褐色土：焼

土粒少量含む

5 :炭化物と暗褐

色土の混土

（寵掘り方覆土）

6 ：暗褐色土：焼

土と黒褐色土

含む

--JI 

c::J 

面に「奉」の刻書のある高台付碗（4)、覆土に

須恵器坪（ 5)や刀子柄の破片らしき鉄片 (6)、

寵で土師器壺片（7)、掘り方に土師器甕片（8)

等も見られたことから、本住居は 9世紀後半期

の所産として把握される。このうち土師器壺は

寵材への転用が、須恵器商台付碗は出土位置か

ら3号住居に属する可能性が考慮される。

規模 径： 312X342cm 深さ： 2cm

〔寵〕 幅 ： （58) cm 奥行き ：102cm

〔貯蔵穴〕 径： 62X72cm 深さ ：20cm

構造 本住居は縦長の長方形プランを呈する。

掘り方を有し、これを焼土や炭化物を含む暗褐

色土等で埋め戻して床面を造っている。

寵は東壁の南寄りに設けられ、壁の
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ラインを跨いで掘削された縦長の楕円

形プランの掘り方を焼土を含む褐色土

等で埋め戻して燃焼部としている。袖

や天井の構造は記録を残せなかった。

貯蔵穴は隅丸方形プランを呈し、寵右

側の竪穴南西隅に確認された。柱穴は

掘り方面も含め確認されなかった。

万
~
＼
――
 l

 

ー

(4号住居掘り方覆土）

l ：暗褐色土：焼土粒・炭化物粒含む

2 :暗褐色土：焼土粒・炭化物粒と黒褐色土・

褐色土を含む

3 :黒褐色土：暗褐色士含む

第72図 6-2-4号住居と出土遺物（その2)
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第2章 発見された遺構と遺物

(5) 

概要

6-2-5号住居 （第73図、図版19・20・60・61)

竪穴住居集中域北西部に在るが、重複する

6 -2 -4 • 13 • 41号住居との新旧は特定できなかっ

た。

本住居からは坪（ 1)等の土師器を中心に相当量

の土器片が出土したが時期特定には至らず、遺構形

態と併せて律令期の所産とできるに過ぎなかった。

また床下土坑から古墳時代前期の甕（2 • 3)も出土し

たが、この土坑は本住居とは別遺構の可能性が高い。

〔床下土坑〕

構造

径 ：128X100cm 深さ ：4cm

本住居は横長の長方形プランを呈し、浅い掘

り方を有する。

寵は東壁南寄りに造られ、壁に入った箇所を中心

とした楕円形プランの掘り方を掘削し、焼土を含む

黒褐色土等で埋め戻し燃焼面を作っている。

尚、貯蔵穴や柱穴を確認することはできなかった。

規模

〔寵〕

径： 360X3llcm

幅： 90cm

深さ： 9cm

奥行き ：98cm
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(5号住居覆土）

l ：黒褐色土：黒

色土 ・黄褐色

砂 ・白色軽石

含む

掘り方
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A A' ． ． 

三4 3 

(5号住居蔽覆土）

1 :暗褐色土：焼土・炭化物粒含む

2 ：暗褐色土：多量の焼土及び灰を含む

（甑掘り方覆土）

3 ：暗褐色土

4 ：黒褐色土：焼土粒多く含み黒色土混入
第73図

1/4 

2 

6-2-5号住居と出土遺物
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(6号住居寵覆土）

1 ：暗褐色土：少量の焼土粒含む

2 ：赤褐色土：焼土層。暗褐色土を含む

3 :暗褐色土： 1層と同様であるが、焼土粒の粒径大きい

4 :黒褐色土：灰粒 ・焼土粒混入

(6号住居冦掘り方覆土）

1 :黒色灰層

2 ：灰黄褐色砂質士

3 ：黒褐色土：焼土と灰粒多く混入

4 :暗褐色砂質土：焼土粒混入

5 :暗黄褐色土 ：焼土・灰と炭物粒混入ししまりにかける

6 ：黒褐色粘質土：焼土粒若干混入

第74図 6-2-6号住居と出土遺物（その 1)

(6) 6-2-6号住居 （第74• 75図、図版20• 61) 

概要 本住居は竪穴住居集中域南西部に位置し、

6 -2 -2 • 3 • 12 • 21号住居と重複するが新旧を明

瞭にすることはできなかった。

本住居では覆土からの土師器（ 1)や須恵器（2)

の坪、小型のこも編み石（ 3)やスラグとも思われ

る鉄片 (4)、床面の土師器杯（ 5）、寵からの砥石

(6)、掘り方からの土師器甕（ 7)等を土師器を中

心に相当量の土器片が出土した。本住居はこうした

出土遺物から 9世紀前半期の所産として把握される。
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第2章 発見された遺構と遺物

掘り方

--J| 

＼
 

// 1/4 

規模 径： 232X268cm 深さ： 6cm

〔寵〕 幅： 129cm 奥行き ：165cm

〔左袖〕 幅 ：27cm 長さ ：54cm

〔右袖〕 幅 ：18cm 長さ ：40cm

〔寵掘り方〕 径 ： （102) X 108cm 深さ ：34cm

構造 横長の長方形プランを呈し、掘り方を有する。

寵は東壁の南寄りにあり 、壁を跨いで掘削される

柱穴状掘り込みを伴う楕円形プランの掘り方を焼

土・灰 ・墨を含む暗黄褐色土等で埋め戻して燃焼面

を作る。この燃焼部を包み込むように袖が造られる

が袖構築材等の記録は残せなかった。

尚、貯蔵穴や柱穴は確認できなかった。

(7) 6 -2 -7号住居 （第76図、図版20)

概要 本住居は竪穴住居集中域中南部に在る。 6-

2 -11号住居には切られるが、重複する 6-2 -8 • 57 

号住居との新旧は不明である。

土師器を中心に100点以上の土器片を出土するも

のの、時期特定には至らなかった。確認順序から57

号住居より新しいと判断されるため 9世紀後半以降

の所産として把握される。

規模 径： 310X316cm 深さ ：6cm

〔寵〕 幅： （60cm) 奥行き： （85cm) 

10住 ＼し／，X＼/ (Uノ ＼
，，， 
，，， ． 

第75図 6-2-6号住居と出土遺物（その 2)

構造 本住居は正方形プランを呈し、浅い掘り方を

暗褐色土等で埋め戻して床を造る。

寵は東壁中程に設けられるが遺存が悪く構造等は

不明。

また柱穴・貯蔵穴も確認されなかった。

--J | / / 
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(7号住居覆土）

1 ：暗褐色土：少量の焼土

と軽石含む

第76図 6-2-7号住居

吋

A' 

＝ て 、-
2 

(7号住居揺り方覆土）

2 :暗褐色士： As-Cと黒褐

色土含む
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(8号住居冦覆土）

1 ：暗褐色土：多温の焼土・炭化物・灰．灰褐色粘質土含む

(8号住居覆土）

2 :暗褐色土：少量の焼土と軽石 （As-Cか）含む

(8号住居掘り方覆土）

3 :暗褐色土： As-Cと少量の焼土粒・黒褐色土含む

言 13

/ / 114 

第77図 6-2-8号住居と出土遺物（その 1)

(8) 6-2-8号住居（第77• 78図、図版20• 61 • 62) 

概要 本住居は竪穴住居集中域南東部に位置する。

6-2→ 7 • 44 • 47 • 51 • 57 • 67号住居と重複関係に

ある。確認順位から本住居が新しいものとも思われ

るが、新旧を特定することはできなかった。

本住居からは土師器を中心に多くの土器片の出土
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(8号住居寵掘り方覆土）

1 :暗褐色土： As-Cと多量の焼土

を混入する。

1/4 

10 

第78図 6-2-8号住居と出土遺物（その2)

があったが、この中には土師器坪 (1~4)や須恵器

の坪 (5~7) ・小瓶 （8) ・甕片（9)や敲石 (10)

があった。床近くから出土したこうした遺物の所見か

ら本住居は9世紀前半期の所産として把握される。

規模径： 81X268cm 深さ： 6cm

〔寵〕 幅： 81cm 奥行き： 78cm

◎
 

◎
 

〔左袖〕 幅： 26cm 長さ： 45cm

〔右袖〕 幅： 16cm 長さ： 35cm

〔寵掘り方〕 径： 40X42cm 深さ： 6cm

構造 横長の正方形に近い台形プランを呈する。浅

い掘り方を暗褐色土等で埋め戻して床を造っている。

寵は東壁の南寄りに造られる。削平が進み掘り方

に至っていたが、掘り方は円形を呈し、これを多量

の焼土を含む暗褐色土で埋め戻して燃焼面を作って

いるようである。その詳細は確認できなかったが、

袖は燃焼部を包みこむように設置されている。

柱穴・貯蔵穴については確認されなかった。

(9) 6-2-9号住居 （第79図、図版20• 21 • 62) 

概要 本住居は竪穴住居集中域中部に位置する。削

平が進み掘り片面を確認できたに過ぎなかった。

本住居は 6-2 -28 • 44 • 50号住居と重複関係にあ

るが、新旧を特定することはできなかった。

叶
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叶
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吋
(9号住居寵覆土）

1 ：暗褐色土：焼土・炭化物混入

2 :暗褐色土：焼土粒 ・炭化物粒混入

第79図 6-2-9号住居と出土遺物
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また土師器坪（ 1)など土師器を中心に一定量の

出土遺物を得たが、時期を特定するには至らず、概

ね律令期の所産と判断されるに過ぎなかった。

規模 径 ：280X278cm

〔寵〕 幅 ：（58) cm 奥行き： （139) cm 

構造 本住居は既に掘り方面を露出する状態であっ

たためその所見は多くないが、正方形に近い隅丸台

形のプランを呈し、掘り方を有している。

寵は東壁南端近くに在り、壁を削り込む掘り方を

持ち、焼土を含む土壌で埋め戻している。 またその

手前にも長円形プランの浅い土坑が掘削される。

尚、貯蔵穴と柱穴は特定できなかった。

—＝ナ十—

゜

第2節 6区の遺構と遺物

(10) 6-2-10号住居 （第80• 81図、図版21• 62) 

概要 本住居は竪穴住居集中域中西部に位置する。

6 -2 -3 • 5 • 6 • 28 • 41 • 50号住居と重複する

が、 41号住居に切られる他は遺構の調査では新旧を

特定はすることはできなかった。

本住居からは古墳時代前期以降の土器の出土が見ら

れた。この中には床面で須恵器杯 (1)、寵等から

流れ込みの土師器墳（ 2 • 3)、掘り方面と貯蔵穴

から須恵器坪 (4 • 5)の出土が見られた。本住居

は後述の貯蔵穴の状態から建替えが確認されるが、

建替え前後合わせた住居の使用期間は出土遺物から

9世紀後半の中で行われていることが確認される。

-g 
叫

吋 吋
L=75.00m 

ー ニ

二 ．↓ •土， 
(10号住居寵覆土）

1 :暗褐色士：やや砂質。

焼土少量混入

2 :黒褐色土 ：灰・焼土粒 ．

1層土の混土

3 ：黒褐色土： 2層に比し灰
が多い

4 :黒褐色土： 2層に比し 1

層土多し

5 ：暗褐色土

6 ：灰層

7 : 5層土に灰混入

8 ：灰褐色粘質土： 冠袖か

ヽ ／ 

第80図 6 -2 -10号住居と出土遺物（その 1)
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掘り方

一ーJ1| 

(lo号住居貯蔵穴覆土）
1 :乳白色粘土プロ ック：

焼土粒混入。貯蔵穴底

全面に貼られている□三□／1／3
一‘| 吋

冦掘方

A
 

叫

が一

L=74.90m 
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ヽ
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□三／1／3

L=75.00m 
吋 叫
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王7 2 

4呈

第81図 6-2-10号住居と出土遺物（その2)

規模 径： 432X (100) cm 深さ ：6cm

〔寵〕 幅： 100cm 奥行き ：94cm

〔左袖〕 幅： 24cm 長さ： （49) cm 

〔右袖〕 幅 ：28cm 長さ： 52cm

〔寵掘り方〕 径 ：102X55cm 深さ ：10cm

〔貯蔵穴〕 径： 105X(79) cm 深さ： 18cm

構造 本住居はその多くが削られていたため、その

形状は詳らかでないが、プランは正方形か長方形を

呈するものと思慮される。

本住居は掘り方を有し、これを埋めて床面を造る。
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(10号住居冠掘り方覆土）

1 ：黒褐色土：焼土と炭化物粒多量

に混入

2 ：褐灰色砂質土：焼土粒・炭化物

粒混入

3 :灰褐色土：細かいシルト質

4 :暗褐色土：焼土粒混入。下層に

黒色灰層あり

5 :赤褐色土：焼土プロ ックで多量

に混入

6 ：暗褐色土：焼土粒混入

7 ：黒色粘質土：若干の焼土粒混入

(10号住居寇袖構築材）

8 ：黒褐色土：若干の焼土粒混入

N 9：灰褐色粘土
(10号住居掘り方覆土）

10:暗褐色土：焼土粒・炭化物粒混

入

寵は東壁の南寄りに

設置される。楕円形プ

ランの掘り方を持ち、

これを焼土を含む各種

の土壌で埋め戻して燃

焼面を造る。袖は灰褐

色粘土等で作っている。

調査範囲に柱穴は確

詔されなかったが、寵

右側の掘り片面で貯蔵

穴が確認された。この

貯蔵穴は底面に乳白色

粘土が均質に残ること

から、寵築造に当って

所謂床下粘土坑として

の転用が考慮される。

(11) 6 -2 -11号住居 （第82図）

概要 本住居は竪穴住居集中域中東部に在り、 6-

2 -7 • 45 • 57号住居と重複する。このうち 7号住

居を切るものの45• 57号住居との新旧関係は不明。

出土遺物も無く、時期も不特定で、寵を有するこ

とから概ね6世紀以降の所産とできるだけである。

本住居は寵掘り方の一部が確認されただけで、規

模・形状•構造は殆ど不明である 。

(12) 6-2-12号住居 （第82図、図版21)

概要 本住居は竪穴住居集中域南西部に位置する。

6 -2 -2 • 21号住居と重複するが、本住居は21号住

に切られ、 2号住よりは古いものと認識される。
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第2節 6区の遺構と遺物

土師器片を中心に一定量の遺物が出土したが、本

住居の時期は特定できなかった。尚、重複関係から

本住居は 9世紀後半以前の所産として把握される。

規模 径 ：292X350cm 深さ： 3cm

〔寵〕 幅 ：（78) cm 奥行き ：77cm

構造 プランはやや縦長の隅丸方形を呈する。

浅い掘り方を有し、これを暗褐色土等で埋め戻し

(11号住居寵掘り方覆土） て床を造っている。
l ：暗褐色土：焼土と灰褐色粘質土含む

2 :暗黄褐色プロック

(11号住居掘り方か）

3 :黒褐色土プロック

上 110
21住

B
 

掘り方 L=75.00m 

A 

百―

L=75.00m 

A
 ヘ ー

△ 
(12号住居掘り方覆土）

1 ：暗褐色土：少鉱の焼土

粒と黒褐色土含む

2 :黒褐色土： As-Cと少

量の白青色土を含む

A l I A' 

A_ 

一

ー／ ／ 

21住

A' 
, 9 

(12号住居覆土か）

1 :暗褐色土：少巌の焼土粒・黒褐色土・褐色土含む

吋

A' 

L=74.90m'° I 
A 3 1 1 

ー ノ ＝ 土
2 6 

"" I 

叫

..1L.1 .旦
__—---'一一 ',• ュー分：

2 1 2 

(12号住居寇覆士）

1 ：暗褐色土：少量の焼土粒と黒褐色土含む

2 ：暗褐色土：少量の焼土粒 ・黒褐色土・褐色土含む

3 ：黒褐色土：灰多く含む。焼土含む。

(12号住居篭袖構築材）

4 ：黒褐色土：黄褐色砂混入

5 :黒褐色土： 5層に比し黄褐色砂多し

(12号住居確掘り方覆士）

6 :暗褐色土：やや砂質

第82図 6-2-11号住居及び6-2 -12号住居
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第2章発見された遺構と遺物

鉦は掘り方を有する。袖は黒褐色土で造られるが、

中央右寄りの4層土の充填する窪みは袖石の抜き取

り痕の可能性を有する。

尚、床面に於いても掘り方面に於いても柱穴・貯

蔵穴を確認することはできなかった。

(13) 6 -2 -13号住居（第83図、図版21• 62 • 63) 

概要 本住居は竪穴住居集中域北西部に位置し、

6 -2 -4 • 5 • 66号住居と重複する。遺構面で新旧

は特定できなかったが、 4号住居より古く、 66号住

居より新しいものと解釈される。

本住居では古墳時代前期以降律令期の土師器を中

心に多くの出土遺物が得られたが、床上からは土師

器坪 (1）や用途不明の鉄製品（2)の出土があり、

掘り片面では床下土坑から須恵器双耳壺（3）、 6-

2 -45号と位置からは土師器甕片 (4)の出土を見 ° 
ている。こうした遺物から本住居は 9世紀前半期の

所産として把握される。

規模径： 315X288cm 深さ： 6cm

〔寵〕 幅： （60) cm 奥行き： （68) cm 
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(13号住居冦覆土）
1 :黒褐色土：黒色土、黄褐色砂混入。白色軽石含む

2 :黒褐色土 ：下位の45号溝埋没土、 Hr-FA少羞混入

第83図の 1
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(13号住居寵覆土）

1 :暗褐色砂質土： As-Cと若干の焼土・炭化物粒混入

籠掘り方
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(13号住居竃掘り方覆土）

1 :黒褐色砂質土： As-Cと焼土、炭化物粒混入

2 :暗褐色土：焼土 ・炭化物粒混入。粘性あり

(13号住居据り方覆土）

3 :黒褐色土 ：黄褐色粘土混入。貼床か

4 ：褐色粘質土：貼床

5 ：褐色土：焼土・炭化物粒混入

6 ：黒褐色土：下位の45号溝覆土 （黄褐色土）混入

6 -2 -13号住居と出土遺物



第2節 6区の遺構と遺物

I°' 
掘り方
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構造 本住居は隅丸方形を呈する。

掘り方を有褐色土等で埋め戻して床を造っている。

寵は東壁南寄りに位置し、掘り方を有するがその

構造を詳らかにすることはできなかった。

尚、柱穴貯蔵穴を確認することはできなかった。

(14) 6 -2 -16号住居 （第84• 85図、図版22• 63) 

概要 本住居は竪穴住居集中域北西隅部に位置す

る。6-2 -18 • 62号住居と重複するが、新旧は特定

できなかったものの62号住居よりは新しい。

土師器甕片を中心とした遺物が出土したが、龍前

より土師器台付甕（ 1)、土師器甕 （2)が出土し、

寵左袖の袖材としての使用が考えられる逆位に据え

5 5 

(13号住居掘り方覆士）
1 ：黒褐色土：黒色土混入
2 :黒色土：もろく崩れやすい
3 ：褐灰色土：下位の45号溝覆土（黄褐色砂）、白色軽石混入
4 ：褐灰色土：焼土粒・白色軽石少量混入
5 :明黄褐色士 ：砂と 3層土の混土層
6 ：灰褐色土：黄褐色砂混入
(13号住居床下粘土坑覆土）
7 ：褐灰色土 ：焼土と炭化物混入

第83図の2 6-2-13号住居と出土遺物

られた土師器甕（3)があり、寵内より須恵器高台

付碗 （4)、また覆土中より 土師器杯 （1• 2)の

出土を見た。こうした出土遺物から、本住居は 9世

紀後半期の所産として把握される。

本住居は削平が進み、地山層が表出している箇所

もあるため、地床であったか掘り方を持つものであ

ったかなど確認できなかった要素も多かった。

が
~

＼
 ヽ＂

“~ A

l

`

o

 

5

,
°ク

／
 

，
 

(16号住居貯蔵穴覆土）
1 :黄褐色粘土：黒色土と
若千の炭化物混入

A
 

L=75.00m 
A' 

一ー

第84図 6 -2 -16号住居（その 1)
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第2章 発見された遺構と遺物

(16号住居寵覆土）（左図）

-< | 叶
1 ：暗褐色粘質土：焼土粒混入。天井

-< | :.:I 材の可能性あり

。」 2 :黒褐色灰層：下面が燃焼面
3 ：灰黄褐色土：明黄褐色細粒質土プ 寵掘り方
ロックで混入。天井材の可能性あ

I り

亡
I 

(16号住居寵覆土）（右図）
1 :暗褐色土：暗褐色粘質土・黄褐色
細粒質土・黒色土プロックで混入
し若干の焼士粒混入 ＼ ＼ノ／ノ

［ 
◎ II 

..J. ＇ 
..., 

吋 吋 -< I 叶
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1/3 

規模 径 ：（312) X 182cm 深さ： 7cm

〔寵〕 幅： （78) cm 奥行き ：94cm

〔貯蔵穴〕 径 ：45X50cm 深さ ：6cm

構造 本住居は横長の長方形プランを呈する小型の

住居である。

上述のように掘り方の有無や、地床であったか否

かを確認することはできなかった。

寵は東壁のやや南寄りに設けられている。壁面に

l /3程が入り込む楕円形プランの掘り方を掘削し、

奥寄りに支脚かとも思われる河床石が立てられる。

この掘り方を暗褐色土等で埋め戻して燃焼面を造

る。上位構造は不明だが、燃焼面両側の小ピットが

河床石を用いた袖の芯材の存在を窺わせ、また逆位

の土師器甕も袖の芯材の可能性を有する。袖・天井

は暗褐色粘質土等で作られた可能性がある。

柱穴は確認されなかったが、寵右側に円形様のプ

ランを持つ浅い貯蔵穴が確認されている。

120 
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第85図 6 -2 -16号住居（その 2) と出土遺物

(15) 6-2-17号住居 （第86図、図版22• 23 • 63) 

概要 本住居は竪穴住居集中域南西隅部に位置す

る。 6-2 -1 • 22号住居と重複し、 22号住居に切ら

れ、恐らく 1号住居も本住居より新しい。

掘り方のみの調査であったが、土師器杯（ 1) を

含む若干の土師器片での時期特定は難しく、重複等

で概ね9世紀前半期の所産として把握できている。
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封見模 径： （302) x (312) cm 

〔寵〕 幅 ： （66) cm 奥行き ： （35) 

cm 

〔貯蔵穴〕 径： （45) X (50) cm 

構造 本住居は方形のプランを呈する。

掘り方を有し、これを黒褐色土等で埋め

戻して床を造っている。

寵は東壁中央付近にあるが、その残欠を

確認しただけで構造は詳らかでない。

また、柱穴は確認されず、寵右側に貯蔵

穴の残欠と思われるものを確認している。
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第2節 6区の遺構と遺物
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(17号住居掘り方覆土）

1 :黒褐色土：やや砂質。白色軽石混入

2 :にぶい黄褐色砂質土 ：71号溝覆土・砂混入

3 :黒褐色土：やや砂質。白色軽石混入

4 :黒褐色砂： 71号溝覆土混入

5 ：黒色土

6 ：灰黄褐色土：やや砂質。白色軽石混入

7 ：黒褐色砂質土：下層の黒色土に 6層土混入

第86図 6-2-17号住居と出土遺物

(16) 6-2-18号住居 （第87• 88図、図版22)

概要 本住居は竪穴住居集中域北西部に在る。遺存

状況は悪く、掘り方を調査できたに過ぎなかった。

6 -2 -1 • 16 • 29号住居と重複するが、その新旧

は特定できず、また若干の土師器片等を出土したも

一ーJf|

第87図 6 -2 -18号住居（その 1)
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第2章 発見された遺構と遺物

叫

(18号住居冦掘 り方覆土）

1 :赤色砂質土．・焼土

2 ：灰黄褐色砂質土 ：焼

士粒混入
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第88図 6-2-18号住居（その 2)

のの、概ね律令期の所産とできるだけで時期

も特定できなかった。

規模径： （313) X (268) cm 

〔寵〕 幅： （120) cm 奥行き： （76) cm 

構造 本住居は掘り方の調査に留まったた

め、住居構造は殆ど明らかにできなかった。

本住居は正方形のプランで掘り方を有する。

篭は東壁中央に作られ、掘り方を焼土を含

む灰黄褐色砂質土で埋め戻している。

柱穴、貯蔵穴等は確認されなかった。

(11) 6 -2 -19号住居（第89図、図版22• 23 • 63 • 64) 

概要 本住居は竪穴住居集中域北端部に位置する。

6 -2 -20 • 26号住居と重複するが、両者に対して本

住居の方が新しい。

本住居からは土師器杯・甕片を中心に多くの出土

遺物があったが、床面近くでは土師器坪 (1 • 2)、

須恵器高台付碗（3)、須恵器（盤） （4)や土師器甕
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(19号住居覆土）

1 :黒褐色砂質土：焼土粒・灰色土混入

" 6 

第89図の 1 6-2-19号住居と出土遺物
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第 2節 6区の遺構と遺物

(5 • 6)、掘り方では土師器甕（ 7)や

磨石 (8)、敲石（9)、覆土中には須恵

器甕（10)や刀子 (11)などが見られた。

こうした出土遺物から本住居は 8世紀後

半以降に建築され、概ね9世紀前半期に

使用されたものと判断される。

規模径： 388X32lcm

〔寵〕 幅： （73) cm 奥行き： 92cm

構造 本住居は横長の長方形プランを呈

する。

掘り方を有し、

△-

L-75.00m 

司UI
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叫 u I (19号住居寵覆土）

l ：赤橙色砂質

土：焼土

2 ：黒色粘質

焼土と灰混入

•上＾．闘一貫二；口f:？土［
赤色強い

（冠掘り 方覆土）

4 ：灰黄褐色砂質

土：灰層

5 ：黒褐色粘質

吋 叶 土：焼士と灰混入

（住居掘り方覆土）

6 :黒褐色砂質

士：焼土粒・灰混

入
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(19号住居掘り方覆土）

1 :黒褐色砂質土：灰・焼土粒混入

2 :黒褐色砂質士：やや粘性在り

B
 

゜
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ロ口01 
ロ
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D 

第89図の2 6-2-19号住居と出土遺物
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第2章 発見された遺構と遺物

埋め戻して床を造っている。

寵は東壁南寄りに造られ、浅い掘り方を灰黄褐色

砂質土等で埋め戻して燃焼部としている。袖や天井

の構造は不明。

掘り方面の寵右側に貯蔵穴の可能性を持つ窪みが

見られたが、その可否を特定することはできなかっ

た。また柱穴も確認されなかった。

-= 

19住

(18) 6 -2 -20号住居 （第90図、図版23• 64) 

概要 本住居は竪穴住居集中域北端近くに位置し、

重複する 6-2 -19号住居に切られている。

本住居からは須恵器坪（ 1)や土師器坪．甕・高

坪片等若干の遺物が出土している。殆ど掘り方面の

みの調査となったため明確ではないが、こうした出

土遺物から概ね9世紀後半の所産と把握している。

規模径： 231X260cm

〔寵〕 幅： （70) cm 奥行き： 82cm

構造 本住居は若干縦長の方形プランを呈する。

掘り方を有する。

寵は東壁やや南寄りに設けられる。浅い播鉢様の

掘り方を持ち、これを黒褐色土で埋め戻して燃焼面

を造っている。袖や天井の構造は分からなかった。

また、柱穴や貯蔵穴も特定できなかった。

-V 
叶

』

叶≪:I 
(20号住居寇掘り方覆士）

l ：黒褐色砂質土：焼土粒混入

(20号住居掘り方覆土）

2 ：黒褐色砂質土

(19) 6-2-21号住居 （第91図、図版64)

概要 本住居は竪穴住居集域南西部に位置する。

6 -2 -2 • 12号住居と重複するが、調査順位から

2号住居の方が新しいものと思慮されるものの、そ

の新旧を特定することはできなかった。

本住居からは墨書のある坪（ 1)初め土師器杯・

甕、須恵器碗等の破片類が出土したが時期特定には至

らなかった。概ね9世紀後半頃の所産と想定される。

規模径： 262X318cm

構造 本住居は縦に長い隅丸長方形プランを呈する。

浅い掘り方を有し、暗褐色土等で埋め戻して床を

造る。掘り方北東部には径100X85cm、深さ57cm

を測る土坑が掘削されるが、性格等は不明。

□ 13 

第90図 6 -2 -20号住居と出土遺物
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寵は東壁中央付近にあるが、詳細は不明。

尚、柱穴・貯蔵穴は特定されなかった。

(20) 6 -2 -22号住居

（第91図、図版22• 23 • 64) 

概要 本住居も竪穴住居梨中域南西部に位

置し、6-2-17号住居を切るもの 6-2-1• 

30号住居との新旧関係は特定できなかった。

但し、調査順位から 1• 17号住居よりは古



第2節 6区の遺構と遺物

--J I — 

° ̀  
12住

A
 
P 1 A' 

L=75.00m 

A 

←―――’ 
／
」

ー A' 

――`―  

` l/3 

掘り方ヽ, I — 12~ 

~ / © 

65溝」

°りB 1 

(21号住居覆土）

l ：暗褐色土 ：少最の焼土

粒 ・黒褐色土含む

A' 

一

-< | 

E
史）．
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I
I
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吋
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(22号住居覆土）

l ：褐灰色土：やや砂質。黄褐色砂・白色軽石混入

(22号住居掘り方覆土）

2 : 1層土に同じ。焼土粒微量に混入

3 : 1層土に同じ。焼土粒・黒色土混入

L=75.00m 

A

＿
 

A
 

(21号住居掘り方覆土）

1 :暗褐色土：少量の焼土粒・黒褐

色土含む

2 :黒褐色土： As・Cと少量の赤褐色

士含む

B
 
l l l l l .  B' 

＾、 ／ 一令 ／ ＿一

2 2 2 2 2 2 

三`□/ 13

第91図 6 -2 -21号住居（左） ・22号住居（右）と 出土遺物

く、 30号住居よりは新しい可能性を有する。

本住居からは土師器坪 (1、他） ．甕等若干の遺

物の出土を見たが、時期特定には至らず、概ね平安

期の所産として把握されるに過ぎなかった。

規模 径 ：210cm以上X292cm

構造 本住居の全容は不明瞭だが、 凡そ方形プラン

を呈するものと思慮される。

掘り方を有し、褐灰色土で埋め戻して床を造る。

寵は東壁中程付近にあるが詳細は不明。

また、柱穴 ・貯蔵穴も確認することはできなかった。
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＼ 吋 ↑

v
 

54溝

（土坑様の遺構覆土）

1 :褐灰色砂質土 ：As-C• Hr-FP混入
(23号住居冦掘り方覆土）

2 :黒褐色土：焼土・炭化物粒を混入

する

3 ：褐灰色土：焼土粒混入

(54号溝覆土）

4 :にぶい黄橙色土：細粒のシルト質

t
 

．
 

日
O
l"S
l
=

1

V
 

確認できたに過ぎなかった。

出土遺物は無く、寵の存

在から古墳時代後期以降の

所産とできるだけで、時期

の想定もできなかった。

規模残存径： 216X24cm

〔寵〕幅： （59) cm 奥

行き： 54cm

構造 遺存状況が悪いため

プランは不明である。

寵は東壁に設けられ、掘

り方ば焼土を含む黒褐色土

で埋め戻されている。袖石

やその痕跡と思われる焼土

ブロックの入る箇所が残る。

また支脚らしい礫もあった。

尚、柱穴・貯蔵穴は確訟でき

なかった。

•L 

-V 

E
g
)

"Sl~1 

ロロ
〔24号住居〕

（籍掘り方覆土）

1 :暗褐色土： As-C・焼土・炭

化物粒混入

（住居掘り方覆土）

2 :黒褐色土： As-Cと若干の焼

土粒混入。やや粘性あり

〔ピット覆土か〕

3 :褐色士： As-C• Hr-FM立混
入

4 :にぶい黄橙色砂層

""I ""I 

第92図 6-2-23号住居・ 24号住居（上）・（下）

(21) 6 -2 -23号住居 （第92図、図版23)

概要 本住居は 6区北西部北端近くに単独で位置す

る。遺構の遺存状況は悪く、更に 6-2 -54号溝や攪

乱によって壊されるため、寵とその周辺の掘り方を
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(22) 6 -2 -24号住居

（第92図、図版23)

概要 本住居も竪穴住居集中域

からはずれた 6区西南部に位置

している。遺構の遺存状況は悪

く、寵付近の掘り方面の一部を

調査できたに過ぎなかった。

出土遺物はなく、寵の存在か

ら古墳時代後期以降の所産とし

て確認できたに過ぎなかった。

規模 〔寵〕 幅： 72cm 奥行

き： 65cm

構造 本住居のプランや掘り方

の有無は確認できなかった。

寵は東壁に作られ、掘り方は

黒褐色土で埋め戻している。燃焼部を包む袖の設置

痕と思われる堀込みが在り、奥寄りに支脚の設置痕

らしいピットと自然石が確認されている。

尚、柱穴・貯蔵穴は確認されていない。
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(23) 6 -2 -25号住居（第93図、図版24)

概要 本住居は 6区中西部中程に位置するが、遺存

状況は悪く掘り方面のみの調査に留まった。

6 -2 -63号溝に切られるが、他の竪穴住居との切り

合いはなかった。

出土遺物は土師器坪片2片のみで、概ね律令期の

所産として把握できたに過ぎなかった。

規模径： 340X(331) cm 

〔寵〕 幅： （41) cm 奥行き： （51) cm 

〔貯蔵穴〕 径： 60X43cm 深さ： 5cm

構造 本住居は縦長長方形プランで掘り方を有する。
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吋
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62溝

〔25号住居貯

蔵穴覆土）

l ：暗褐色土

：焼土・黒色

土 ・褐色粘土

混入

寵掘り方

叶叶

□§ 
>

吋-<I 

第93図 6 -2 -25号住居

(25号住居寵掘り

方覆土〕

1 ：灰白色灰層

2 ：暗褐色土：
壁面の焼土化し

たものを含む焼

土、灰粒混入

寵は浅い楕円形プランの掘り方を有し、これを暗

褐色土等で埋め戻して燃焼面を造っている。上位の

構造は不明。

柱穴は見られなかったが、寵右側に隅丸方形プラ

ンの貯蔵穴の残穴が確認された。これによって住居

の範囲は図示したものより一回り大きくなることが

確認された。

-----------------
L=75.00m 
A 

A' 

A' 
士

〔26号住居掘り方覆土〕

1 :黒褐色砂質土：焼土粒少々混入

ー:eel

： 
-< I -< I 

〔26号住寵掘 り方覆土〕

l ：黒褐色砂質土：極少量の焼土

粒．灰粒混入

第94図 6-2-26号住居
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(24) 6 -2 -26号住居（第94図、図版24)

概要 本住居は竪穴住居集中域北端部に位置する。

6 -2 -19号住居と重複するが、本住居の方が古い可

能性を想定している。

本住居からは土師器を中心に若干の出土遺物を得

たが、時期特定には至らず、律令期の所産として把

握されたに過ぎなかった。

尚、本住居は遺存状態が悪く、掘り方面を調査で

きたに過ぎなかった。

規模径： 270X26lcm

〔寵〕 幅： （70) cm 奥行き： （73) cm 

構造 本住居は隅丸方形のプランを呈する。

掘り方を有し、これを黒褐色砂質土で埋め戻して

床面を造っている。

東壁中央やや南寄りに寵を作る。寵は掘り方を有

するが、全体構造の詳細は不明である。

柱穴・貯蔵穴は確認できなかった。

(25) 6 -2 -27号住居（第95図、図版24)

概要 本住居は竪穴住居集中域北東部に在る。

本住居は 6-2 -36号住居と重複する。その新旧は

確認できなかっ

たが、確認順位

から本住居の方

が新しいもので

ある可能性を有

している。

本住居からは

土師器を中心に

若干の土器片が

出土している

が、その時期を

特定することは

できず、僅かに

律令期の所産と

して把握するこ

とができたに過

ぎなかった。
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規模径： 295X276cm

〔寵〕 幅： （62) cm 奥行き： （87) cm 

構造 本住居は横長の隅丸長方形プランを呈する。

掘り方を有し、これを黒褐色砂質土で埋め戻して

床を造っている。

冠は東壁中央に設けられる。壁のラインを跨いで

楕円形様プランの浅い掘り方を掘削しで焼土を含む

黒褐色砂質土で埋め戻しで燃焼面を造っているが、

上位構造は不明である。

尚、柱穴・貯蔵穴は確認できなかった。

(26) 6 -2 -28号住居 （第96図、図版24• 64) 

概要 本住居は竪穴住居巣中域やや北寄りに位置し

ている。 6-2 -9 • 10 • 34 • 37号住居と重複関係に

あるものの遺構からは新旧を特定することはできな

かった。しかし乍、出土遺物によって本住居は9.

34号住居よりは新しいものと判断される。

-~-ノf| -

L~75.00m 

A' 

叶

A
 

A' 

---~-~--------
l 

(27号住居掘り方覆土〕

1 :黒褐色砂質土：焼土粒混入

第95図 6 -2 -27号住居

~1 

［ 
II 
...J 

叶-<I 

〔27号住寇掘り方覆土〕

l ：黒褐色砂質土：焼士混入

2 ：黒褐色砂質土 ：焼土粒混入



本住居（掘り方）からは土師器坪 (1 • 2)など

の土師・須恵器片や砥石に使用された自然石 (3)、

或いは台石（4)が出土している。こうした出土遺物

第2節 6区の遺構と遺物

から本住居は9世紀後半期の所産として把握される。

失見梧莫 径~ : 286 x 260cm 

〔寵〕 幅： （56) cm 奥行き ： （78) cm 
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〔28号住居冠掘り方覆土〕

1 :黒褐色砂質土：焼土・灰色粘土・黒色

士混入

怠

◎〉

＼
 

口
第96図 6 -2 -28号住居と出土遺物

構造 本住居は横長の方形

プランを呈する。

土坑状の掘り込みが散見

される掘り方をもち、これ

を埋め戻して床を造る。

⑨ 
寵は東壁南寄りに設置さ

れ、壁面を大きく扶る楕円

形様プランの浅い掘り方を

有し、これを焼土や灰色粘

土等を含む暗褐色土で埋め

戻して燃焼部を造る。遺構

の遺存状態が悪かったため

袖・天井の構造は詳らかで

はないが、掘り方覆土に見

られた灰色粘土を使用した

可能性も考えられる。

柱穴や貯蔵穴を特定する

ことはできなかったが、住

居北東（寵左側）隅部に掘

削される、径55X50cmを

測り、深さ14cm程が残る

土坑がその可能性を有する。
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〔29号住居寵掘り方覆土〕

1 :暗褐色土： As-C・焼土混入

第97図 6 -2 -29号住居

(27) 6 -2 -29号住居（第97図、図版25)

概要 本住居は竪穴住居集中域北西部に位置する。

6 -2 -5 • 18 • 33号住居と重複し、遺構確認順位

から見ると 5号住居より古く、 8世紀以前のものと

なる可能性も有するが、各住居に対しその新旧は明

瞭ではない。

本住居からは土師器片を中心に若干の出土遺物を

得たが時期特定には至らず、律令期の所産として把

握できたに過ぎなかった。

規模径： （228) X278cm 

〔寵〕 幅： （44) cm 奥行き： （28) cm 

構造 本住居は横長の長方形プランを呈するものと

想定され、掘り方を有する。

寵は東壁に設けられている。寵はその多くを 5号

住居（の建築或いはその調査）によって壊されてい

るため、全容は詳らかでないが、掘り方は焼土を含

む暗褐色土で埋め戻している。

柱穴や貯蔵穴を明瞭に確認することはできなかっ

たが、床下に見られたピット様の掘り込みのうち

Pl（径40X39cm、深さ29cm)とP2（径26X20cm、

深さ 8cm)は位置的に柱穴の可能性を有するもの

である。特にPlは底面に柱の荷重に伴う塑性変形

と判断される径21X 14cmの落ち込みが見られる。

またP2の規模もPlの柱の当り痕に準じるため、柱

を設置した痕跡の可能性を有する。
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(28) 6 -2 -30号住居（第98図、図版25• 28 • 65) 

概要 本住居は竪穴住居集中域南部の中程に位置し

ている。

6 -2 -1 • 22 • 31 • 39 • 40 • 49号住居と重複す

る。 31号住居を切るものの、他の住居との新1Bは遺

構の上では特定できなかった。

本住居では掘り方面で須恵器蓋片（ 1)が出土す

るなど、若干の土師器片や流れ込みの軟質陶器片を

確認したものの時期特定には至らなかった。但し本

住居は後述の31号住居を切ること等から、概ね9世

紀以降の所産としては把握されるものである。

規模径： （260) X366cm 

〔罷〕 幅： （59) cm 奥行き： （72) cm 

構造 遺存状況が良好ではなかったため、その構造

を明瞭にすることはできなかったが、本住居は縦長

の隅丸長方形プランを呈する。

北壁東寄りに浅い帯状の掘り込みを持つ掘り方を

有し、これを暗褐色土等種々の土壌で埋め戻して床

面を作り出している。

寵は東壁南寄りに設置される。壁のラインを跨い

で掘削される浅い掘り方を有し、これを暗褐色土等

の土壌で埋め戻して楕円形プランの燃焼面を作り出

している。袖や天井等の構造は不明である。

尚、柱穴・貯蔵穴は床面に於いても掘り方面に於

いても確認することはできなかった。
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L=74.90m 
A A' 
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掘り方

A_ 

A L=74.90m 
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〔30号住居覆土〕

1 :暗褐色砂質土：焼土粒微量に混入

2 :にぶい褐色砂質土：焼土粒微量に混入

3 ：褐灰色砂質土：焼土粒微量に混入
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〔30号住居寵覆士〕

1 :暗褐色土：やや砂質。焼土粒微量に混入

2 ：暗褐色士 ：黄褐色土混入

3 :黒褐色土 ：焼土粒．灰微最に混入

鼈掘り方

,v
 

叶

A' 「---....,---------
I I <| 

〔30号住居冠掘り方覆土〕

1 :暗褐色士とAs~C混黒色土の混土

2 ：暗褐色砂質土：黄褐色砂混入
3 :暗褐色土：やや砂質
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〔30号住居住居掘り方覆土）

1 :暗褐色土：やや砂質。焼土粒微量に混入

2 :暗褐色土：黒色土・焼土粒少量混入

3 ：黄褐色砂質土と黒色土の混土

4 ：灰黄褐色土：やや砂質

．
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V
 

第98図 6 -2 -30号住居と出土遺物
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第2章 発見された遺構と遺物

(29) 

概要

6 -2 -31号住居 （第99• 100図、図版25• 65) 

本住居は竪穴住居集中域南端部に位置する。

6 -2 -1 • 30 • 39 • 40 • 63号住居と重複し、遺構

からは30号住居に切られることを確認している。

本住居からは土師器を中心、床面では須恵器蓋

(1)、掘り方からは土師器坪（ 2)、馬具の

(3)、用途不明の鉄製工具（4)の出土があり、寵

材に使用されたらしい土師器甕片 (6)

られた。杯 ・蓋の所見から本住居は 9世紀前半期

の所産として把握される。

規模

〔寵〕

径 ：

幅：

〔貯蔵穴〕

(308) X 

(55) cm 

(286) cm 

奥行き ：47cm

径 ：58X44cm

三 1/3

、ミ
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＿
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の出土も見
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------------

構造 本住居はやや横長の隅丸方形を呈する。

掘り方を褐灰色土等で埋め戻して床を造っている。

寵は東壁中央やや南寄りに造られ、楕円形プラン

の浅い掘り方を焼土を含む暗褐色土等で埋め戻して

燃焼面を造っている。尚、袖 ・天井の構造は不明。

柱穴はないがが、貯蔵穴と想定される土坑が床面

に於いて確認され

ている。床面から

の深さは14cm。
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〔31号住居覆土〕

1 :にぶい黄褐色砂質土：焼士と炭を混入する

第99図 6 -2 -31号住居と出土遺物（その 1)
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〔31号住居掘り方覆土〕

1 ：褐灰色土：やや砂質

2 ：黄褐色砂質士 ：黒色土プ

ロック状に混じる



第2節 6区の遺構と遺物

吋 吋 ~-\ 吋
裔掘り方

1/4 

6 

〔31号住居冠覆土〕（右図）

1 :暗褐色土：やや砂質。焼土

ロ
C 1 / 多量に混入

2 :黒色土・黄褐色土と 1層士

の混土：焼士含まない

〔31号住居寵覆土〕 （左図）

l ：暗褐色砂質土 ：焼土粒微量

2 ：黒褐色砂質土：灰混入

<Cl 吋 3 : 1層に同じ。焼土粒なし 吋
4 ：灰層

とく

m怠
．ミL
II
T

吋

第100図 6 -2 -31号住居と 出土遺物（その2)

(30) 6 -2 -32号住居 （第101図、図版25• 26 • 65) 

概要 本住居は竪穴住居集中域南端部に位置し、遺

存状態は不良好で、6-2 -34 • 36 • 37 • 38 • 42 • 53 

号住居と重複するが新旧は特定できなかった。

本住居では土師器片を中心に遺物の出土があった。

時期特定はできなかったが、土師器坪（ 1)等の出

土から推して9世紀前半前後の所産と想定している。

プ

--J| 

失見梧莫 径 ：262X (243) cm 

〔寵〕 幅 ：（66) cm 奥行き： 66cm

構造 本住居はやや横長の方形プランを呈する。

浅い掘り方を有するようで、これを黒褐色砂質土

で埋め戻して床を造っている。

寵は東壁南寄りに設置される。壁を掘り込んだ位

置を中心に奥側に23cm程の掘り込みを持つ、深さ

7cm程の浅い掘り方を有し、これを焼土を含む黒

褐色砂質土で埋め戻して燃焼面を造る。袖 ・天井の

構造は確認できなかった。

柱穴 ・貯蔵穴は確認できなかった。

-V 

二／口＼
―¥/  
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3ロ
1.'::ーー一七 ＿ ＿ 

l 

I 

I 
@ 1 
:, 

------—―-=--..:.旦
34住

38住

□ 13 

吋 叶

〔32号住居冦覆士〕

1 :黒褐色砂質土：焼土・炭混入

2 :黒褐色砂質土：左側 （西側）住

居掘り方覆土

3 :暗褐色砂質土：焼土粒混入

4 ：黒褐色砂質土

第101図 6 -2 -32号住居と出土遺物
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第2章 発見された遺構と遺物

(31) 6 -2 -33号住居（第102図、図版27• 65) 

概要 本住居は竪穴住居集中域北西部に在るが、周

囲の竪穴住居と一括で掘削しているため確認状態は

良くない。また 6-2 -5 • 18 • 29 • 52号住居と重複

するが、遺構面で新旧は特定できなかった。

本住居では床上から土師器坪（ 1)、覆土中から

須恵器蓋（2)等の土師器を中心とした遺物が出土

した。明確ではないがこれらの出土遺物から本住居

は概ね9世紀前半期の所産として把握される。

規模径： 316X (318) cm 

〔寵〕 幅： 103cm 奥行き： 95cm

構造 本住居の全容は詳らかでないが、縦長の隅丸

長方形プランを呈し、掘り方を有している。
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〔33号住居寇覆土〕
1 :暗褐色土：焼土・炭化物粒混入

，，，三：：：

叶 とく

掘り方

／ ／ ／ ーー

(33号住居冦覆土〕
l ：黒褐色土：焼土と多量の炭化物混入

2 ：黒褐色土：焼土粒混入
3 :暗褐色土 ：焼土・炭化物粒．灰色灰混入。

締まりなし

4 ：黒灰色灰層

冠掘り方

巳
8
.
S
L
11
1

吋 吋

第102図 6 -2 -33号住居と出土遺物
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寵は東壁南寄りに在り、

壁面を跨いで掘削される掘

り方を焼土を含む黒褐色土

等で埋め戻して燃焼面とし

ている。上位構造は明らか

でないが、掘り方の燃焼部

両側に深さ10cm程のピッ

トが見られるので、この位

置に袖石等を設置した可能

性が考えられる。

住居掘り方で幾つかのピ

ットが見られたが、柱穴 ．

貯蔵穴を特定することはで

きなかった。

〔34号住居冠覆土〕

l ：黒褐色砂質土 ：灰層

寵掘り方

↑

v
 

吋
〔34号住居寵掘り方覆土〕

1 :暗褐色砂質土：焼土粒 ・炭化物混入

2 :暗褐色砂質土：焼土 ・炭化物混入

吋

ロ
□口
ロ
|
□

．
 

,v
 

II 

1/4 

〔59号溝覆土〕

3 ：灰黄褐色砂質土

第103図 6 -2 -34号住居と出土遺物

(32) 6 -2 -34号住居（第103図、図版26・27・65・66)

概要 本住居は竪穴住居集中域北部に位置するが、

一部を除いて掘り片面の調査となっている。

6 -2 -9 • 29 • 36~38号住居と重複するが、遺構

面では新旧を特定することはできなかった。

本住居からは若干の遺物出土があったが、掘り方

面で須恵器坪（ l)、寵の燃焼面から土師器杯

(2 • 3) と支脚に転用されたと判断される敲石
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第2章 発見された遺構と遺物

(4)、煙道に伴うと判断される土師器の杯 （5) と

甕 (6)などが見られた。こうした遺物から本住居

は9世紀前半期の所産として把握される。

規模 径： 300X226cm

〔寵〕 （本体）幅 ： （82) cm 奥行き： 93cm

（煙道）幅 ：31cm 奥行き： 43cm

構造 本住居は横長の隅丸方形プランを呈し、掘り

方を有する。

寵は東壁の南寄りに設けられる。壁面を入り込ん

だ位置を中心とした隅丸台形プランの掘り方が掘削

され、壁を削り込む煙道が掘削される。煙道は奥壁

手前に径31X33cmの柱穴状の掘り込みが設けられ、

その上位は土師器甕等を据えて擁護している。

尚、掘り方面には掘り込みが散見されたが、柱

穴 ・貯蔵穴は特定できなかった。

-= 
＼ロニニ／

43住

(33) 6 -2 -35号住居 （第104図、図版26• 27 • 66) 

概要 本住居は掘り方面を調査した本住居は竪穴住

居集中域中部に在る。6-2-8 • 9 ・43~36号住居

と重複するが、新旧を明確には特定できなかった。

本住居からは須恵器碗（ 1)等を含む若干の出土

遺物を得たが、時期特定には至らず、律令期の所産

として把握されるに過ぎなかった。

規模 径： （237) X250cm 

〔寵〕 幅 ： （42) cm 奥行き ：60cm

構造 本住居のプランは隅丸方形で、掘り方を持つ。

寵は東壁南寄り壁を跨いで楕円形プランの掘り方

を掘削し、暗褐色土等で埋め戻している。上位の構

造は不明だが、壁面外側の左右両側に在る径10cm

程の浅い落ち込みに袖材等の設置が窺われる。

柱穴や貯蔵穴は確認されなかった。

(34) 6 -2 -36号住居 （第105図、図版26• 66) 

概要 本住居は竪穴住居集中部に位置し、 6-2 -

27 • 32 • 34 • 37 • 53号住居と重複する。しかし、遺

構としてその新旧を特定することはできなかった。

土師器を中心に若干の出土遺物を得たが、概ね律

令期の所産として把握できたに過ぎなかった。寵掘

り方からこも編み石（ 1)が出土している。

規模 径 ： （320) X325cm 

〔寵〕径： （78) X46cm 

〔貯蔵穴〕 径： 38X70cm

-V
 

-V 

<I <I 
〔35号住居爺掘り方覆土〕

l ：暗褐色土：黄褐色土と若干の焼土

粒・炭化物粒混入

第104図 6 -2 -35号住居と出土遺物

E
U
．
芯~1
1

1

深さ ：8cm

構造 本住居のプランは隅

丸方形で、掘り方を有する。

寵は東壁中央やや南寄り

に在り、壁面より奥に横長

の楕円形プランの掘り込み

を有する。掘り方中央から

出土したこも綱み石は支脚

としての使用が考慮される。

尚、柱穴は確認できなか

ったが、貯蔵穴は寵右側に

確認されている。
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〔36号住居寵掘り方覆士〕 （左図）

l ：暗褐色砂質土：焼土粒混入

2 ：黒褐色砂質土

(35) 6 -2 -37号住居（第105図、図版26• 66) 

概要 本住居は竪穴住居集中域中部に位置する。

6 -2 -9 • 28 • 34 • 36 • 38号住居と重複するが、一

括で掘削さているため新旧は特定できなかった。

本住居からは砥石(1)の他、僅かな最の土師器

片が出土したが、概ね律令期の所産として把握でき

るだけで時期特定には至らなかった。

尚、本住居の調査は掘り方面に限られている。

規模径： 406X302cm

〔寵〕 幅： （50) cm 奥行き： 77cm

構造 本住居は横長の隅丸長方形プランを呈し、掘

り方を有する。
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〔37号住居冠掘 り方覆土〕（右図）

1 :黒褐色土：焼士 ・黄褐色シ

ルト粒混入。上面に黒色灰

層が乗る

2 :黒褐色土： 若干の焼土粒．

炭化物粒混入。粘性有 り

36住

34住

二

;,,: I ~1 

ヽ゚
ロ

一’’ 

-< I <I 
第105図 6-2 -36号住居（左） ．37号住居（右）と

出土遺物

寵は東壁南寄に設けられ、壁を若干跨ぐ楕円形様

のプランを呈する掘り方を掘削する。これを焼土の

入る黒褐色土等で埋め戻して燃焼面を造っている。

燃焼面には焼土化も見られる。上位構造は不明だが、

燃焼部手前に石が置かれている。

本住居の掘り方面には多数のピット様の掘り込み

が見られるが、柱穴・貯蔵穴は特定できなかった。
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第2章 発見された遺構と遺物

ー ーー／1/3

第106図 6-2-38号住居と出土遺物

(36) 

概要

6 -2 -38号住居 （第106図、図版26• 66) 

竪穴住居集域中東部に在る本住居は 6-2 -32 

号住居等と一括で掘削し、 且つほぽ掘り方面の調査

に留まったため全容は詳らかでない。

‘̀ 

34住にニニニづ
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37住 I
I 

6-2-9 • 

32 • 34 • 42 • 45号住居と重複するが、新旧不特定。

また坪（ 1)等の土師器を中心に若干の出土遺物

を得たが、 9世紀前半前後の所産と想定されるだけ

規模

〔寵〕

構造

径 ：

幅 ：

〔38号住居寇掘り方覆士〕

l ：暗褐色土：焼土と黄褐色土粒混入

2 ・．黒褐色土：焼土粒・炭化物粒．灰色灰•黒

色土混入。締まりなし

(200) X282cm 

(52) cm 

吋

吋

奥行き：

その構造も不明な点が多いが、

．
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V
 

(55) cm 

上述のように本住居は遺存状態が悪いため、

プランは横長の隅丸

で時期特定には至らなかった。

方形を呈するものと判断され、掘り方を有する。

寵は東壁南寄りに造られ、壁を掘り込んで掘削さ

れたピ ット状の掘り方を焼土や灰を含む黒褐色土で

埋め戻して燃焼面を造っている。上位の構造は確認

できなかった。

尚、柱穴 ・貯蔵穴は明確には特定できなかった。
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第107図 6-2-39号住居と出土遺物
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(37) 6 -2 -39号住居（第107図、図版26• 28 • 66) 

概要 本住居は竪穴住居集中域南端近くに位置する。

6 -2 -30 • 31 • 48 • 49 • 56 • 63号住居と重複する

が、新旧は特定できなかった。また東寄りで床を確

認したが多くは掘り方面の調査に留まった。

本住居からは土師器・須恵器や磨石（2)など若

干の出土遺物を得たが、覆土中出土の須恵器坪（ 1)

から概ね9世紀後半頃の所産と想定される。

規模径 ：288X326cm

〔籠〕 幅： （52) cm 奥行き： 91cm

構造 本住居は縦長の隅丸

方形プランを呈する。

掘り方を有し、これを灰

黄褐色土等で埋め戻して床

を造る。尚、掘り片面中南

部にも寵跡を認識している。

寵は東壁中央やや南寄り

に在り、壁面を跨ぐ楕円形

プランの掘り方を焼土を含

む暗褐色土で埋め戻して燃

焼面を作っている。上位の

構造は確認できなかった。

柱穴、貯蔵穴はなかった。

(38) 6 -2 -40号住居

（第108図、図版28• 66) 

概要 本住居は竪穴住居集

中域南端近くに位置する。

6 -2 -1 • 22 • 30 • 31 • 

61 • 63号住居と重複し、確

認順位から 1号住居よりは

古くなる可能性を有するが

他の住居と一括で掘削した

ため全容は詳らかでない。

また、住居南西側は6-1 -45 

号溝に大きく切られている。

本住居からは土師器片を

中心に若干の出土遺物を得
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第2節 6区の遺構と遺物

たが、このうち寵掘り方出土の土師器甕（ 1) によ

って 9世紀前半期の所産として把握される。

夫見栂莫 径： 242X (222) cm 

〔寵〕 幅： （42) cm 奥行き： （43) cm 

構造 本住居は縦長の隅丸長方形プランを呈し、掘

り方を有する。

寵は東壁南寄りに設置される。土師器甕片の散乱

する掘り方を有し、これを黒褐色土等で埋め戻して

燃焼面を作っている。上位構造は不明。

また、柱穴・貯蔵穴も確認できなかった。
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〔40号住居寵覆土〕

1 ：灰褐色土：焼土多量に混入

寵掘り方
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第108図 6-2-40号住居と出土遺物
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第109図 6 -2 -41号住居と出土遺物

〔41号住居寵掘り方覆土〕

1 :暗褐色粘質土：灰・焼土

混入。天井崩落土か

2 :黒褐色砂質土：灰、焼
土粒混入。左側は住居

掘り方覆土

3 ：黒褐色砂質土

(39) 6-2-41号住居 （第109図、図版28• 66) 

概要 本住居は竪穴住居集中域北西部に在り、掘り

方を調査した。 6-2 -3 • 4 • 5 • 10 • 13 • 50 • 52 

号住居と重複し、確認順位から 3• 4 • 10号住居の

53住 I 11- 三
r::::::--I 47住

三》

方が新しい可能性もあるが新旧は確認できなかった。

本住居からは坪（ 1)等の土師器を中心に若干の

遺物が出土したが、 9世紀前半頃中心の律令期の所

産とできるだけで、明確な時期は特定できなかった。

規模 径： 378X(87) cm 

〔寵〕 幅： （61) cm 奥行き： （63) cm 
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〔42号住居寵覆土〕 （左図）

1 :暗褐色土： As-C・焼土粒若

干混入。締まり強く硬い

〔寵掘り方覆土〕（右図）

l ：暗褐色土：炭化物・黄褐色

土粒と多最の焼土混入。締

まり弱い

2 :黒色土：焼土粒僅かに入る

．
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く
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：
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第llO図 6 -2 -42号住居と出土遺物
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構造 本住居は一部を調査しただけなので、遺構の

全容は不明だが、プランは方形を呈するようである。

掘り方を有し、黒褐色砂質土等で埋め戻している。

寵は東壁の中央寄りやや南側に設けられる。壁を

跨いで浅い掘り方が掘削され、これを灰や焼土を含

む黒褐色砂質土等で埋め戻して燃焼面を作ってい

る。上位構造は確認できなかった。

また、柱穴・貯蔵穴も確認できなかった。

(40) 6 -2 -42号住居 （第llO図、図版29• 66) 

概要 本住居は竪穴住居集中域北東部に位置する。

寵を除いて掘り片面の調査に終わっている。

6 -2 -32 • 38 • 44 • 45 • 47 • 53号住居と重複するが

一括で掘削しているため新旧は特定できなかった。

本住居からは坪（ 1)等の土師器を中心に若干の

出土遺物を得たが9世紀前半頃を中心とする律令期

の所産とできるだけで時期特定には至らなかった。

規模径： 301X264cm 

〔寵〕 幅： （62) cm 奥行き： 80cm

構造 本住居は横長の隅丸方形プランを呈し掘り方

を有する。

寵は東壁南寄りに設けられ掘り方を焼土を多く含

む暗褐色土等で埋め戻して燃焼面を造っている。尚、

袖や天井の上位構造は確認できなかった。

また柱穴や貯蔵穴も特定できなかった。

(41) 6 -2 -43号住居（第111図、図版29)

概要 掘り方の調査であった本住居は竪穴住居集中

域中南部に位置し、 6-2 -7 • 8 • 35 • 57号住居と

重複するが、確認順位から 7 • 8号住居の方が新し

い可能性を持つものの新旧は特定できなかった。

本住居からは土師器片を中心とした遺物の出土を

見たが、時期特定には至らず、平安時代を中心とす

る律令期の所産とできるに過ぎなかった。

規模径： 354X290cm

〔寵〕 幅： （70) cm 奥行き： 99cm

構造 本住居は横長の隅丸方形プランを呈し掘り方

を有する。

第2節 6区の遺構と遺物

龍は東壁のやや南寄りに設置され、壁面を掘 り込

む浅い掘り方を焼土を含む暗褐色土等の土壌で埋め

戻して燃焼面を造っている。上位の構造は不明。

また柱穴・貯蔵穴も確認できなかった。

： 

吋

＼
 

．
 

,v
 

吋 吋

〔43号住居籠掘り方覆土〕

1 :暗褐色土： As-C・焼土・炭化物粒混入

2 :暗黒褐色士： As-C、焼土粒・炭化物粒混入

3 :黒褐色土： As-Cと若干の焼土粒・炭化物粒混入

第111図 6 -2 -43号住居
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第2章 発見された遺構と遺物

(42) 6 -2 -44号住居 （第112図、図版29• 66) 

概要 本住居は竪穴住居集中域中東部に位置する。

6 -2 -202 • 207号土坑や溝に切られるなど遺存状況

は悪く、寵を除いて掘り方面の調査に止まった。

6 -2 -7 • 8 • 9 • 35 • 42~47号住居と重複する

が、確認順位から 7~ 9号住居が新しい可能性を持

つものの新旧を特定することはできなかった。

坪(1)等、律令期の土師器片を中心とした若干の

出土遺物を得たが、時期特定には至らず、9世紀後半

期頃の律令期の所産と認識できるに過ぎなかった。

規模 径 ：348X362cm

〔寵〕 幅 ： （74) cm 奥行き： 103cm

構造 本住居は正方形に近い台形のプランを呈し、

掘り方を有する。

壺は東壁の南寄りに作られ、壁を跨ぐ浅い掘り方

が掘削され、これを黒褐色土等で埋め戻して燃焼面

を作っている。尚、上位の構造は確認できなかっ

た。

また柱穴、貯蔵穴も確認できなかった。

,v
 

社

゜

叶 吋

〔44号住居寵覆土〕

1 :暗褐色土： As-Cと多量の焼土混入

2 :暗褐色上： As-C・焼土・炭化物粒混入

3 :黒褐色土：焼土粒 ・炭化物粒混入。締ま

り弱Vヽ

4 :暗褐色土： As-C・焼土粒・炭化材粒．

黒色土混入

5 :暗褐色土： As-C・焼土粒・炭化物粒．

黄褐色粒混入。締まり弱い

(43) 6 -2 -45号住居 （第113図、図版29)

概要 本住居は竪穴住居集中域中程に在るが、掘り

方面を調査できたに過ぎなかった。

本住居は 6-2-9 • 

35 • 38 • 42 • 44 • 4 7 

号住居と重複するが、

確認順位から9号住居

より古くなる可能性

はあるものの新旧は

不明である。

本住居からは土師口`
202坑

篭掘り方

-V 

゜
口

-V 

〔44号住居寇掘り方覆士〕

6 ：黒褐色士 ：黄褐色土 ・炭化物と僅

かに焼土粒を混入する

第112図 6-2-44号住居と出土遺物

器片が僅か11点出土

しただけで時期は特

定できず、律令期の

所産として把握され

るに過ぎなかった。

規模 径： 28 3 X 

220cm 

〔寵〕幅 ： （4 7) 

cm 奥行き： 62cm

（貯蔵穴〕 径 ：48X

66cm 深さ ： （13) 

cm 

吋 吋

構造 横長の隅丸台

形プランを呈し、掘

り方を持つ。

ロロ／
1/3 
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〔45号住居冠覆土〕

l ：暗褐色土： 炭化物 ・焼土粒混入

2 :暗褐色士 ：焼士粒僅かに混入

3 ：暗褐色土：黄褐色シルト粒混入

6 -2 -45号住居

寵は東壁中央やや南寄りに設置され、柱穴状の掘

り方を焼土を含む暗褐色土等で埋め戻して燃焼面を

作っている。上位構造は不明。

柱穴は確認できなかったが、寵右側の住居南東隅

に貯蔵穴と認識される堀込みを確認している。

(44) 

概要

6 -2 -46号住居 （第114図、図版29• 30 • 66) 

本住居は竪穴住居集中域中東部に位置する。

6 -2 -7 • 8 • 35 • 43 • 45 • 47 • 51 • 62号住居と

重複するが、新旧は明確には特定できなかった。

本住居からは土師器を中心に若干の出土遺物を得

たが、灰釉陶器広口瓶（ 1)が覆土中にあることか

ら9世紀以降の所産と想定される。また何らかの鉄

製品の可能性を持つ鉄滓 （2)

規模

〔寵〕

構造

径： 348X362cm

幅： (74) cm 

り方が掘削され、

も出土している。

奥行き ：103cm

本住居は横長の方形プランを呈し、掘り方を

有する。

寵は東壁南寄りに作られ、壁を跨いで柱穴様の掘

これを暗褐色土等で埋め戻して燃

焼面を作る。上位の構造は不明。

柱穴、貯蔵穴は確認できなかった。
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〔46号住居寵覆土〕

1 :黒褐色土 ：焼土粒僅かに混入

2 ：暗褐色土：焼土炭化物混入

3 :暗褐色土：炭化物・焼土粒混入。

炭化物斜めに落ちる

第114図 6-2-46号住居と出土遺物
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〔47号住居貯蔵穴覆

土〕

1 :黒褐色土： As-

C・焼土粒・炭化
物粒混入

2 ：灰黄褐色粘

土：焼土混入

•V 

(45) 6 -2 -47号住居 （第115図、図版30)

概要 本住居は竪穴住居集中域北東部に位置し、掘

り方を調査した。

6 -2 -7 • 8 • 42 • 44 • 45 • 46 • 53 • 62号住居と

重複するが、遺構確認の順位から 7 • 8号住居より

古い可能性はあるものの、その新旧を特定すること

はできなかった。

本住居では土師器片僅か22片を出土しただけで、

概ね律令期の所産として把握することはできるもの

の時期の特定には至らなかった。

規模 径 ：340X320cm

〔寵〕 幅 ： （59) cm 奥行き： 47cm

〔貯蔵穴〕 径 ：50X46cm 深さ： 40cm

構造 本住居は正方形に近い台形の方形プランを呈

し、掘り方を有する。

寵は東壁の南寄りに設置される。壁面を削りこむ

位置に径44X48cm、深さ28cmを測る逆烏帽子状の

掘り方を掘削し、これを焼土を含む黒褐色土等の土

壌で埋め戻して燃焼部を造っている。尚、袖、天井

等の上位の構造については確認することができなか

った。

また柱穴を特定することはできなかったが、寵右

側の住居南東隅部に播鉢状のしつかりした掘り方を

持つ貯蔵穴を確認している。

144 
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〔47号住居冠掘り方覆士〕

1 :暗黒褐色土： As-C• 
焼土粒・炭化物粒混

入

2 ：黒褐色土 ：若干の焼

土粒混入。締まり弱

vヽ

吋 吋

第115図 6 -2 -47号住居

(46) 6 -2 -48号住居（第116図、図版30・32・66・67) 

概要 本住居は竪穴住居集中域北東部南端に位置

し、南側が調査区外に出ている。

本住居は 6-2 -31 • 39 • 56 • 63 • 64号住居と重複

するが、 64号住居に切られ、 56• 63号住居を切って

いる。しかし31• 39号住居との新旧は遺構の上では

明瞭ではなかったのであるが、出土遺物の比較から

31号住居よりは新しいものと思慮される。

本住居からは土師破片を中心に磨石（2) など一

定量の遺物の出土が見られた。これらのうち覆土中

から底面に「春」字の刻書のある須恵器高台付碗

(1)が出土していることから、本住居は概ね9世

紀後半前後の律令期の所産と判断している。

規模 径： （226) X276cm 

〔寵〕 幅： （50) cm 奥行き： 78cm

構造 本住居は一部が調査区外に出ているため、そ

の全容は詳らかでないが、方形のプランを呈するも

のと判断される。
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（上位の堆積層等〕

1 ：褐灰色土：やや粘質。鉄分沈着。現耕作土

2 :にぶい黄褐色土：やや粘質。鉄分多筵に沈着

3 :黒褐色土： As-B多量に含む

4 ：黒褐色土：やや粘質。 白色軽石微量。 64号住居覆土

5 :暗褐色土：やや粘質。白色軽石

・焼土粒微誠。64号住居掘り方か

〔48号住居覆土〕

6 :暗褐色土：やや粘質。 白色軽石・

焼土粒微録。焼土粒5層に比し多 □9口
掘り方を有し、これを黒褐色土等で埋め戻して床

面を造っている。

籠は東壁に作られ、壁面を少し削りこむ楕円形プ

ランの掘り方を黒褐色土等で埋め戻しで燃焼面を作

っている。尚、上位の構造は不明である。

尚、調査範囲で柱穴、貯蔵穴は確認できなかった。

(41) 6 -2 -49号住居 （第117図、図版30)

概要 本住居は竪穴住居集中域中南部に位置する。

東部の一部を除いて掘り方面のみを調査した。また、

寵部分も 6-2 -208号土坑が壊しており、遺存状態

は良好とは言い難かった。

6 -2 -30 • 31 • 39 • 56 • 61号住居と重複するが、

新旧を明らかにすることはできなかった。

本住居からは土師器片を中心に若干の出土遺物を

得たが、時期の特定には至らず、概ね律令期の所産

として把握されるに過ぎなかった。

規模 径： 250X268cm

〔鼈〕 幅： （70) cm 奥行き ：（79) cm 

構造 本住居は正方形に近い台形プランを呈する。

掘り方を有し、これを埋め戻して床を作っている。
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〔48号住居掘 り方覆土〕 （56• 63号住居掘り方も含む）

1 :暗褐色土：やや粘質。白色軽石・焼土粒微量に混入

2 :黒褐色土：炭化物或いは黄褐色土微量に混入

2＇：黒褐色土：黄褐色土多最に混入

3 ：灰黄褐色土： 2層土に褐色粘質土混入

〔地山層l
4 ：黒褐色土：やや粘質。炭化物微蘊に混入 (56号住居覆土）

5 :暗褐色土：やや粘質。白色軽石微量に混入 (63号住居覆土）

6 : 5層に同じだが軽石多い (63号住居覆土）

7 : 5Rilに同じだが軽石多い (63号住居掘り方覆土）

第116図 6 -2 -48号住居と出土遺物
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寵は東壁南寄りに位置する。壁面を跨いで浅い掘

り方が掘削され、これを黒褐色土等で埋め戻して燃

焼部を造っている。尚、壁天井等上位の構造を確認

することはできなかった。

また、床面に於いても柱穴や貯蔵穴を確認するこ

とはできなかった。

，，
 
，，
 
，，
 

≪:I 
〔208号土坑覆土〕

1 ：黒褐色土：やや砂質

〔49号住居蘊覆土〕

2 :黒褐色土 ：やや砂質。焼土多量に混入

3 ：焼土と灰の混土層

4 :黒褐色土：やや砂質。焼土微量に混入
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(48) 6 -2 -50号住居 （第118図、図版31)

概要 本住居は竪穴住居集中域中央部に位置してい

る。遺構の遺存状況は悪く、西半部は欠落し、東半

部も掘り方面の調査に止まっている。

本住居は 6-2 -6 • 9 • 28 • 41号住居と重複す

る。遺構確認の順位から 6 • 9号住居が本住居を切

る可能性はあるものの、その新旧を特定することは

できなかった。

本住居からは僅かに土師器9片と須恵器5片が出

土したものの時期特定には至らず、概ね律令期の所

産として把握されるに過ぎなかった。
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第117図 6-2-49号住居

規模 径 ：398X (343) cm 

〔寵〕 幅： （63) cm 奥行き ：44cm

構造 上述のように本住居は全体を調査できなかっ

たため、住居の全容は詳らかでないが、概ね隅丸方

形のプランを呈するものと判断され、掘り方を有し

ている。

寵は東壁中央付近に設置され、 壁面を跨いで円形

様のプランを呈する柱穴状の掘り方を掘削し、これ

を炭化物や焼土を含む暗褐色土等の土壌で埋め戻し

て燃焼面を作っている。上位の構造は不明。尚、掘

り方の中位に扁平な円礫が据えられている。

掘り方面には幾つかのビットが散見されたが、柱

穴や貯蔵穴を特定することはできなかった。
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〔50号住居寵掘り方覆土〕

1 :暗褐色土： As-C・炭化物

混入

2 :暗褐色土： As-C・炭化物

・焼土粒混入。締まり弱

し‘

3 :暗褐色土： As-C・灰色粘

土と若干の炭化物粒・焼

土粒混入。As-C2層より

少量
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6 -2 -51号住居 （第119図、図版31• 67) 

本住居は竪穴住居集中域東部に在るが、遺存

状況は悪く、掘り方面を調査できたに過ぎなかった。

また、重複する 6-2 -8 • 46 • 57 • 60号住居との

新旧関係を特定することはできなかった。

本住居からは土師器を中心とした遺物の出土があ

ったが、明確な時期特定には至らず、覆土中に土師

器杯（ 1)の出土などから、本住居は概ね9世紀中

葉前後の律令期の所産として把握されるに過ぎない。

構造

第118図

吋

6-2-50号住居

．
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本住居は横長の隅丸方形プランを呈し、掘り

方を有する。

寵は東壁南寄りに設置され、壁面を削りこむ柱穴

様の掘り方を掘削し、 これを焼土を含む黒褐色土等

規模 径 ：340X238cm

〔寵掘り方〕

〔貯蔵穴〕

径 ：41X62cm

径 ：54X40cm

深さ： 28cm

深さ ：8cm

で埋め戻して燃焼面を作る。上位の構造は不明。

また、柱穴は確認できなかったが、寵右側手前に

隅丸長方形プランの浅い貯蔵穴を確認している。

□----

212坑

〔51号住居貯蔵穴覆土l
1 :黒褐色砂質土：焼土粒混入

ー ＿ ＿ ーロニ
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吋
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〔51号住居寵掘り方覆土〕

1 :黒褐色砂質土：黄褐色シルト・焼土

粒混入

2 ：暗褐色土：焼土粒混入

第119図 6 -2 -51号住居と出土遺物
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〔52号住居貯蔵穴覆土〕

1 :暗褐色土：焼土粒 ・炭化物を

混入する
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(50) 6 -2 -52号住居 （第120図、図版31• 67) 

概要 本住居は竪穴住居集中域北西部に在るが、寵

とその周辺部分を調査できたに過ぎなかった。

本住居は 6-2 -5 • 10 • 29 • 33 • 41号住居と重複

するが、遺構からは新旧を明確にできなかった。

本住居からは若干の土師器片の出土を見たが、寵

から出土した土師器坪 (1• 2) によって、本住居

は概ね9世紀前半期の所産として把握される。

規模 径 ： （161) X (120) cm 

〔寵〕 幅： （70) cm 奥行き ：68cm

〔貯蔵穴〕 径： 42X54cm 深さ： 12cm

構造 本住居は遺存状況が悪く住居の形状は特定で

きなかったが、掘り方を有する。

寵は東壁に設置され、壁面を扶って掘削した掘り

方を焼土を含む黒褐色土等で埋め戻して燃焼面を作

る。上位の構造は確認できなかった。

また柱穴・貯蔵穴も確認できなかった。

(51) 6 -2 -53号住居

（第121図、図版32)

概要 本住居は竪穴住居集中域北東部に

位置し、掘り方を有する。

6 -2 -32 • 36 • 42 • 47 • 59号住居と重複

するが、新旧は特定できなかった。

本住居の出土遺物は土師器3片だけで、

概ね律令期の所産とできるに過ぎなかった。
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〔52号住居冠覆土〕

1 :暗褐色砂質土：焼土・灰を混入する

2 ：黒褐色砂質土：焼土・灰を混入する

3 ：黒色灰層

〔寵掘り方覆土〕

4 :黒褐色砂質土：焼土・炭化物混入

5 :暗褐色砂質土：僅かに焼土粒混入

第120図 6-2-52号住居と出土遺物

規模 径： 296X (246) cm 

〔寵〕 幅 ： （63) cm 奥行き ：53cm

構造 本住居は台形様のプランで、掘り方を有する。

寵は東壁やや南寄りに設けられ、壁面を削り込む
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〔53号住居寵掘り方覆土〕

1 :暗褐色土：焼土粒・炭化物混入

2 :黒褐色土：焼土粒・炭化物粒僅かに混入

第121図 6 -2 -53号住居



横長楕円形プランの柱穴状の掘り方

を掘削し、焼土を含む暗褐色土等で

埋め戻して燃焼面を作る。上位の構

造は不明。

また柱穴 ・貯蔵穴も不明であった。

(52) 6 -2 -54号住居

（第122図、図版32)

概要 本住居は寵のみを確認してい

る。記録に不備があり正確な位置は

特定できないが、概ね竪穴住居集中域中西部の 6-

2-4号住居南西寄りに位置するものと想定される。

本住居からは土師器7片を出土したが、時期特定に

は至らず、概ね律令期の所産とできるだけである。

規模 〔寵〕 幅 ： （55) cm 奥行き： 68cm

構造 住居本体の構造は不明。

寵は東寵で、柱穴の上位を壊して隅丸方形プラン

の掘り方を掘削し、焼土や炭化物を含む暗褐色土で

埋め戻しで燃焼部を造る。上位構造は不明。

---,1 

第2節 6区の遺構と遺物
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〔54号住居冠掘り方覆土〕

l ：暗褐色土：焼土粒・炭化物混入

〔柱穴覆土か〕

2 ：黒褐色土 ：黒色土・黄褐色土と焼土粒混入
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本住居は重複する 6-264号住居に切られている。

本住居からは土師器片僅か3片が出土しただけで

時期特定には至らず、概ね律令期の所産として把握

されるに過ぎなかった。

封計莫 径： （100) X (140) cm 

構造 本住居はその一部を調査できたに過ぎない

が、隅丸方形のプランを呈するものと判断される。

掘り方を有し、これを灰黄褐色等種々の土壌で埋

め戻して床面を作っている。

寵、柱穴、貯蔵穴等は確認できなかった。

-・ 

L=75.00m 

責疇ミ＼：

第122図 6-2-54号住居寵
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〔表土•他遺構覆土他〕

1 ：褐灰色土：やや粘質。鉄分沈着（現耕作土）

2 :にぶい黄褐色土：やや粘質。鉄分多量に沈着

3 :黒褐色土： As-B多量に含む（中世耕作土か）

4 ：黒褐色土：やや粘質。白色軽石微量に混入 (64号住居覆土）

5 :暗褐色土：やや粘質。白色軽石7層よりは多く混入（溝覆土か）

〔55号住居覆土〕
6 :暗褐色土：やや粘質。白色軽石と焼土粒微晟に混入
7 :暗褐色士：やや粘質。白色軽石微蘊に混入

8 ：灰黄掲色土：やや砂質。黄褐色砂微最に混入

〔55号住居掘り方腹土〕

l ：灰黄褐色土：やや砂質。黄褐色砂微贔混入（床上ー 8層に同じ）

2 :黒色土：やや砂質。As-C微量に混入

3 :にぶい黄褐色砂質土：粒子細かい

4 :にぶい黄褐色砂質土 ：3層土に比し粒子粗い

〔地山層〕

5 :にぶい黄褐色土 ：やや砂質。 Hr-FAと黒色土混入

第123図 6 -2 -55号住居
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(54) 6 -2 -56号住居 （第124図、図版32• 67) 

概要 本住居は竪穴住居集中域南東隅部に位置する。

住居南寄りは調査区外に出て調査することはできず、

寵は6-2-214号土坑に左袖部分が壊されている。
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〔表土 • 他遺構覆土他〕

1 ：褐灰色土 ：やや粘質。鉄分沈着 （現耕作土）

2 :にぶい黄褐色土：やや粘質。鉄分多蘊に沈着
3 :黒褐色土 ：As-B多量に含む （中世耕作土か）

4 ：黒褐色土：やや粘質。白色軽石微量に混入 (64号住居覆土）

5 ：暗褐色土：やや粘質。白色軽石と微蘊の焼土粒混入 (69号溝覆土）

6 : 5層に同じだか、焼土粒は 5層に比し多い (48号住居覆土）

7 : 6層に同じだが、焼土粒は 6層に比し多い (48号住居覆土）

〔56号住居覆土〕

8 :黒褐色土 ：やや粘質。炭化物微量に混入

9 ：灰黄褐色粘質土
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〔56号住居掘り方覆士〕

1 :黒褐色土 ：やや粘質。炭化物微量に混入。住居床上8層に同

じだが8層に比し炭化物多い

2 ：灰黄褐色土：やや粘質。住居床上8層土に褐色粘質土混入
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〔214号土坑覆土〕

1 :黒褐色土：やや砂質。焼土粒少量混入

〔56号住居寵覆土〕

2 ：暗褐色土：やや砂質。焼土粒少羹混入

3 :焼土プロック
4 ：灰層

5 : 2層に同じだが、焼土粒は含まない

6 ：灰層：焼土粒含む
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〔56号住居冠掘り方覆土〕

1 :暗褐色土：やや砂質。黒色土を混入する

第124図 6 -2 -56号住居と出土遺物
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第2節 6区の遺構と遺物

6 -2 -39 • 48 • 49 • 63 • 64号住居と重複するが、

48 • 64号住居に切られているのを確認した。

本住居からは土師器を中心に若干の出土遺物を見

たが、寵出土の土師器杯(1)等から、本住居は概ね

9世紀前半期の所産として把握することができよう。

規模 径 ： （352) X316cm 

〔寵〕 幅： （95) cm 奥行き： 98cm

〔右袖〕 幅： （49) cm 長さ ：45cm

構造 本住居は横長の長方形プランを呈する。

掘り方を有し、これを黒褐色土等の土壌で埋め戻

して床面を作っている。

寵は住居東壁の恐らくやや南寄りに作られてい

る。壁面を跨いで掘り方が掘削され、これを暗褐色

土で埋め戻しで燃焼部を作っている。右袖はやや幅

広であるが、使用した土壌の記録は残せなかった。

尚、貯蔵穴や柱穴は確認されなかった。

こ

＼ 
/--

(55) 6 -2 -57号住居 （第125図、図版33• 67) 

概要 本住居は竪穴住居集中域中南部に位置する。

溝等に切られ、遺存状況はあま り良好ではない。

6 -2 -7 • 8 • 35 • 43号住居と重複するが、遺構

としては新旧を特定することはできなかった。

本住居からは土師器を中心に若干の出土遺物があ

ったが、住居北東隅部から9世紀後半期の須恵器杯

(1)が出土したことから、概ね当概期の所産とし

て把握している。

規模 径： 360X354cm

〔寵〕 幅 ： （66) cm 奥行き ：80cm

構造 本住居は正方形のプランを呈する。

掘り方を有し、これを暗褐色砂質土等の土壌

で埋め戻して床面は造られている。 ---

寵は東壁南寄りに設置され、壁を跨いで掘削

される円形プランで柱穴状の掘り方を掘削し、

これを焼土を含む暗褐色砂質土等で埋め戻して

燃焼部を作っている。煙道部にも柱穴状の掘り

込みが見られ、階段状を呈している。

尚、堀方面には土坑状の掘り込みも見られた

が、柱穴 ・貯蔵穴は明確には特定できなかった。
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〔57号住居冠掘り方覆土〕
1 :暗褐色砂質土：炭化物・焼土混入

2 :黒褐色砂質土 ：炭化物・焼土粒混入

（住居掘り方覆土〕

3 :暗褐色砂質土：焼土粒混入

第125図 6 -2 -57号住居と出土遺物

叫

吋
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第2章発見された遺構と遺物

(56) 6 -2 -59号住居（第126図、図版33• 67) 

概要 本住居は竪穴住居集中域北東部に位置する。

東部を溝等に切られ遺存状況は良好でなく、その範

囲を確認できたに過ぎない。

6 -2 -27 • 53号住居と重複するが新旧は特定でき

なかった。

土師器を中心に若干の出土遺物を得たが、このう

ち土師器坪 (1)の出土から、本住居は概ね 9世紀

前半期の所産として把握される。

規模径： 342X (384) cm 

構造 本住居は東側を欠いているが、縦長の長方形

のプランを呈する。

恐らく掘り方を有すると思われるが不詳。

寵は東側に設けられたと推定されるが確認でき

ず、柱穴、貯蔵穴等も確認できなかった。

、ミメ←

51住

`1/3 

匈

吋
I 
I 

I 53住
I 

¢ 1, 
I 

! --,| 

第126図 6 -2 -59号住居と出土遺物

(51) 6 -2 -60号住居（第127図、図版33)

概要 本住居は竪穴住居集中域南東部に位置する。

東部を中世の溝等に切られ欠いており、掘り方面に

於いて範囲を確認できたに過ぎなかった。

本住居は 6-2 -8 • 51 • 57号住居と重複するが、

遺構調査では新旧を特定することはできなかった。

第127図 6 -2 -60号住居
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第2節 6区の遺構と遺物
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. A' 

一
規模

構造

径 ：300X (348) cm 

本住居は東側を欠くが、縦長の長

A
 

L=74.90rn 
.L 

3 2 I 

〔61号住居覆士〕

1 :暗褐色土： やや砂質。 As-C含み、黒色土混入

2 :暗褐色土：やや粘質

3 :暗褐色土： やや砂質。壁の崩落土かと思われる

掘り 方

方形のプランを呈するものと判断され、

掘り方を有する。

寵は東壁に設置されたと推定されるが

確認できなかった。また、柱穴・貯蔵穴

等も確認できなかった。

＼ 

A

[

 

上 L=74.90m 

(58) 

概要

6 -2 -61号住居

（第128図、図版33)

本住居は竪穴住居集中域南部にあ

り、重複する他の住居の調査に伴って過

半を掘削したため、遺存状況は良くない。

本住居は 6-2 -30 • 31 • 39 • 49号住居と

重複するが、遺構確認順位から本住居の

方が古い可能性を持つものの、 その新旧
A' 
----

A' 

を明確にすることはできなかった。

本住居は土師器坪片 4片を出土しただ

けで、時期の特定はできず、概ね律令期

の所産として把握できるに過ぎなかった。

規模 径： 300X (348) cm 
〔貼 り床か〕

1 ：黒褐色土：やや粘質。黒色土混入

〔住居掘り方覆土〕

2 :暗褐色士と黒褐色土の混土 ：As-C少饂含む

第128図 6 -2 -61号住居

出土遺物は無く、寵も確認できなかったが、遺構

の状況から古墳時代後期以降の住居と想定され、重

複状況から推して概ね律令期の所産としたい。

構造

掘り方を有し、

横長の隅丸方形プランを呈する。

これを暗褐色土と黒褐色土で埋め

戻し、黒褐色土で貼り床を施している。

寵は東壁の南寄り設置設と推定されるが、当該位

置には 6-2 -208号土坑が掘削されているため、確

認することはできなかった。

尚、柱穴や貯蔵穴は確認することができなかった。

153 



第2章 発見された遺構と遺物
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第129図 6-2-62号住居と出土遺物

(59) 6 -2 -62号住居 （第129図、図版33• 67) 

概要 本住居は竪穴住居集中域中東部に位置する。

6 -2 -46 • 47 • 51号住居と重複するが、新旧を特

定することはできなかった。

出土遺物は須恵器甕片 1片（ 1)だけで時期特定

には至らず、律令期の所産とできたに過ぎなかった。

規模 径： 202X(63) cm 

構造 遺存状況が不良なため明瞭でないが、プラン

は概ね方形で、掘り方も有したものと判断される。

寵は東壁南寄りに設置され、壁面を削り込む播鉢

形の掘り方を有し、これを埋め戻して燃焼面を形成

している。袖等上位の形状は確認できなかった。

尚、柱穴 ・貯蔵穴を確詔することはできなかった。

(60) 6 -2 -63号住居 （第130図、図版67)

概要 本住居は竪穴住居集中域中南部に位置する。

遺構の遺存状況は不良で、住居の西寄りは 6-2-

45号溝と一括で調査したため面的に確認できず、南

寄りは調査区外に出ていて調査できなかった。

6 -2 -1 • 31 • 39 • 40 • 48 • 64号住居と重複する

が、 48• 64号住居には切られることを確認したもの

の他の住居との新旧は明瞭にできなかった。

こ＼ 
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〔63号住居埋没後の土層〕

1 ：褐灰色土：やや粘質。鉄分沈着 （現耕作土）

2 :黒褐色土： As-B多量に含む （中世埋土）

3 ：黒褐色土：やや粘質 (64号住居・溝等覆土）

4 : 9層に同じ。軽石微量に滉入（律令期埋士）

5 : 4層に同じ。焼土粒微量（ 1• 48号住居覆土）
6 ：炭化物層： （1号住居覆土）

7 : 11層土に同じ(1号住居覆土）

8 ：灰黄褐色土 ：やや粘質。黒褐色土に褐色粘質土

混入 (56号住居覆土）

〔63号住居覆土〕

9 :暗褐色土：やや粘質。白色軽石8層に比し多い

10:炭化物層

〔63号住居掘り方覆土〕

11：灰黄褐色土：やや砂質。黄褐色士等混入

12: 3層土と11層土の混土

第130図 6 -2 -63号住居と出土遺物
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第2節 6区の遺構と遺物

〔住居埋没後の土層〕

l ：褐灰色土：やや粘質。鉄分沈着 （現耕作土）

2 :にぶい黄褐色土：やや粘質。鉄分多母に沈着 （耕作土）

3 :黒褐色士： As-B多量に含む（中世埋土）

〔64号住居蔑土〕
4 :黒褐色土：やや粘質。白色軽石微量に混入

〔他住居等覆土〕

5 : 8層に同じだが焼土粒少ない （溝覆土）

6 :暗褐色土：やや粘質。白色軽石微量混入 (55• 63号住居覆土）
~ 7:6層に同じだか軽石多い （63号住居覆土）

8 : 6層に同じだが焼土粒微蘊に混入 (48• 55号住居覆土）
oo 9 : 9層と同じだが焼士粒多い (48号住居覆土）

10:黒褐色土：やや粘質。炭化物微量に混入 (56号住居覆土）

2 11：灰黄褐色粘質土 (56号住居覆土）

。 12 : 10層と同じだか炭化物多い (56号住居覆土）
~ 13：灰黄褐色土：やや粘質。10層土に褐色粘質土混入 (56号住居

覆土）

14：灰黄褐色土 ：やや砂質。黄褐色砂微量に混入

≪:I N 
¥ 1/4 

l 

第131図 6-2-64号住居と出土遺物

本住居では土師器甕（ 1)、須恵器杯（ 2 • 3) 

等若干の出土遺物を得たが、これらの所見から本住

居は概ね9世紀前半期の遺構として把握される。

規模 径： （382) x (244) cm 

構造 遺存状況が悪かったため明瞭ではないが、そ

のプランは概ね方形を呈するものと思慮される。

掘り方を有し、これを灰黄褐色土等で埋め戻して

床を造っている。

寵及び柱穴や貯蔵穴は確認できなかった。

(61) 6 -2 -64号住居 （第131図、図版67)

概要 本住居は竪穴住居集中域南端部に位置する。

遺構確認面より浅い位置に在り、断面で確認した。

6 -2 -48 • 55 • 56 • 63号住居と重複するが、何れ

の住居に対しても本住居の方が新しい。

本住居からは 8世紀代の所産と思われる須恵器短

頸壺片(1)が出土しているが、遺構の切り合い関係

等から、概ね9世紀後半以降所産として把握される。

規模 東西長 ：373cm

構造 本住居のプラン等の形状や寵 ．柱穴・貯蔵穴

の有無を確認することはできなかった。

また掘り方は認められなかったが、 45• 56号住居

の覆土がその機能を担っている。

(62) 6 -2 -65号住居（第132・133図、図版34・67・68)

概要 本住居は竪穴住居集中域の北端部、 6区中部

東寄りに位置している。

本住居は 6-2 -18号住居等律令期の住居群に切ら

れている一方、本住居と同時期の 6-2 -66号住居と

重複しており、これを切っている。

本住居では住居本体部分では上位から掘り込まれる

平安期の竪穴住居に依拠する土師器片等の出土遺物も

あったが、本住居に伴うものとしては住居本体の他、

主には周溝部から出土の遺物があり、その所見から 3

世紀末葉という時期が与えられている。これらの中に

は東海地方からの影響の見られる土師器高坪（ 1.

2) ・台付甕（ 3) .瓢壺（ 5)、南関東の影響の見

られる土師器台付甕（4)、北陸或いは東関東の影響

を受けていると見られる土師器甕（6 • 7)が見られ

た。また、縄文時代に拘ると思われる剥片の剥離痕の

見られる石核（8 • 9) も出土している。

本住居は遺構の遺存状況が悪く、上位が大きく壊

されて溝遺構のみが比較的良好に確認されている。

このため周溝墓の可能性も考慮されたのであるが、

7区の遺構の状況に照らして「周溝を持つ建物」と

判断したものである。尚、本住居が竪穴住居か平地

式の住居であったかは確認できなかった。
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第2章 発見された遺構と遺物

規模径： 1428X 1288cm 

（住居本体）径： 957X836cm

（周溝）幅 ：268cm 深さ：

39cm 
胃 13

（入口）幅 ：177cm

(216号土坑）径 ：50X46cm

深さ： 20cm

(217号土坑）径： 55X52cm

深さ： 25cm

(218号土坑）径： 60X59cm

深さ： 24cm

(219号土坑）径： 48X39cm

深さ： 23cm

構造本住居は後世の竪穴住

居建設に伴う掘削等で壊され

ているため遺存状況が悪く、

主に周溝部のみの確認、調査

となったために住居全体の状

況は詳らかでない。また本住

居は周溝を伴う竪穴住居とし

て調査・整理作業を進めてき

たが、壁体を周堤とする平地

式住居である可能性も考慮さ

れるものである。

プランは概ね隅丸方形状を

呈しているが、掘り方の有無

は特定できなかった。

住居本体の周囲には幅広の

溝が掘削されるが、住居南辺

中央は土橋状の掘り残しがあ

り、この部分が出入り口部と

認識される。尚、溝の掘削形

態は箱堀状を呈している。 第132図 6 -2 -65号住居と 出土遺物

住居本体である内部の状況については、床面が確 （63) 6-2-66号住居（第134・135図、図版34・35・69)

認されなかったため不明であるが、土坑として処理 概要 本住居は竪穴住居集中域の中西部に位置する。

:‘
 
,, 

ヽヽ 5 

1/4 

C) 

□ 9 

した住居本体北西部の 6-2 -216~219号の 4基の土

坑は本住居に伴う柱穴等である可能性を有している。

また、上屋構造も不明であった。

本住居も 6-2 -65号住居同様、 6-2 -13号住居等

の等律令期の住居群に切られ、同時期の65号住居に

も切られている。
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〔216~219号土坑覆土〕

1 :黒褐色土： As-C微量に混入

2 :暗褐色土： As-C・焼土粒微量に混入

3 :暗褐色土： As-C微羅に混入

｀`
 

〔周溝部焼土堆積層〕

l ：橙色粘質土：焼土・若干灰を含む

2 :黒色粘質土： As-C混黒色土

3 ：黒色砂質土：焼土粒含む砂層

4 :黒色粘質土：灰黄褐色シルト混入 。
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〔65号住居埋没後の土層〕

1 :黒色粘質土： As-C混黒色土。旧地表面

2 :黒色粘質土： As-C密に混入

（平安時代の竪穴住居覆土か）

3 :暗褐色粘質土：褐灰色シルトと焼土粒混入

4 ：暗褐色粘質土 ：焼土粒混入

5 ：褐灰色砂質土：焼土粒混入。平安住居覆土

6 :暗褐色粘質土：焼土粒・黄褐色シルト粒混入

〔65号住居ピット覆土か〕

7 :黒褐色粘質土：黄褐色・灰褐色シルト混入

8 :黒色粘質土：灰褐色シルト混入

〔65号住居周溝覆土〕

9 :黒色粘質土：灰色シルト粒と密にAs-C混入

10:黒褐色粘質土：褐灰色粘質土と僅かのAs-C混入

11：黒褐色粘質土：やや砂質

12 :褐灰色粘質土：極僅かにAs-C混入

13：灰オリープ色粘質土：やや砂質。前橋泥流上層

14:暗褐色粘質土： As-Cと黄褐色シルト粒混入

15:黒褐色粘質土： As-Cと褐灰色シルト混入

16 :黒褐色粘質土：褐灰色シルトとAs-C混入

17:黒褐色粘質土： 15層とほぽ同じだが、褐色灰色シルト粒多

く、砂質強い

18:灰オリープ粘質土 ：黒色シルトと僅かのAs-C混入

19:黒色粘質土： As-C混土混入。1層に比し粘質

20：灰黄褐色粘質土：黄褐色シルト粒混入

21 :黒褐色粘質土：赤色土粒（焼土粒か）混入

22:黒色粘質土：小粒の軽石 （As-Cか）混入

23：黒褐色粘質土：灰黄褐色シルト多く混入

24:黒色粘質土： As-C・黄褐色シルト混入

25:黒色粘質土：黄褐色シルト混入

（周溝内側からの崩落土）

26:黒色粘質土： As-C少蓋混入

27：黒褐色粘質土：砂質感あり

28：黒褐色粘質土：灰黄褐色シルト混入

29：灰黄褐色粘質土：黒色シルト混入

30:黒褐色粘質土 ：にぶい黄褐色シルト混入

（周溝外側からの崩落土）

31：黒褐色粘質土

〔66号住居周溝覆土〕

32:黒褐色粘土質土： As-C僅かに混入

33:黒褐色粘質土：灰色シルト粒混入。41層に似るが僅かに粘

性強い

34:黒褐色粘質土：灰色シルト粒と若干の砂混入

35:黒褐色粘質土 ：黄褐色シルト混入。 42層に比しシルト多い

〔地山層等〕

36:暗褐色粘質土：褐灰色シルト粒混入

37：黒褐色粘質土 ：灰褐色シルト混入

38：黒色粘質土： As-C混黒色土下の黒色土

39：灰黄褐色粘質土：褐灰色シルト混入

40:暗褐色粘質土：褐色シルト僅かに混入。溝覆土

41：黒（褐）色粘質土：黄褐色シルト粒混入

42・．黒（褐）色粘質土：褐灰色シルト混入、やや砂混じりで砂

質感あり

43:黒褐色粘質土： 42層に同じ、褐灰色または灰黄褐色シルト

多量に混入

44：灰黄褐色粘質土 ：灰黄褐色砂とAs-C混入

L=75.10m 

：／望 ーロ
第133図 6 -2 -65号住居
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〔66号住居埋没後の土層〕

〔平安時代の竪穴住居覆土〕

1 :黒色粘質土 ：As-C混入

〔As-C降下後の覆土〕

2 ：暗褐色粘質土 ：平安時代住居覆土

に類似

3 :黒色粘質土： As-C混黒色土

〔65号住居周囲溝覆土〕

4 :黒褐色粘質土 ：基褐色シルト混入。

崩落土

5 :黒褐色粘質土：僅かにAs-C混入

〔66号住居周溝覆土〕

6 ：黒褐色粘質土 ：褐灰色シルト混入

7 ：黒色粘質土：黄褐色 ・褐灰色粘質

シル ト混入

8 :黒褐色粘質土：褐灰色シルト粒を

含む

9 ：黒褐色粘質土 ：褐灰色シルト含む

10:にぶい黄橙色粘質土：プロック状

11：黒褐色粘質土 ：黄褐色シルト粒を

含む

12:暗褐色粘質土：黄褐色・褐灰色シ

ルト混入。やや砂質感あり

13：褐灰色粘質土 ：崩落土中のシルト

プロック

14:黒褐色粘質土：僅かに褐灰色シル

卜混入。砂質感あり

15:黒褐色粘質土 ：黄褐色・褐灰色シ

ルト混入

16 :黒褐色粘質土 ：15層に比し黄褐色

シルト多く混入

17：黒褐色粘質土 ：やや砂質感あり 。

僅かに黄褐色シルト混入

18:黒褐色粘質土 ：内側からの崩落土

〔地山層土〕

19:黒色粘質土： As-C混土下位の黒色

士
20：黒褐色粘質土：やや砂質。黄褐色

シルト混入

21：黒褐色粘質土：粘性強い

22:黒褐色粘質土 ：灰オリーブ色シル

卜混入

吋
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第2節 6区の遺構と遺物

ロ冒疇］13

規模 径 ：1128X

1504cm 

（住居本体）径：

521 X712cm 

゜
（周溝）幅： 483cm

深さ： 22cm

構造 本住居は遺

存状況が悪く、周

1/3 111 w ¥W'刃 I II 闊 粁 11/ 溝部を中心とした

調査となったため

全体の状況は詳ら

かではない。また

こ 口： 竪穴住居か平地式

＇ 住居であるかも特定できなかった。

プランは南北に長い長方形を呈する

が、周溝は隅丸方形を呈している。ま

た、掘り方の有無を特定することはで

きなかった。

1/4 

口 ロ

住居本体は床面と想定される箇所も

削られ、柱穴、貯蔵穴、炉等は確認でき

なかった。住居の周囲には幅広の溝が

掘削されているが、この溝は箱堀状を

呈している。尚、65号住居のように出入

り口部を特定することはできなかった。
第135図 6 -2 -66号住居と出土遺物

住居本体部分からは上位の平安期の竪穴住居に伴

うものを含む土師器片等若干の出土遺物があった

が、本住居に伴うものでは周溝部から土師器の高坪

(1)や壺（ 2) .甕（ 3)等の出土があり、その

所見から 3世紀末葉という時期が与えられる。また、

縄文時代に拘る打製石斧 (4 • 5)、或いは磨石

(7)、中世の礎石の可能性もある磨石（6) も見ら

れた。

本住居も65号住居同様遺存状況が悪く、周溝のみ

が比較的良好に遺存していたのであるが、やはり 7

区の遺構の状況に照らして「周溝を持つ建物」と判

断したものである。本住居が竪穴住居か平地式の住

居かは判断できなかった。

(64) 6 -2 -1号掘立 （第136図、図版35)

概要 本建物は竪穴住居集中域の中西部の西側に位

置し、 6-2 -66号住居の南西部を切って建てられて

いる掘立柱建物である。

本建物の建築、使用、廃絶の時期は明瞭ではない

が、 8基ある柱穴のうちPit3を除く各柱穴からは

若干量ではあるが律令期を中心とする時期の土師器

の坪・甕片等が出土している。また建物が棟通りに

柱を有する 2X 2間の建物であること、柱穴の規模

が中世のそれに比較して大きく律令期の傾向を有し

ていること、そして中世遺構の確認面では確認され

ていなかったことなどの状況から、概ね本建物は律

令期（平安期頃）の所産として把握されると判断さ

161 



第2章発見された遺構と遺物

-
Q
 叫

。柱穴8

◎ B' 
柱穴6

吋 1

□9□;---~,主穴4 ` 上
． 柱穴5

Qi にI 。i

吋

叫

＼
 

叫

吋

o| 叫

L~75.10m 

A 
ー・ 4 I 5 

疇3

7ロ
8 6 

A' 

胃
B
_
 

B
 

冒------

9' 

ー亨，
.J:._. c

 

口 32ロ 言

〔1号掘立柱建物柱穴覆土〕

1 :暗褐色土：やや砂質。As-C・焼土粒少鼠混

入

1': 1層に比しAs-C少量

2 :暗褐色土：やや砂質。にぶい黄褐色土と黒

褐色土、及び微量のAs-C混入

3 :暗褐色土：やや砂質。As-Cとにぶい褐色土

微量に混入

3': 3層に同じだが、 As-Cは含まない

4 :暗褐色土：やや砂質。As-C微量に混入

5 :暗褐色土とにぶい黄褐色土の混土： As-C微

誠に混入

6 :暗褐色土：やや砂質。少量のにぶい褐色土

と微最のAs-C混入

7 ：黒褐色土：やや粘質

8 ：黒褐色士：やや粘質。 1層土少量混入

9 : 5層土と 7層土の混土

9': 10層に同じだが5• 7層土プロソク状に
混ざる

第136図の 1 6-2-1号掘立柱建物

れるものである。 （柱穴 1) 径 ：76X47cm 深さ： 64cm

本建物の用途は特定できなかったが、後述の状況 （柱穴2) 径： 68X57cm 深さ： 45cm

から高床の建物であった可能性が考慮されるが、構 （柱穴3) 径： 59X36cm 深さ： 68cm

造上倉庫として使用したか否かは不明である。 （柱穴4) 径： 63X40cm 深さ： 68cm

尚、柱穴のうち柱穴1• 4 • 5 • 6 • 7 • 8はそ （柱穴5) 径： 58X46cm 深さ： 59cm

の形状から推して、下位の掘削が柱痕の範囲に止ま （柱穴6) 径： 55X50cm 深さ： 58cm

っているように見受けられることから、掘削が不足 （柱穴7) 径： 65X50cm 深さ ：56cm

している可能性のあることを報告しておく。 （柱穴8) 径： 62X54cm 深さ ：57cm

規模径： 526X393cm
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第136図の 2 6-2-1号掘立柱建物

（建物） 桁行： 442cm 梁行： 341cm

（桁間） 長さ： 207~222cm

平均： 215.25cm（標準偏差値： 6.65)

（梁間） 長さ： 164~178cm

平均： 170.25cm（標準偏差値： 5.91)

構造 本建物はほぼ真の東西が長い、即ち東西方向

に棟方向を持つ2X 2間の掘立柱建物である。その

柱間は桁間が平均215cmと梁間が平均170cmと桁間

が梁間に対して45cm程長い規格を有する。

建物全体のプランはほぼ長方形を呈するが、柱の

配置は棟通りにある柱穴2• 6がそれぞれ建物四隅

の柱穴（柱穴 1• 3、柱穴 7 • 5)を結ぶラインよ

り柱穴4が22cm、柱穴5が13cm程外側に開いてお

り、僅かに六角形を呈するような形状となっている。

本建物の柱穴は大きく見ると柱穴 1• 3 • 4 • 7 

が楕円形様の、他の柱穴が隅丸方形様のプランを呈

している。柱穴の径は平均55.38cm（標準偏差値

5.30)、深さは59.3cm（標準偏差値7.52) と比較的

しっかりした形状をしている。

また底面に残る柱痕の形状は円形から隅丸方形状

を呈するなど明瞭ではなかったが、比較的方形に近

第2節 6区の遺構と遺物

いのものが多いように見受けられた。尚、その径は

10~20cmを測り、平均で15.06cmであった。

また本建物の上屋構造は不明であるが、柱穴2.

3の底面には塑性変形と見られる窪みが見られた。

これが（掘削が足りないと思慮される）他の柱穴に

も見られたとするならば、石守の値 （石守1986)に

照らして 1本の柱に対する荷重は140km程となり、

建物の総重量は 1tを上回るものとなるため本建物

は高床建物であった可能性も考慮できるのではある

が、総柱の建物ではないため、倉庫ではなかったも

のと判断している。

(65) 6-2-1・2・3・4号道（第137因、図版35・36)

概要 6-2-1~4号道は 6区南西部に在り、西か

ら1• 2 • 3 • 4号道の順に、 1号道と 2号道が6

m程、 2号道と 3号道が1.5~4m程、 3号道と 4

号道は 6m以上隔たって位置している。尚、その配

置は角度の差はあるが概ね並行に近いものである。

2号溝が6-2 -50号溝、 4号道が6-2 -51 • 60号

溝と重複するが、 4号溝が51号溝を切ることが確認

されただけで、他の新旧は確認できなかった。

1 • 2 • 3 • 4号道の時期は特定できなかった

が、 4号道は51号溝との関係から概ね律令期の所産

と判断され、 1号道も 6世紀の水田を切り、その走

行の近似から、 1~3号道も 7世紀以降の所産とし

て把握し得るものである。一方、 1 ~4号道は竪穴

住居の集中域から最も近い4号道でも 5m以上離れ

ていて直接的な関連は認められず、律令期の竪穴の

軸方向に対して 1~4号道の軸方向は西に傾いてい

るため条里にも依拠していない。従って、条里設置

前の遺構である可能性が考えている。

1 ~ 4号道は何れも浅い溝遺構であるが、覆土が

硬く締まることから道路として認識したものである。

規模 (1号道） 長さ： 19.7m 幅： 104cm 深

さ： 5cm

(2号道） 長さ： 19.3m 幅： 50cm 深さ： 4cm

(3号道） 長さ： 19.5m 幅： 60cm 深さ： 5cm

(4号道） 長さ： 25.Sm 幅： 112cm深さ： 7cm
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第2章発見された遺構と遺物

〔4号道覆土〕
1 :灰黄褐色土： Hr-FA層上の土にAs-C• Hr-FP密に混入。締ま
り強し‘

〔51号溝覆土〕
2・．灰黄褐色土:Hr-FA層上の土にAs-C• Hr-FP混入するが、 1
層に比しまばらである

〔地山〕
3 :黒褐色土 ：褐色砂プロ ック混入。締まりなし

_.l:!... _ L=75.00m.  ~ 

ーマ万ーデ―-
祉

<¥ 

1道

＼
 → → 

第137図の1 6区2面の道遺構
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構造 上述のように 1~4号道は浅い溝状の形態を

有するが、覆土は難く締まり、踏み固められて道路

面が形成されていたものと思慮される。

1号道は比較的直線的なプランを呈し、真北に対

して北半は315゚ 、南半は300゚ に走行の方向を取る。

2号道も比較的直線的なプランで、 北半は295° 、

第137図の2 6区2面の道遺構

第2節 6区の遺構と遺物

南半は300゚ に、 3号道の非常に緩やかな S字状の

走行を見せ、概ね北半は300゚ 、南半は290゚ に走行

を取る。4号道は全体的には315゚ に走行の方向を

取る直線的なプランを呈するが、調査区南端近くで

290°、330゚ とクランク状に走行を変じている。

(66) 6 -2 -45号溝 （第138図、図版36• 69) 

概要 本溝は 6区中部を北北西ー南南東に横切る比

較的大きな溝遺構である。

本溝は6区2面の竪穴住居集中域の西寄りを通過

して 6-2-1号住居等と重複するが、本溝の方が古

ぃ。また6-2-54~56• 65 • 67 • 71号溝等と重複する

が、 54号溝に切られる以外新旧は特定できなかった。

本溝からは坪（ 1)等の土師器を中心にスラグら

しきもの (2、図版69)など若干の出土遺物を得た

が、時期の特定には至らなかった。しかし竪穴住居

群より古く、その走行が竪穴住居の軸方向と異なる

こと、覆土が小区画水田を被覆するHr-FA• Hr-FP泥

流層土に類似することから、古墳時代後期以降、条

里区画設定以前の律令期の所産として把握される。

尚、本溝は覆土中のシルト (8層）を挟んだ砂層

(7層）の存在と走向の方向から小区画水田に伴う

水路として使用されたものと判断される。

規模 長さ ：62.4m 幅 ：160cm 深さ ：48cm

構造 本溝は北西ー南東方向に走行を取り、直線的

なプランを呈する。

その掘削形態は箱堀状を呈するが壁面は若干開く 。
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一゜ ¥ 

71 : 13 
45溝ー 1

第138図の 1 6 -2 -45号溝と出土遺物

(61) 6 -2 -65 • 67 • 71号溝

（第138図、図版37)

6 -2 -67号溝は 6区中部、 6-2 -65 • 71号溝は 6

区中南部に在って、 65• 67号溝は 6-2 -45号溝から、

71号溝は65号溝から分岐するように位置している。

65 • 71号溝は重複する 6-2-17号住居等の竪穴住

居よりは古い。一方65• 67号溝は54号溝等と重複す

166 

るが新旧関係は特定できなかった。

これらの溝からの出土遺物無く、時期特定には至

らなかったが、 65• 71号溝は17号住居等より古いた

め概ね9世紀前半の所産と考えられ、各溝共その走

行は条里に依拠していない。

尚、これらの溝の掘削目的も特定することはでき

なかった。



ふ
B L=74.90m B' 

三
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〔54号溝覆土〕

1 :明黄褐色土： Hr-FAと砂の混土層。鉄分沈着
〔45号溝覆土〕

第2節 6区の遺構と遺物

規模 (65号溝） 長さ ：12.4m 幅： 64cm

深さ： 25cm

(67号溝） 長さ ：6.0m 幅： 32cm 深

さ： 18

(71号溝） 長さ ：3.6m 幅： 56cm 深

さ：10cm

構造 65 • 37 • 71号溝は何れも若干の蛇行す

るものの概ね直線的なプランを呈する。走行

の方向は北に対して65• 67号溝が概ね340°、

71号溝が概ね315゚ を向く 。

掘削形態は65• 71号溝が箱堀

状、 67号溝は部分により箱堀状

または薬研堀状を呈する。

〔54号溝覆土〕

1 :'にぶい黄褐色土：シルト質

1':細粒の砂含む 1 " : 1'層の細砂

2 ：灰黄褐色土：シルト質
3 :灰黄褐色土： 1(・ 1'・ 1 ") • 2層
土黒色土等多く混入

〔45号溝覆土〕

2 :褐色土： Hr-FAと砂礫の混土。2度の洪水で埋没か

4 :灰黄褐色土：シルト質。Hr-FP混入
5 ：灰黄褐色砂：細粒の砂層

第138図の2 6 -2 -45 • 65 • 67 • 71号溝

6 :黄褐色土 ：シルト質。 Hr-FP混入
7 ：灰黄褐色砂質土：固く締まる

7'：粒子粗砂層

8 :にぶい黄橙色土 ：シルト質

8':黄褐色土 ：シルト質。 8層と同時期

叫

吋
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第2章 発見された遺構と遺物

(68) 6 -2 -46 • 4 7 • 48 • 52号溝

（第139図、図版36• 69) 

6 -2 -46 • 4 7 • 48 • 52号溝は 6区西部に位置する

が、 48号溝が6-2 -49 • 53号溝を切る以外、重複す

る各溝との新旧は特定できなかった。

47 • 48号溝に出土遺物は無く、 46• 52号溝からは

6世紀前半期の坪 (52溝ー 1) を含む若干の土師器

片を出土したが時期は特定でき

なかった。しかしHr-FA泥

流で埋没した溝のうち

47号溝は南西でのHr-

FA下水田への給

水の想定から 6

世紀初頭の

所産、 46

号溝は

その復

旧水田の可能性が

考えられる。 48• 52号溝も46• 47号溝との流路の近

似から、律令期以前の水路の可能性を考えたい。

規模 （46号溝） 長さ： 22.4m 幅： 120cm 深

さ： 5cm

(47号溝） 長さ： 19.6m 幅： 80cm 深さ： 6cm

(48号溝） 長さ： 43.3m 幅： 64cm 深さ： 18cm

(52号溝） 長さ： 20.0m 幅： 32cm 深さ： 10cm

構造 46 • 4 7 • 48 • 52号溝は何れも緩やかに蛇行す

るが、大きくは南西ー北東方向に走行し、 48• 52号

溝は東端で大きく弧を描いて北に走行を変ずる。

これらの溝の掘削形態は浅い箱堀状を呈する。

構造 本溝は北東ー南西方向に走行を取る直線的プ

ランを呈する。

掘削形態は箱堀状を呈し壁面はやや立つ。

¥10) 6 -2 -53 • 63号溝

（第139• 141図、図版36• 37) 

6 -2 -53 • 63号溝は6区中部西寄りに在り、別遺

(69) 6 -2 -49号溝（第139図、図版36)

本溝は 6区西部に在って 6-2 -4 7 • 48 • 52~54号

溝と重複するが、このうち48号溝を切り、 53• 54号

溝に切られている。

本溝の掘削意図は不明で、遺物も土師器坪片 1片

が出土しただけで時期は不特定であったが、覆土の

観察等からHr-FA泥流による埋没を確認した。

規模 長さ： 36.9m 幅 ：80cm 深さ： 18cm

168 

ー 口構として処理した

が、その位置関係

から同一の溝と判

断した。両者は数

条の溝と重複し、

6 -2 -48 • 62号溝

を切っている。尚、

62号溝との時期差

はあまりない゜ 第139図の 1 6 -2 -46 ・ 

さて、両溝から 47 • 48 • 52号溝

の遺物の出土は見られなかったが、重複する48• 62 

号溝との関係から、古墳時後期以降、概ね律令期以

前の所産として把据したい。

尚、 53• 63号溝の掘削意図は特定できなかった。

規模 (53号溝）長さ ：8.8m 幅： 32cm 深さ： 5cm

(63号溝）長さ： 15.2m 幅： 50cm 深さ： 41cm

構造 53 • 63号溝は北西ー南東に走行を取って連な

るように在るが、63号溝は北西端近くで折れを持ち、

やや西に触れる。共にプランは直線的である。

両溝の掘削形態はやや薬研堀状を呈する。
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〔47号溝覆土〕

1 :黄橙色砂： As-C• Hr-FP • Hr-FA:!立混入
〔46号溝覆土〕

2 :明黄褐色砂： As-C• Hr-FP • Hr-FA混入。砂の粒径は1層に比し大きい
〔地山〕

3 :にぶい黄褐色砂質土： As-C• Hr-FP • Hr-FA:!泣混入
4 :黒褐色土：黒褐色シルトと川砂を互層に混入

5 ：灰黄褐色粘質土： As-C混入

6 :にぶい黄褐色砂質土： As-C• Hr-FA混入
7 :黒褐色粘質土： As-C混入
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〔48号溝覆土〕

1 :灰黄褐色砂質土： As-C• Hr-FP混入

(49号］ふ：い黄褐色砂： A~-C • Hr-FP混入 ：ー」ニ
3 :明黄褐色砂

4 :黒褐色土： As-C混入、砂層プロックで混入

5 :黒褐色土 ：As-C・灰黄褐色砂プロック混入

〔53号溝覆土〕

6 ：にぶい黄橙色砂質土： Hr-F埠混入 —―\―丁

第139図の2 6 -2 -46 • 47 • 49 • 52 • 53号溝





佑） 6 -2 -50号溝 （第140図）

本溝は 6区南部やや西寄りに位置しており、 6-

2-2号道と重複しているが、その新旧を特定する

ことはできなかった。

本溝からの出土遺物は無く、時期の特定もできな

かったのであるが、近接する 6-2-3号道に近似し

た走行の方向を示し、その方向が条里方眼に依って

いないことから3号道と同じく 7世紀以降、律令期

迄の所産として把握し得るものと判断される。

尚、本溝の掘削意図等は把握されなかったが、そ

の掘削の深さから推して道遺構であった可能性も思

慮される。

規模 長さ ：16.0m 幅 ：56cm 深さ： 3cm

構造 本溝は南西方向に膨らむごく緩やかな弧状の

プランを呈しているが、その走行は概ね北西ー南東

方向に取っている。

掘削形態は中程で交差する 2号道との交差点より

北側は箱堀状を呈し、南側は薬研堀状を呈する。

t/2) 6 -2 -51 • 62号溝 （第141図、図版36)

6 -2 -51 • 62号溝は 6区中央のやや西寄りに位置

する。両号溝は重複しているが新旧は特定できなか

った。また51号溝は 6-2-4号道に切られており、

62号溝は 6-2 -63号溝に切られている。

第2節 6区の遺構と遺物

両溝のうち62号溝か

らは僅かに平安期の須

恵器碗片 1片が出土し

たのみで、 51号溝から

は土師器片を中心とし

た（上位面から混入し

た陶器片 1片も含む）

若干量の出土遺物があ

ったものの時期特定に

は至らなかった。また

51号溝の覆土はHr-FA

上の土壌であったが、

出土遺物等も勘案して

両溝は概ね律令期の所

産として把握される。

しかしその走行は条里

方眼に依拠したもので

はないため、律令期の

中でもやや古い時期の

所産である可能性が考

えられる。

尚、両溝の掘削意

第140図 6-2-50号溝

図については把握されなかった。
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第2章 発見された遺構と遺物

規模 （51号溝）長さ： 37.0m 幅： 96cm 深

さ： 17cm

(62号溝）長さ： 36.3m 幅： 67cm 深さ ：23cm

構造 51号溝は南西側に膨らむ弧状の、 62号溝は北

東側に「へ」字状に張り出すプランを呈するが、走

行は何れもおむね北西ー南東方向を向いている。

51号溝の掘削形態は箱堀状を呈し、壁はやや開き

気味である。 62号溝は薬研究堀状を呈している。

(6-2-63号溝は164頁に記載）

u 〔62号溝覆土〕1 :暗褐色土：黄褐色シルト・黒色シルト混入

〔210号土坑〕
2 :黒褐色土：黄褐色シルト粒混入

L-75.00m 
A A' 

シ
込

ー
第141図の 1 6 -2 -51 • 62 • 63号溝
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＼ 

旦上 六
<62 • 63号溝覆｀｀褐色シJv澤
l・．黄褐色土 ・
入

／
 

(_4 号道護土~_;... J¥s-C. Hr-FPを密にi民
l’．灰黄褐色土'.AS-C 入。締まり強い
(_51号溝に ．．P,..s-C. Hr-FP混入
t・.阪黄褐色土
(_：悶褐色土 ：褐色砂フ・ロ；クi昆入。締まりなし

立三 べ／

6 -2 -51. 62. 63号溝
第14澤の2
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第2章 発見された遺構と遺物

¥13) 6 -2 -54号溝 （第142図、図版36• 38) 

本溝は 6区中部北半に位置し、 6 -2 -65号溝等何

本溝の掘削意図については、覆土中の砂層(1"層）

の存在等から45号溝同様水路として使用されたもの

と判断している。- [、―
（尚、 45号溝に合流後は同溝内に含まれる

ため45号溝、161頁を参照願いたい）

規模 長さ： 34.4m

深さ ：26cm

幅： 136cm

c
 

c
 

条かの溝と

重複してい

るが、 この

うち 6-2 -45 • 

49 • 59号溝を切

文—--

〔54号溝覆土〕

1 :黄褐色シルト質土：暗褐色シルト

層、黄褐色砂質層等含む。基本的

には 1層だが、粗粒の砂質層から

2度の流水の痕跡を確認

っている。

本溝からの出

土遺物は土師器

1点だけで、時期特定に

は至らなかった。 しかし

45号溝と走行が近似若し

＼ ＼ ＼ ＼ ヽ ＼ヽ ＼ ヽヽ ＼ 

＼ ＼ ＼ ー＼ ＼ ＼ ヽヽヽ＼ 

くは重なり、 これを切っ

ていることから 9世紀前

半期以前の条里に依らない土地区

画の時期の所産として把握される。
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽヽ

ヽ
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〔54号溝覆土〕

1 :黄褐色シルト質土：暗褐色シルト層・黄褐色砂質層含むが

基本的には 1層

〔49号溝覆土〕

2 :暗褐色シルト質土：黄褐色

シルト土混入 下責上
(178号土坑覆土）

1 :暗褐色土：黄褐色土・黒色土を多量に混入

2 :にぶい黄橙色砂質土：黒色土混入
(54号溝覆土）

（掘り直しの覆土）

3 :にぶい黄橙色： As-Cと黒褐・黄褐色土混入

4 :明黄褐色砂

（当初段階の覆土）

5 :にぶい黄橙色砂質土

7 ：明黄褐色砂
6 :黒褐色砂質土： As-C混入

第142図の 1 6 -2 -54 • 59 • 66号溝
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第2節 6区の遺構と遺物

(14) 6 -2 -59号溝（第142図）

本溝は 6区中部に位置し、 6-2 -54 • 66 

号溝と重複する。 54号溝よりは新しいが、

66号溝との新旧は特定できなかった。

出土遺物は土師器坪片 1片のみで時期は

特定できなかったが、重複する54号溝との

係から律令期のうち条里による土

以前の所産として把握される。

尚、掘削意図は特定できなかった。

規模長さ： 18.2m 幅： （北半） 64cm

（南半） 248cm 深さ： 35cm

□三上
〔59号溝覆土〕
1 :にぶい黄褐色砂質土

2 :黒色粘質土： As-C混黒色土
〔45号溝覆土〕

3 :黄褐色シルト質土

3':上位層の影響受け鋤き込まれた状態

4 ：灰黄褐色シルト質土

5 :灰黄褐色シルト質土： 4層に比し色調暗い

6 :にぶい黄橙色砂質土：粗粒の砂を混入する
7 :灰黄褐色シルト質土：黒色・褐色シルト混入

上． 1 1,5 2 4,  • 旦

三

構造本溝は殆どの箇所

が北北西ー南南東方向に

軸を持つ直線的プランを

呈するものであるが、南

部で走行を南東に変じて 9m程走っ

号’

た後、 45号溝に合流するように再び

走行を北北西ー南南東方向に変ずる。

掘削形態は箱堀状を呈し、流水の合った割には整

った形状を呈するが、壁面はやや開き気味である。

〔54号溝覆土〕

1 :にぶい黄褐色シルト質土

1':細粒砂混入

1,. :にぶい黄褐色砂： l＇層の細粒砂層

2 ：灰黄褐色シルト質土

3 :灰黄褐色シルト質土： 1• 1'・ 1 " 
2層土・黒色士等多くを混入

〔45号溝覆土〕

4 :灰黄褐色シルト質土： Hr-FP混入
5 ：灰黄褐色砂：細粒の砂層

6 :黄褐色シルト質土： Hr-FP混入
7 :灰黄褐色砂：粗粒の砂層。固く締まる

8 :にぶい黄橙色シルト質土

9 :黄褐色シルト質土： 8層と同時期と考

える

第142図の 2 6 -2 -54 • 59 • 66号溝
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第2章 発見された遺構と遺物

構造 本溝は54号

溝の中に延び、概ね

北西ー南東に走行を

取る蛇行したプラン

を呈する。

掘削形態は北半部

では薬研堀状、南半

部では箱掘状を呈するが、その規模は後者で大きい。

／

：

 

(75) 6 -2 -66号溝 （第142図）

本溝は 6区中部に在り、西半は 6-2 -59号溝の中

心軸に重なり、東端で6-2 -56号溝に突き当たるが、

両溝との新旧は特定できなかった。

本溝からの出土遺物は無く、覆土の記

録も残せなかったため時期の（ ✓)

構造 本溝は東半部では概ね西

南西ー東北東、西半部では東西

方向に走行を取る。またそのラ

インは僅かに屈曲するが直線的

である。 （＼） 

＼
 

、パ
t
□Vハ
＼
 

ー

特定には至らなかった。

また、走行も条里方眼に

依拠してはいないが、竪

穴住居集中域の北側を、

これを避けるように通るので竪

穴住居群と同じ 9世紀頃の所産

である可能性を考慮している。

尚、本溝の掘削意図は特定で

きなかったのであるが、 56号溝

に接続していたとするならば竪

穴住居群との関連から水路とし

ての可能性も考えられる。

規模 長さ ：10.2m 幅 ：40cm

第143図の 1

|
|
¥
―
 

本溝の掘削形態は

概ね箱堀状を呈する

が、 66号溝との接合

付近では薬研堀状を

呈している。

(J6) 6 -2 -55号溝 （第143図、図版69)

本溝は 6区中西部北寄りに位置する。

6 -2 -45 • 51 • 56号溝等と重複するが、

何れの溝との新旧も特定できなかった。

本溝からは鎌（ 1)が出土している

が、時期特定には至らなかった。しか

し6-2 -66号溝と平行な走行を見せるこ

とから 9世紀の所産である可能性も考

慮される。

尚、本溝の掘削意図を特定すること

はできなかった。

規模 長さ： 24.0m 幅 ：80cm深さ：

15cm 

深さ： 20cm

176 

(/) 

＼ ＼ 構造 本溝は主軸が東北東ー西南西を

三―-0-＼)__ 向く 。 力籍〗犬のプランを呈するが、西端
で51号溝に続き、東端で56号溝から分

岐する可能性を有する。

掘削形態は概ね箱堀状を呈している。

第142図の3 6 -2 -59 • 66号溝
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第143図の2 6-2-55・61号溝と出土遺物

(77) 6 -2 -61号溝（第143図、図版69)

本溝は 6区中南端のやや東寄りに位置する。

6 -2 -45 • 51 • 65号溝等と重複するが、遺構から

は新旧を特定することはできなかった。

坪（ 1)等の若干の土師器や須恵器甕片 (2)の

出土から、本溝は概ね8世紀後半以降の所産として

把握される。

尚、本溝の掘削意図できなかった。

規模長さ： 15.2m 幅： 64cm 深さ： 20cm

構造 本溝は北に緩やかに膨らむ弧状のプランを呈

し、概ね東北東ー西南西に走行を取っている。

掘削形態は概ね箱堀状を呈する。

|----/ ¥, 

こ -l

I I 

1/4 

61溝ー 2

(78) 6 -2 -58号溝（第144図、図版69)

本溝は 6区中北部に位置する。

6 -2 -45号溝等と重複しているが、遺構から新旧

を特定することはできなかった。

本溝からの出土遺物は土師器の坪（ 1)や甕が僅

かにあったに過ぎないが、その走行が律令期の竪穴

住居の軸方向にほぼ一致することを併せて考慮する

と、本溝は概ね 9世紀後半頃の所産として把握する

ことができるものと思慮される。

尚、本溝の掘削意図を明確にすることはできなか

った。

規模 長さ： 15.2m 幅： 64cm 深さ： 20cm

構造 本溝は中位が若干西に膨らむ弓なりのプラン

を呈するものの、その走行は凡そ南北方向にある。

掘削形態は箱堀状を呈している。

(79) 6 -2 -56号溝 （第144図、 図版69• 70 • 110) 

本溝は6区中央部から東南部にかけて位置する。

6 -2 -59号住居や 6-2 -45 • 55 • 66号溝等の溝遺
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第2章 発見された遺構と遺物

構と重複しているが、遺構から新旧を特

定することはできなかった。

本溝からは坪（ 1• 2)等土師器を中心

とする若干の出土遺物を得たのであるが、

凡そ区南東部に集中する律令期の竪穴住居

群を包むように掘削されていることを併せ

て考えると、本

溝は概ね 8世紀後半～ 9 

世紀の所産として把握さ

れるものと判断される。

本溝の掘削意図は明瞭

ロ ［三
58溝ー 1

/' 

＇ 

.、
9 

/• 

ク／

ではないが、その掘削位置から

推して集落に伴う周溝ではない

かと考えている。尚、位置的に55• 66号溝

は本溝に合流する可能性を有する。

規模 長さ ：67.2m 幅： 160cm 深さ： 40cm

構造 本溝の多くの部分は1/4周の円弧状のプラン

を呈し、その両端部は西南西及び南南東を向いてや

や直線的となっている。幅員は位置によって伸縮が

あり一定していない。

掘削形態は概ね箱堀状を呈しているが、北東部と

幅員の減ずる箇所にあって

は薬研堀状となっ

ている。

□9口
1/3 

56溝ー 2

/'/‘/  

56溝-1

第144図の 1 6-2-56・58号溝と出土遺物
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(80) 6 -2 -68号溝 （第144図）

本溝は 6区東南部に位置し、 6-2 -56号溝の1.5m

東に並走するように掘削されている。（/)

第2節 6区の遺構と遺物

に走行する直線的プランを呈し、 2箇所で緩やかな

ヘ字状に屈曲する。

掘削形態は概ね箱堀状を呈している。

／
 

6 -2 -205 • 206号土坑と重なるが、新

旧は特定できなかった。

また出土遺物はなかったが、 56号溝

との位置関係から、 56号溝同様8世紀

後半～ 9世紀頃の所

産と判断している。

尚、本溝は56号溝

同様集落の周溝か、

56号溝と合わせて当

該部分で道路の側溝

はであった可能性を

想定している。

規模 長さ ：21.2m 幅 ：46cm 深

さ：6cm

構造 本溝は凡そ北北西ー南南東（/) 第144図の 2 6-2-56・68号溝
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ー72溝

1/4 

只
II

[

69 

(81) 6-2-72号溝 （第145図、図版72)

本溝は 6区中部西寄りに位置する。6-2 -51 • 72 

号溝等と重複するが、遺構の上では新旧を特定する

ことはできなかった。

本溝からは土師器を中心とした遺物の出土が見ら

れたが、このうち東半部からは 3世紀末葉の土師器

甕(1~5) ・小型壺（6)の出土が見られた。本

溝からは後世の遺物の出土も見られたが、覆土中の

攪乱もあり、また走行の方向が同時期の 6-2 -65 • 

66号住居の軸方向に近似し、後述する 6区西部の

Hr-FA下水田の畦の延長線上に在ることなどから、

本溝は古墳時代後期初頭以前、恐らくは上述の遺物

から与えられる 3世紀末の所産であると判断される。

尚、本溝の掘削意図は特定できなかった。

規模 長さ ：25.4m 幅 ：48cm 深さ： 31cm

構造 本溝は若干の蛇行が見られるものの概ね直線

的なプランを呈し、その走行は東北東ー西南西を向

いている。

本溝の掘削形態は箱堀状を呈する。

(82) 6 -2 -69号溝 （第145図）

本溝は 6区東部の西南に位置する。 6-2 -39 • 

180 

43 • 49号住居や6-2-

208号土坑と重なり、 208号

土坑には切られるが、竪穴

住居との新旧は特定できな

かった。

出土遺物は無く、土層の

記録も取れなかったため時

期は不特定だが、 208号土

坑に切ること、走行が律令

期の竪穴住居の軸方向に近

似することから 8世紀以前

の律令期の所産と判断した。

尚、本溝の掘削意図は特

定されなかった。

規模 長さ ：8.8m 幅：

56cm 深さ ：9cm

構造 本溝は108号土坑と

重なる付近でやや東に振れ

るものの、概ね南北走行の

直線的なプランを呈する。

掘削形態は箱堀状を呈し

72溝ー 2

/ -----(II［一（

□III 

ている。 第145図の 1
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5
 

72溝

I I 

72溝ー 3

¥ ¥ 

72溝ー 4

1/4 72溝ー 6

<1:11/1 --、-、

第145図の 2 6 -2 -60 • 64 • 69 • 70 • 72号溝と出土遺物

(83) 6 -2 -60 • 64 • 70号溝 時期の所産と想定される。

（第145図）

6 -2 -60 • 64 • 70号溝は 6区中南部東寄りに位置

する。 6-2 -6 • 51 • 57号住居等の竪穴住居と重複

するが、60号溝が6号住居を切ることを確認した以

外、新旧を特定することはできなかった。

これらの溝からの出土遺物はなく時期も特定でき

なかったが、 60号溝は 6号住居を切ることから 9世

紀以降の律令期の所産と判断され、 64• 70号溝も60

号溝にほぼ並行な位置関係で掘削され、律令期の竪

穴住居の軸方向に近似した走向を取ることから、同

規模 （60号溝）長さ ：13.7m 幅： 40cm 深

さ： 10cm

(64号溝）長さ： 8.9m 幅 ：60cm 深さ ：8cm

(70号溝）長さ： 7.5m 幅： 56cm 深さ ：13cm

構造 60 • 64 • 70号溝は概ね走向を東西取る。60号

溝は東半の64• 70号溝と並行に在る箇所では直線的

であるが、西半部では弧を描いて走向を北西に変ず

る。 64号溝は極＜緩やかな蛇行を見せ、70号溝は直

線的なプランを呈する。

掘削形態は何れも箱堀状である。
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210号土坑

176号土坑

A
-

＼ ＇ 

L~75.00m 
A 

51溝

A A' ．．  

A' 

下

177号土坑 ／ 
〔口上

L~ 74.70m 

六

〔177号土坑覆土〕

1 :灰黄褐色砂質土： As-C• 
Hr-FP混入

上／」／
L~75.00m 
A A' 

下
〔62号溝覆土〕

1 :暗褐色土：黄褐色シルト・黒色

シルト混入

〔210号士坑〕

2 :黒褐色土：黄褐色シルト粒混入

220号土坑 I 
［口上
L=74.60rn A ~. ・・~~・・・ __K__ 

<
3 

〔220号土坑覆土〕

1 :黒褐色士： As-C混入。粘

性有

2 :黒色土： As-C多く混入。

ザラつく

3 :黒褐色土： As-C少量混入。

地山層土粒混入。ザラつ

＜ 

〔51号溝覆土〕

1 :・灰黄褐色砂質土： As-C• Hr-FP混入

(176号土坑覆土〕

2 :暗褐色土： As-C• Hr-FP・黄褐色粘質土 (Hr-FA混土か）混入
3 :にぶい黄褐色粘質土：黄褐色シルト粒多く混入 (Hr-FA泥流）

4 :灰黄褐色土： As-C混土。Hr-FAプロック少最混入

5 :黒褐色土： As-C混土

(84) 6区2面西部の土坑群

（第146図、図版37• 38) 

6区2面西部南半北東寄りには、 6-2 -176 • 

177 • 210 • 220 • 221号土坑の 5基の土坑が在る。6

区2面の土坑は長短軸径の合計が150cmと200cmを

境に大型・中型・小型に分けられるが、西部の土坑

は大型 l基、中・小製各2基である。

西部所在土坑に出土遺物はなく、掘削意図も分か

らなかった。何れも古墳時代～律令期の所産だが、

176号土坑は律令期の 6-2 -51号溝、 210号土坑は平

182 

安期の 6-2 -62号

溝に切られ、覆土か

ら176• 177号土坑は

古墳時代後期以降の

所産と確認している。

規模 （176号土坑）

径： 152Xl40cm

深さ： 25cm

221号土坑 ／ 

-'-@,L 

A 
L~74.60m 

土

て
〔221号土坑覆土〕

1 :黒褐色粘質土： As-C混入

2 :黒色粘質土： As-C少量混

入。ブロックで粘土化

(177号土坑）

径 ：76X76cm 深さ： 12cm

(210号土坑）径： 48X44cm 深さ： 32cm

(220号土坑）径 ：96X72cm 深さ ：32cm

(221号土坑）径： 64X64cm 深さ ：30cm

構造 西部所在土坑のプランは211号土坑が円形、

177号土坑が楕円形、 210• 220号土坑が隅丸方形、

第146図 6区2面西部の土坑群



184号土坑

A
 

A' i
 

A L=75.10m,  A' 

ー・ —---- ’／ープ―-_ 

〔184号土坑覆土〕
l ：灰褐色土：黒色土・白色軽石混入

第147図 6区2面北部の土坑群

188号土坑

□i 

176号が長方形を呈する。

掘削底面は176号土坑が丸底状を呈するが、他の

土坑は概ね平底を呈する。壁面は176号土坑は開い

ており、 220号土坑は垂直である。

(85) 6区2面北部の土坑群

（第147図、図版39)

6区2面北部中程の 1面の 6-1 -1屋敷内の位置

には 6-2 -184 • 188号の 2基の土坑が在る。前者は

中型に属し、後者は大型だが6区2面で最も大きい。

両土坑共出土遺物はなく、古墳時代以降律令期ま

での所産として把握されるに過ぎなかった。

尚、掘削意図の特定には至らなかった。

規模 （184号土坑）径 ：216Xl84cm 深さ： 30cm

(188号土坑）径： 88X84cm 深さ： 20cm

第2節 6区の遺構と遺物

構造 184 • 188号土坑は何れも方形

状のプランを呈する。

共に箱堀状を呈するが、 184号土

坑の壁面はやや開き気味である。

(86) 6区2面中部の土坑群

（第148~150図、 図版39~41• 70) 

中部では北寄りに 6-2-181・ ~

183 • 185~187 • 189 • 190 • 197 • 

198 • 200号土坑、中程に191~196• 

216~219号土坑、南寄りに173• 

174 • 202~204 • 207~209 • 211~ 

214号土坑の合わせて34基の土坑を

発見、調査した。

中部では小型の土坑を20基、中型

を9基、大型を 5基数えたが、北寄

りでは11基中 7基が中型で、中程で

は11基全てが小型のものであった。

これらは古墳時代～律令期の所産

であるが、このうち183• 202 • 207 • 213 • 214 • 216 

~219号土坑は若干量乍ら土師器・須恵器或いは灰

釉陶器の破片類を出土したため律令期の所産、特に

202号土坑は土師器杯 (1)の所見から 8世紀後半

以降、 213号土坑は 6-2 -59号住居との重複関係か

ら9世紀前半以降と判断される。また覆土から

183 • 202号土坑は古墳時代後期以降と判断される。

中部の土坑群の掘削意図は全体に不明瞭だが、

202号土坑は底面に乳白色シルトが張り付くように

遺ることから何れかの竪穴住居の床下粘土坑に、ま

た173• 174 • 194号土坑は柱穴になる可能性を有する。

規模 〔北寄りの土坑群〕

(181号土坑）径 ：100X96cm 深さ ：25cm

(182号土坑）径： 108X72cm 深さ： 19cm

(183号土坑）径： 212X96cm 深さ： 13cm

(185号土坑）径 ：64X44cm 深さ： 8cm

(186号土坑）径 ：92X68cm 深さ ：31cm

(187号土坑）径 ：116X48cm 深さ： 18cm

(189号土坑）径： 66X54cm 深さ21cm

183 
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181号土坑

A L=75.!0m 

＼ 
〔181号土坑覆土〕

1 :褐灰色土 ：やや砂質。黒色土 ・

白色軽石混入。人為的埋戻

183号土坑

A
 

L=75.!0m 
A A' 

こ

190 • 197 • 198号土坑

A' 

/

0

f
 
A' 

〔183号土坑覆土〕

1 :灰褐色土 ：黄褐色砂プロック ・

軽石混入

2 : 1層土と黄褐色士 (Hr-FA)の

混土

A
 

応/
/
z
―
 

ロ
ロ
A
_
 

L-75.!0rn 
A A' 

て
〔182号土坑覆土〕
1 :暗褐色土：軽石 (As-Bか）

黒褐色士含む

185号土坑

/ 0 上 ＼

A 1 A' ．．  
ジ一

L=75.10m 

〔185号土坑覆土〕
1 :暗褐色土 ：やや砂質。白色軽

石微最に混入

186号土坑

／ 

］口上
A L=75.10m 

℃ 
A
 

A

＿
 

/• 
認
岱

跨8
 
1

A
 

A L=75.10m A' 

こ

A
_
 

I
.
 

坑
《
口

□□
》

紅

．

lOm

7

A
＿

四

8
 
l

=
 

L
 
A l A' 

大
〔187号土坑覆士）

1 :暗褐色土 ：やや砂質。

白色軽石混入

A' 

L=75.00m 

＼ーロニ]~

〔186• 189号土坑覆土〕
1 ：灰黄褐色砂質土 ：白色軽石混入。鉄分

沈着

2 :黒褐色土 ：やや砂質。黒色土 ・白色軽

石混入

183 • 200号土坑

i]ロ
第148図 6区2面中部北寄りの土坑群

(190号土坑）径 ：172X72cm 深さ： 59cm

(197号土坑）径 ：108X56cm 深さ ：13cm

(198号土坑）径 ：108X52cm 深さ： 13cm

(200号土坑）径 ：92X76cm 深さ： 13cm

184 

〔中程の土坑群〕

(191号土坑）径： 48X44cm

深さ： 45cm

(192号土坑）径： 39X39cm

深さ ：18cm

(193号土坑）径 ：64X48cm

深さ ：llcm

(194号土坑）径： 52X44cm

深さ ：26cm

(195号土坑）径： 48X40cm 深さ ：15cm

(196号土坑）径 ：52X40cm 深さ：41cm

(201号土坑）径 ：64X64cm 深さ： 一cm

(216号土坑）径 ：48X48cm 深さ ：20cm
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191号土坑 192号土坑 193号土坑

A ◎I 上 立◎［ 〖》／上
L=75.!0m L=75.10m 

L~ 7510m 
A A' A l A' A 1 A' 

＼ て 一
194号土坑
I

A

-

A

 

◇
口
]

L

.

 

A

＿
A
-

〔194号土坑覆土〕

l ：黒褐色砂質土

2 ：暗オリープ褐色土：

やや粘性あり

(217号土坑）径 ：52X52cm

深さ： 25cm

(218号土坑）径 ：60X48cm

深さ： 24cm

(219号土坑）径： 48X40cm

深さ： 23cm

〔南寄りの土坑群〕

(173号土坑）径： 52X44cm

深さ： 18cm

(174号土坑）径： 48X48cm

深さ： 4cm

(202号土坑）径： 156X124cm 

深さ： 16cm

(203号土坑）径： 24X24cm 深さ： 20cm

(204号土坑）径： 56X52cm 深さ： 47cm

201号土坑

□] 218号土坑：口ぃ
A L=75.!0m A' 

〔191• 192 • 193号土坑覆土〕
1 ：黒褐色砂質土：黄褐色砂粒を含む

(207号土坑）径： 64X40cm 深さ： 29cm

(208号土坑）径 ：92X84cm 深さ： 122cm

(209号土坑）径 ：56X48cm 深さ： 16cm

(211号土坑）径： 44X44cm 深さ： 36cm

(212号土坑）径： 160X152cm 深さ： 30cm

(213号土坑）径： 136Xl24cm 深さ： 7cm

(214号土坑）径： 108X68cm 深さ： 24cm

-i,た--

iA
l
 

坑

巴

土号5

A

 
，
 

ー

L=75.!0m 
A A' 

亡
〔195号土坑覆土〕

1 :黒褐色砂質土

2 ：黒褐色砂質土：黄

褐色砂質土含む

216 • 217号土坑

三◎一〇・上
L-75.!0m 
A ・ •上ニ

六＼ジ

219号士坑
I「一

上©•上

L=75.10m 
A .L  

I

N

＿
 

坑

拿

□》

土号1

9

6

A

_

 

L-75.!0m 
A A' 

こ一
〔196号土坑覆土〕

1 ：黒褐色砂質土：黄褐

色砂質土粒含む

＼ て

〔216• 217 • 218 • 219号土
坑覆土〕

1 :黒褐色土： As-C微量

に混入

2 :暗褐色土： As-C・焼
土粒微量に混入

3 :暗褐色土： As-C微量

に混入

第149図 6区2面中部中程の土坑群

構造 プランは191• 213 • 216 • 211号土坑が円形、

185 • 197 • 201 • 203 • 207 • 209 • 212 • 214 • 219号

土坑が楕円形、 187• 198号土坑が長円形、 200号土

坑が方形、 173 • 174 • 192~196 • 202 • 204 • 208 • 

217 • 218号土坑が隅丸方形、 181~183• 186 • 189 • 

190が長方形を呈する。概して北寄りに長方 ・長円

形、中程に隅丸方形、南寄りに楕円形が多い。

形態は箱形のものが多かったが、小型を中心とし

た187• 189 • 193 • 216 • 218 • 219 • 211号土坑に丸

185 
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底で、壁の開き気味のものが見られた。

173号土坑

ヽ

..!:__, ◎ •上
L=75.00rn 

：▽ 上

〔4号住居覆土〕

l ：灰層

〔173号土坑覆土〕

2 :黒褐色土 ・白色軽石・

焼土微量に混入

〔174号土坑覆土〕

1 :明黄褐色土と 2層土の混土

2 :黒褐色土：やや砂質。白色軽石

含む

3 ：黒褐色土：黄褐色砂混入

202 • 203号土坑

＼ 

174号土坑

叫 '°I 
A i ロ◎ 上L-75.00m 
叫 A' "'I A 

下

A

＿
 

]J

ク）
：
~
＼
＼
し
＼
「

204号土坑
A L=74.90m 

-

2 

B' ー

A
-

［、
一

訊

c

号0

9

A

_
 

2
 

B
 

~l/3 

202坑— l

〔202号土坑覆士〕

1 :暗褐色土： As-C混入し、

焼土粒・炭化物 ・若干混

入

2 :乳白色： Hr-FAとも考え

られる

□□上

A 
L-75.00m 

A' 

口

A-

l
A
u
rT

.
 

諷

゜

号2
0
7
A
-

214 

` 13 

208坑— l

208号土坑

A L=74.90m A' 

―¥ンノ A' 

L=74.90m 
A A' 

しシ一
〔204号土坑覆土〕

l ：黒褐色砂質土 ：焼土粒極

少量含む

〔207号土坑覆土〕

1 : As-C混暗褐色土と黒色士の

混土：締まり弱く、上下に焼

土粒若干混入

A L=74.80m A' 
. . 

言；：：王しや砂質 □□ア
〔209号土坑〕

1 :暗褐色土：焼土粒混入

2 ：黒褐色土 ：黒色土混入

が
~

-‘l 

坑±
 
号3
 
ー

／

2
 

ーA
 

A
 

211号土坑

ヽ

上 ◎ 土

L=74.90m A - ・--- A' 

—·六こT―

〔211号土坑〕

1 :暗褐色砂士 ：焼土

粒微量混入

212号土坑 |

l
‘f- A L-74.90m 

口
〔213号土坑〕

l ：暗褐色砂質土：締まりあり

2 :黒褐色砂質土：粒子粗い

L~74.90m 
A' A

 

A' 

-==ご―--

〔214号士坑〕

l ：黒褐色土：やや砂質。焼土粒

少量混入

第150図 6区2面中部南寄りの土坑群と出土遺物
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〔170• 171 • 172号土坑覆土〕
1 :暗褐色土： As-C• Hr-FM立 •Hr-FP • 
As-C混黒色土混入。やや粘性持つ

2 :黒色土： As-C多く含みHr-FAプロック

で若千混入。やや砂質

A L=74.70m A' 

天
172坑l

｀ 
205坑— l

1/3 

(8方 6区2面東部の土坑群

（第151図、図版37• 38 • 40 • 70) 

東部では上述の中部南寄りの土坑群に近い箇所

に、 6-2 -170~172 • 205 • 206号の 5基の土坑が位

置している。 5基の土坑は全て大型のもので、特に

205号土坑は北部の6-2 -184号土坑に次いで大きい。

これらの土坑の時期は特定できなかったが、 172

号土坑は土師器甕（ l）、 205号土坑からは土師器

坪（ 1)や大型の須恵器蓋（ 2)の出土から172• 

205号土坑は概ね 8世紀後半以降の律令期の所産と

判断され、 171• 170号土坑は覆土の観察所見から古

墳時代後期～平安時代の所産、 176号土坑は 2面の

時期から凡そ古墳時代～平安時代の所産と判断される。

尚、掘削意図については特定できなかった。

規模 （170号土坑）径 ：120Xll2cm 深さ： 33cm

(171号土坑）径： 164X88cm 深さ： 22cm

(172号土坑）径： 116X104cm 深さ： 40cm

(205号土坑）径： 216X168cm 深さ： 18cm

(206号土坑）径： 136X96cm 深さ： 37cm

205坑— 2

205号土坑

206号土坑

第151図 6区2面東部の土坑群と出土遺物

構造 東部の土坑のプランは170• 171 • 205号土坑

は楕円形を呈し、 172• 206号土坑は隅丸方形を呈し

ている。

掘削形態は凡そ箱形を呈するが、 170号土坑は丸

底気味で、 172号土坑は袋状を呈する箇所がある。
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第2章 発見された遺構と遺物

(88) 6-2-1号Hr-FA・ FP泥流下水田

（第152図、図版42• 43) 

概要本水田址は 6区南西部に位置する。

記録に不備はあるが、 6-2-2号FA・ FP泥流下

水田同様6世紀後半以降、条里区画施行以前の所産

と判断される。畦畔は一致しないが大きな区画や水

田址全体の輪郭等が後述するHr-Fa下水田に重なる

ため、同水田の復旧水田と解釈される。

規模 （東西長x南北長、（ ）内の数字は残存長）

〔確認範囲〕 ：16.0X22.4m 

〔水田区画径〕 1 : (147) X (344) cm 

2 : (132) X453cm 3 : 362X436cm 

4 : 364X5llcm 5 : (452) X (228) cm 

6 : 369 X 492cm 7 : 375 X 433cm 

8 : (71) X (216) cm 9 : 388 X 988cm 

10 : 431 X412cm 11 : (156) x (258) cm 

／

：

 

0 10m 

第152図の 1 6 -2 -1号Hr-FA・FP泥流下水田 (S= 1/200) 
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12 : (82) X432cm 13 : (80) x (60) cm 

14: 444X664cm 15: (376) X280cm 

16 : 292 X 564cm 17 : (497) X (323) cm 

18 : 373 X (552) cm 19 : (120) X (564) cm 

〔畦畔〕 下幅： 77cm以下

構造 本水田址は小区画水田と認識され、大きくは

区画 l~12と13~19に二分される。軸方向は前者が

N330゚ 、後者がN340゚ 程と若干異なり、プランも

前者が方眼様であ

るのに対し、後者

は地形による制約

か畦畔のラインに

湾曲や蛇行が見ら

れた 。尚、区画

14 • 15 • 17 • 19 

は細分の可能性を

有する。

通水は南北の列

毎に北から南に通

したと想定される

が、区画 1~12と

区画13~19での通

水が連続しない可

能性も有する。

第2節 6区の遺構と遺物

(89) 6-2-2号Hr-FA・ FP泥流下水田

（第153図、図版42• 43) 

概要 本水田址は 6区北西部、 6-2 -47号溝を挟ん

で6-2 -1号Hr-FA・ FP泥流下水田の北側に位置

し、 6-2 -46号溝を南限とする胃袋形の谷地形を仕

切るように造られている。

Hr-FA・ FP泥流で被覆されていることから6世紀

後半以降、条里区画が施される以前の所産と判断さ

れるが、全体の輪郭や確認範囲が近似することから、

本水田址も 1号Hr-FA・ FP泥流下水田と同様にHr-

FA下水田埋没後の復旧水田と解釈される。

規模 （東西長x南北長、（ ）内の数字は残存長）

〔確認範囲〕 ：26.7X24.8m 

〔水田区画径〕 1 : (191) X (620) cm 

2 : (579) X (636) cm 3 : (503) X (636) cm 

4 : 440X405cm 5: (1184) x (504) cm 

6 : 617X416cm 

8 : 650 X 484cm 

10 : 155 X 656cm 

7 : 648X (388) cm 

9 : 505 X 645cm 

11 : (315) X (592) cm 

〔畦畔〕 下幅： 116cm以下

〔水口幅〕 水田面5-10間：上幅： 72cm

構造 遺存状況は良好でないが、本水田址は小区画

水田である。水田区画は11面を数えたが、区画5.

11は更に細分される可能性を有し、区画9 • 11の東

側と区画 1• 2 • 3 • 5の

南側には区画10と同様帯状

の区画の存在が想定され

る。各区画のプランは方形

／を基本としつつも、地形に

・左右されて一定ではない。

通水の経路は区画10→ 5

の通水が確認されただけで

特定できなかったが、概ね

上流側（北端）区画11から

下流側の区画 1の方向に順

じ長されたものと想定され

る。

第152図の 2 6-2-1号Hr-FA・FP泥流下水田 (S= 1/200) 
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第153図の 1 6-2-2号Hr-FA・FP泥流下水田 (S=1/200) 

(90) 6-2-1号Hr-FA下水田

（第154図、図版44)

概要 本水田址は 6区南西部、 6-2-1号Hr-FA・

FP泥流下水田の下面に在る 6世紀初頭榛名山ニッ

岳噴出のHr-FAに覆われた小区画水田で、 20~30m

190 

幅の浅い谷地に造られている。

23面を数えた水田区画のうち区画20• 21では東か

ら西に歩＜、歩幅は45~50cm程のヒトの足跡5列

と不定方向の足跡残されている。

尚、本水田址への給水は 6-2 -46号溝から行われ



第2節 6区の遺構と遺物
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吋 叶
〔Hr-FA• Hr-FP泥流層〕
1・．黄褐色粘質土：細粒のシルト質。暗褐色・褐色シルト粒等含む

2 ：灰黄褐色砂質土：細粒。黄褐色シルトやテフラ (Hr-FA• Hr-FP 
と認識）混入

第153図の2

〔Hr-FA• Hr-FP泥流下水田耕土・地山〕
3・．黒色粘質土:As-C混土下の黒色土。若干の黄色シルト混入

4 ：極暗褐色粘質土：にぶい黄褐色砂質土含む。粘性強い

6 -2 -2号Hr-FA・FP泥流下水田 (S=1/200, S =1/40) 
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たものと判断されている。

規模 （東西長x南北長、（ ）内の数字は残存長）

〔確認範囲〕 ：28.3X27.0m 

〔〔水田区画径〕

2 : (176) X (42) cm 

1 : (74) x (261) cm 

3 : (394) x (68) cm 

4 : (118) X (139) cm 5 : 696X429cm 

6 : 197X434cm 7 : 428X442cm 

8 : (136) X (360) cm 9 : (114) x 1013cm 

10: 478X964cm 11 : 271 x (496) cm 

12 : 464 x 520cm 13 : 252 x 567cm 

14: (193) X (152) cm 15: 462X448cm 

16 : 293 X 436cm 17 : 301 X 486cm 

18 : (140) X (281) cm 19 : 490 X 1095cm 

20: 672Xl052cm 21: 305X473cm 

22 : 281 x 232cm 23 : (259) x (204) cm 

〔畦畔〕 下幅： 65cm以下

/
l
 

゜
10m 

第154図の 1 6-2-1号Hr-FA下水田 (S=1/200) 
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第2節 6区の遺構と遺物

第154図の2 6-2-2号Hr-FA下水田 (S=1/200) 

構造 本水田址は畦畔の連続性から区画 l~8、区

画9~17、区画18~23に大別され、通水もそれぞれ

に行われたと思慮される。尚、区画 9~11と19• 20 

は細分される可能性を有する。

また谷地形のためか区画は均ーではなかったが、

区画17を基準とすると1/2（区画7等）、2倍（区画

16や縦長の区画12等）のものや4倍 （区画11)の区

画がなど一定の規格性が認められた。

(91) 6 -2 -2号Hr-FA下水田

（第154図、図版45)

概要 本水田址は 6世紀初頭のHr-FAに被覆された

小区画水田で、 6区北西部に位置する。6-2-1号

Hr-FA・ FP泥流下水田に重なり、 6-2 -46号溝を挟

んで南側に位置する 1号Hr-FA下水田に続く幅17m

以下の谷地形を区画するようにして造られている。
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通水は基本的には北から南の区画へ行われたもの

と想定されるが、水口を見ると区画28からは南の区

画27と西の区画23から更に区画18へ、南端の46号溝

沿いでは東から西への通水が確認されるなどその経

路は複雑である。

規模 （東西長x南北長、（ ）内の数字は残存長）

〔確認範囲〕 ：28.2X26.4m 

〔〔水田区画径〕 1 : (156) X223cm 

2 : (157) X (506) cm 3 : (114) X (304) cm 

4 : 225 X 233cm 5 : 267 X 424cm 

6 : 205 X 388cm 7 : 479Xl88cm 

8 : 397 x 390cm 9 : 308 X 483cm 

10: 190X 186cm 11 : 227 X 255cm 

12: 238X531cm 13 : 268 X 231cm 

14: 244X272cm 15: 217X395cm 

16 : 186 X 365cm 17: 157X282cm 

18 : 130 X 301cm 19: 200X319cm 

20 : 228 x 330cm 21 : 202 X 345cm 

22: (342) X (415) cm 23: 320X346cm 

24: 280X212cm 

26 : 340 X 344cm 

28: 180Xl47cm 

30 : 204 X 268cm 

25 : 216 X 323cm 

27: 178X (169) cm 

29 : 192 X 184cm 

31 : 174X329cm 

32: (138) X (146) cm 33 : 214X (221) cm 

34 : 182 X 124cm 

36: (30) X-cm 

38 : 259 X 128cm 

40: 416X38lcm 

42: 196X368cm 

35: 148X520cm 

37 : (230) X (252) cm 

39 : (200) X392cm 

41 : (336) X359cm 

43 : 298X (439) cm 

44: 280X38lcm 45: 246X (410) cm 

〔畦畔〕 下幅： 59cm以下

〔水口幅〕 水田面1-4間 ：上幅： （22) cm 

水田面4-7間：上幅 ：（28) cm 

水田面10-13間： 上幅 ：（29) cm 

水田面17-22間：上幅 ：45cm

194 

水田面18-23間 ：上幅 ：（88) cm 

水田面23-28間：上幅 ：29cm

水田面27-28間 ：上幅 ：（27) cm 

構造 本水田址の区画は45面を数えたが、その連続

性から区画 1~39と区画40~45に大別される。

前者は南北の畦を約2.lm幅での設定が窺われる

が、地形の制約から区画7~ 9や22~25では扇形に

広がり、逆に区画17~21ではその幅が狭まっている。

また東西の畔は直線的な配置が窺われるが地形的に

無理が生じ、東では南北に狭く、西側では広くなる

傾向がある。後者は東西3m程、南北4m程を測る

比べて均一の区画として設定されている。

(92) 6-2-3号Hr-FA下水田

（第155図、図版46)

概要 本水田址は6区南東隅部に位置するHr-FAに

被覆された極小区画水田である。

通水は水口の位置等から北西ー南東列毎に南東方

向に行われたと判断される。

規模 （東西長x南北長、（ ）内の数字は残存長）

〔確認範囲〕 ：23.0X29.0m 

〔〔水田区画径〕 1 : (54) X (69) cm 

2 : (36) X (31) cm 3 : (64) X (48) cm 

4 : (75) X 186cm 5 : 112 X 256cm 

6 : (76) X 197cm 

8 : 153X254cm 

10: 138X202cm 

12 : 149X (202) cm 

14 : 139X 196cm 

16 : 136X229cm 

7 : 140X220cm 

9 : 164 X 195cm 

11 : (65) X216cm 

13 : 132 X 224cm 

15 : 135 X 206cm 

17: 124X220cm 

18 : (64) X (57) cm 19 : (36) X (86) cm 

20: 150Xl70cm 

22: 142X202cm 

24 : 120 X 204cm 

26 : 136 x 224cm 

28 : (91) X-cm 

30 : 112 X (139) cm 

32 : 140X224cm 

34 : 132 X 224cm 

36: 143X226cm 

38 : 136 X 248cm 

21 : 139 X 230cm 

23: 144X220cm 

25: 143X226cm 

27: (164) X233cm 

29 : (46) X (137) cm 

31 : 240 X 156cm 

33 : 132 x 194cm 

35 : 137 X 202cm 

37 : 136 X 220cm 

39: 143X209cm 
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第155図 6-2-3号Hr-FA下水田 (S=1/200) 

195 



第2章 発見された遺構と遺物

40 : (140) X222cm 

42 : 132 x (182) cm 

44 : 128 X 209cm 

46 : 137 X 203cm 

48: 140X228cm 

41 : 136 x (137) cm 

43 : 123 X 148cm 

45: 148Xl94cm 

47: 146X2llcm 

49 : 141 X224cm 

50 : 136 X 221cm 51 : 139 X 204cm 

52 : 147X 138cm 53 : 140X (136) cm 

54 : (112) X (211) cm 55 : (168) x 162cm 

56: 139X218cm 

58: 148X208cm 

60: 144X232cm 

62 : 128 X 224cm 

64 : 126 X 224cm 

66: (139) X212cm 

68 : 131 X 204cm 

70 : 124 x 225cm 

72: 144X223cm 

57 : 128 X 199cm 

59: 147Xl84cm 

61 : 125X216cm 

63 : 128X (216) cm 

65 : 144 x (115) cm 

67 : 137 x 183cm 

69 : 133 X 181cm 

71 : 136X264cm 

73 : 152 X (128) cm 

74 : 148 X 227cm 75 : 145 X (100) cm 

76: (12) X (136) cm 77: 145X (190) cm 

78: 131 X204cm 

80 : 136 X 179cm 

82 : 124 x 208cm 

84 : 136 x (204) cm 

86 : (158) X 191cm 

88: 131 X216cm 

90: 131 X216cm 

92 : 128 X (99) cm 

79 : 136 x 180cm 

81: 142X232cm 

83 : 128 x 223cm 

85 : (71) X (158) cm 

87 : (236) X 199cm 

89 : 118 X 223cm 

91 : 141 X 224cm 

93 : (116) X244cm 

94: (74) X2llcm 95: 125X200cm 

96: (48) X228cm 97: (40) X (64) cm 

〔畦畔〕 下幅： 27cm以下

〔水口幅〕 水田面50-51間：上幅： （22) cm 

水田面60-61間：上幅： （16) cm 

構造 本水田址は上下に圧平されて遺存状況は良好

ではないが、北西ー南東方向に1.4~1.6m間隔に直

線的な畦を設け、この間を南西ー北東方向の畔で区

切って比較的整った方眼状のプランを見せている。

個々の水田区画はN332゚ に長軸を取る長方形プ

ランを呈し、内径は平均で140X210cmを測った。
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(93) 6-2-1号As-C混土水田

（第156図、図版）

概要 本水田址は 6区東部に位置している。前述の

6-2-3号Hr-FA下水田の下位層に於いて発見、調

査された水田址であるが、使用面は既に失われて確

認することはできず、耕土を取り除いたところで畦

畔の痕跡、所謂擬似畦畔を確認した。

本水田址はその形状から推して谷地形を利用して

造られたものと思慮されるが、その範囲は南・北 ・

東の三方には広がるものの、西側はこれ以上広がら

ないようである。尚、西側には水路の隣接した可能

性も考慮される。本水田址は小区画水田に区分され

るもので、水田区画25面を数えることができた。

出土遺物は確認されず、開削時期や使用期間は特

定されなかったが、 As-C混土を耕作土としている

こと、及び3号Hr-FA下水田の下位に確認されたこ

とから古墳時代前・中期の所産として把握される。

尚、通水は水口の位置や土地の傾斜から南北列毎

に行われたと判断されるが、区画 1~ 6と区画7~ 

25では畦畔の不連続性から別の通水経路を持ってい

たものと思慮され、後者は更に区画11• 23で更に分

かれていた可能性も考慮される。

規模 （東西長x南北長、（ ）内の数字は残存長）

〔確認範囲〕 ：14.4X39.9m 

〔〔水田区画径〕 1 : 584 x (307) cm 

2 : 555X473cm 3 : 552X284cm 

4 : (168) X (206) cm 5 : (351) X (544) cm 

6 : (450) X280cm 

8 : 628 X 360cm 

10 : 494 X 232cm 

7 : 712 X407cm 

9 : 520X415cm 

11 : 992 X 488cm 

12: 368X419cm 13: 394X452cm 

14 : (946) x (218) cm 15 : (446) X426cm 

16: 532X340cm 17: 500X352cm 

18: 488X229cm 19: 486X529cm 

20: 495X424cm 21 : (100) X (244) cm 

22 : (744) X473cm 23 : (424) X488cm 

24 : (427) X (956) cm 25 : (73) X (224) cm 

〔畦畔〕 下幅： cm以下
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第157図 6区グリッド設定図

構造 上述のように本水田址は所謂擬似畦畔の存在

によって確認された水田址であったため全容は詳ら

かでないが、 6区中部から 7区中 ・東部の微高地に

対する60m幅程の低地部に造られている。本水田址

の西側畦畔のラインは自然で、その西側に全く畦畔

が確認されないため、ここが西際と判断される。

本水田址は基本的に 5~6m間隔に北西ー南東走

向の畦を設置し、その間を 2~5m間隔に仕切って

小区画を造っている。また大畦畔は確認されないが、

南寄りの区画3 • 6と区画7 • 15の間には北西ー南

東そうこうの畦のラインにズレがあり、ここが大区

画の境になるものと判断される。尚、小区画のプラ

ンは横長の長方形のものが多いが、正方形プランの

ものや地形による歪みを補正するように設けられた

台形プランのものもある。

尚、区画10と11の間には216cm、12と13の間には

87cmの幅で、それぞれの西寄りには、水口の痕跡

かと思われる畔の切れ目が残る。
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(94) 6区2面遺構外の出土遺物

（第158~160図、図版71~73)

概要 6区2面に於いては、遺構外の出土遺物とし

て、古墳時代から律令期に至る時期の土師器片を中

心とした多数の出土遺物を得たが、この中には 4世

紀の土師器器台 (G-1)、5世紀の土師器甕（G-

13)、 6世紀の土師器の坪 (G-2) ・杯 (G-

3) ・甑 (G-14)、8世紀の土師器坪（G-4 • 5) 

や須恵器坪 (G-9)、9世紀の土師器坪 (G-6~ 

8)や須恵器の杯 (G-10・11・2 面— 1 ) ・高台付

碗 (G-12) ・長頸壺（G-15) ・甕（G-18)、灰釉

陶器長頸部壺（G-16• 17) なども見られた。この

うち特にG-16の長頸壺は原始灰釉であり特筆され

る。またこれらと同時期の所産である可能性を持つ

川床石をそのまま使用した砥石 (G-21~24)や有

袋式の斧 (G-31)、玄能からの転用の可能性が考慮

される柄穴のない小型の金鎚 (G-32)、鉄鋲 (G-33)

或いは角釘 (G-34• 35)などの出土も見られた。
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第158図 6区2面遺構外の出土遺物（その 1)
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第159図 6区2面遺構外の出土遺物 （その 2)
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第160図 6区2面遺構外の出土遺物（その 3)

デ

1/3 

31 1/2 

0 32 

この他、後世の溝等の掘削によ

って上位層から紛れ込んだと判断

される中世の軟質陶器の鉢かと思

われる資料 (G-20)や近世中期以

降の桟瓦 (G-19)、更には下位層か

らの打製石斧 (G-26・27）、石鏃

(G-28~30)、或いは敲石 (G-24• 

25)などの出土も見られた。
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6-6 6区3面の調査

(1) 遺構確認調査 （第161図）

概要 6区に於いては2面の調査終了後As-C混黒色

土層下の黒色土下面、即ち褐色土の上面を以って第

3面の確認面とし、遺構確認の調査を行った。調査

範囲は 6区のうち中部の微高地を中心とする区域、

1,400対程である。

遺構確認の結果、調査範囲の南東部に於いてAs-

c混黒色土を覆土とするものと 2面の掘り残しのピ
ット合わせて 8基確認した他、調査範囲全体で後述

する風倒木群を確認した。

このうちピットは記録に不備があるため、 「←」

で示したピットが遺物の出土から上位面の所産と判

断される他は、上位面の掘り残しかAs-C混黒色土

を覆土とするものか、或いは人為的か立木や根の痕

跡かを特定することもできなかった。尚、これらの

ピットは径10~30cm程、深さは 8~34cm（平均

19cm)を測った。

上記のピットと風倒木以外、 3面に於いては明確

な遺構は確認されなかったため、 3面の調査は調査

範囲の確認調査に留め、 一部に於いて下位層も含め

た堆積土壌の観察を行った上で調査を完了した。

(2) 風倒木痕 （第161• 162図、図版47)

概要 6区3面では風倒木痕37基を確認した。これ

らは調査範囲のほぼ全体に分布していたが、大きく

は北部、南東部、南西部の 3グループに分けられ、

北部に17基、南東部に4基、南西部に16基を数えた。

尚、これらの風倒木痕に対しては調査期間に鑑みて、

南西の風倒木群の中程に位置する 1基のみ断面観察

を行うに留め、本格的な掘削等は行わなかった。ま

た、断面観察を行った1基以外の風倒木痕に対して

はプランとその位置を記録するに止めた。

さて、断面観察を行った風倒木痕からの出土遺物

はなく、覆土の観察から弥生時代以前の完新世の所

産とできるだけで、詳細な時期は特定できなかった。

尚、倒木方向は断面の状態から西向きと判断された。

202 

また、他の風倒木痕については上述のように覆土

の確認も行われず、確認面の状態の記録も充分では

なく且つ、出土遺物も見られなかったため倒木時期

も古墳時代前期以前の所産とできるだけで細かくは

特定できなかった。また倒木の方向も特定すること

はできなかった。

第161図の 1 6区3面全体図



(3) 下位層の確認（第162図、図版47)

概要 6区3面では調査範囲の中央やや南西寄り 1

ヶ所と東寄りの2箇所で下位層に対する掘削と土層

第2節 6区の遺構と遺物

の観察を行った。その結果、最終的に表土層から洪

積層中までの土層を観察できたが、特に微高地部で

は前橋泥炭層までの土層を確認することができた。

|
|
J
-

゜。
゜゜

゜

゜

゜

第161図の 2 6区3面全体図 (S=l/200)
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堆積層の観察によって中央の微高地と東西の低地

部との間の比高差はAs-C混黒色土下の黒色土面で

は30cm程あったのに対し、 3面、即ち褐色土層上

面では15cm程と高低差の余り大きくなかったこと

が確認された。 また3面以下の堆積層は洪積層であ

ったが、2区の下位層の観察でも確認されていたよ

うに 6 区でも中部の微高地部では前橋泥炭層上（ ✓ )

A
 

. _!;_ -

L=74.60m 

280-960附近

040 
310 

300 

290 

280 

270 

10 6 

250-020附近 280-980附近

L~75.00m I 

`’V'`'`・  

I 混 L=75.00m「←てロ玄」

A s-B 土

A s-B 
黒色土

黒褐色土

灰褐色土（洪水層）

Hr-FA (As-C混黒色土）
黒色土
褐色土

黄褐色土

030 020 010 000 990 980 970 960 

I 
｀ 280-980 280-

＾ ） 

/960 
了
⑳ー
I

A' 

260 

250 

灰色粘士（植物遺体多く混入）

〔倒木後の堆積層〕

1 :黒色粘質土： As-C混黒色土

2 :黒色粘質土： As-C混黒色士下の粘質土

3 :黒褐色粘質土：褐色シルト ブロック混入。やや砂質

〔風倒木痕覆土〕

4 :黒褐色粘質土：黄褐色シルト粒混入

5 ：灰黄褐色粘質土：黄褐色シルトプロック混入

6 :黄褐色粘質土：灰黄褐色・黒色シルトブロック混入

7 :黒色粘質土：黄褐色シルトプロック混入

8 :黄褐色粘質土：黒色シルトプロ ック混入

9 :黒色粘質土：黄褐色シルトプロック混入

10:黒褐色粘質土：黄褐色シルト粒混入
11:灰黄褐色粘質上： 5層に比し黄褐色シルトの割合が多い

12 :にぶい黄褐色粘質土：黄褐色シルトプロック混入

13 :灰黄褐色粘質土：黄褐色 ・黒色シルトブロック混入

〔地山層〕

14:黒褐色粘質土： 3層より黒色強く、粘性も強い

15：明黄褐色粘質土：前橋泥流層

250-020 

第162図 6区3面の風倒木と土層堆積柱状図

黒色土

黒褐色土
灰褐色土

Hr-FA (As-C混黒色土）

黒褐色粘質土

褐色土

に25cm程厚さで浅間山噴出のAs-

YP（約13,000年前）の堆積が見ら

れた。As-YP層上には153cmの厚さ

で洪水層が乗るが、この洪水層の

下位は粘土、中位は礫混じり、上

位は砂質土であり、合わせて 5層

に分層された。洪水層の上面が3

面の確認面であった。
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7-1 7区の調査概要

7区は A状に谷地形が入

り、 3面の調査を実施した。

1面では天仁元年埋没の

As-B (1108)水田、平安時

代末葉～江戸時代中期の道

路11条、溝14条、土坑9基、

耕作痕と水田面、近世後期

以降の溝10条、土坑2基等

を調査したが、全ての道路と溝11条、土坑5基、耕

作痕と水田址 1面は中世の所産であった。尚、中世

の土坑2基は処理の都合から 3面に報告することと

した。（/)

の溝のうち 7条は 9世紀頃の所産と確認した。

尚、図面記録のない14号住居は写真だけを掲載し、

2面に属すべき土坑 1基と律

令期の溝 1条と井戸 1基は処理

の都合から 3面の項に含めた。

3面では3世紀末葉から 5

世紀の周溝を持つもの4軒を

含む竪穴住居6軒、平地式

住居2棟掘立柱建物8棟、

溝 1条、竪穴状遺構 1基、

土坑11基、井戸2基を調

査した。（)')

第3節 7区の遺構と遺物

2面では 6世紀以降の

竪穴住居6軒、溝10条、 Hr-FA・ FP泥流埋没水田

とHr-FA下水田を調査したが、竪穴住居3軒は概ね

8世紀末葉～ 9世紀（前半期）の所産と確認（/)

このうち全ての竪穴住居、平地式住居はと土坑2

基、井戸1基は 3世紀末葉の所産であった。
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7-2 7区1面の遺構と遺物

(1) 7区1面の道路遺構

（第163• 164図、図版74)

概要 7区中南部に於いては 1~11号の11条の道遺

構を調査した。このうち 2 • 3号道、 5 • 10号道、

6 • 10号道、 7• 8号道は重複或いは分岐するもの

であるが、その新旧は特定できなかった。尚、 8号

道はその位置から11号道に続く可能性を有する。

これらの道のうち 2 • 5号道からは須恵器片等の

出土を見たが、 2 • 5号溝を含め時期の特定には至

らなかった。しかし記録が不十分で詳らかではない

が、覆土から 7• 10号道は11世紀初頭、 8号道は概

ね中世の所産と認識される。他の道の時期は不明だ

が、何条かはAs-Bで被覆された可能性があり、ま

た7 • 8 • 10号道

との走行の近似か

らこれらは概ね中

世の所産と推定し

ている。

1 ~11号道はそ

の規模から農道と

認識される。その

設置は 5・8・9・11号道がやや条里方眼を意識し

ているように窺えるものの、全体としては地形に合

わせた設置となっている。

規模 (1号道）長さ ：13.8m 幅： 56cm 深さ： 4cm

(2号道）長さ： 12.2m 幅： 72cm 深さ： 5cm

(3号道）長さ ：（4.2m) 幅： 56cm 深さ： 9cm

(4号道）長さ ：（5.6m) 幅： 48cm 深さ： 2cm

(5号道）長さ ：（5.0m) 幅： 40cm 深さ： 2cm

(6号道）長さ ：（5.0m) 幅： 72cm 深さ： 5cm

(7号道）長さ ：13.Sm 幅： 72cm 深さ： 6cm

(8号道）長さ： （25.lm) 幅： 88cm 深さ： 9cm

（
 

／
 

一ーJ(|

第163図の 1 7-1-7・8号道
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L=75.00m 

A 

―̀̀‘’ 

8溝

〔8号溝覆土）

l ：褐灰色土： As-A混入

〔8号道覆土〕

2 ：灰黄褐色砂 ：As-B混川砂層

3 :黄褐色砂質土： As-B混入。鉄分凝縮

4 :暗褐色砂質土： As-B混入

〔地山層〕

5 : 4層に同じ

6 : As-B 

7 :黒色土： As-C混入

8 ：黒褐色土

9
 

S
 

9
 

z
 

1

ー
，

ぐ
、［
に
丘
L
)
\し

~
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I

』

a

c

g

9
 

第163図の2 7-1-1~8 • 10号道
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__----------

|
|
J
、
―

構造 道遺構の走行の方向は大きくは 1・ 2 ・ 4 ・ 

6 • 7号道と 3• 5 • 8~11号道とに分けられ、前

者は北東ー南西方向、後者は南北方向に取る。また

プランは短く直線的な 3• 11道を除き、他は8・ 9 

道が西に膨らみを持つ以外は東乃至南東に膨らみを

持つ弧状のプランを描いている。

その形態は何れも通行による自然の沈降による浅

い溝状を呈し、側溝等は伴わない。

9道

＼ 

13溝

_
|
|
J
-

14溝

(9号道）長さ： 14.0m 幅： 36cm

深さ： 2cm

(10号道）長さ： （8.4m) 幅： 88cm

深さ．・12cm

(11号道）長さ ：3.2m 幅 ：64cm

深さ： 8cm
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第164図 7-1-9 ・11号道
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A' ー
A

/

 

|
|
J
、
＿

一

〔現耕作土〕

l ：褐灰色土：表土

2 :暗褐色土：やや砂質。礫混入

〔1号溝覆土〕

（圃場整備時の埋土）

3 ：黄褐色土： 20cm大の礫混入
4 :にぶい黄褐色土：黄褐色シルトと

小礫混入

（圃場整備前の堆積物）

5 ：褐灰色土：細粒。溝下部にのろ状

に堆積

ー—て

— 

L=75.40m 2,1 A' 

上 --—+一--

＼言

(2) 7 -1 -1号溝 （第165図、図版74)

概要 本溝は 7区北東部に位置する。

7-1-2 • 4号溝と重複するが、本溝

の方が新しい。また本溝は東側に於い

て第 3分冊で報告する予定の 8区 1面の 3号溝

(8-1-3号溝）に接続している。

本溝からは古墳時代以降の土師器片等の出土遺物

が得られたのであるが、本溝は昭和40年代の圃場整

備時に一気に埋められており、概ね近代以降の所産

として把握されるものであった。

また底面近くには“のろ＂状に土壌の堆積があっ

たため、圃場整備以前は窪地となっており、また滞

水のあったことが窺われるのであが、本溝は水路で

はなく区画溝として把握されるものである。

規模 長さ： 53.7m 幅： 144cm 深さ： 48cm

B 
L='/5,00m 

B' 

三
〔1号溝覆士〕

1 :褐灰色砂質土： As-A混入。ピニール・ガラス等も含む

2 :褐灰色砂質土： As-A混入。 黄褐色シルト •A-sB混褐色砂質土混入

貶

B
/
 

,
'
,
 

第165図の 1 7-1 -1号溝
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構造 本溝は北側が路

線外に出ているためそ

の全容は詳らかでない

が、 7区内では L字状

のプランを呈し、 8-1 -

3号溝と合わせると鎚

形のプランとなってい

る。その走行は東西及

び南北を向く。

掘削形態は箱堀状を

呈している。また底面

を観察すると L字コー

ナ一部分が尤も高く、

北及び東側に向かって

傾斜しているが、通水

は東側が多かったもの

と認識される。

〔現耕作土〕 1 ：褐灰色土

〔1号溝覆土〕 2 :褐灰色土： As-Aと礫ビニールなど混入

3 :褐灰色土： As-Aと黄褐色シルト粒混入 4 :褐灰色土：礫・

ピニール混入。3層に比し粘性有り 5 :褐灰色土： As-Aと小礫

混入 6 :灰黄褐色土：僅かにAs-A混入。粘性有り 7 :黒褐色

土：褐灰色シルト混入 8 :黒褐色士：僅かに褐灰色シルト混入。

7層に比し粘性有り 9 :灰黄褐色土：褐色シルト混入。底面に

のろ状に堆積

L-75.60rn 
D D' 

こ
.
d
 

IO 

c
 

L=75.!0m 

4三下戸言＝
c
 

〔1号溝覆士〕

1 :褐灰色砂質土： As-A混入、大礫とピニール等

混入 2 ：褐灰色砂質土： As-A混入

3 ：褐灰色粘質土 ：As-C混黒色士混入

〔2号溝覆土〕 （As-A多く混入）

4 ：褐灰色土 5 ：褐灰色土： 4層土とAs-C混黒

色土混入

|
|
J
、
一
＇

／ 

//  

第165図の2 7-l -1号溝
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第3節 7区の遺構と遺物

(3) 7-1-5 • 11号溝 （第166• 167図、 図版74)

概要 7-1-5 • 11号溝は 7区北東部に位置する。

5号溝は低地部と微高地の境付近に掘削され、 11号

溝はその15m程東に平行な位置に掘削される。

5号溝からは多くの、 11号溝からは若干量の古墳

時代以降の土師器 ・須恵器片等を出土した。しかし

5号溝は覆土にAs-Bを多量に含むことからAs-A降

下後比較的早い段階の所産、 11号溝は中世の洪水層

土や耕作土より古い時期の所産として把握される。

両溝共に流水の痕跡も確認されず、掘削目的を特

定することはできなかった。

規模 (5号溝）長さ ：18.6m 幅： 64cm 深

さ：8cm

(11号溝）長さ： 16.6m 幅： 64cm 深さ： 17cm

構造 5 • 7号溝は北北西から北東に走行する西に

膨らむ弧状のプランを呈する。

5号溝は箱堀状、 11号溝はやや薬研堀に近い掘削

形態を呈するが、共に幅員には凹凸がある。

A

l

 

(4) 7-1-2・3・10号溝（第167図、図版74・87・110) 

概要 7-1-2・3号溝は 7区北東部に位置する。

3条の溝は重複するが、 2 • 3号溝の新旧等は確認

できなかったが、両溝は10号溝より新しい。

10号溝に出土遺物はなく、 2• 3号溝からは古墳

時代以降の土師・須恵器片等出土したが、 2号溝に

多く、律令期の軒丸瓦 （1)や女瓦 （2）、 4世紀の

土師器高杯（3)或いは馬蹄（4) も見られた。尚、

A L=75.50m 4 1 A' 
• 一

2三琴
〔溝埋没後の土層〕

l ：褐灰色士：現耕作土

2 ：褐灰色土： As-A微量

3 :にぶい黄褐色土： As-A微量に含む

4 ：褐灰色土： As-B少饂混入。鉄分沈

着

5 :にぶい黄褐色土： As-B少量混入。

鉄分沈着。水田床土。やや粘質

6 : 5層土に下位の黒褐色砂質土混入

7 : 8層土ににぶい黄褐色土混入

〔5号溝覆土等〕

8 :黒褐色土： As-B多盪に混入

9 :黒褐色粘質土： 8層土混入

ー

第166図 7-1-5号溝
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A
 

L=75.30m 

A
 

、＼

ヽ

＇ l 
9' ’‘ I 

／ ロ

日
ロロ
□I

\~ 

〔溝埋没後の土層〕

l ：暗褐色土：現耕作土
2 :暗褐色砂質土 :As-A多最に混入。固く締まる

3 :褐色土：やや砂質。As-A混入。鉄分有り

4 ：褐灰色土： As-A混入の洪水層土

〔3号溝覆土〕
5 :灰黄褐色土:As-Aと少量の黒褐色土混入。洪水層土

6 : 5層土と黒褐色土の混土： As-A混入

〔10号溝覆土〕
7 :黒褐色砂質土： As-B多量に含む

2 溝— 1

1/4 

／ 

、 こ

゜
B 丘 75.60m 甘

ベ
［現耕作土）

1 :褐灰色土 ：As-A混入

〔2号溝覆土〕
2・．褐灰色土： As-A混入

〔11号溝埋没後の土層〕

3 ：褐灰色土： As-B混入

4・．灰黄褐色土： As-Bと

黄褐色土（中世洪水

層）混入

5 :暗褐色土： As-B混入。

中世耕土

第167図の 1 7-1-2・ 3・10・11・24号溝と出土遺物
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第3節 7区の遺構と遺物

△ lJ 
叶

＼ 
＼ 
＼ 
＼ 
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ーニニ＝ニニニ~-=---:::ミ
／づ―::::--- ~ 4. ・1 
クク／ ．5 

------7 

Q¥ 

L=75.20m, J 
玉ー ］ 

— , -→ ／ヽ
2 

〔2 • 3号溝覆土〕
1 :褐灰色土： As-A多量に混入

2 :褐色灰色砂質土： As-A・ As-B混入

〔地山層〕

3 :褐色砂質土： As-B多量に混入

4 : As-C混黒色土

ロD 口D

Iヽ

こ

□[ 
2 溝—

1溝

覆土等から 2.

3号溝はAs-A

降下後の近世の

2 溝— 4 所産、 10号溝は

As-B降下後早

い段階の所産と

判断されるが、

2号溝の 2層

(213頁）はAs-

Bを多く含むた

め別遺構の可能

性がある。

これらの溝に

は流水の痕跡は

なく、何らかの

区画溝と思慮さ

れる。

規模 （2号溝）

一ーJ(|

長さ： 34.8m 幅： 104cm 深さ： 32cm

(3号溝）長さ ： （5.2) m 幅： 73cm 深さ： 8cm

(10号溝）長さ： （6.9) m 幅： （38) cm 深

さ： 16cm

構造 2号溝は北半では北北西ー南南東の走行を取

り、中程で3号溝が合流すると南西、更に南に走行

を変ずる。そのプランは北半では西に膨らむ弧状を

呈し、南半ではく字状を呈する。 3 • 10号溝は北

第167図の 2 7-1-2・3・4・10・11号溝と出土遺物 東ー南西走行の直線的なプランを呈する。

掘削形態は共にやや薬研堀に近い箱堀状を呈する。
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第2章 発見された遺構と遺物

＼
 

＼
 

,', 

2坑

7溝

〔溝埋没後の土層〕

1 ：褐灰色土： As-A混入。現耕作土

2 ：褐灰色土： As-A混入。圃場整備前の溝覆士

〔8号溝覆上〕

3 ：灰黄褐色士： As-B混入。中世黄褐色土粒混入

4 :灰黄褐色土： As-B混入。上層に褐色士、下層に

As-B多く混入

5 : As-Bと黒色土の混土

l A' 

ロ
ー

ー8
 

”
:
 

(5) 7 -1 -4 • 24号溝（第167図、図版74)

概要 7 -1 -4 • 24号溝は7区北東部に位

置する。 4号溝は 7-1 -1号溝と重複し、

24号溝は 7-1-2・11号溝と切り合うが、

共に新旧を特定することはできなかった。

4号溝からは古墳時代～律令期の所産で

ある若干の遺物を得たが、時期の特定には

至らなかった。また 4• 24号溝は覆土の記

録も残せなかったため、凡そ中世以降の所

産として把握できるに過ぎなかった。

両溝の掘削意図も特定することはできな

第168図の 1 7-1-6~8号溝と出土遺物（その 1)

かった。

規模 (4号溝）長さ： 8.5m 幅： 60cm 深さ： 8cm

(24号溝）長さ： （0.8)m 幅： 40cm 深さ： 8cm

構造 4号溝は北西ー南東方向に走行を取り、 24号

溝は東北東ー西南西に走行を取って共に直線的なプ

ランを呈する。

4 • 24号溝の掘削形態は箱堀状を呈する。
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(6) 7-1-6・7・8・12号溝

（第168• 169図、図版74• 87 • 110 • 111) 

概要 7-1-6~8 • 12号溝は 7区中部に位置する。

7号溝は 6• 8号溝と交差し8号溝は12号溝と並

走するように重なるが、何れも新旧を特定すること

はできなかった。また、 7• 8号溝は 7-1-8号道

と、 7号溝は 7-1 -14号溝と重複するがこちらも新

旧を特定することはできなかった。
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